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1981年10月3，4目 の両日，

ユイヲ州ソル トレーク ・シティー，

テンブルスクウェアのタバナクル において催 された

大会の説教 とその模様
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世界中から訪れた教会員と指導者が，

ソル トレーク ・シティーのテンプルスク

ウェアにある歴史的なタバナクルとその

　
周辺の建物に再び会して，末 日聖徒イエ

ス ・キリス ト教会第151回 半期総大会が

　
開催 さ れ た。

しか し， 第12代 大 管長 スペ ンサ ー ・W・

墨
キンボールは9月4日 以来市内のLDS

病 院に入院中のため，1ρ月3，4日 の両 日

　
に開かれた各部会に出席することはでき

なかった。

大管長が欠席する中で総大会が開かれ

たのは，デビッド・0・ マッケイ大管長

が病気で出席できなかった1969年 の10月

大会以来のことである。 ・

1981年10月 大会の各部会は，N・ エル

ドン・タナー第一副管長が管理し，司会

1』嘉三熱 識 慧

ヒンクレー副管長が務めた。

教会幹部で出席できなかったのは，キ

ンボール大管長のほかに，入院中のG・

ホーマー ・ダラム長老とセオドア ・M・

バー トン長老，それに南アメリカのウル

グァイ ・，モンテビデオ伝道部を管理 して

いるF・ バートン ・ハワード長老の3名

である。

今回の大会では，過去10年 間ほとんど

の大会で開催されてきた地区代表セミナ

ーが開かれなかった。次回のセ ミナーは，

1982年4月 の総大会に予定されている。

総大会の各部会の模様は，従来のよう

に数力国語で全世界に放送された。

総大会の1週 間前にあたる9月26日 の

夜，タバナクルにおいて秋の扶助協会大

会が開かれ，この模様も世界各地で放送

された。
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教会役員の支持
副管長 ゴー ドン・B・ヒンク レー'

私たちはゴー ドン・B・ヒンクレーを大管
長会の副管長 として支持 して下さるよ

う提議致 します。 この提議 に賛成の方 はそ

の意 を表わして下 さい。 もし反対の方 があ

れば，同じようにその意を表わ して下 さい。

私 たちは二一ル ・A・ マ ックスウェル長

老を十二使徒定員会の会員 として支持して

下さるよう提議致します。この提議 に賛成

の方はその意を表わして下さい。 もし反対

の方があれば，同 じようにその意を表わし

て下さい。

私たちはG・ ホーマー ・ダラム長老を七

十人第一定員会会長会の一員として支持 し

て下さるよう提議致します。この提議 に賛

成の方はその意を表わして下さい。 もし反

対の方があれば，同じようにその意を表わ

して下 さい。

ただ今支持された兄弟たちを除いて，前

回の総大会から教会幹部の異動 があ りませ

んので，教会幹部，その他管理役員を現状

のままで支持 して下さるよう提議致 します。

この提議 に賛成の方はその意 を表わ して下

さい。 もし反対の方があれば，同じように

その意を表わして下さい。
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確信 宗教の真髄

副管長

ゴー ドン・B・ヒンクレー

私
たちの予言者キ ンボール大管長のため

に，これほど惜 しみない愛が注がれた

ことはなかったと思います。私たち主の民

は，心 を合わせ声を合わせて，主か ら与え

られた祝福 に感謝 し，キ ンボール大管長が

さらに健康 を回復されるように祈 るもので

す。

そ して現在入院中のG・ ホーマー ・ダラ

ム長老とセオ ドア ・M・ バー トン長老のた

めにも祈 りたいと思います。またバー トン・

ハワー ド長老は，ウルグ ァイの伝道部管理

のために欠席 していることを皆 さんにお知

らせしておきたいと思います。・

兄弟姉妹の皆 さん，皆さんがそれぞれの

地で天父の子供 たちのために捧 げて下さる

忠実 な働きに感謝 します。 また， この場に

集うために多くの犠牲を払 って下さったこ

とに感謝します。明 日ここを去る時に，す

べての人が命のパ ンを得たと感 じることが

できるように祈 っています。そしてこの同

じ祈 りを，各家庭で大会の様子を聴いてい

る方々のためにも捧げます。

私は皆さんを代表 して，広範囲にわたる

放送 を可能にして下 さったラジオ， テレビ

聖徒の道/1982年4月 号

局の方々や，通信関係の方々に感謝 したい

と思 います。 この方々の働 きには，何十万

人 もの人々が感謝していることと思います。

また， この大会の模様は衛星中継 という

驚 くべき技術 により全米の教会員に放送さ

れています。ソル トレーク ・シティーか ら

北へ数キロ行った丘の上に新しい装置が設

けられましたが，本大会の音声 と映像 はこ

の装置から電波にのせて赤道の上空3万6

千 キロまで送られます。そこで電波は増幅

されて地上 に送 り返されます。それを合衆

国各地のステーキ部 センターに設置された

ア ンテナで受信 します。今のところ受信装

置を備えたステーキ部セ ンターはわずかし

かあ りませんが，今後1年 半の間に400か

ら500カ 所 に設置する予定です。そうなれ

ば，合衆国のほとん どの会貝は，それぞれ

の家庭でラジオ，テ レビ，有線放送 を通 し

て， あるいはステーキ部センターに集まる

ことによって，総大会に出席できるように

な ります。

教会の発展に伴 って，望 む人全員をひと

つの建物に収容するのは不可能 になりまし

た。 また， 多額 の旅費を支払って集 うこと

も難 しくなりました。 しかし，科学 という

賜が， もっと便利な方法を与えてくれまし

た。主のみ業が拡大されるにつれて，主は

人類に霊感を与え，世 界中の教会員が どこ

にいようとも直接予言者の言葉を聞けるよ

うな方法を示して下 さると確信 しています。

コ ミュニケーシ ョンは，教会員をひとつの

家族 として結ぶ原動 力です。これらの設備

がすでに置かれているところ，あるいは間

もなく設置される所では， それぞれの必要

に応じて， また状況に応 じて，互いに情報

交換を行なうことができるようになるでし

ょう。

私事で恐縮ですが，ここで少しお時間を

いただいて話す ことをお許 し下さい。私は
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今から20年 前の10月 大会で，十二使徒評議

員会の会員とし七支持 されました。それ ま

での2年 半は，十二使徒補助 として働かせ

ていただきました。以来現在に至るまでは

多事多端 な時期にあた り，教会はデビッド

O・ マッケイ，ジ ョセフ ・フ ィールディ

ング ・ス ミス，ハロル ド・B・ リー，スペ

ンサー ・W・ キンボールという霊感を受 け

た4人 の大管長 によって管理されてきまし

た。そして，この間に教会は全世界に向か

って驚くべき発展を遂げたのです。数百万

の人々が教会に加わ りました。教会に敵対

する声を挙げる人もいました。 しか し，い

かなる批判も，主のみ業の発展をとどめる

ことはできませんでした。かえって私たち

を擁護 し，支持する人々が増え，時 には多

くの人が教会 に加わることにな りました。

私個入にとって，これ らの年月はまさに

チ ャレンジの時で，苦労の 多い責任 と満 足

感を与えてくれる経験が同居 した毎 日でし

た。 また，世 界中の聖徒の皆 さんとお会い

する機会でもありました。私 は各地で皆 さ

んの家庭を訪 問させていただきましたが，

その際に温かいもてなしと親切 とを受けま

した。心から感謝の気持 ちを表わしたいと

思います。・また集会 に出席 して，皆 さんの

証や信仰あ、ζ・れる話 を伺 いました。皆さん

の悲しみを知 って共 に涙し，成功を知って

多くの人々と喜び合 いました。私の信仰 は

強固にな り，知識は増 し，神の子供 たちへ

の愛はかつてなかったほど高まりました。

最近のことですが，私は旅をする機会に

恵まれ，中華人民共和国，東 ヨーロッパ諸

国，それにロシアを訪れました。 どこへ行

っても，，善良な人々の温かさに触れきした・

皆，神様の子供なのです。確かに政治的，

思想的には大きな隔たりがあ りますが，本

質的には同じです。 すべての人は神様の息

子 であり，娘なのです。心の奥底では同 じ

6

願望 を抱いています。夫は妻を愛 し，妻は

夫を愛しています。親は子供を愛し，子供

は親を愛 しています。彼 らの心 も，・機会さ

え与えられれば，同 じ真理に共鳴するので

す。ほとんどの人は，戦争よりも平和を，

争 いよりは兄弟愛を望 んでいます。また，

流言 よりも真理を求めています。私たちに

は果たさなければならない重大な責任があ

ります。 それは，地上に住むこれらすべて

の人々に永遠の福音 を教 えることです。 多

くの門戸はいまだに閉ざされています。 し

か し，私たちが絶えず祈 り求め，そのため

に備 えるならば，主はみこころにかなう時

にすべての門戸を開いて下さるに違いあり

ません。 その時がいつなのか，私にはわか

りませんが，私たちは努めてこのみ業に従

っていかなければな らないのです。

私は20年 以上にわたり教会幹部の責任を

果た してきましたが， その間にアジアの大

いなる国々で奇跡的に門戸が開かれ，み業

が進められていくのを， この 目で見てきま

した。 わずか25年 前 には伝道開始な ど夢に

も見なか った国々に，現在では10万 人以上

の会員がいて，強いワー ド部やステーキ部

が幾つ も組 織 されてい ます。主が不思議

な方法で門戸を開き，そこに住む人々の心

に触れられたのです。 そして今，同 じよう

なことが他の国々で も起 こっています。 目

には見えなくとも，確かにこのみ業は進め

られているのです。

私はこの20年 間を振 り返 り，主のみ業が

偉大 な発展を遂げたことに心か ら感謝しま

す。

私は新 たな責任をいただきました。キ ン

ボール大管長， タナー副管長，ロムニー副

管長 をは じめ，十二使徒，七十人，管理監

督会の兄弟たちが，私 に信頼を寄せて下さ

ることを感謝します。私のただひとつの願

いは，いかなる職に召されて も忠実 に働 く



ことです。私の新たな召しについて，寛大

な心と、思いや りとを示 して下さった多くの

方々に感謝 します。 この神聖な召 しを受け

ることによって，私は自分の持つ弱点に気

づきました。 もし私がいか なる時であれ皆

さんを傷つけるようなことがあったなら，

この場で心か らおわびします。 どうか赦し

て下さい。 この召しが長いものであれ，短

いものであれ，私は愛 と信仰をもって全力

を尽くす覚悟です。

聖徒 たちが互いに理解 し合い，耐える精

神 と赦 す気持ちとを持つように願 っていま

す。私 たちには，他人の批判や粗探 しなど

をして，時間やエネルギーを浪費している

余裕などあ りません。主はその民に次のよ

うに命じておられます。「す べての談 話に

より，すべての祈 りにより，すべての訓戒

により，すべての行為によりて，汝の兄弟

たちを強くすべし。」これは明確 に宣言され

た戒めであ り，次のような素晴 らしい約束

を伴 っています。 「見よ，みよ，われ汝 と共
と.こし え

に在りて汝を祝福し，永久に汝 を救わん。」

(教 義 と聖約108：7-8)

さて， ここでみたまの導きを願いつつ，

別のことについてお話 したいと思います。

最近 この町で，東部か らやってきた著名な

ジャーナリス トが講演を行ないました。私

は彼の話 を直接聞いたのではなく，新聞で

読 んだのですが，その中には次のような言

葉が引用されていました。「確信 は宗教 の

敵である。」私はこの言葉を心の 中で反す

うしていました。 私の定義では，確信 とは

完全に信じることであって，これは決 して

宗教の敵ではありません。むしろ，宗教の

真髄と言えるものです。

確信 とは，信 じて疑わないことであり，

信念を持つ ことであ ります。また，信仰の

力であって， この力は知識 に匹敵し，知識

になり得るものです。確信は熱意 を引き起

聖 徒の道/1982年4月 号

こします。反感や偏見，冷淡な態度を克服

する上で， この熱意に勝る力はあ りません。

不安定な基礎の上に，巨大な建造物は建

て られ ません。煮えきらない指導者の もと

では，決 して偉大 な事業は成功しません。

確信がなければ，福音を世 に広めて，人々

を改宗 させることはできないのです。個人

の確信 の中心 をなす ものが信仰であ り，こ

の信仰こそ， これまでそうであったように，

いつの世 にあっても宗教生活の根源になら

なければな りません。

「あなたがたはわたしをだれと言うか」と

主がお尋ね になった時，ペテロの心には何

の疑い もあ りませんで した。「シモン・ペテ

7



ロが答えて言った， 『あなたこそ，生ける神

の子キリス トセす。』」(マ タイ16：15-16〉

ま た， カペナウムの群集に向かって， イ

エスが御 自身を命のパ ンであると教 えられ

た時も，ペテロは何の疑いも抱きませんで

した。 この教えが理解できなかった 「多く

の弟子たちは去 っていって，もはやイエス

と行動 を共にしなかった」と記されています。

「ぞこでイエスは十二 弟子 に言 われた
，

『あなたがた も去ろ うとするのか。』シモ

ン・ペテロが答えた。『主よ，わたしたちは，

だれのところに行きましょう。永遠の命の

言をもっているのはあなたです。わたした

ちは，あなたが神の聖者であることを信 じ，

また知 っています。』」(ヨ ハネ6：66-69〉

救 い主の死後，使徒たちはみ業を遂行 し，

主の教義を教え，激しい苦難の中で命まで

も捧げました。 もし彼らが自らが代表する

主 に対 して，あるいは自らが教 える教義 に

対 して，わずかでも疑いを抱いていた とし

たら， そのようなことができたでしょうか。

パウロはキリス ト教徒を迫害するためにダ

マスコヘ向かう途中，光に照らされてみ声

を聞きました。 その後，彼の確信が揺らぐ

ことはあ りませんでした。パウロは30年 間

にわたって自らの時間と，力と，命 とを捧

げて，復活された主の福音を宣べ伝 えたの

です。 自分の慰 めや安全など顧 みず，当時

知 られていた世界を巡 り歩いて こう宣言し

ました。 「死 も生も，天使 も支配者 も，現在

のものも将来のものも， 力あるものも，高

いものも深いもの も，その他どんな被造物

も，わたしたちの主イエス ・キリス トにお

ける神の愛か ら，わたしたちを引き離すこ

とはできないのである。」(ロ ーマ8：38-

39)

ローマで処刑 されたパウロは， イエス ・

キ リス トが神の御子 であるという最後の証

を， 自らの死をもって結び固めたのです。
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同 じことが初期のク リスチャンにも言え

ます。復活され生きてお られる神の御子を

信 じる何千，何万 というク リスチャンが，

信仰を否定するよりはと，投獄，拷問，そ

して死刑をも甘んじて受けました。

もし確信がなかったら，ルター，フス，

ツウィング リをはじめとする偉大な人物が

勇気をもって推 し進めた宗教改革などあり

得たでしょうか。

そしてそれは現代 にも言えることです。

信者 に確信がなければ，宗教の大義は弱 ま

り，その教えを広めて人々の心 を捕 らえる

原動力も推進力 もなくなってしまいます。

神学について口論することはできても，行

動 によって得た個入の証 は否定することは

で きません。私たちが恩 恵を受けているこ

の福音の神権時代は，天父と御子が少年 ジ

ョセフ ・スミスの もとを訪れ るという輝か

しい示現によって幕が開かれました。 この

少年は自分が経験 したことを近所の牧師に

話 しました。すると牧師は非常に軽蔑して

こう言いました。「そんなことは全 く悪 魔

の仕わざである，今の時代に示現 だの啓示

だのというようなことがあるものか。」(ジ

ョセフ ・ス ミス2：21)

他 の 人々も口をそろえて ジョセフを攻撃

しました。彼は激しい迫害を一身に受 けま

した。 しか し，次のように記しています。

「私は実際に光を見た
。 その光の唯 中に二

人の御方を見た。 そしてその方々は真実私

にお言葉 をかけた もうた。私が示現 を受け

たと言うために憎まれまた迫害されて も，

なおそれは真実である。 そして私がこのよ
のの し

うに言うために，人々が私を迫害 し罵 り偽

ってあらゆる悪 口をあびせている間に，私

は 自分の胸の中で語 る よう になった。『何

故真実のことを話すから私 を迫害するのか。

私は本当に示現 を受 けたのだ，私がどうし
さか

て神に抗らえようか。何故世の中の人は，



私が本当に見た ものを見ないと言わせよう

と思うのか。私は示現を受けたのであるか

らそれが事実であるのを身を以て知 ってい

る。私は神がそれを知 りたもうことを知 っ

ている。私はそれを打ち消すことはできな
あえ

かった。 また敢て打ち消そうともしなかっ

た。」(ジ ョセフ ・ス ミス2：25)

こ の言葉 には，み じんの疑い もあ りませ

ん。 ジョセフ ・ス ミスにとってこの経験は，

真昼の太陽が暖かいのと同様に，現実のもの

だったのです。彼の確信は決して薄れたり，

揺 らいだりはしませんでした。 よみがえら

れた主について，彼が後に記した証 を聞い

て下 さい。
つ な

「さて
，この子羊 に就 きて為 されたる様

様 の証の挙句，われ らの為す最後の証はす
これ

なわち 『主は実に生きた もう』こと是な り。

われらは，彼がすなわち神の右に座した

もうを見た り，また，御父の生みたもう独

子 なりと証した もう声を聞けり。

すなわち諸 々の世界は彼の手により，彼
よ

の手 を経て， また彼に因 りて先 に作 られ，

また現に作 られ，これに住む者たちも皆神

よ り生れたる息子 と娘なることを証 したも

う。」(教 義 と聖約76：22-24)

ジ ョセフは 自分の進める業が確がなもの

で， 自分の受けた召しが真実であると確信

していたので， それを命よりも大切 にしま

した。 そして， 自らの死を予期しながら，

暴徒の中に無防備のままで 自分を置き去 り

にするような人々に身をまかせました。 ジ

ョセフは自らの血で証を結び固めたので隻

彼に従った人々 もそうでした。 このよう

な人々の生活や行動の 中には， 「確 信が宗

教の敵である」 と言える証拠など少しも見

いだせ ません。聖徒たちは次から次へ と住

みなれた家を追われていきました。 ニュー

ヨーク州からオハイオ州へ，そして ミズー

リ州，イ リノイ州へと移住し， この盆地に
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た どり着いてからも，新たな町を築 くため

に多くの人が広大な西部に散っていきまし

た。なぜでしょうか。 それは自ら携わる業

に確固たる信仰を持 っていたからです。

この長 く困難な旅の途 中で，聖徒たちは

病 に冒され， 自然の猛威にさらされ，敵の

襲撃 を受け ました。 そして，多くの者が命

を落 としました。 ミズー リ川か らソル トレ

ーク盆地に至る道の傍 らには，6，000人 余

りの聖徒が葬 られています。彼らは自らの

命 よりもさらに真理を愛 していたのです。

この精神は今 も受け継がれています。私

は数年前 に，デビッ ド・O・ マ ッケイ大管

長 の美しい言葉 を手紙に書いたこ とがあり

ます。それは次のような言葉で した。

「夜が明 けると陽が昇って朝になること

をあなたが少しも疑わないように，私はイ

エス ・キ リス トが人類の救い主であり，啓

示により予言者ジ ョセフ ・スミスに回復さ

れた福音を通 して，世の暗闇を一掃する光

であられることを確信しています。」

愛するスペ ンサー ・W・ キンボール大管

長 もこの ように言われました。 「私は，イエ

ス ・キ リス トが神の御子であり，世 の人々

の罪のために十字架 におかか りになったこ

とを知っている。 イエス ・キ リス トは私の

友であり，私の救い主，私の主，そして私の

神である。」(『キリス トにあって永遠の望み

を抱く』「聖徒の道」・1979年2月 号，p.120)

この確信があるからこそ，教会は前進 し

て きたのです。迫害や嘲笑に耐え，財産を

犠牲にし，愛する者を残 して遠方の地へ福

音 を携えて行 ったのです。この確信が，最

初か ら現在に至るまで， み業を推 し進めて

きました。数百万の聖徒たちが，このみ業

は真実であり，神は私たちの永遠の御父で

あ り，イエスはキ リス トであると信 じてい

るのです。 この信仰は私たちの生活の中で

大きな原動力になるに違いあ りません。
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現在，3万 人の宣教師が 多くの家族の犠

牲のもとに伝道しています。なぜそのよう

なことをするのでしょうか。それは，この

み業が真実であるという確信があるか らで

す。教会員数 は500万 に達 しようとしてい

ます。この驚くべき成長 をもたらした もの

は何でしょうか。それは，1毎年聖霊の力を

感じて改宗する何十万 もの人々の心の中に

生じる確信なのです。教会には効果的に機

能する福祉プログラムがあ ります。 多くの

人はこれを見て.驚嘆の声を挙げます。 この

プログラムが成功 しているの も，参加する

聖徒の信仰があるか らなのです。

教会が発展するにつれて，私たちは何百

もの礼拝堂を新しく建 てなければなりませ

ん。 お金のかかる仕事 です。 しかし，聖徒

たちは収入の中から建築資金を納めるだけ

でなく，きちん と正直に什分の一を納めて

います。このみ業が真実であるという確信

を持っているからです。

素晴 らしいことに，真理を知 りたいと願

う人はだれで も，この確信 を得 ることがで

きます。主御 自身がその方法を教えておら

れます。「神のみこころを行 おう と思 う者

であれば，だれで も，わた しの語っている

この教が神からの ものか，それ とも，わた

し自身から出たものか，わかるであろう。」

(ヨ ハネ7：17)

確 信 を得 るには，神のみ言葉 を学 ぶこと

です。真理の源を熱心 に捜 し求 め，祈るこ

とです。福音を実践し，教 えに従 って生活

することです。私は 自分の経験か らためら

うことなく約束します。これ らのことをす

べて行なうならば，聖霊の力によって，確

信 と証と確かな知識 とが もたらされるでし

ょう。

世の 多くの人々には，これが信じられな

いようです。神のことは神のみたまによら
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なければ理解できないという原則がわから

ないのです。努力が必要です。謙遜さがな

ければなりません。祈 りも必要です。 しか

し努力の報いは必ずあ り，証は確かな もの

となります。

もし私たち主の民が，それぞれこの確信

を失うようなことになれば，教会は他の多

くの組織と同じように衰退 して しまうでし

ょう。 しか しその心配はあ りません。常に

増大する教会員が， 自らの確信 を捜 し求め

てそれ を見いだすに違 いないからです。 こ

の確信は証 と呼ばれ，聖霊の力によっても

た らされ， いかなる逆境の嵐にも耐え抜く

ものです。神に関する事柄について考えの

定 まらない入，約束を避ける入，不確かな

ことを語る人， このような人には黙示録の

言葉が当てはま ります。

「わ た しは あなたのわざを知っている。

あなたは冷たくもなく，熱 くもない。 むし

ろ，冷たいか熱いかであってほ しい。 この

ように、熱くもなく，冷たくもなく， なま

ぬるいので，あなたを口か ら吐き出そう。」

(黙 示3：15-16)

兄 弟姉妹の皆さん，この素晴 らしい大会

を始めるに当た り，皆さんの上に主の祝福

があるよう，にお祈 りします。 また，確信を

もって真理に対する証を述べたいと思 いま

す。永遠の父なる神は生きておられます。

確か に生きてお られ ます。イエスはキ リス

トであ り， 人類の救 い主，購い主であり，

私たちの救いを計画された御方です。 私た

ちが携わっている業は神のみ業です。 この

教会はイエ ス ・キ リス トの教会です。教会

で奉仕する機会は実 に素晴 らしいものであ

り，またそのことへの私たちの信仰は固く

揺 るぎないものなのです。 イエス ・キリス

トのみ名によって申し上げます。アーメ ン・



「ああ
，聖 なる順 い主 」

十二使徒定員会会員

二一 ル ・A・マ ックス ウェル

兄哲惚穿叙糧鵠諺磐兜
大管長 と副管長の方々に感謝の気持 ちをお

伝えしたいと思います。私は十二使徒 とい

う召しをいただきましたが，使徒 と呼ばれ

る人々の中で，私ほ ど未熟で資格に乏しい

者はおりません。

あ らゆる面で 申し分のない妻に，愛と感

謝を伝 えたいと思います。 寛大で立派な両

親や姉妹たちに，また王国のみ業に務 め，

永遠の伴侶と結婚 した子供たちに，私の愛

と感謝の気持ちを伝 えたいと思います。

使徒としての召しをお引き受けした以上，

私は生涯を捧 げてその責任を果たさなけれ

ばならないと考 えています。そこで，つた

ない言葉ではあ りますが，私はへ りくだっ

て聖なる腰 い主を讃美し，証を述べたいと

思います。

主はさまざまな名前で呼ばれます。創 り

主，独 り子，平和の君，助け主，仲保者，

神のみ子，救 い主， メシヤ，救いの導 き手，

完成者，・王の王。.しかしどのような尊称で

呼ばれようとも，人類を救い得る唯一の名

は， イエス ・キリス トをおいてほか にあり
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ません。(教 義 と聖約18：23参 照)

主 はその属性 と，知識と，偉業 と，経験

において，まさに比類 なき御方であ ります。

にもかかわ らず，主は私たちを 「友」 と呼

んで下 さっています。(ヨ ハネ15： 臆 参照)

私 たちは無 条件 で主を信頼し，礼拝 し，

敬愛することができます。この地上に生を

受けた者の内，主以外に完全な御方はいら

っしゃいません。(イ ザヤ46：9参 照)

主の知 恵と業績は，全人類の能力と実績

を総合 したよりも，はるか に優れたもので

す。(ア ブラハム3：19参 照)

主 は私たちの善 い行 ないを喜 ばれますが，

主に対 して私たちがどのような車場に立っ

のかを考えると，私たちは主の足もとにも

及ばないことがわか ります。だか・らこそ，

私たちはひざまずいて主を礼拝するのです。

重 い病 にかか っているか らといって，そ

の苦 しみを主に訴えることができるでしょ

うか。主は人の理解 が及ばない方法で，私

たちが苦 しみ や病 に遭 うず っと以前に，

それらをすべて御 自身の身に引き受けて下

さいました。(ア ルマ7：11-12;マ タ イ8

17参 照)私 たちの犯す罪の重 さの故に，

主はすべてのものの下 に身を落されました。

(教 義 と聖約122：8参 照)主 が経験され

たような深き底に，私たちは落ちたことは

ありません し，これからもそのような経験

をす ることはないで しよう。 この瞭罪によ

って，私 たちを救う主の力は完全な ものと

なったのです。 この試 しの世 にあって主か

ら教 えを授かる私たちは，主の贈いに心か

ら感謝を捧げます。 カルバリの丘には， ア

ブラハム とイサクの友であるイエスの命を

救 う雄羊はいなかったのです。

自分の家がないか らといって，家のない

生活がどんなものか，主に話そうとする人

がいるで しょうか。ある時， イエスは次の

ように言われたではありませ んか。 「きつ ね
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には穴があ り，空の鳥には巣がある。 しか

し，人の子 にばまくらする所がない。」(マ

タイ8：20)

誤解 された り，裏切 られたりしたからと

いって，そのことを主 に訴 えようとする人

がいるでしょうか。友 人がしりごみしたり，

「わたしは漁に行 くのだ」 と言った場合は
，

どうでしょうか。(ヨ ハネ21：3参 照)

不義 につ いて主 に教 えを説 くことができ

るでしょうか，あるいは司法制度の誤 りを，

律法を定められた御方のせ いにす ることが

できるでしょうか。 この御方は威厳をもっ

て，律法の曲解や悪質 な裁判に耐 えられた

のです。

孤独 にさいなまれるからといって，「ひと

りでさかぶねを踏 まれた」主に，見捨てら

れた者の気持ちについて何 を教えることが

できるでしょうか。1(教義 と聖約76：107;

マタ イ27：46参 照)

子供 を授からない人々は，主に頼ること

はできないのでしょうか。主は子供たちを

愛し，「天国はこのような者 の国 である」

(マ タイ19：14〉 と言われたではあ りませ

んか。また，「子供たちを一 人一 人近よせて

これに祝福 を与え，かれらのために御父に

祈 りゴ，そして涙を流されたではありません

か。(皿 二一フ ァイ17：21-22〉

思 いや りや憐れみについて，主に説教 し

ようと思う人がいるで しょうか。 主は十字

架上で苦しみの絶頂 にあった時でさえ，隣

の罪人を慰めて，「あなたはきょう，わたし

と一緒にパラダイスにいるであろう」(ルカ

23：43)と 言 われたのです。

自分の地位を求める強い誘惑があったか

らといって， 妥協 したことへの言い訳をす

ることができるでしょうか。 サタ ンがこの

世のすべての国々とその栄華とを見せ，「こ

れ らの ものを皆あなたにあげましょう」，と

言って巧みに誘惑した時，御 父への驚くべ
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き忠誠 を示 されたのは，ほかならぬ主であ

りました。主は断固としてその誘惑を拒ま

れたのです。(マ タイ4：8参 照)

人生の思 いもかけない皮 肉ななりゆきに

ついて，私たちは主に何を教えることがで

きるでしょうか。主が亡くなられた時，残

された，たった1枚 の着物さえくじで分け

られました。 しか し主にとって，この地球

は足台だったのです。主は人類が再び渇く

ことのないように，生ける水を与えて下さ

いました。 それなのに，十字架の上で主に

差 し出されたのは，酢いぶ どう酒でした。

(ヨハ ネ4：10-191マ タイ27：48参 照 〉

最後の敵である罪と死か ら私たちを解 き

放 ってくれた主に， 自由について何を教 え

ることができるで しょうか。

自由を尊重しながらもそれに伴う苦難 に

不平を言う人が，主の福音によらずして，

神 との真の和解 に至ることができるで しょ

うか。

貧しい人々を養うことに携 わっているか

らといって，群衆に食べ物を与えることに

っいて，主 に何を教えることができるでし

ょうか。

医療に従事 しているからといって，病人
いや

を癒すことについて，主 に何 を教 えること

ができるで しょうか。.

自分の奉仕がだれに も気づかれず，感謝

されなかったゆ らといって， その心の痛み

を人類の腰い主に訴えることができるセし

ょうか。癒された十人のらい病人の内，イ

エスに感謝を捧げたのはたったひとりでし

た。イエスはこうお尋ねになりました，「ほ

かの九人は， どこにい るのか」(ル カ17：

17)

人間 の寿命 を延ばす研究をしているか ら

といって，全 人類の復活を可能にされた御

方に何 を教えることができるでしょうか。

科学 者が真 理の 糸を幾つ か発見したか



らといって，真理全体を編まれた御方に何

を教 えることができるでしょうか。

勇気にっいて，主に何を教えようという

のでしょうか。体の5箇 所に特別な傷をお

持ちの主に戦傷者に贈 られる勲章を見せ た

とて，何になるというのでしょうか。

新しき世界を創造し，その他の世界を過

ぎゆかせられるの も，主がお持 ちの 「力の
一言葉
」 によるのではないで しょうか。(モ

ーセ1：35-38参 照)そ のように大宇宙を

統治す る御方であるにもかかわらず，主は

十二使徒の一人一人と親しくお話 しになり

(m二 一ファイ28：1参 照)，後にはニュー

ヨーク州の片田舎 に住む農家の一少年を召 ・

されたのです。

主は私たちに，主がお造 りになった天の

星 を観察 して，「みいつ堂々と進 む神 を」見

るように勧めておられるではあ りませんか。

(教義 と聖約88：47参 照)天 体が それ ぞれ

の軌道 を運行するように，教会か ら離れた

人々がやがて真理の道に立ち返るのを見る

時，私 たちはそこに主の栄光 と力とを感 じ

ないでしょうか。

主がお造 りになった世界は数多く， コン

ピューターを操作する人間でもそれを数える

ことはできません。それにもかかわ らず，

主は 「あなたがたの頭の毛まで も，みな数

えられている」 と教えてお られるではあり

ませんか。(マ タイ10：30;モ ーセ1：35-

38参 照)
とら

復活された主は， 囚われの身のパウロの

かたわ らに現われて，彼を激励 し，ローマ

で も証をするように召されたではありませ

んか。(使 徒23：11-12参 照)同 じように，

義人がつらい経験をしている時，そのかた

わ らには必ずイエスがおられるのです。

この良き羊飼いは，栄光 に満ちた願いの

後 に，墓か らよみがえり， ノアの時代に不

従順に陥った失われた羊たちのもとを訪れ

.聖徒 の道/1982年4月 号

られました。(1ペ テロ3：18-20参 照)そ

して，アメ リカ大陸にいる他の失われた羊

のもとも訪れたではあ りませんか。(ヨハネ

10：161111二 一 ファイ15：17，21参 照 〉そ

のほかにも，主の訪れを受けた失われた羊

がいるか もしれません。(III二一 ファイ16：

1-3参 照)私 たちは良心的な行 ないにつ

いて，主に何 を教 えられると言うのでしょ

うか。

何ひとつとして私たちが主 に教 えること

はありません。 しか し，私たちは主のみ言

葉 に耳を傾け，主を愛 し，敬 い，礼拝する

ことはできます。主の戒めを守 り，聖典 に

親しむことができ訴す・そうです，主を忘

れてみこころに背きやすい1私たちではあり
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ますが，決して主から忘れられることはな

いのです。私たちは主の 「業」であ り主の

r栄光」です。主は決 して私たちを迷わせ

た りされません。(モ ーセ1：39参 照)

ですか ら，私は主を讃美し，主 のみ業を

たたえます。主の栄光 を表わすにはあまり
つたな

にも拙い言葉 ではありますが，この時満ち

たる時代 に特 に召された主の証 人として，

主のみ業が完きものであることを証 します。

主のみ業が祝福ばか りで教 えに欠けるな

どと言 う人は，何 と危 うい状態 にいること

でしょうか。十字架 ばか りを強調 して，復

活を説かないのであれば，何 と狭い視野で

物事を見ていることになるで しょうか。カ

ルバ リの悲劇ばか りを語って，パルマイラ

の回復 を伝 えなければ，何 とも偏 った教え

になってしまいます。 それはち ょうど，主

を拒んだカペナウムの村ばかりを強調 して，

福音を受け入れたエノクの市について語 ら

ないの と同 じことです。あるいは，古代の

イスラエルの不信仰や堕落ばか りを説いて，

何十年にもわたって義 しい生活 を送ったバ

ウンテフルの人々を無視することと同 じで

す。

イエス ・キ リス トは，紅海やシナイ山で

のエホバであり，復活した主であり，パル

マイラの丘では天父の代弁者を務めた御方

です。 あの時，パルマイラの丘には， たっ

たひ とりの少年がいるだけでした。

主は生 きてお られ， 恵みに満ちておられ

ます。主はすべての国々にその国民 にかな

う光を送られ，神の道を彼 らに宣べ伝えさ

せて部られ ます。(アルマ29：8参 照)世 の

光であ られる主が， それぞれの国にどの程

度の光を送るか，お決めになるのです。

間もなくすると，すべての人が主にまみ

える時がやってきます。主のみ前であらゆ

る人がひざをかがめ，「イエス・キリス トは

主である」と告 白することでしょう。(教 義
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と聖約76：110-111ピ リピ2：10-11参

照)祈 るためにひざまずいたことのない者

でさえ，急いでそうすることでしょう。不

敬な言葉を吐 く時を除けば主のみ名を口に

したことのない者 もまた，主を拝 して告 白

するでしょう。

かつてあざけりの中で(王 を象徴する)

紫 の衣をまとわれた主が，間もなく，蹟い

の血を表わす 「赤 き装 い」をして再臨され

るのです。(教義 と聖約133：48-49参 照)

その時，1すべての人は主の正義 と憐 れみ

が完全なものであ ることを悟るでしょう。

(ア ルマ12：15参 照)さ らに，神が冷淡で

あられたのではなく，人が神をないが しろ

にしたのであり，それ によっていかに多く

の苦しみが生み出されるか知るで しょう。

そして， 人類の真の歴史がおぽろげにで

はなく，はっき りと映し出されるでしょう。

(1コ リン ト13：12参 照 〉大戦争 も小 さな

たき火のように瞬時に消え去 り，'人類 の歴

史上の出来事が 「時の壁」に描かれた絵のよ

うに次々と現われては消えてい くでしょう。

しか しその前 に，末 日の厳しくも栄光あ

る背景の中に， まず私たちの行ないが映し

出されるのです。

地上 には善と悪の激 しい対立があるでし

ょうが，エノクの市の聖徒たちとの麗 しい

再会も行なわれます。そうです，国々には

分裂が起こ りますが，主の家々はさらに固

く一致 して，地上に栄光をもたらすのです・

ハルマゲ ドンは間近に迫っています。 しか

し，アダム ・オンダイ ・アーマンも目の前

にあるのです。

その一方で主は私たちに，夏の終わりの

陽射 しから何を悟 るようにと言っておられ

るでしょうか。主は，試練 によって私たち

の信仰と忍耐力とを試すと言われなかった

でしようか。

狭き門へ と続 く細 い道を見いだす者はき



次とその扉を閉ざし，様々な出来事は，嵐

に舞い散る木の葉のように過ぎ去っていく

でしょう。 そして，福音のともし火で暖を

とる人々は，身 と霊 とが震えるのを覚える

ことでしょう。 しか し，この信仰の輪の中

にいる私たちは， そのような中にあっても，

神の 目的が決して挫折しないことを知って

います。なぜなら，「主は始めか ら一切のこ

とを知 って居た もうから，そのすべての御

業を世の 人の中に成就するためにある方法

を備えておきたもう」(1二 一ファイ9：6〉

と記 されているからです。

私はへ りくだって，主が遣わされるとこ

ろであれ ば，どこへでも参ることをお約束

します。 そして主のみむねのままにみ言葉

を語れるように努力します。主の特別な証

人と して完 全に その責 任 を果たすには，

私 自身の生活を特別で完全なものにしなけ

ればなりません。私 はこのことを，身の震

える思いで自覚 しています。話を終えるに

あた り，「聖なる蹟い主」 と題す る讃美歌の

歌詞 を読 みたいと思います。この詞の願い

は，私 自身の願 いでもあ ります。

わめて少ない と主御 自身が宣言されたでは

ありませんか。(マタイ7：13-14参 照)ま

た，全地に散 らされた聖徒 たちが，邪悪 と

暴動 と迫害の うずまく中で，神の力 と義に

よって武装す ると言われたではありません

か。主は 「ひとつの清き民をわがためにお

こさん」 と欲 してお られ るのです。(1二 一

ファイ14112-141教 義 と聖約100：16参

照)

主 のみ業は，あたかも台風の目のように，

静かに進められています。初 めに主 は，聖.

徒の只中でこれを統治され， 次いで全世 界

の民を治め られ ます。(教義 と聖約1：36;

133：2-3参 照)

人類の歴史は，嵐が近 づく時のように次

ああ主よ，見すてた もうな……

罪人なる我を 受け入れ……

我が叫びを 聞きたまえ……

我が悩みに 応えたまえ・…一

苦しむときに 我をあわれみ……

危ういときに 我が盾とな り……

主よ，我 を見守 りたまえ……

ああ，聖 なる瞭いの主よ……

我を赦 し，忘れたまえ，我が罪を，

主よ，助けたまえ……

ああ，聖なる蹟いの主よ

イ エ ス ・キ リス トの 聖 な る み 名 に よ り 申

し上 げ ま す。 ア ー メ ン。
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幸福 と昇栄
に至る計画

七十人第一定員会会員

リチャー ド・G・スコッ ト

私 の息子はおもちゃのロボツセを持って
います。歩くことのほかにンンブルな

動きが幾つか取れるようになっています。

転んだ場合も，少し大変ですが， 自力で起

き上がることができます。 このロボットは，

何の感情 もないままに，プログラムされ た

機能 を自動的に行 なうのです。このロボッ

トには，成長 した り予定のコースを変更し

たりする能力はあ りません。 また外部から

の力，特にそれがロボ ットの必要を満たす

ものには即座 に反応 しますが，内部のバネ

でも壊れようものなら，機能 を停止してし

まいます。サタンは，できることなら天父

の子供を皆 ロボッ トのようにして しまいた

いと思っています。

それに比べ，主の計画は何 と異なってい

ることでしょう。幼な子の誕生を考えてみ

て下さい。神 によって創造 され(モ ーセ6：

36)前 世 で成長 した霊は， 骨 肉の体 を幕

屋 として宿 ります。父親 と母親は，神 と共

にこの神聖な経験 に携わるのです。両親は

子供を愛し，導き，また鼓舞 しなが ら育て

ます。子供は救い主の教 えを正 しく理解 し，

それに従うことにより，規則に規 則を加 え
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て学んでいきます。 そしてその教えを実践

することにより， 自立 した，愛らしい，ま

た神 に喜んで仕 える息子，娘に成長 してい

くのです。 そのような子供 たちの持つ可能

性 には限界があ りません。 また神の戒めに

ことごとく従順 であるならば，いつ しか神

のみ もとに戻 り，主の栄光 にあずか り，昇

栄のみ業を分かつことができるのです。そ

のような人は，この世 において も同 じよう

に，言葉 に尽 くせないほどの幸福 を味わ う

ことができるで しょう。

この世の人生は試 しの場です。神は言わ

れました。「われら……これ らの者の住まう

べき地 を造 らん。而して， これ によりて彼

らを試し，何にてもあれ，主なる彼らの神

の命 じたまわんすべてのことを彼らが為す

や否やを見ん。」(アブラハム3：24-25)

試 しの場は人によ り異なります。 肉体的

な制約 をもって生 まれた人もいれば，寝 た

きりの人，健康 がす ぐれない人もいます。

また，経済的な苦労の多い人，良い両親の

模範から縁の遠い人，忍耐力を試されるた

めに多くの試練を受ける人もいます。私た

ちが耐え忍ばなければならない悲しみや苦

しみは，神の戒め に従わなかった結果であ

ることが多いのですが，私たちの行 く手 に

障害 らしく見える ものの多くは，私たちが

成長するよう，愛すべき創造主が用 いてお

られるものなのです。

人生は もともと容易なものではありませ

ん。 むしろ試 しと成長の期間であ り，困難

やチャレンジ，苦労 が入 り混 じったもので

す。私たちは常 に世 の中から圧力を受けて

います。 しか しこの圧力は， もしも私たち

が真っ向から立ち向かったならば，個人の

成長 と発展を促す最良の機会 を提供 して く

れ ます。そして逆境に打ち勝つことにより，

私 たちは人格 を磨 き上げ， 自立心 を養 い，

自尊心を育み，正 しいことである限りその



努力は報 われるのです。

信仰 によ り自由意志 を使 う人は，チャレ

ンジに会うたびに成長 し，悲 しみによって

清められ，平安 な心で暮 らすことができま

す。その反対に， 自己の欲望やこの世的な

欲望 を満たすことに熱狂する人は，いつ し

か悲劇的な深みにはまっていきます。彼の

場合，誘惑が 自由意志を使 う動機 として最

大の影響を及ぼしています。

人生の圧力や，人か らの誤った教 えにま

どわされて道を見失うことは一度や二度は

あるものです。 しかし，澄んだ目で見れば，

主の計画かサタンの計画かは，はっきりわか

ります。サタンは神が 自由独立の存在 とし

て定めたもうた霊を，悪癖や欲望 や罪のと

りこになった人間にしてしまうのです。サ

タンの強制を伴った計画は，前世 の評議会

で却下されたとはいっても， 人をとりこに

し，破壊 しようとする意 図を失 くしたわけ

ではありません。サタンは， 自由意志 とい

う神聖な賜 を不 当に使わせ ようとしていま

す。 人の 目に触れないような誘惑を駆使 し

て権力や力への欲望 を満足させるように，

また肉体的な欲望に自らをまかせるように

誘うのです。 そしてサタンは，肉欲に従う

者を知 らず知 らずのうちに縛り上 げていき

ます。このような人は，悔 い改めない限 り，

自分の永遠の行 く末 に関して自力でコン ト

ロールすることのできないロボットと化し

て しまいます。サタンは巧妙 に人を惑わす

ことにより，神を情容赦のない裁 き主，遠

く離れた存在の神，私 たちの行動 を細かい

所 まで監視 する存在 と して思 いこませる

のです。神 は， そのよ うな御方ではあり

ません。神は優 しく，忍耐があ り，理解の

あるお父さまです。そして私たち一人一人

のことに深い関心 を持 ち，私たちの幸福 を

願 い，私たちの永遠の進歩のために献身的

鱗 灘 譲、霧肇「 鎌蝿

羅
獺轟 嚢 、

灘

・蕪

懸醸・.懸離 灘 灘麟 欝灘 騰 蕪灘 輩・

罐

聖徒の道/1982年4月 号 17



に働 いて下さる御方です。

「神はそのひとり子 を貝易わったほどに， こ

の世を愛 して下さった。

それは御子を信 じる者がひ とりも滅びな

いで，永遠の命を得るためである。

神が御子を世 につかわされたのは，世 を

さばくためではなく，御子 によって， この

世 が救われるためである。」(ヨ ハネ3116

-17)

この世 において幸福 を得るには永遠の救

いを得る場合 と同様に正 しい決定の積 み重

ねが必要ですが，その決定はどれひとつと

して難 しいものはありません。逆に正 しい

決定は私たちを鍛え，まわりにあって私た

ちを徐々にむしばんでいく影響 に対して抵

抗できる人格を身につけさせてくれます。

崇高な人格とは，優れた資材で作 られた貴

重な磁器のようなものです。 というの も，

その人は信仰で型どられ，終始一 貫した正

しい行ないで注意深 く技巧を凝 らされ，人

を高める経験でできたかまどで焼かれるか

らです。 それは美の結晶であ り，お金では

買えないものです。 しかし，この磁器は，

わずかな罪で もくだけてしまうことがあ り

ます。 ただ 自制というものによって保護さ

れた時にのみ永遠 にまで持続できるのです。

私たちは，真の謙遜 さという ものを養わ

なければな りません。 それは謙遜 にみせる
ちか ら

能力ではなく，心か ら謙遜 になる神聖 な賜

のことです。謙遜 さとは正 しい人格 という

かけがえのない肥沃な土地です。 それは，

人が成長するための種に芽を出させ ます。

そして信仰 を通 して耕され，悔い改めによ

り刈 り込まれ，従順 と労働 によって強 くさ

れる時，その種は霊 という実りをもたらすの

です。 てアルマ26：22参 照)そ して最後に一

は神からの霊感と力がもたらされます。この

場合の霊感とは主のみ心を知ることであり，

力とはその霊感を通 して与えられたみここ
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ろ を成就する能力の ことです。(教義 と聖約

43：15-16参 照)そ のような力は私たちが

最善 を尽 くした後に神の恵みにより与えら

れるものです。(H二 一ファイ25：23参 照)

私 はここで，幸福への道を見つけたある

人の心の思いを皆さまにお伝 えしたいと思

います。「私は，主から本当に深 く愛 されて

いる。幸福のために主は私が望むことをす

べて行なって下 さる。その能力の鍵 を握 る

のは私 自身。ほかの人が助言や提案，勧告，

説明を試みることができても，私 は自分の

幸福のため， また永遠に成長するために基

本的な決定をしていく責任と自由意志 を主

から与えられている。聖典を読み，それ に

ついて考 える時， また心か らの信仰を もっ

て祈 りの中に天 父を求める時，私 は安らぎ

で包まれる。心か ら悔い改め，主の戒めに

従順にな り，また，ほかの人のことを心か

ら思い，そのために働 く時，恐れは私の心か

ら消えて しまう。私は， 自分の歩むべ き道

をはっきり印すために用意された神の助け

を受け，その意味を解釈することができる

状態にある。友人や監督，ステーキ部長，

いや教会幹部 でさえも私のためにそれを行

なうことはできない。 それを行なうことは

私に与えられた神聖な権利である。私は安

らぎを覚 え，幸福になることを学んだ。私

は，今 こそ報いのある人生，実りのある人

生，意義のある人生を送ることができる。」

この人は，不幸のとりこになったロボッ ト

ではあ りません。 また私たちも，救い主の

教 えに従うために自由意志 を上手 に使 う限

り，ロボッ トになることもありません。

私は，幸福や昇栄のための救い主の完全

な計画が末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 に

見いだされることを証致 します。主が皆さ

ま方に，理解 と，平安 をもたらして下さい

ますようにイエス ・キリス トのみ名により

ネ斤ります。アーメン。



総大会に寄せて

十二使徒定員会会員

ハワー ド・W・ハンター

毎 年この季璽 なると・今は西部の+字
路 として知 りれるこの場所に，末 日聖

徒イエス ・キ リス ト教会の大会への出席の

ため，世 界各国か ら何千という人々がやっ

て来ます。 ロッキーの頂に近いこの谷間に

移住者たちが幌馬車でやって来てから，多

くの年月が流れました。開拓当時，大会は

重要 な意義を持 っていました。信仰 と献身

にあふれた人々が思 いを新たにし， 自らの

信仰 をより堅固な もの とするために共に集

ったのです。 それは今 も同 じです。

総大会は再 び霊を奮い立たせる時機です。

神が生きておられて信仰深い人々を祝福 し

て下さるという知識 と証がより深く，また

確かなもの となるか らです。 この季節はま

た，イエスが救い主であり生 ける神の御子1

であるという理解が，主に仕 え，主に従お

うと決意する人々の心 に燃え上がる時でも

あります。 また指導者か ら人生に必要 な霊

的な指針を授かる時です。 さらに，良き夫，

良 き妻，良き父親や母親，従順な息子 や娘，

良き友人や隣人になるために奮起 し，新た

な決意 をする時でもあります。

総大会の雰囲気 に浸 ろうとする時， もう

聖 徒の道/1982年4月 号

ひとつの思いが胸をよぎります。 それは，

受 けた幸福への感謝の念です。私 たちは，

この時満ちたる神権時代 に福音が回復 され

たことを理解することにより， どれだけ多

くの祝福を受けてきたことでしよう。私た

ちは， 同じような気持 ちを持 って世界各国

から集 まった人々とここで交わ ります。 そ

してだれ もが，人間はすべて文字通 り兄弟

姉妹であるという知識か ら来る喜びと平安

を見つけてくれることを願 っています。 な

ぜ なら人間は，人種，皮膚の色，言語，宗

教の違 いにかかわ らず，すべて神の子だか

らです。聖典を見てみましょう。

「主は……万人が主の御許へ来て主のめぐ

み にあずか るように招 きたもうている。そ

れであるか ら，主の御許へ くる者は黒人と

白人，奴隷 と自由人，男と女の区別なく誰

を拒みたもうこともない。 また主は異教徒

さえもかえりみたもうから，神の御前には

ユダヤ人も異邦人 もみな平等である。」(II

二 一フ ァイ26：33)

大 会 に出席するにあたって私たちは，世

界中の同胞や兄弟姉妹へのひとつの義務を

思い起こします。 それは，私 たちに授 けら

れた賜であ り，かつ彼 らに与 えることので

きる最大の賜，つまり完全な福音の知識を

分かち合 うという義務 です。 ナザレのイエ

スが人類の救 い主であることを全世界に宣

言するのは，私たちに課せられた責任です。

イエスが貝費いの犠牲により私 たちの罪の代

価 を支払い，死人の・中か らよみがえり，今

日もなお生きておられることを宣言するの

です。 また私たちは，天の御父がどのよう

な御方 であるかを人々に知らせる必要があ

ります。すなわち，感情 と感覚と体を持ち

たもうた御方であり，愛にあふれた父であ

り，悩み事や 困った事がある時にはいつで

も相談 に行 ける御方であることを知 らせる

のです。
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1、

きょうここに集っている私 たちは，救 い

主の福音について特別なプまた独特の知識

を持 っています。私 たちに初めて接する人

が最 も驚 くことは，私たちが神 の生 ける予

言者 によ1って導かれているということを全

世界に宣言していることです。主 と話 し，

主に導かれ，主か.ら啓示を受ける予言者を

いただいていることを，私 たちは宣言して

いるからです。

では，以上述べたような事柄が真実であ

ると， どうしてわかるので しょうか。それ

は，今 日ゐ時代に神が民 に語 られたからで

す。天が開かれ，神が人に言葉を授 け，永

遠の真理が全人類の御父か ら世の人々に与

えられました。父なる神 と御子 イエス ・キ

リス トがこの神権時代に住む人間にみ姿を

現わされ，話をされたのです。事実主イエ

ス ・キ リストは，何度 となくみ姿 を現わさ

れました。

私たちは，天父が私たちを愛 しておられ，

物心両面にわたうて幸福な生活が送れるよ

うに配慮して下さっていることを知 ってい

ます。 また，神の御子であり私たちの長兄

でもあられるイエス ・キ リス トが，神のみ

もとに帰る道を用意して下さったことも，

私 たちは知 っています。私たちが この地上

に来たことには神聖な目的があ りますし，

神の御計画の中で私たちは重要な役割 を果

たすようになるのです。またその計画 につ

いては，詳細 を知 っているだけでなく，私

たちに与 えられた責任 についての具体 的な

指示も受けています。

私た1ちのメッセージを聞いて，ある人に

は論理 や実 証 を越 えて いる と思われるこ

とをなぜ 「知っている」 と主張できるのか，

不思議 に思 う人がいます。それに対して私

たちは， コリントにある教会に宛てた使徒

パウロの声明をもって答えます。

「目が見ず ，耳がまだ聞かず，人の心 にま
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だ思い浮びもしなか ったことを，神は， ご

自分を愛する者たちのために備えられた。

しかし神はそれをみたまによって私たち

に示 して下さった。みたまはすべての もの

をきわめ，神の深みまでもきわめるか らで

ある。

いったい，人間の思いはその内にある人

間の霊以外にだれが知 っていようか。 それ

と同 じように，神の思い も神のみたま以外

には知る者がない。

わたしたちが受けたのはこの世の霊では

なく，神からの霊である。それによって神

からあ、ζ・れるばか りに賜わった恵みを得 る

ためである。

この賜について語 るのも， わた したちは

人間が教 える言葉を用いないで，みたまの

教える言葉を用い，霊によって霊のことを

解釈するためである。」(ジ ョセフ ・ス ミス

訳1コ リント2：9-13)

この世 につける知識や知 恵，それに物質

的と言われるものはすべて肉体的な感覚を

通 して， この世的な方法で私 たちの もとに

やって来ます。物 に触れ，見，聞き，味わ

い， においをか ぐことにより私たちは学ぶ

のです。 しかしながら霊的な知識は，パウ

ロが言うように，霊の源となるところから

霊的な方法で私たちに与えられます。パウ

ロはこう続けています。

「生まれなが らの 人は
，神の賜物を受けい

れない。それは彼 には愚かなものだか らで

ある。 また御霊によって判断され るべきで

あるから，彼はそれを理解することができ

ない。」(1コ リント2：14)

私 た ちは，霊的な知識を得 る唯一の方法

が， イエス ・キリス トのみ名のもとに聖 霊

を通 して天父に近づくことであることを知

りました。 この方法を実践 し， しかも霊的

に備 えができていれば，以前に見えなかっ

たものや，聞こえなか ったもの，すなわち



パウロの言葉を借 りれば，神が「備えられた

もの」を見た り聞いたりすることができま

す。 これらはみたまを通 して授かるものな

のです。

私 たちは，天父 との間には今 日でも意思

の疎通があり，主から導きを受 けている と

信 じ，世 の人々にそれを証するものです。

旧約 の時代や救 い主が生きておられた時代

と同じように，今 も神は私たちに語 りかけ

られるのです。私たちは世の人々にこう告

げたいと思います。 「この大会で話される

ことに耳を傾け，お考 え下 さい。 ここで話

す人が与える指示 と勧告をお聞き下さい。

そして祈 りの気持 ちをもって熟考 したなら

ば，聖霊を通 してもたらされ るあの心温 ま

る確信が，指示と勧告 の言葉が真実である

ことを証 してくれるでしょう。」

あるひとりの予言者を通して語られた主

のみ言葉 を読みたいと思います。

「神はその御名を信ずるすべての者たちに

憐み をかけたもうか ら，あなたたちがまず

神 の言葉 を信ずるように望みたもう。

あなたたちが もし目をさましてふるい立

ち， その能力をつくして少 しなりとも信 じ

ながら私 の言葉を実際にためしてみるなら

ば， たとえ信 じようとする望 みを起すだけ

で もよい。 しかし，私の言葉 の一部分で も

受け入れるほどの信仰ができるようになる

まで，この望 みを育 ててゆけ。

今，神 の御 言葉を種子になぞらえて話す

と， あなたたちが一つの種子を自分の心の

中に蒔 くとき， もしもその種子が真理の種

聖 徒の道/1982年4月 号

子すなわち善い種子であって， あなたたち

が不信心の心でこの種子を抜きとったり，

主の 『みたま』 に逆 らっきりすることがな

ければ種子 は次第に胸の中でふくれ始める

であろう。 そこで，あなたたちは種子がふ

くれ始めることを感ずると，次のように思

う。すなわち，これはまことに善い種子，

善い言葉に違いなく，私 の心を大きく開き，

私の理解力を増 し，私はようや く好い味を

感ずる と。」(アルマ32：22，27-28)

人生 の偉大な目的を探 し求 めている人，

私たちがなぜこの地上にいるのか，また主

が私たちに，地上にいる間何をせよとおっ

しゃっているのか知 りたい入に対して，私

たちは近代の予言者の言葉を引用して， こ

う申し上 げたいと思 います。

「いかなる人も福音 の原則を軽々しく論 じ

てはならない。 むしろすべての人に，真理

を理解 しようと熱心に求めさせ，末 日に地

上に回復 された天の真理に親 しむよう子供

たちを教 えさせなければならない。」(「 福

音の教義」p。5)

主 の業に働 くこと，すなわち主の王国が

この地上にあ って，主の メッセージに耳を

傾け，福音を受け入れ，戒めに従 うすべて

の人々のために備 えられているということ
ゆだ

を世 の人々に宣言するよう主から委ねられ

ていることは，何と栄誉 なことでしょうか。

ブ リガム ・ヤング大管長が語 ったように，

この業は前進 し続けるのです。 「あらゆる

大陸を貰 き， あらゆる地方に至 り，あらゆ

る国々に広ま り，あらゆる者の目に達し，

神の目的は成し遂げられるであろう。か く

して大いなるエホバは， み業は成ったと告

げられることだろう。」(ジ ョセフ ・スミス，

丑短o秒 げ!hθCh%πh「 教 会歴 史」4：

540)

これ らのことをイエス ・キ リス トのみ名

により証 します。アーメン。
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「だれでも新しく

生れなければ」

第二副管長

マ リオン ・G・ロムニー

ヨ ハネによる福音書の17章に訂 エスカ葺
弟子 たちのために，御父に祈りれた時

の言葉 が書かれています。「永遠 の生命と

は，唯一の，まことの神でいますあなたと，

また，あなたがつかわされたイエス ・キ リ

ス トとを知 ることであります。」(ヨ ハネ17

3)

11人 の弟子たちが，イエスが神の子であ

ると理解していたことを，私たちはこの祈

りか らはっきりと知 ることができます。 イ

エスは彼らに，御 自分が神の子であり，天

父か ら遣わされた者であることを教 えられ

ました。彼 らがその心 と霊 に， イエスの教

えは真実であるという証 を受けていたこと

は，次のヲハネの言葉から明らかです。

「これらのことを語 り終 えると
，イエス

は天を見上げて言われた，『父よ，時がきま

した。あなたの子があなたの栄光をあらわ

すように，子の栄光をあらわして下さい。

あなたは，子 に賜わ ったすべての者 に，

永遠の命を授けさせるため，万民を支配す

る権威 を子 にお与えになったのですか ら。

わたしは，あなたが世 から選んでわたし

に賜わった人々に，み名をあらわ しました。
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彼 らはあなたの ものでありましたが，わた

しに下 さいました。そして，彼らはあなた

の言葉 を守 りました。

いま彼 らは，わたしに賜わ ったものはす

べて， あなたから出たものであることを知

りました。

なぜなら，わたしはあなたからいただい

た言葉を彼 らに与 え， そして彼 らはそれを

受 け，わたしがあなたか ら出た ものである、

ことをほん とうに知 り， また，あなたがわ

たしをつかわされたことを信 じるに至 った

からです。」(ヨ ハネ17：1-2，6-8〉

使徒 たちが永遠の生命を授かったのは，

救 い主のメッセージを聞き， イエスをキリ

ス トとして受け入れたか らです。

「唯一の， まことの神……と， また，イ

エス ・キリス ト」(ヨ ハネ17：3)に 関 する

知識は，全世 界で最 も重要なものです。人

は無知のままでは救われ ることができない

とジ ョセフ ・ス ミスが言 ったのは，この知

識のことを言っているのです。 この知識を

持 っていないことが，すなわち啓示の中で

「人は無智 にして救わるること不可能なり
。」

(教義 と聖約131：6)と 記 されている無知

なのです。

私たちは，知識の源泉はひとつだけでは

ないことを心 にとどめておかなければなり

ません。人間の正常な感覚器官を通 して得

られる知識があります。 そういう知識を得

るために努力することを忘れてはいけませ

ん。主は私たちに，感覚器官 を通して得 ら

れる， その類の知識 をすべて身につけるよ

うに命 じられました。

もうひとつ，直接の啓示を通 して与えら

れる，神聖な事柄 に関する知識があります。

それは宗教上の知識 と呼ばれることもあり，

大きく、ζ・たつに分 けることができます。 そ

のひとつは，聖典 の中に与えられている，

膨大な量の宗教的な知識です。時の初めか



らこの方， 父祖 アダムの時代か ら今 日に至

るまで，主は予言者を中に立て，啓示 とい

う手段 によって，霊 に属ける事柄 を教 えて

こられました。それは人生の真理 を教 える

ものであり，神 とその愛子，偉大な救いの

計画，救 い主，贈い主としてのイエ スの使

命が説かれています。そして，宗教的な知

識には もうひとつ，霊感という啓示を通 し

て，一人一人に与えられる個 人的な証があ

ります。

聖書に記されている神の啓示の言葉には，

だれもが触れることができます。モルモン

経，教義と聖約，高価なる真珠起書かれて

いる啓示された霊的な知識 についても，そ

の人が望むならば触れることができます。

聖書を読 み，研究はしているものの，理

解できないでいる人が数 多くいます。 この
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話のテーマで もあるヨハネ伝17章 に記され

ている祈 りの中で，イエスが言われたこと

を理解できない人も数 多くいます。それは

なぜでしょうか。聖霊の力によって理解の

目が開かれていないか らです。 そういう人

人には自分 自身の証がないのです。

永遠 の父なる神 と， その遣わされたイエ

ス ・キ リス トを知るためには，古代の使徒

たちがした と同 じように，神の啓示を受け

ることによって，それらのことを学ぶ必要

があります。新たに生 まれ変わらなければ

ならないのです。私が言おうとしているこ

とにっいて，嗣録 された救い主の教えの中

から例をひ とつ挙げ，話 してみたいと思い

ます。

ヨハネ伝の3章 です。ニコデモという，

サ ン ヒ ド リ ン の 一 員 で もあ っ た ， と て も学
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識豊かな人が，夜 になってイエスを尋ねて

来たという箇所があ ります。彼にはまだ，

日中にイエスを尋ねて来るだけの勇気がな

かったのです。 そして，その夜イエスに会

ったニコデモはこう言いました。

「先生
，わたしたちはあなたが神か らこ

られた教師であることを知 っています。神

がご一緒でないなら，あなたがなさってお

られるようなしるしは，だれにもできはし

ません。」(ヨ ハネ3：2)

この言葉の中で， ニコデモは，イエスが

どのような御方であるか理解 していないこ
ひ れき

とを，はしなくも披渥 してしまいました。

神 の御子 も彼の目には， ひとりの偉大な教

師としか映らなかったのです。 しかし， ニ

コデモにそれ以上のことを求 めるのは無理

でした。なぜなら，彼のイエスに対する認

識は，見聞き した奇跡に基づくものだった

からです。 これを見て取 られたイエスは，

神 に属ける事柄は通常の感覚 では理解でき

ないことを教 えられました。

「だれでも新 しく生れなければ
，神の国

を見ることはできない」(ヨ ハネ3：3)

ニ コデモはこの世的な事柄 にっいては聡

明な人でしたが，この簡潔な真理 の言葉 を

理解するこζができませんでした。実際，

彼の答えにはその当惑振 りがよく出ていま

す。

「人は年をとってから生れることが
， ど

うしてできますか。 もう一度，母の胎には

いって生れることができましょうか」(ヨ ハ

ネ3：4〉

イエスはなおも彼の理解の目を開 こうと

して，言葉をつがれました。「だれでも，水

と霊 とから生れなければ，神の国にはいる

ことはできない。」(ヨ ハネ3：5)こ こで

救い主が言われたのは，人は新たに生まれ

変わらなければ，神の国を見ることもその

中に入ることもできないということです。
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しか し，それで もニコデモは理解できま

せんでした。 そこでイエスは次の偉大な律

法にっいて話されました。 「肉か ら生 れ る

者は肉であり」つまり，1私たちが普通の感

覚を通 して学ぶ事柄は， この世的な枠を脱

することができないということです。そし

て， こう続 けられ ました。「霊 か ら生 れる

者は霊である。」(ヨ ハネ3：6)霊 感 とい
つ

う過程を経て学ぶのが，神に属ける事柄で

あ り，みたまに属ける事柄であるというこ

とです。

永遠の父なる神と，その遣わされたイエ

ス ・キリス トとを知 りたいと思うなら，み

たまによる知識を得なければなりません。

教会員がその過程を経てきていることは言

うまで もないことです。皆バプテスマを受

け，教会員 として確認され，聖霊の賜を授

かるための按手礼を受 けています。 これ ら

の儀式によって扉が開かれるのです。 これ

に従わずに生 まれ変わることは絶対にで き

ません。 しかし永遠の生命を得るには，聖

霊の力によって，永遠 の父 なる御方が神で

あ り，イエス ・キ リス トは世の瞭い主であ

るとともに神の御子であり，私たち一人一

人の救 い主であるという，個人的な証 を実

際に受け られ るようになるまでへりくだり，

自分 自身を清めなければならないのです。

もうひとつ例を挙げてみたいと思います。

それは私の家族に関することで，私事 を引

き合いにするのは恐縮 なのですが，この話

のテーマにふさわしいと感ぜ られますので，

皆さんの許しを得て， お話したいと思いま

す。私の妻は，朝 に夕に祈 りを捧げ，毎 日

のように炉辺で福音の原則にっいて語 り合

うような家庭で育 ちました。妻の教育 を受

けたいという思いは非常 に強 く，大学 に行

きたいと考えていました。 しかし父親は大

学 に行 ぐのは男の子だけでよいという考え

の人でした。大学への切 ない思いを抱きな



がら，彼女は大学を出た人々に対する畏敬

の念 を深 くしていきました。 アイダホ ・フ

ォールズでステーキ部の 日曜学校の役員 を

していた彼女 は，ひとつのクラスで教えて

いました。 ところがそのクラスに，ひと り

の教会員でない人が出席するようになった

のです。 その人は同じ日曜学校の役員をし

ているある兄弟の奥 さんで， アイダホ大学

を出ていました。学歴でそれに匹敵するも

のを持 っていなかった私 の妻は，彼女の前

に出ることに， いささか気後れを感じまし

た。

そのクラスでは，ある課で予言者ジ ョセ

フ ・ス ミスの最初の示現について学ぶこと

になっていました。妻はそのレッスンの準

備をしている時に1あ の女性 もクラスに出

席するのだということに気がついて，は っ

としました。そして考えました。「私みたい

な何 も知 らない女の子が，天父と御子が実

際 に天か ら降 って，14歳 の男の子の前に姿

を現 わしたなんて言ったら，あの人は何て

思 うかしら」 と。 そう思 うと恐ろしくなり，

そんなことは絶対 にできないと心 に決めま

した。 そして泣きながら母親 のところへ行

き，こう言いました。「お母さん，私この レ

ッスンはできないわ。 ジョセフ ・ス ミスが

天父 と御子に会 ったか どうか，私 にはわか

っていないの。確 かにそのことは，小さい

時か らずっとお父さんやお母 さんに教わ っ

てきたし，そう信じて もいるけど， 自分 自

身のものとして理解 していないの。あの人

に笑われるに決 まってるわ。クラスであの人

を前 にして教 えるなんてとて もできない。」

妻の母親 もさほ ど教育 を受 けた人ではな

く， この世的な標準か らすれば決 して学の

有る人 とは言えませんでしたが，永遠の父

なる神 と， その御子イエス ・キ リストに対

する信仰は持っていました。そしてこの時，

娘 にこう言ったのです。「ジョセフ・ス ミス
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があの示現 を受けることができたのは，何

をしたか らかしら。」

「それはお祈 りをしたからでしょう。」

「なら，あなたはどうしてそうしないの。」

若い娘は 自分の部屋に戻り， 自分 の人生

で初めて，天父が生きて.おられるのか， ま

た御子と共に本当に予言者ジ ョセフにみ姿

を現わされたのかを知 りたいという，心か

らの望みをもって全能者のみ前に行ったの

です。部屋を出て来た彼女は日曜 学校のク

ラスヘ行 き，喜び と真の証と確信 をもって

レッスンを行 ないました。彼女はみたまに

よ って生 まれ，知識を得 たのです。

さて，愛する兄弟姉妹 の皆 さん。霊的な

経験 をせずに，永遠 の生命を受け，永遠の

父なる神 と，その遣 わされたイエス ・キ リ

ス トを知 ることはできません。 もし，まだ

その知識を得ていない人がいたら，熱心に

求めるようにお勧めします。皆さんはすで

Lにその方法 を知 っています
。 それは集団で

体験 することではあ りません。一人一人が

自分 で受けるべきものであり，皆さんと皆

さんの教 えを聞く人々が共 に経験 しなけれ

ばならないことなのです。私たちはみたま

によって教 えなければなりません。救い主

は 「汝らもし 『みたま』を受けざる時は教

うべからず」 また 「この 『みたま』は，信

仰の祈 りによ りて汝らに与えらる」と言わ

れました。

すでにバプテスマを受けている皆さんに

は，みたまを受ける権利が与 えられていま

す。その望みを持 ち，祈 り求 めて下さい。

神 は与えて下 さいます。

皆さんが永遠の父なる神と，その遣わさ

れたイエス ・キ リス トを知 り，そのことが

すなわち永遠の生命であるということを知

るように，へ りくだり，イエス ・キリス ト

のみ名によって祈るものです。アーメン。
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「主 はよみが えりぬ」

十二使徒定員会会員

トー マス ・S・ モ ン ソン

先 ヲひとりの難 者に・「ソル トレーク 。
ンティーに温在 している間，何を見物

したらよいでしょうか」 と尋ねられました。

私はとっさに，「テンプルスクウ ェアもい

いです し，近 くのキャニオンヘ ドライブに

出かけるの もいいでしょう。 ビンガムの露

天掘り銅 山の見物やグ レー トソル トレーク

での水泳はいかがですか」と答えました。

本当は 「墓地 で1，2時 間過 ごしてみ ら

れたらいかがですか」 という言葉が 口まで

出かか っていたのですが，誤解されるとい

けないので言いませんでした。私が旅行す

る時には， どこに行 った時で もその町の墓

地を訪れることにしています。いろいろな

考えごとをした り，人生の意味や皆が一度

は経験 しなければならない死について思い

をはせ たりするのです。

ユタ州のサ ンタクララの町の小さな墓地

でのことですが，雨ざらしになった墓碑に

スイス人の名前をたくさん見つけました。

その 多くは，「シオンに来たれ よ」との招き

に応 じて祖国スイスに親族や家を残し，こ

の地域 に移住 して開拓の業に従事 し，そし

て今は 「安 らかな眠 り」についている人々
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で す。 彼らは，春先の洪水や夏の干ばつ，

乏しい収穫や厳 しい労働 に耐え抜き，犠牲

という伝統を残 してくれ ました。

大きな墓地には， 自国のために戦った戦

没者がまつ られており，私たちの感傷を誘

います。戦争によって 夢を破られた人，希

望を絶ち切 られた人，若くして去 っていっ

た人々 に思 いをはせざるを得ません。

フランスやベルギーで何工一カーにもわ

たって 白い十字架が並んでいるのを見ると，

第一次世界大戦がいか に悲惨であったか，

うかがい知 ることができます。 フランスの

ベルダン市は，市全体が広大な墓地である

と言ってよいでしょう。春 になってお百姓

さんが畑を耕すたびに，ヘルメ ットや銃身

があちこちで見つかるそうです。 こうした

遺品の数々は，戦争で地を文字通 り朱 に染

めた何百万の人々のことを思い出させずに

はおきません。

ペ ンシルベニア州のゲティスバーグなど，

南北戦争の戦場 となった町を旅すると，兄

と弟が戦 ったその傷跡を見るような思いが

します。農場や財産をなくした家族 もいれ

ば，持てるすべてを失って しまった家族 も

います。アブラハム ・リンカー ン大統領が

リディア ・ビクスビー夫 人に宛てて書いた

手紙 を引用 しましょう。

拝啓

マサチューセッツの軍務局長からの報告

によって，あなたの御子息5人 が戦場で栄

誉の戦死を遂げられたことを知 りました。

さぞか し悲しんでおられることと拝察致 し

ます。

言葉がいかに不十分なものであるか を知

りなが らも，一言，あなたの御子息たちが

命を投げ出して救って下さったこの国に代

わって，感謝の気持ちを記 したいと思 いま

す。

願わくは天の御父があなたの心の傷 を癒



し，あなたが愛する御子息たちとの良き思

い出を胸に抱きながら， 自由という祭壇 に

ささげ られた 多くの犠牲に対する誇 りをも

って過ごされるように祈 るものであります。

敬具

アブラハム ・リンカーン

(1864年11月21日 付 ，S6JJθo!わ%sかo窺!h6

L6〃6鴬，S汐660h6s， αn4Sたz彪Pα 舞鴬oグ

Aδ昭hα郷L吻60彪 「アブラハム ・リンカー

ンによる書簡 ・演説 ・声明文選」p.109)

ホ ノ ルルのパ ンチボウル墓地やマニラの

太平洋記念墓地を歩いてお りますと， 第二

次世 界大戦で戦死 した兵士のすべてが，緑

の芝生に覆われた墓地に埋葬 されているの

ではないことがわか ります。大海原の波の

底に沈んでいる遺体が数 多くあるのです。

真珠湾攻撃で亡 くなった人の中に，アイ

オワ州フ レデリックバーグ出身のウィリア

ム・ボール という海兵がいました。彼が1941

年 の その 日に散 った他の戦士者と異なる点

は， その英雄的な行為 にあるのではなく，

彼の死によって一連の悲 しい出来事が彼の

家で起きたということにあります。

ウィリアムの幼な友達でウ ォータールー

に住んでいたサリバン家の息子5人 が，海

軍に志願しました。彼 らはウ ィリアムのあ

だを討つために5人 共同じ戦場に出兵され

るよう要請 し，海軍はそれを許可しました。

ところが1941年11月14日 ， この5人 の兄弟

の乗 った巡洋艦 ジュノーは， ソロモン諸島

のガダルカナルで海の もくずと消えてしま

ったのです。

2カ 月後，5人 の母親の トーマス ・サ リ

バン夫人は，普通の電報 によってではなく，

特使を通 して，5人 の息子が南太平洋での

戦闘で行方不明になり，生存の見込みはな

いとの報を受けました。結局，彼らの遺体

は発見されませんで した。

「人がその友のために自分の命を捨てる
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こと， これよりも大きな愛はない。」(ヨ ハ

ネ15：13)こ の イエスの言葉以外に彼らの

石碑に刻むにふさわしい言葉はあるでしょ

うか。

人の一生が他の人々に途方 もない影響を

与えるということについては，あまりよく

知 られていませんし， ましてやめったに人

の口にのぽることはあ りません。12歳 のビ

ーハイブのクラスの教師であったある姉妹

も，そのようなひとりでした。彼女は子供

があ りませ んでした。夫と共に長い間願い

求めていたのですが，祝福は来ませんでし

た。 その代わ り彼女は，永遠の真理 と人生

の教訓 を教 えることによって， ビーハイブ

の少女たちにその愛を示しました。 しかし，

そうした彼女を病魔が襲い，彼女は27歳 の

若さで この世を去 りました。

毎年戦没者記念の 日が来ると，彼女のビ

ーハイブのクラスの生徒 だった子供たちは

お墓参 りをしました。最初のうちは7人 も

いた教え子 も4人 ，2人 と減り，最後には

ひとりだけ となりました。 しかし最後に残

った生徒は毎年欠かさず墓参りをし，感謝

の心を象徴するアイリスの花束をささげて

います。彼女がこの墓参 りを始めてから今

年 で25年 の歳月が流れました。今，彼女は

若い女性の教師に召されています。彼女が

なぜ実 りある人生を送っているかは明らか

です。 自分の教師から得た霊感を鏡のよう

に照 り返 しているのです。この教師の人生

も，彼女が与えた教訓も，墓碑の下に埋 も

れているわけではありません。 自己を顧み

ずに養 い，育てた生徒 たちの人格 を通 して，

今 も生 き続けているのです。主イエス ・キ

リス トも，永遠にわたって私たちに影響 を

与 える教師です。かつて主は，砂に指で文

字 を書 いて教 えを説かれました。(ヨ ハネ8

6参 照)砂 に書かれた文字は時の流れ と

共 に消 え去っても，主のこの地上での生涯
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を消し去ることはできません。

詩人ソーン トン ・ワイルダーは，死 につ

いて次のように描写しています。「この世を

去った愛する者たちについてわかること，

それは，彼らが私たちに，死者を身近 な存

在として感 じるよう願 っているということ

だ。この世 を去った人々への一番の贈 り物，

それは嘆きではなく，感謝である。」

これは2年 前，'ノル トレーク ・シティー

の東にあるヒーバーバレーで起こったこと

です。ある 日，父親と母親が家に戻って来

ると，上の3人 の息子が倒れて死んでいま

した。 その晩は非常に冷え込んで， 降り積

もった雪が風で吹き飛ばされてその家の煙

突をふさいでしまったため，家中に一酸化

炭素が充満 してしまったのです。

このケラー家の合同葬儀は，私の人生の

中で最 も霊的な経験のひとつとなっていま

す。近所の人々は仕事 を休み，子供 たちも

学校か ら早 く帰って，お悔やみの言葉を述

べるために教会堂に集いました。私は3つ

の光るひつ ぎが，悲しみに満ちた御両親や

おじいさんおばあさんを従 えて礼拝堂の前

の方にかつがれていく光景 を，時 と記憶の

続く限 り決 して忘れることはないでしょう。
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最初に話 をしたのは，学校の レスリング

のコーチの先生でした。彼は長男のルイス

について，涙をこらえながら，震 える声で

話をしました。 「ルイスはチームの中で最 も

才能に恵まれた選手というわけではありま

せんでした。 しかし，彼ほど練習熱心だ っ

た子はいません。技術 に欠けるところは，

強い意志で補 っていました。」

次いで，次男の トラビスの教会の指導者

が立うて，彼がスカウ トやアロン神権の責

任をよく果たし，友達 にとって素晴 らしい

模範であ ったことを話 しました。

最後に，一番下のジェイソンについては，

小学校の担任の先生が話をしました。その

姿か ら，有能な教師であることが一 目でわ

かる人で した。 彼女はジェイソンがおとな

しい子ではにかみ屋だったことを述べた後，

ジェイソンからもらった手紙について触れ

ました。それにはジェイソンの手書きで，

たったひ と言 「せんせいが だいすきです」

と書いてあったそうです。彼女 はその手紙

ほど心の温まる手紙は受けたことがありま

せんでした。こうして彼女は， こみ上げて

くる思いに声をつまらせながら，やっとの

ことで話を終えました。

その 日は悲 しみ と涙の一 日でしたが，私

は立派にこの地上での使命 を果 たしたこの

3人 の男の子が，永遠にまで及ぶ教訓を残

して行 ったことをしみ じみと感 じました。

レスリングのコーチは 「単に技術面だけ

ではなく，一人一人の選手の心 を見続けて

いきたい」 と話 しましたし，青少年の指導

者は，すべての若人が教会のプログラムの

恩恵を十分 に受け られるよう努力すると誓

いました。 ジェイソンの先生は，ジェイソ

ンのクラスの子供たちの顔を，何も言わず

にじっと見つめていました。彼女は何も言

いませんでしたが，その目は，心に深く決

意するものがあることを物語っていました。



「私はこれか ら子供たち一 人一人を愛 して

いこう。子供たちが真理を求め，才能を伸

ばし，喜んで奉仕できるように見守ってい

こう。」

マー ビン ・J・ アシュ トン長老 も私 も含

めて，その葬儀 に出席 した人はすべて，変

わるのです。 ひとり残 らず，主が言われた

完成に向けて努力するのです。その決意の

源はどこにあったので しょう。そうです。

悲しみと心配を乗 り越えていったこの3人

の子供 たちと，心 を尽くして主に信頼を寄

せる両親の不屈の精神 です。両親は 自分の

理解のみに頼ることなく，あ らゆる点 にお

いて主を認め，主が道をまっすぐにされる

ことを信 じなが ら過 ごしていくでしょう。

(箴 言3：5-6参 照)

この3人 の素晴 らしい子供たちの母親が

私に送 ってくれた手紙の一部を， ここに御

紹介しま しょう。 これは，子供たちが亡く

なって少ししてか ら送 られてきた ものです。

「私 も夫 も
，胸が張り裂けそうに感じる

ことがしょっちゅうあ ります。 日々の生活

が大きく変わってしまいました。家族の半

分を亡くした今，・料理 もせんたくも買い物

も，何と変わったことでしょ1う。子供たち

の話 し声やか らかい合 っている声，子供 た

ちの部屋から聞こえてきていた物音などが，

なつかしく思 い出されます。皆， なくなっ

てしまいました。 日曜 日は静寂そのもので

す。聖餐の祝福やパスをする息子の姿 は，

今はありません。 日曜 日は文字通 り家族の

日でした。私たちは考 えました。 これで子

供 たちが伝道 に出ることも，結婚すること

も，私 たちが孫の顔を見ることもなくなる

んだなあと。今さら生き返らせてと言うわ

けではありません。で も，あの子 たちを喜

んで手離 したわけではないのです。私 たち

は前と同じように，教会の責任や家庭の仕

事 を始めています。今 の唯一 の願いは，私
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たちが永遠の家族となるにふさわしい生活

をしたいということです。」

ケラー家やサ リバン家， またそれ以外に

も愛する家族を亡くされたすべての方々に，

私の心からの証 と決意，それに私の実際の

経験をお話 したいと思います。

私たちは，一人一 人が前世 において天父

と共 に生活 していたことを知 っています。

この世 に来たのは，完成へ向かう永遠の旅

路の中で，いろいろなことを学び，生活を

し，進歩するためです。若 くして亡くなる

人もいれば，老年まで生き長らえる人もい

ます。、しかし大切なのは， どれだけ長い間

生きるかではなく， いかに生きるかという

ことです。 こうして死が訪れ，人生の新た

な1ペ ー ジが始まるのです。では，その後

はどうなるのでしょうか。

何年か前のこと，生死の境をさ迷 うある

若い父親の傍らに立っていた時のことでし

た。彼は私の手を取 り， じっと目を見つめ

て，請い願うようにこう言いました。「監督，

私は もう死にます。死 んだ時 に私の霊がど

うなるのか教 えて下さい。」

私は答える前に，天からの助けを求めま

した。 ふと見ると，ベ ッドの傍 らのテーブ

ルにモルモ ン経があ ります。 そこで手に取

ると，モルモ ン経がひとりでに開いてアル

マ書40章 が出てきました。 これは私が今こ

こに立っていることが確かであると同じよ

うに確かなことです。私は声を出して読み

ました。「さて死んでからよみがえる時まで

の霊の有様はどうであるかと言うに， ごら

ん，あらゆる人の霊はそれが善 であっても

悪であって も，この死ななくてはならぬ肉

体 を離れるとその霊に生命を与えた もうた

神が備 えた もうところへ帰るのである。こ

れは天使が私 にお示 しになった。

その時義 しい人の霊はパラダイスととな

える幸福な有様，すなわち安息 と平和 な有
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様に入り一切 のわずらいと憂いと悲しみと

を離れて息む。」(ア ルマ40：11-12)

こ の若き友は 目を閉じ，心からの感謝の

気持ちを表わしながら，静かに今述べたパ

ラダイスヘと旅立たれました。

続いて，霊 と肉体とが再びひとつになる，

栄光の復活の 日が訪れます。一度再結合 し

た霊 と肉体 は， もう二度 と離れることはあ

りません。 イエスは悲しみにくれるマルタ

にこう言われました。 「わた しは よみ がえ

りであ り，命である。 わた しを信 じる者は，

たとい死んでも生きる。

また，生きていて，わた しを信じる者は，

いつ までも死なない。」(ヨハ ネ11：25-26)

「わ たしは平安 をあなたがたに残 して行

く。わたしの平安 をあなたがたに与える。

わたしが与えるのは，世が与えるようなも

のとは異なる。あなたがたは心 を騒がせる

な， またおじけるな。」(ヨ ハネ14：27)

「わ たしの父の家 には
，すまいがたくさ

んある。 もしなかったならば，わたしはそ

う言っておいたであろう。 あなたがたのた

めに，場所 を用意 しに行くのだか ら。……
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わ たしのおる所 にあなたがた もおらせるた

めである。」(ヨ ハネ14：2-3)

この栄光に満 ちた約束は，マリヤとほか

のマ リヤが墓に入った時に成就 されました。

墓が空になっていたのです。医者であった

ルカはこう記 しています。

「週の初めの 日，夜明け前に，女たちは

用意 しておいた香料を携えて，墓 に行 った。

ところが，石が墓からころがしてあるの

で，中にはいってみると，主イエスのから

だが見当らなかった。

そのため途方 にくれていると，見よ，輝

いた衣を着たふた りの者が， 彼らに現れた。

・・この、ζ、たりの者が言った。『あなたが

たは，なぜ生きた方を死人の中にたずねて

いるのか。』」(ル カ24：1-5)

「もうここにはおられない。かねて言わ

れたとおりに，よみがえられたのである。」

(マタイ28：6)

この事実こそ，全キ リスト教徒 に響き渡

るおとずれです。復活の事実 こそが，すべ

ての人に，人間の理解を越えた測 り知るこ

とのできない平安 をもたらすのです。そし

て，フランダースの草 原や大海原の底で，

また小さなサ ンタクララの町や平和 なヒー

バーバレーで愛する者たちを亡 くした人々

に，慰めを与えて くれるのです。復活は永

遠の真理です。
'私 は主の十二使徒として未熟な者ではあ

りますが，死が克服され，墓を越 えた勝利

がもたらされたことを証申し上げます。御

自身で成就することによって聖なるものと

なった主のみ言葉が，私たちすべてにとっ

て現実の知識となるように祈 るものです。

主のみ言葉を心 に思い浮かべ，かみしめ，

敬いましょう。主はよみがえられました。

これらのことを心から祈 りつつ，イエ ス ・

キリス トのみ名により申し上げます。アー

メン。



予言者の生涯に学ぶ

七十人第一定員会会員

ロバー ト・D・ヘ イル ズ

私たちの救 い主， イエス ・キリス トが教
えを施 す際 に使われた例の中で多いの

は，救 い主御 自身のまわ りで起 こった 日常

の出来事からの ものです。同じように現代

の予言者 も， 日常生活の中から人々を教え

ます。短い言葉ながらも力強 く，「わたしに

ついてきなさい」 と教 えるのです。

では，私が現代の予言者から学んだこと

を紹介 しましょう。

私 たちは， 多くの病気 と闘ってきたキ ン

ボール大管長の勇気を見て，たくさんのこ

とを学びます。大管長は，苦痛や逆境を克

服することによって肉体 と霊を清め， イエ

ス ・キ リス トヘの信仰を強めることができ

ることを，身をもって示 して下 さいました。

立ち向かわなければならなかった試練 とい

う点から見て， まさしくキシボール大管長

は現代のヨブと言えるでしょう。

旧約聖書のヨブの話は，私たちが一生の

うちで遭遇する3つ の大きな試 しについて

教えてくれます。第1に ，財産のことです。

ヨブは財産を全てなくしま、した。第2に ，信

仰と証を揺るがす病気です。 第3は 失望で

す。ヨブは言いました。「なにゆえ，わたし
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は胎から出て，死 ななかったのか。」(ヨ ブ

3：11)「 わ たしは 自分の命をいとう。」(ヨ

ブ10：1)し か し，ヨブから学べる一番の

教訓は，「すべてこの事 においてヨブは罪を

犯さず，また神に向か って愚かなことを言

わなか った」(ヨブ1：22)と い うことです。

私たちはあまりたびたび逆境に遭うと，そ

れを罪を犯すことの弁解 とし， イエス ・キ

リス トの教 えや，私たちを導 いてくれる予

言者，家庭，友人から離れてしまいます。

しかしヨブは証 を失わず，神は生きてお ら

れ， 自分は神のみ もとに住むのだというそ

の揺るぎない信仰によって祝福を受けまし

た。

ヨブ同様に義 人であるキンボール大管長

は，喉頭 ガンや心臓手術，腫瘍，脳血栓の

手術な ど， 多くの試練を克服 してきました。

キンボール大管長の経験は，私たちが同 じ

ような試練や苦 しみにあった時にどう対処

したらよいかを教 えてくれます。

キンボール大管長は罪を犯さず，また神

に向かって愚かなことを言いませんでした。

大管長は 多くの身体上の試練の間，一正直で，

証 を失わず，神をほめたたえてきました。

私たちは大管長がぐちをこぼすのを聞いた

ことがありません。それ どころか大管長 の

チャレンジは，「この山地をわたしにくださ

い」なのです。(ヨ シュア14：12参 照)

キ ンボール大管長の逆境 を克服する勇気

と信仰は，私たちすべての模 範であり，私

たちも人生の逆境 を乗り越え られることを

示すものです。私たちの苦痛は，大管長の

苦痛に比べれば小さなものです。喉頭ガン

の手術後，キ ンボール大管長は声が出ませ

んでした。神殿での証会の時，その大管長

にマッケイ大管長が証をするように頼みま

した。キ ンボール大管長は声は出ませんで

したが，息の音で証 をしました。後で大管

長はマッケイ大管長 に，紙に書いてこ.う尋
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ねました。「なぜ私に証を頼んだのですか。」

マッケイ大管長 は こう答えました。「スペ

ンサー，君は声を取 りもどさなければなら

ない。君にはまだ大 きな使命が残されてい

る。」(何 と素晴 らしい愛の模範でしょう。〉

キンボール大管長はこの言葉 に従いました。

そ して発声法 を開発 し， 残 った片方の声

帯を使って声を取 りもどし，偉大な業を行

なってきました。 キンボール大管長の予言

者としての使命は，他のいかなる神 権時代

の予言者の使命 にも比肩 し得るものです。

カ ミラ姉妹は，大管長 と共に献身的な働

きを示 してきました。サモアでのある晩の

ことですが，大管長夫妻は40度 の高熱 に襲

われました。 しかし次の朝，最初にバスに

乗ったのは大管長夫妻でした。そして大管

長は集会を管理 し，単に耐えただけでなく，

すべての人への心遣いを示 しながら一 日の

多忙なスケジュールをこなしたのです。

キンボール大管長は十二使徒 に召された

時，涙を流 してその召 しを受け入れました。

自分が その ような重責にふさわしいか どう

か悩んだのです。しか し電話を切 った後で，

カ ミラ姉妹はこう言いました。「スペンサー，

あなたならできますよ。」カ ミラ姉妹 は，伴

侶とひとっ になるという点で完壁な模 範で

す。自分の健康 について聞かれると，「夫が

健康な時は，私 も健康です」と答える彼女

です。

キンボール大管長は，教会幹部に召され

た私にひとつの教訓を残してくれました。

大管長は私 に， ソル トレークに来て残 りの

生涯を教会幹部 として仕えてもらえません

かと言いました。私は涙ながらにこう答え

ました。「大管長，何と言ってよいかわかり

ません山 すると大管長は，「はい， とだけ

言って下さい」 と言いました。予言者から

の召 しを受ける時には， 自分の決意や愛，

情熱を述べ るのに雄弁はいらないのです。
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予 言者はそうしたことをすでに承知 してい

るのです。

キンボール大管長は，いつでも一人一人

に心からの愛をもって接 しようとします。

私たちが地域大会の準備 をしていた時の

ことです。私が大管長のオフ ィスに入って

行 くと，大管長は ドアに背を向けてタイプ

を打っていました。 タイプを終えると私の

方 に向きを変 えて，私を迎えてくれました。

一方の手 には
，「赦しの奇跡」を読 んだある

若 人からの32ペ ージにおよ、玄ミ手紙， もう一

方の手には，悔い改めようとしているその

若人への大管長 自らがタイプをした手紙が

握 られていました。メッセージは明らかで

した。 それは，「どんなに忙しくても，助け

が必要な人を忘れてはならない」 というこ

とです。

大管長の宣教師としての証は， 人を恐れ

ることのない証です。1976年8月3日 か ら

5日 にかけてデンマークのコペンハーゲン

で地域大会が開かれた時，キンボール大管

長は トルバルセ ン作の美しい彫刻 「キ リス

ト像」を見に行きました。ソル トレークや

ロサ ンゼルス，ニュージーラン ド神殿の訪



問者センターにある像はその複製です。「キ

リス ト像」 を少し鑑賞した後で，キ ンボー

ル大管長は管理人に証をしました。 ペテロ

の像 の方を向いて，ペテロが右手 に持 って

いる大きな鍵の束を指 した大管長はこう言

いました。「教会の大管長であるペテロが持

っていた神権の権能の鍵は，今， この神権

時代の長 である私が持っています。」それか

らこうも言いました。「あなたは毎 日石でで

きた使 徒 を管理 して いますね。で もき ょ

う，あなたは生 ける使徒 の前に立っていま

す。」そしてタナー副管長， モンソン長老`

パ ッカー長老を管理 人に紹介 し，デンマー

ク語のモルモン経をプ レゼン トして，予言

者ジ ョセフ ・ス ミスについて証 しました。

管理 人はみたまを受 けて心を動かされ， 自

分が予言者 と使徒の前 にいることを感 じま

した。彼は後で私にこう言いました。「きょ

う私は神の僕に会いました。」

キンボール大管長 は，心 と勢力と思いと

体力とを尽 くして勤勉に働 く人です。 しか

し周囲の人には自分のぺ一スに合わせるこ

とを要求せず，それぞれのペースで働くよ

うに言います。大管長は，デスクの 「実行」

という標語が示すように，行動の人です。

大管長 と共に働いた人は，大管長の模範

の中に 「やってみます」 とか 「ベヌ トを尽

くします」とかいう言葉 はないと言います。

その模範 と愛によって，皆 もっと高い 目標

を掲げ，歩みを速め，完全に向かって進 も

うとします。大管長は人に， その人が持 っ

ている以上の力を出させ，ついには目標 を

上回る成果を残させるのです。

1977年2月 に開かれたメキシコお よび中

央，南アメ リカ地域大会の計画をしていた

時のことです。 私たちは標高3，600メ ー ト

ルのボリビアのラパスで集会 を開くことに

していました。 アーネス ト・L・ ウィルキ

ンソン博士 とラ ッセル ・M・ ネルソン博士
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の話では，心臓と血圧がそれだけの高さに

慣れるまでには，4時 間から6時 間の休 息

時間がないと無理 ということでした。 とこ

ろが，大管長は大会の間はきわめて多忙で，

なかなか休みはとれないのです。(事 実，ふ

たりの医師は，大管長の看護のために教会

幹部に随行 しました。)

私 はタナー， ロムニー両副管長に，ラパ

スに着いたら大会を始める前に大管長を休

ませてくれるようにお願いしました。しか

しふたりは笑 って，「あなたが やって下さ

い」 と言うのです。

やがて， その地域大会の計画の詳細が大

管長会に提示されました。見ていると，キ

ンボール大管長はラパスの次の所にふたつ

の赤 い印をつけました。 そこには大管長が

出席しない集会が・ζ・たつ書いてあ りました。

大管長は 「このふたつの会は何ですか。な

ぜ私が出ないのですか」 と尋ねました。少

しして，私は 「大管長， それは休 息の時間

です」 と答えました。すると大管長は 「ヘ

イルズ長老，あなたは疲れていますか」 と

言ったのです。

私たちはラパスに着き，最初の集会は文

化活動でした。大管長は休みませんでした。

私は頭痛 をおぽえました。頭が割れそうで，

3，600メ ー トルの高さに慣れるため に酸素

吸入を しました。 しか しキンボール大管長

は全 く酸素を使いませんで した。 それどこ

ろか，2，000人 の聖徒 を勧迎 し，抱擁 し，握

手をしたのです。

そして最後の集会の後，大管長は，アル

ティプラノから来ていた1，000人 の 愛する

レーマン人と握手をしたいと言ったのです。

彼らは大管長 と抱き合い，力強く握手をし

ました。大管長は彼 らに愛を示そうとされ

たのです。

ウィルキ ンソン博士は，3，600メー トルの

高さにもかかわらず大管長があまりにも活
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発なのを心配 して，できるだけ早 く休むよ

うにア ドバイスしました。 すると大管長は

言いました，「私が知っていることを知 って

いたら，あなたは私に何 も言わないはずで

す。」大管長は，私 たちがイエス ・キ リス ト

の再臨の備えをしていることを強く感 じて

いるのです。 そして， そのメッセージが世

界中にその 国の言葉で伝えられなければな

らないことを知っているのです。

キンボール大管長は教会幹部にこう話 し

ました。「私は死を恐れません。私が恐れる

ことは，救い主にお会いした時に，『もっと

よくできたのに』と言われることです。」王

国を前進させ ようとする予言者の献身とそ

の言葉が，緊迫感 をもって伝わってくるで

しょうか。「ヘイルズ長老，疲れているので

すか。」休んでいるとその言葉が耳 にこだま
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します。キンボール大管長と同 じ心を持て

ば，私 たちは心と力 と思いと体力を尽 くし

て働くことでしょう。

私たちが大管長 に体 を休 めるように言う

と，大管長は決まってこう言いました。「皆

さんは私を忙しさか ら救ってくれようとし

ていますね。で も私は救いではなく昇栄を

望んでいるのです。」そして，主が予言者で

ある 自分を守 ってくれる。 自分のために教

会の歩みを遅 くしてはならないと言うのです。

予言者 ジョセフ ・ス ミネは次のような勧

告を受 けました。

「わが子よ
，汝心安かれ。汝の不幸汝の

困苦はただこれ束の間なり。
しか しこう

然 り而して，もし汝よくこれを耐え忍ば

ば，神 は汝を高きに挙げたまわん。 かくし

て，汝あらゆる敵に勝つことを得ん。
たす

汝の友だちは誠に汝を援 け，温き心 と親

しき手 もて再び汝を歓び迎 えん。」(教 義 と

聖約121：7-9)

願 わ くは主の祝福が私たちにあり， この

み業が急を要すること，そして何が予言者

を駆 り立てるのかが理解できますように。

大管長は宣教師です。 それは，全人類がみ

たまにより教えられ，バプ テスマを受けな

ければならないことを知っているからです。

そしてふさわしくあるならば，私たちは永

遠の生命を受け，昇栄 して，父なる神 とイ

エス ・キリス トのもとに帰 り，永遠に共に

住むことでしょう。

私は，今 日，予言者が啓示によってこの

教会を導いていることを証 します。 いつで

したか総大会の最後に，キンボール大管長

は 「人々は 『主よ，主 よ』 と言うが，私の

言うことは行なわない」と言いました。願

わくは私たちが 「主よ，主 よ」 と言うと同

時に，今 日この教会を導く予言者たちの言

葉 とその模 範に従 うように，イエス ・キ リ

ス トのみ名により祈 ります。アーメン。



福音の光

七十人第一定員会会員

ア ドニ ー ・Y・小 松

何 年か前 私は責任を受け・.最近完成し
た礼拝堂を奉献するために南太平洋の

ある島を訪れました。献堂式の晩，私 たち

は何人かの地元の指導者 とその建物のとこ

ろに行 ってみて，驚きました。建物の電気

が消えていたのです。

建物 に入ると，教会員たちが礼拝堂 に座

っていました。私 たちは電気が消えた原因

を尋ねました。 監督の話では， きょうの午

後，建築の管理者が来て献堂式のためにす

べて点検をしたということで した。 ところ

が献堂式の始 まる前になって，何らかの原

因で近所の家 には電気がついているのです

が，教会の電気だけが消 えてしまったので

す。 私たちは考えられる問題個所はすべて

検査 したのですが，原因がわか らず，結局

そのままの状態で献堂式 を始めることにし

ました。

礼拝堂の前に置かれた石油 ランプの光 だ

けを頼 りに式は始められました。私は，献

堂式がこのような暗闇の 中で行なわれたの

は教会歴史上，初めてのことではないかと

思いました。

聖徒 の道/1982年4月 号

会衆の中の信仰深い兄弟姉妹は私 と同 じ

ように心の中で主の祝福があって電気がっ

き，.献堂式を無事 に終えることができるよ

うにと祈 っていたに違いあ りません。

話 し手が一人一人話し始めました。 まだ

電気はつ きません。聖歌隊が美 しい声で讃

美歌 を歌 いました。 まだ，電気はつきませ

ん。最後に私が立って話 をしましたが，依

然としてあた りは真 っ暗でした。私は会衆

に向かって献堂の祈 りをするので皆さん も

一緒に加わ ってくれるようにお願いしまし

た。 その時突然，礼拝堂の電気が揺 らぐよ

うにしてついたのです。私たちは主の大い

なる祝福 にどんなに感謝 したことでしょう。

私は心に圧倒されるものを感じ，このよう

な祝福を与えて下さったことに心からへ り

くだ り，柔和な気持 ちになりました。 しか

しこの礼拝堂の光 も，私たちの祈 りに答え

て下さったこの大いなる祝福に対 して私た

ちの心 にともった愛の光 に比べれば，ほん

の小さな ものでした。

その時，私は予言者モロナイの言葉を思

い出しま した。

「さて私モロナイは少々言いたいことが

ある。私は，信仰 とはまだ見ない物事を望

むことであると世の人に教 えたい。 それで

あるから，あなたたちは 自分がまだ見てい

ないからと言って疑ってはならない。信仰

の度を試 してからでない と目で見るような

証明が得 られないからである。……

世の人々の中に信仰がなければ神は人の

間に奇蹟 を行 うことができないので，人々

が信仰してからでないと神は人に現われた

まわなか った。」(イ テル12：6，12)

確 か に主は，私たちが信仰の試しを受け

た時や，希望 を持って祈 った時に，祝福を

与えて下 さいました。
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私たちの中には， この人生で愛の光 を求

めている人々が大勢います。 そのような人

人の中に，国の法律を破り，刑務所に入っ

たことのあるひとりの若者がいました。 こ

の若者は脱 走を企てた もののす ぐに捕らえ

られ，刑務所に連れ戻されたという経歴の

持ち主でもあ りました。彼の人生は全 く暗

黒と悲劇の連続で した。 しかし，愛ある監

督の絶ゆみない努力によって， この若者は

改心 し，再びキ リストヘの道を歩み始めた

のでした。謙遜 でつつ ましい気持ちで悔い

改めることによって，聖霊がこの若者の心

を動かすようになったのです。

刑期を終えて刑務所 を出る時，その門の

前で彼を迎えたのは，長い間彼を励まし続

けてきた監督でした。監督は両親，兄妹 も

一緒に連れてきていました
。彼らもこの若

者の出所を心か ら祝福 しました。若者の身

勝手な行ないのために苦 しみ，眠れぬ夜を

送った 日も多くあったはずなのに，彼を温

かく迎えて くれた監督や家族 に， この若者

はどれほど感謝 したか知れません。家族の

皆さんはこうした苦 しみの中にあって も，

信仰を揺るがす ことがありませんでした。

そして奇跡が起 こったのです。現在，この

若者はワー ド部の長老定貝会会長として働

いています。

この若者の人生を霊の暗黒状態から真理

と光明の状態に変えたのは一体何の力でし

ょうか。これこそ，監督が この若者へ示し

たキリストの純粋な愛だったのです。(モ ロ

ナイ7：47参 照)

予 言者二一ファイは次の ように述べてい

ます。「ごらん，主はこれをしてはならない

と迎せになっている。従って主 なる神は，

人は皆慈悲すなわち愛の心 を持 たなくては

ならないと言う命令を与えたもうた。 もし
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も人に愛の心がなかったならば人は何の価

値 もない。 それであるから， もしも人が愛

の心を持っているならば， シオンで働 く者

を死なせてはおかないであろう。」(II二 一

ファイ26：30)

また私たちが忘れてはならないことは，

多くの試練と心痛 に耐 え， しかも刑期 を終

えた時に両手を広げて歓迎 した， この若者

の家族 の信仰 と勇気です。 モロナイはこう

述べています。

「レーマン人の心を改めさせてかれらに

火と聖霊のバプテスマを受けさせ たのは二

一ファイとリーハイとの信仰であった。 レ

ーマン人の間にあの大きな奇蹟を行 ったの

はアンモンとその同僚 たちの信仰 であった。

キ リス トが降誕 したもうさきの者でも，キ

リス トが降誕したもうたあ との者でも，奇

蹟を行 った者はみなその信仰 によって奇蹟

を行った。・…・

いつ何時でもまだ信仰のない中に奇蹟 を

行った者はない，すべて奇蹟を行った者は

まず神の御子を信じた。」(イ テル12：14-

16，18)



予言者モルモ ンはまたこう説いています。

「……奇蹟は信仰によって行われ
，!一…キ

リス トの御言葉 によれば，キ リストの御名

を信ぜずに救いを得 る者はない。……

それであるか ら， もし人に信仰があるな

らばその人に希望 もまたな くてはならない。

信仰がなければ希望 もまたないからである。

よく言っておくが，その人の心が謙遜 であ

って柔和でなければ信仰 も希望 も持てるは

ずがない。

・・人が もしその心が柔和であってへ り

くだ り， また聖霊の力によってイエ スをキ

リス トであると認めるならば，その入に愛

がな くてはならない。」(モ ロナイ7：37-

38，42-44)

この愛の大切 さについて，使徒パウロは

コリント人への 手紙の中で次のように述べ

ています。

「たといわた しが， 人々の言葉や御使た

ちの言葉を語 っても， もし愛がなければ，
によう はち

わた しは， やかましい鐘や騒が しい鏡鉢 と

同じである。た といまた， わたしに預言を

する力があ り，あらゆる奥義 とあらゆる知

識とに通 じていても， また，山を移すほど

の強い信仰 があって も， もし愛がなければ，

わたしは無に等 しい。 たといまた，わたし

が自分の全財産を人に施 しても， また， 自

分のからだを焼かれるために渡して も， も

し愛がなければ，いっさいは無益である。

愛は寛容 であ り，愛は情深い。また，ね

たむことをしない。愛は高ぶ らない，誇 ら

ない，不作法をしない， 自分の利益を求め

ない，い らだたない，恨みをいだかない。

不義を喜ばないで真理 を喜ぶ。 そして，す

べてを忍び，すべてを信 じ，すべてを望み，

すべてを耐 える。

愛はいつ までも絶えることがない。」(1
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コリント13：1-8)

教 会 ではこの愛ある行ないをする機会が

たくさん与えられています。その幾つかは

友情の手を差 し伸べることから始ま ります。

あるワー ド部大会で， ひとりの年輩の兄弟

がそのよい例を話 してくれました。

日曜学校 の会長を していたこの立派な兄

弟は，証を述べるように頼まれました。彼

は12年 間も教会に不活発でしたが，その間

いろいろな問題で右に左に押 し流され，結

局，深い絶望 に陥ってしまったのでした。

このように人生が真っ暗闇に思われていた

時に， フェローシップの手が差 し伸べ られ

たのです。 まずホームティーチャー，続い

て監督，ワー ド部の会員 とその援助の手は

広がってゆきました。教会に活発に来るよ

うになり，会員たちの，偏見やわだか まり

のない温かい気持ちを知って， この兄弟は

このイエス ・キ リス トの福音が真実で南り，

悔い改めた人々の帰って くる所があること

を改めて知 ったので した。主は人々を赦さ

れます。そして，主に従う人々もまた他の

人々を赦 します。友情の手が差 し伸べ られ，

罪人は悔い改め，そこに愛の輪が完成する

のです。

予言者モルモンは次のように教えていま

す。「それであるから私 の愛する兄弟らよ。

愛はいつまでも消え失せることがないから，

あなたたちにもしも愛がないならあなたた

ちは空しい者である。ほかの ものはみな消

えてなくなるものであるから，すべてにま

さる愛 を固く守れ。

この愛はキリス トの純粋 な愛であって永

遠につず くものである。従 って終 りの 日に

このような愛を持っている人はさいわいで

ある。」(モ ロナイ，7：46-47)

教会 での管理の職 を忠実 に果 たす時， ま
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た心の思いが行ないに表われることを思い

起こす時，そして神の王国で私たちを待っ

ておられる救い主にその愛を示す時，私た

ちが希望 と愛を もってそれらのことを行な

えますように。 人類を招 く主の鐘は，讃美

歌にあるように 「主に来たれ」と高らかに

鳴り響いています。

主に来たれ 重荷を負い

罪にまけし者 よ

主をたよる者をみな

天へ と導きまさん

主に来たれ 闇の中

迷 うとも主，守らん

主の愛は 汝見つけ

闇より導かん

主に来たれ 主の愛に

祈れば聞きたまわん

おお，知 らずや天使 くだり

汝がそばに在ますを

主 に来たれ 国々や

島々より来たれ

「われに来よ」 と主は呼ぶ

すべての人を呼ぶ(讃 美歌81番)

愛する兄弟姉妹の皆さん，私は心からへ

りくだって証 します。イエスはキ リス トで

あり，世 の救い主であられ ます。私たちが

「主に来たれ」 という招きの声 に耳を傾け

るならば，主は忠実で義なる者 に約束して

おられるすべての祝福を必ず与えて下さい

ます。これ らのことをイエ ス ・キ リストの

み名によって申し上げます。 アーメン。
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永遠の生命べの

道を阻む小さなムシ

七十人第一定員会会員

アンゲル ・アブレア

あ
る異常 とも思われるほ ど暑い 日の午後

のことでした。私はアルゼンチンの大

草原パンパスの農業地帯 を走っていました。

太陽はかげろうの立つのが見えるほどハイ

ウェイにぎらぎらと照 りつけていました。

しか し，私の心は平安で，ゆった りとして

いました。それ もそのはずです。私は買っ

たばか りの新車， しか も工場か ら送 られて

きたばか りの新品の車に乗っていたからで

す。エンジンは大きく，馬力 も強いのでクー

ラーをかけてとばしてもびくともしません。

とζろが，突然車のラジエターの温度が

上昇 し始め，エンジンの調子がおかしくな

りました。つ いに水温計が危険域を示すよ

うになったので，私は車 を道路の脇に停 め

ました。機械 についての私の知識は限られ

ていましたが，それでも何とか故障の原因

がわからないものだろうかと考えました。

正直言って，私は買ったばかりの新車がこ

のようになったことに少々腹が立っていま

した。 フロン トカバーを開けると，ラ ジエ

ターのところに無数の小 さなム シが詰まっ

ていました。 このムシが冷却装置をだめに

し，車を停めなければならないことになっ

聖徒の道/1982年4月 号

たのです。 そして，数百匹のムシでも力を

合わせれば100馬 力以上の力を持つエンジ

ンさえも止めることができるという現実を
あ ぜん

まざまざと見せつけられ，私は唖然として

しまいました。それが，タカとかワシとか

言うのならわか りますが，わずか数百匹の

ムシのためなんです。

私はこの出来事から，私たちの生活の中

でしばしば起 こることについて考えさせ ら

れ ました。 すなわち，私たち一人一 人が内

に秘めている驚くべき可能性，つまり私た

ちを永遠の生命へ と導く可能性 について考

えたのです。

予言者 ジョセフ ・ス ミスは次のように述

べています。

「あなた方は
， 自分自身いかにすれば神

神 とな り，神の祭司，王 となれるかを学ば

なければならない。あなた方の前の神々が

すべてなしたと同じように，すなわち，小

さき者か ら大 いなる者へ，恩恵に恩 恵を加

えられ，昇栄から昇栄へ進むことにより，

ついに死者の復活を成就 し，永却の光輝の

うちに住 まい，永却の力を付与されて座す

者たちと同じく栄光のうちに座すのである。

彼 らは神の相続 人とな り，イエス ・キリ

ス トと共 同の相続 人となるであろう。それ

はどういうことか。それは，すでにその状

態 に達した人々と同じように，神 と同じ力，

同じ栄光，同じ昇栄を受け継いで，神の状

態 に到達 し，永遠の力ある王座 に昇 ること

である。」(丁 磁6h劾8ε げ ∫h6P名oρh6!10s6ρh

S窺 励 「予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスの教え」

PP.346-47)

私 た ちは何度このような小さな 「ムシ」

のために昇栄に至る可能性の芽をつみ，力

を弱めていたことでしょう。

新聞の見出しに出るような重大な罪のた

め に人生の旅路の途中で拘留される人は比
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較的まれだと思います。一般に，私たちが

屈するのは，あの大きなワシのような鳥で

はなく，ほんの小さな 「ムシ」一なのです。

このことをさらに詳 しく説明するために，

日の光栄に至る私たちの素晴らしい旅路の

妨げとなる障害物の幾つか につ いて述べた

いと，思います。

皆さんは安 息 日を聖 く守 らないことから
たいはい

来る霊的な退廃にっいて考えたことがあり

ますか。 この戒めは単に仕事を休むという

だけではありません。安 息 日を聖く守るこ

とは本来，霊性を高めることであ り，来る

べ きことに私たちを備えさせることです。

この戒めを守ることによって，私たちは悪

に打ち勝ち，さらに多くの主の戒めを守る

ことができるようにな り，世 の汚れに染ま

らずにいることができます。(教 義 と聖 約

59：9参 照)

安 息 日のことで もっと詳 しく言うと，皆

さんは聖餐会に出席しなかったり，あるい

は出席 しても誤 った態度でいることか らく
ふ かんよう

る霊的に不酒養な状態について考えたこと

はないでしょうか。教会員がバプテスマの

時に交わした神聖な誓約は，聖餐を受ける

時の主要な思いでなければな りません。私

たちがこれを行なうことができるならば，

主のみたまは常に私たちと共にあるはずで

す。

いかなる教会員も毎週 この誓約を新たに

することなく，みたまを保つ ことはできま

せん。聖餐の 目的をよく理解するならば，

私たちは単に話を聞くためではなく，もっ

と大切なことのために，すなわち御子イエ

ス ・キ リス トのみ名によって天父と交わ し

た神聖な誓約 を新 たにするために，聖餐会

に出席するようになるで しょう。毎週開か

れる聖餐会には出席しないし，悔 い改めも

しない人は，霊的な平安 と恵みを危うくし

ているのです。
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皆 さんは，祈 りを怠る時や， 日々の祈 り

の中から満足のゆく経験を得ていない時，

それが 自分の救いにとってどういう意味が

あるのか考えてみたことがあるでしょうか。

私 たちは絶えず 「祈 りの力」 について語 り

ます。 しか し私たちはIH二 一ファイ18：18

-20に 話 されている約束が成就するよう喜

んでその代価 を支払っているでしょうか。

「われ
，まことにまことに汝らに告 ぐ，

汝らは誘惑に負けざるよう，たえず 目を覚

して祈らざるべからず。そはサタンが汝 ら

を支配して麦のごとくに、言・るわん と欲すれ

ばなり。されば汝らはわが名 によりてたえ

ず御父に祈らざるべからず。而して，汝ら

が必ず受 くと信 じて，わが名 によりて御父

に乞い求むるものは，その正当なるものな

る限り，すべて汝 らに与えらる。」(m二 一

ファイ18：18-20)

次 に，私たちは教会の指導者を支持する

時，指導者を助ける義務を負っていること

を認識しているで しょうか。 手を挙げるこ

とは，助けることを誓約する印です。指導

者を批判 し，責める時，私たちは文字通 り

誓約を破る者 となるのです。ジ ョセフ・F・



スミス大管長はこの問題に関して次のよう

に述べています。

「教師であろうと
，監督会であろうと，

高等評議員会であろうと，定員会であろう

と，あるいは大管長会であろうと，正 式に

権限を与えられた教会の管理役員に従わな

いと言い始め，そして断固として心 にこの

ことを思い，行動 に移し始めた瞬間，この

人は，神権と教会か らもた らされる特権 と

祝福を 自ら断ち切 り，神の民か ら身を引い

ているのである。 なぜなら， この人は主が

教会の中に制定された権威を無視している

からである。」(「福音の教義」p43)

私 は これまで，人々が什分の一を納めな

い理由を数えきれないほど耳にしてきまし

たが，そのほとんどは信仰の欠如が原因で

した。

1957年 に，アルゼンチンで新 しく支部長

に召された私は，什分の一の大切さについ

て知 ってもらうために会員たちと面接をす

ることにしました。 そして什分 の一を納め

ることが難しいホセという立派な兄弟と話

をすることにな りました。私は，勇気を奮

って尋ねました。「ホセ兄弟，あなたはなぜ

什分の一を納めないのですか。」ホセ兄弟は

私がこれほど単刀直入に言ってくる とは思

っていなかったようです。

ホセ兄弟はしばらく黙っていましたが，

こう答えました。「支部長，御存 じのように

私 にはふたりの子供がいます。今月は子供

たちに学校に履いて行く靴を買ってやらな

ければなりません。 とにかく， どう計算 し

てみても，什分の一を払 うだけのお金がな

いのです。」

私はす ぐに言いました。 「ホセ兄弟，私 は

約束 します。あなたが什分の一 を忠実に納

めるならば，子供たちは学校に履いていく

靴 を手に入れ，あなた も家で必要なお金に

事 欠くことはないでしょう。主がどのよう
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な方法でそれをなさるのか私にもわか りま

せんが，主は必ず約束を果たして下さいま

す。 もしそれでもお金が足りないようなこ

とがあるならば，あなたが什分の一 として

払った分を，私があなたに返しましょう。」

家に帰る途中，私は一体正 しいことをし

たのだろうかと悩みました。私はと言えば，

当時結婚をし，仕事 も始めたばかりで，決

して経済的にゆとりのある状態ではありま

せんで した。私はホセ家族のことよりも自

分の足元の方が心配になってきました。家

に帰ると，妻は心から私の支えになってく

れ， すべてうまくいきます よと言ってくれ

ましたが，私はその晩，だれにも増 して熱

心 にホセ兄弟の経済状態が良くなるように

と祈ったのでした。

それか ら1カ 月後，再びホセ兄弟 と話を

する機会がありました。ホセ兄弟は目に涙

を浮かべ，声が詰まって十分に話すことも

できないほどで した。「支部長，とても信 じ

られないのです。私は什分の一 を納め，必

要な もの も全部買うことができました。そ

の上子供に新 しい靴を買ってやることもで

きたのです。別に給料が上がったわけでも

ないのですが， とにかく全部できたのです。

主が約束を果たして下さることがよくわか

りました。」

それ以後，ホセ兄弟は什分の一を忠実に

納めています。

これまで，私たちが永遠の道を進んでい

く時に出くわすほんの小さな 「ムシ」のた

めに起こる問題 につ いて述べてきました。

もちろん，ほかにもたくさんの問題があ り

ます。たとえば， 自制心の欠如のために知

恵の言葉を破る人が多くいます。個人と家

族の備えのプログラムを守らないでいろい

ろと言い訳 をする 人 もい ます。 また系図

の責任 に無関心な人や，神殿に参入して死

者のために必要な業を行なうことを忘れる
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人もいます。 また無関心から，あるいは怖

れから伝道活動に参加 しようとしない人も

います。 これ らはそのほんの一例です。

私たちは前述の戒めのひとつか、ζ・たつ を

守 らなかったというだけで，教会員 として

の資格を失うことはおそらくないと思いま

す。 しかし， これらの小さな 「ムシ」は個

人であろうが組織であろうが霊性 の向上，

すなわち個人が秘 めている本当の可能性 ま

で根底からだめにしてしまうのです。

「そは人自らの中に 自由の意志ありて己

れの事を自ら為す者なればなり。従 って人

善を為さば決してその報いを失わざらん。」

(教義 と聖約58：28)

主は 失敗させるために私たちをこの世 に

送 って下さったのではありません。私たち

はこの世 の旅 を終え，再び主のみ前 に戻る

ために必要 なすべての才能 と能力を与え ら

れてこの世 に来ました。私 たちへの最大の

チャレンジは，私たちが昇栄に至るために

主か ら与えられたすべてのものを忠実に，

勇気を持 って用いることです。私たちがそ
いず

れ を実行 し，「神の口より出るすべての言に

よりて生 く」(教 義 と聖約84：44)る な ら

ば，この人生の旅路の終わ りに，その旅立

ちの時に味わったと同じ栄えある経験を得

て，「神の子たちはみな喜び呼 ばわった」

(ヨ ブ38：7)と いうようになるでしょう。

私は，主がそのために必要な助けを与え

て下さ り，私たちがこの栄えある目標 に向

かって努力する時，いつ も私たちを祝福 し

て下さることを証 します。これらをイエス・

キ リス トのみ名によって 申し上げます。ア
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王国の力は

私たちの中に

七十人第一定員会会長会

デ ィー ン ・L・ラー セ ン

あ る時パ リサイ人が救い主に向力》って・
神の王国はいつこの地上に来るのかと

尋ねました。(ル カ17：20参 照)パ リサ イ

人たちは昔から，神の王国は大いなる力を

顕示し，地上を広 く治めるものと教 えられ

てきたからです。ですから，パリサィ人の

この質問は，神 の国はこの世のどの国 とも

違う ものである(ヨ ハネ18：36参 照)と 言

われた主の言葉に説明を求める抗議の質問

だったわけです。

こ・の時，主が言われた答えの中にひ とつ

の大切 な教 えを見ることができます。それ

.は，神の王国における力の源に関すること

です。主はこう言われました。 「神の国は，

見られ るかたちで来るものではない。 また

『見よ，ここにある』『あそこにある』など

とも言えない。神の国は，実にあなたがた

のただ中にあるのだ。」(ル カ17：20-21)

救 い主は，神の王国の本当の力というも

のは外見的なものではなく，そこに住む人

人の生 き方の中にあることを，質間 した人

に示そうとされたのです。 み国の力はその

中にいる人々の清さ，愛，信仰，誠実 さ，

真理への献身の深さにあります。 この大い

聖 徒の道/1982年4月 号

なる教えが，パ リサイ人には理解できませ

んで した。これは今 日の私たちにとって も

大切な教 えです。

今や私 たちの教会は 自由世界のほ とん ど

の国に広 まり，いたるところで集会が開か

れています。 また，すべての教会員が比較

的楽 に行ける距離内に神殿が建つの も遠い

ことではありません。集会や活動 に参加す

る教会員の割合は，かつてないほど高い数

字を示 しています。 これ らは皆よい兆 しで

す。 これらが内なる力の強さを示す もので

あったらいいと思っています。 この20世 紀，

特に最後の10-20年 間 における教会の発展

には 目を見張るものがあります。また，伝道

活動の成功を見て意 を強くしています。 し

か し，このような外見的な力の増大 に気を

とられて，救い主の命令 を忘れるようなこ

とがあってはなりません。主は神の王国が

この世的にあっと言わせ るような方法で現

われ ることを追い求めている人々に，こう

命じておられます。「神の国は，実にあなた

がたのただ中にある……。」(ル カ17：21)

数 カ月前のこと，私はあるステーキ部の

大会 に出席 しました。そのステーキ部の統

計記録は全 く素晴 らしいものでした。 その

記録か ら判断 してみて も， このステーキ部

は献 身的で忠実な末 日聖徒たちの集 まりで

あろうこ とがすぐに察せられました。ステ

ーキ部長 との最初の面接で
，ステーキ部長

がこの素晴らしい記録を私に見せたがって

いるのは もっともなことだと思 いました。

この面接に備えて， ステーキ部長の机の上

にはすでに報告書が出来上がっていたので

す。私はこの報告書に目を通す前に，こう

尋ねました。「ステーキ部 内の人々について

どのように感 じておいでですか。彼らの霊

性は昨年よりも高 まっていますか司私は，

会員たちの霊的面の強さについてステーキ

部長がどう見ているか個人的な意見が聞き
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たかったのです。彼はこの時とばか り，統

計報告書に手 を伸 ばしました・彼が私の質

問の意味をはき違 えたので，私はこう説明

しました。「統計報告書は後で見せていただ

くとして，その前にステーキ部内の会貝に

っいてどう感じているかをお聞かせ下さい。」

報告書 にはないこういった類の評価を求

められたことで，ステーキ部長は不満を感

じ，また当感している様子でした。彼が不

満を感 じていることを読み取った私は，そ

れ以上追求せずに，統計記録 に目を移 しま

した。 その記録は，「量」に関しては一 目瞭

然で，驚くほどの発展ぶりを示 していまし

た。確かにこの報告書は，教会員の質であ

る霊性を示す大切 な記録だったのだと思い

ますが，残念ながら私が求めていた鋭い洞

察をステーキ部長か ら引き出す ことはでき

ませんでした。その時私はステーキ部長の

顔に，幾分困惑の色を感 じました。そ して

それは次第に濃 くなって，面接の終わ りに

は物思いに沈み，憂いさえ表われてきまし

た。その沈んだ表情は，午後の集会から夜

の集会までずっと続き，私は何だか心配に

なってしまいました。

翌 日，一般大会でステーキ部長の話 にな

りました。.何とも驚いたことに， ステーキ

部長は前 日の私との面接のことを会員 たち

に話 し始めたのです。私が統計報告書 をす

ぐに見なかったことが残念で しかたなかっ

たこと，そしてその気持ちは夜になっても

おさまらなか ったことを話しました。夜こ

のことを考えていると，大会の前の週 に経

験したある出来事が思 い出された というこ

とです。

彼は，手術をしたある会員を病院に見舞

いに行 きました。すると病室に看護婦が検

温のた めに入 って 来ま した。そ して患者

の足元 にある表 に記されているデータを注

意深く見た後，新 しいデータを記入しまし ・
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た。それが済むと，患者の傍 らに立って，

脈を計り，額 に手 を当て，何やら質問しそ

の答えを聞いていました。看護婦はあのよ

うにして表に表われない， 患者の重大な兆

候を見分けていたのです。 ステーキ部長は

そう話していました。

このことを思 いめ ぐらしていると， 昨 日

の私の質問の主 旨がわか ってきたというの

です。ステーキ部長はこう続けました。「そ

うなのです。 ラーセ ン長老は私に，統計報

告書には表われていない霊に関する重大な

兆候を把握 しているか尋ねられたのです。」

さらに続けました。「きょう私はこういっ

た霊に関する大切 な兆候，表には現われな

い事柄についてお話 したいと思 います。」 ー

この時のステーキ部長の話は， これまで聞

いた大勢のステーキ部長の話の中で とりわ

け印象深い，素晴 らしい話 でした。おもし

ろいことに， ステーキ部長 は話の中で統計

記録を一切 引用しなかったのです。

今 日，世 界各地 における教会の急激な発

展を見て励 まされ，将来の見通 しの明るい

ことを力強く感じています。また，まだま

だ向上の余地はあるものの，会員たちの活

発な働 きをうれしく思 っています。主 に任

え，み業のために犠牲を惜 しまない会員た

ちの 自発的な態度は賞賛に値するものです。

では，私 たちの心の中にあるみ国はどう

でしょうか。内なる弱さを完全 に断ち切 っ

ていないことを示す証拠がいくつかあ りま

す。家庭の問題は増大 し，離婚が一般化 し

てきています。 この世のものや物質への執

着があらゆる面 に見られます。 また，信頼

と誠実の原則にのっとっていないビジネス

のやり方も珍しくありません。人間関係 に

あって も，礼儀やまごころがしばしば無愛

想で粗野な振舞にとってかわっています。

結婚の誓約を脅かす男女の乱交や不貞が私

たちを取 り巻いています。



主は末 日聖徒 イエス・キリスト教会を 「全
お まこと しちの ち しヵし

地の面に於ける唯一の真 にして生命あり而

も主なるわれの悦ぶこの教会……われ悦ぶ

とは一人一人を指す にあらずして，わが教
つ

会員全体 に就きて言えるな り」 と認めてお

られる一方で，各会貝に次のような条件を

出してお られます。「すなわち，主なるわれ

は罪を見ていささか もこれを許すを得ざれ

ばなり。」(教 義 と聖約1：30-31)

また別の折 に，主は主の教会の会員に次
むくい

のように警告 してお られ ます。 「見よ応報

は速に世 に住める人々の上に来る…一

而 して，このことはわが家 に始まり，わ

が家より出で行かん と主は言う。

また， まず汝 らの中に在る者の中，わが

名を知 ると公言するもわれを知らず， また

わが家の中にあ りてわれを汚せる者より最

初にこの事 あるべしと主は言う。」(教 義と

聖約112=24-26)

教 会が 目覚 ましい発展を続けているこの

時期に， 自分 自身を見つめて霊的に重大と

、思われる兆候を調べるのはとて も大切なこ

とです。末 日聖徒の中にも誘惑に負けて，

世の中で禁じられていることを追い求める

人が年齢 に関係なくたくさんいます。 多く

の場合，それをずっと続けていくつもりで

行なうのではないのです。ほんの少しの間，

それ も逃すのは惜 しいと思ってのめ り込ん

でいくのです。 そのような状態から立ち直

る人 もいますが， 多くの場合悲劇が訪れ，

結局破滅 と失望 を招くことになります。

このようなことを続けていると大変なこ

とになります。 その影響は仲間うちだけに

とどまらず，愛や信頼を傾けてくれ る人々

にまで，惨めで，想像を絶するほどのもの

をいつまでも与 え， 彼らを煩わせることに

なるのです。

その結果， 人間性ははなはだしく低下 し，

教会 と神の王国における本当の力，影響 力
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は減少して しまいます。それは人類にとっ

て大きな損失です。また教会全体 として も，

主の祝福 を守り通す力を危険にさらすこと

になります。

主の祝福を信頼して時代の風潮 に流され

ない人，闇から立ち直った人や立ち直ろう

と努力している人に，心からの賛辞を贈 り

たいと思います。あなた方は私たちの希望

です。真の強さです。 あなた方は最終的に

重大な違いに気づくでしょう。 あなた方こ

そ，地を取 り巻いている悪の力と戦う最後

の偉大なる対抗勢力なのです。神はそのゆ

えにあなた方を祝福されるでしょう。

私は主の約束を思う時，将来が明るいこ

とを感じます。主の王国が雄々しく立ち上

がることを知 っているか らです。それ にし

ても，私たちに対する主の次の言葉を読む

時，身が震える思いがします。
いまし

「そもそも今は警めを告 ぐる時にして
，

多くの言を費すべき時にあらざるな り。主

なるわれは，末の世に於て欺かれざればな

り。」(教 義 と聖約63：58〉

神の王国の力はその中にいる人の数 によ

って決 まるのでもなければ，発展の度合い

やその中にある建物の美 しさによって決ま

るのでもあ りません。 また，人の数や規定

されたことへの表面的な従順さによって測

られるものでもありません。本当の力は愛

や従順，奉仕 という地味で，表 には書き表

わせない行 ないの中にこそあるのです。 そ

してこのような行ないは，指導者の目に公

のものとしては映 りません。 これはまさし

く導きと恵みを施す主のみ業に匹敵するも

の と言 えるでしょう。

今こそ私 たちは，表 には現われない霊的

できわめて大切 な兆候を調べてみる時では

ないでしょうか。 「神の国は，実 にあなたが

たのただ中にある」のです。 イエス ・キリ

ス トのみ名 により申し上げます。 アーメン。



「汝 ら備 えをなせ 」

十二使徒定員会会員

リグランド・リチャーズ

私はこれ まで何度 となくこの総大会の壇
上 に立ち， ひとりの宣教師として，教

会員でない方々 に， この教会は今 日この地.

上 における唯一の真実の教会であること，

すなわち人間の知恵ではなく，天の使いの

命令によって立てられた教会であることを

申し上げてきました。

これはかねてから考 えていたことですが，

きょう私は，教会の不活発会員の方々にお

話をしたいと思います。 そうした不活発会

員の中には立派な末 日聖徒の家庭に育った，

当然活発に教会 に集 っているはずの方々も

大勢います。さらに私は，不活発会貝を抱

えている皆さんにも一言申し上げたいと思

います。

主は，モーセを通 して，「これわが業にし

てわが栄光，すなわち人に不死不滅 と永遠

の生命 とをもたらすなり」(モーセ1：39〉

と言われました。そうだ とすれば，私たち

霊の子供が不死不滅と永遠の生命を受ける

ために'どうすればよいか，それを知る方法

を主は与 えて下さっているはずです。 その＼

方法を教 えるのがこの偉大な教会の使命で

、す。
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教 会員の中には， なぜこの教会があるの

かを御存じでない方々が大勢いるようです。

イエスは次のように述べておられます。「あ

なたがたは，聖書の中に永遠の命があると

思って調べているが，この聖書は，わたし

についてあかしをするものである。」(ヨ ハ

ネ5：39)

さ らに主は再臨の時に裁かれる人々につ

いて触れ，こう言われました。「その 日には，

多くの者が，わたしにむかって 『主よ，主よ，わ

たしたちはあなたの名 によって預言 したで

はあ りませんか。 また，あなたの名によっ

て悪霊 を追い出 し，あなたの名によって 多

くの力あるわざを行ったではあ りませんか』

と言うであろう。 そのとき，わたしは彼 ら

には っきり， こう言おう，『あたながたを全

く知 らない。 不法を働く者どもよ，行って

しまえ。』」(マ タイ7二22-23)

パ トモス島に流された黙示者 ヨハ ネに，

天の声が臨んで こう言いました。「ここに上

ってきなさい。 そうしたら，これから後に

起るべきことを，見せてあげよう。」(黙 示

4：1)天 使 はヨハネに多くの素晴らしい

示現を見せ ました。新 しい天 と地が創 られ，

その時には，病気や苦痛，悲 しみや死はな

くなります。そして，神の栄光が地上を覆う

ため昼 に太陽を，夜に月を置く必要がなく，

すべての人が主の光の中を歩むので， 「主

を知 らない」と言う人はひとりもいない，

その ような時が来ることが示されたのです。

(黙示21：1，4，23-24参 照)

これか ら起 こるべきことをすべて目にした

ヨハ ネは，それを示 して くれた天使の前に

ひざまずいて拝 もうとしました。 その時，

天使 はこう答えたのです。「そのようなこと

をしてはいけない。わたしは，あなたや， あ

なたの兄弟である預 言者たちや， この書の

言葉を守る者たちと，同 じ僕仲間である 」

(黙示22：8-9)



これ より少 し前，天使は死んでいた者が

大いなる者 も小 さき者 も共 に神 のみ前 に立

っているのを見せました。 そして，数々の

書物が開かれ，すべての人はその書物 に記

されている事柄 とその行 ないによって裁か
よ み

れること，死も黄泉もその中にいる死人を

出すことを示しました。(黙示20：12-13参

照)天 使はまた こう言いました。 「この第

一 の復活 にあずかる者は
，』さいわいな者で

あり，，また聖なる者である。 この人たちに

対 しては，第二の死はなんの力 もない。彼ら

は神 とキリス トとの祭 司となり， キリス ト

と共に千年 の間，支配 する。」(黙示20：6)

この ように，第一の復活の朝 に出て来るに

ふさわしい者になることは，何と素晴らし

いことではないでしょうか。

しか も天使はこうつけ加 えています。「そ

れ以外の死 人は，千年の期間が終るまで生

きかえらなかった。」(黙 示20：5)人 の子

が聖 なる天使たちと共 に天の雲 に乗 ってこ

られ，キ リス トのために死んだ人々が墓か

らよみがえり，生者で信仰ある者が空中高

く上げ られてまたたく間に変えられる時に，

一千年の間
，墓の中に取 り残される方に賭

ける人がいるで しょうか。私の好きなロー

マの哲学者キケロは，このはかない現在よ

りも，長い来世をどう生きるかの方がもっ

と興味があると述べています。

今 日，通常の生活形態で言うと，子供た

ちは私 たちと同 じように，12年 から20年 の

間学校 に通って， この世で豊かに暮らし，

文化的で洗練され た生活を楽 しむ方法を学

びます。75年 から100年 の 人生に12年 から

20年 かけて備えるとすれば，終わ りのない
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人生に備えるには，一体 どれだけの年 月が

必要でしょうか。・

モルモン経の予言者アルマはこの世は主

に会 う備えをする時であると言っています。

(アルマ34：32参 照 〉私 たちはこの短い現世

よりも長い来世 をどう生きるかにもっと関

心を持つべきだと思います。 そして，長い

来世が一体 どれ位続 くか私たちは立ち止ま

って考えたことがあるでしょうか。

おそらく皆さんは，私が この話をするの

を以前に聞いたことがあると思 います。私

は妻 と結婚 して35年 になった時ヅこう言い

ました。「ママ， きょうから3，500万 年 後 に

は，私たちはどうしているだろうか。」

すると妻はこう言いました。「そんなバカ

げたことどこか ら考え出してきたの。考 え

るだけでも頭がへんになってくるわ。」

「で も
，君は永遠の生命 を信 じているんだ

ろう。」私 は言いました。 「時間は人のため

に定められた ものであって，神 にはもとも

と時間というものはないと教えられてきた。

それは永遠 に続く輪 のような ものであると。

(こ のことを予言者 ジョセフ・スミスは指輪

を使 って説明 しています。 『指輪 を切 ると，

初めと終わ りができる。でも，切 らなけれ

ば初めもないし，終わ りもないのである』)」

そして，私はこうつけ加えました。 「ママ，

もしそれが事実だとしたら，僕たちはこれ

からの3，500万 年 間もうまくやっていかな

ければならないね。」

キケロが短い現世 よりも長い来世 の方が

もっと興味があると言ったのはこのような

ことではなか ったでしょうか。

救い主はその教えの中で， 自らこの地上

を統治する権能を持って降りてくる再臨の

時 に向けて私 たちを備 えさせ るために， 多

くのたとえ話 を使 って話をされました。 そ

のうちの幾つかをここで御紹介 したいと思

います。

48

そのひとっにタラン トのたとえ話があ り

ます。皆さん も御存じのように，このたと

え話はある人が遠 くに旅に出る時，その僕

たちにそれぞれ財産を預ける話です。 その

人はひとりに5タ ラ ンrト， もうひとりに2

タ ラント，そして残 りのひ とりに1タ ラン

トを預 けました。やがて旅から帰ったその

人は，僕たちとその持ち物を数え始めまし

た。すると5タ ラン ト渡 された者が こう言

いました。「ご主人様，あなたはわたしに5

タラン トをお預けになりましたが， ごらん

のとおり，ほかに5タ ラン トをもうけまし

た。」そう言って，僕 は主人に10タ ラン トを

渡 しました。 すると主人はこう言いました。

「良い忠実な僕 よ
，よくやった。 あなたはわ

ずかなものに忠実であったから， 多くの も

のを管理させ よう。(多 くの ものを管理す

る者 となることは何 と素晴らしいことでは

ないでしょうか。)主人と一緒に喜んで≦れ。」

(マタイ25120-21)

(私 たちは皆，同 じタラン トを受けている

わけではないのですが)2タ ラン トを預 け

られた者 も2タ ラントを もうけ，その忠実

さに対 して同 じようにほめられたのでした。

しか し1タ ラントを預 った者はそれを地の

中に隠しました。 そして，こう言ったので

す。「ご主 人様 ，わ たしはあなたが， まか

ない所か ら刈 り，散 らさない所から集める

酷な人であることを承知 していました。 そ

こで恐ろしさのあまり，行って，あなたの

タラン トを地 の中に隠 しておきました。 ご

らんください。 ここにあなたのお金がござ

います。」(マ タイ25：24-25)

す る と主人はどうした と思いますか。「さ

あ，そのタラントをこの者か ら取 りあげて，

十 タラン トを持 っているものにやりなさい。

おおよそ，持 っている人は与 えられて，い

よいよ豊かになるが，持 っていない人は，

持 っているものまでも取 り上 げられるであ



ろう。 この役に立たない僕 を外の暗い所に

追い出すがよい。彼は，そこで泣き叫んだ

り，歯がみをしたりするであろう。」(マ タ

イ25：28-30)

泣 き叫んだり，歯がみをした りする所に

追いやられることがわかっていて，どうし

て人は終わ りのない来世を待 ち望むことが

できるで しょうか。

次に，再臨に備 えることについて救い主

が述べたもうひ とつのたとえ話を紹介しま

し ょう。 それは，10入 のお とめのたとえ話

です。御存 じのように， そのうちの5人 は

あか りの油を用意していましたが，残 りの

5人 は用意 していませんでした。 そして，

「花婿が来る」と呼ぶ声がしたので
，油を持

っていた5人 は外に出て花婿を迎えました。

残 りの5人 は油を借 りたいと思いましたが，・

分けて もらうほどなか ったので，彼女 らは

油を買いに出かけなければな りませんでし

た。油を用意 していた5人 は婚宴の部屋に
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入って行き，残りの5人 が戻ってきた時に

はすでに部屋の戸は閉まっていたのです。

(マ タイ25：1-13参 照)不 活発な人々がこ

の教会に戻ってくる必要があると感じてお

られなか ったとした ら，イエスはどうしてこ

のようなたとえ話 をされたのでしょうか。

次に紹介するのは，金持 ちとラザロのた

とえ話です。皆さんはラザロが金持 ちのテ

ーブルか ら落 ちたパ ンくずを食べ，犬がラ

ザロのでき物 をなめていたことを覚 えてい

るでしょう。 それか ら，金持 ちもラザロも

死にました。 ラザロはアブラハムのふとこ

ろに入って行 きました。すなわち，ラザロ

は誉れを受けたのでした。 しかし金持 ちは

苦 しみの中に入っていったのです。金持ち

は， アブラハムのふところにいるラザロを

見上 げて， こう叫ぴました。「父，アブラハ

ムよ，わたしをあわれんで ください。 ラザ

ロをおつかわしになって，その指先 を水で

ぬ らし，わたしの舌 を冷 やさせてください。

わたしはこの火炎の中で苦 しみもだえてい

ます。」しか し，アブラハムはこう言いまし

た。「わたしたちとあなたがたとの間には大

きな淵がおいてあって，こちらか らあなた

がたの方へ渡ろうと思 ってもできないし，

そちらか らわたしたちの方へ越えて来るこ

ともできない。」・(ルカ16：24-26)

金持 ちはすぐに地上 にいる5人 の兄弟の

ことを思い， こう言いました。 「父よ，で

はお願いします。わたしの父の家ヘラザロ

をつかわ してください。わたしに五人の兄

弟がいますので， こんな苦しい所へ来るこ

とがないように，彼 らに警告 していただき

たいのです。 アブラパムは言った，『彼らに

はモーセと預言者とがある。 それに聞くが

よかろう。』……

アブラハムは言った，『もし彼らがモーセ

と預言者とに耳を傾けないなら，死人の中

か らよみがえって くる者があって も，彼ら
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はその勧めを聞き入れはしないであろう。』」

(ル カ16：27-29，31)

イエ スはまた再臨に関して次の ように述

べておられます。「そのとき，ふたりの者が

畑にいると，ひとりは取 り去 られ，ひとり

は取 り残されるであろう。、ζ・た りの女がう

すをひいていると，ひとりは取 り去られ，

ひとりは残されるであろう。」(マ タイ24：

40-41)

自分 の仲 間が， もし取 り去 られた り，1

千年間も取 り残されたらどう感じるでしょ

うか。

イエスはこのような麗わしいたとえ話を

何の理 由もなく語 られ たのではありません。

イエスはこう言っておられます。「それ で，

わたしのこれ らの言葉 を聞いて行 うものを，

岩の上に自分の家 を建てた賢い人に比べる

ことができよう。雨が降 り，洪水が押し寄

せ，風が吹いてその家 に打ちつけて も，倒

れることはない。岩を土台としているか ら

である。

また，わたしのこれらの言葉を聞いても

行 わ ない者 を，砂 の上 に自分の家を建て

た愚かな人に比べることができよう。雨が

降 り，洪水が押 し寄せ，風が吹いてその家

に打ちつけると，倒れてしまう。 そしてそ

の倒れ方はひどいのである。」(マ タイ7：

24-27)

苦難 の嵐に耐えられない砂の上 に家 を建

てたい人が どこにいるでしょうか。

私は，皆さんが再臨に自分 自身を備 える

よう強 くお原頁いします。

予言者エ レミヤはどう言ったか覚えてい

ますか。エ レミヤは，「こののち 『イスラエ

ルの民をエ ジプ トの地か ら導 き出した主は

生きておられる』 とは言わないで，『イスラ

エルの民を……そのすべて追 いやられた国

国から導き出した主は生きておられる』 と
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い う日がくる」(エ レミヤ16：14-15)と 言

っています。 そして主は多くの漁夫を呼ん

できて，彼らをすなどらせ， 多くの猟師を

呼んでもろもろの山， もろ もろの丘， およ

び岩の裂け 目から彼らを狩 り出させると言

っています。(エレ「ミヤ16：16参 照)散 乱 し

たイスラエルの民 を集めるために3万 人の

宣教師が全世界に出ているのは， まさにこ

のことを指しているのです。

エ レミヤはまたこう言っています 「主は

言われる，背信の子らよ，帰れ。わたしは

あなたがたの夫だからである。」(エ レミヤ

3：14)

何 という素晴らしい約束でしょうか。聖

きみたまの勧めに耳を傾ける時，私たちは

主 と結婚 したのと同じ状態になるのです。

さらにこう言っています。私は，「町から

ひとり，氏族からふたりを取 って，あなた

がたをシオンヘ連れて行こう。 わたしは 自

分の心 にかなう牧者たちをあなたがたに与

える。彼 らは知識 と悟 りとをもってあなた

がたを養う。」(エ レミヤ3：14-15)

世 界の歴史をひも解 いてみて下さい。こ

のロッキー山脈の谷に集められたように，

町からひ とり，氏族からふたりと人々が集

められた場所 を，ほかに見いだすことはで

きません。永遠の父なる神か らみこころに

かなう牧者たちを与えられ，き ょうこの大

会で皆 さんが聞いたように，あるいはあす

聞 くように，その牧者 たちの話を聞ける場

所は，ほかにはないのです。

これが私の証です。神の祝福があって皆

さん とその家族が活発 に，しかも与えられ

た才能 と賜を使って神の王国の建設に力を

注がれるよう祈っています。私の愛と祝福

が皆さん方の上にあるように祈 り，これら

を主イエス ・キ リス トのみ名 によって申し

上げます。 アーメン。



アロン神権

十二使徒定員会会員

ボ イ ド・K・パ ッ カー

私は，神権会の時はいつも早目にタバナ
クルに来て，執事，教師，祭司の方々

と握手を交わ します。彼 らに会 うには，大

勢の長老や七十人，大祭司の間を通 りぬけ

て行かなければなりませんが， そうしてア

ロン神権者の方 にお会いすることは十分に

価値 があ ります。大神権を持っている私 た

ちは，兄弟であるアロン神権者の皆 さんに

敬意 を表します。

私 は皆さんに，アロン神権の目に見えな

い力について話 したいと思います。12歳 の

少年 ならもうそのことを学んでもよい年 で

す。皆さんも大 きくなるにつれて， この導

き と守 りの力を身をもって体験することで

しよう。

力というものは 目に見えなければ存在し

ないと考 える人もいます。で もそうではな

いことが納得 して もらえると思います。 う

っかりしてソケッ トの中に指 を入れた時の

ことを覚 えていませんか。 目にこそ見えは

しませんでしたが，皆さんは確かにしびれ

るような電気の力を感 じたはずです。

電気を見た人はだれ もいません。最 も優

れた装置を持 った科学者にさえ見えないの
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です。で も感 じることはできます。そして

その働きは目に見えます。電気は，計った

り制御 したり，光や熱やエネルギーを生み

出すことができるのです。 目に見えないか

らと言 って電気の存在を疑う人はいないの

です。

皆 さんには神権の力が見えません。 でも

感 じることはできます。 そしてその結果を

見ることができます。神権は，皆さんの生

活の中で導き と守 りの力となるのです。例

を挙 げてみましょう。

ウイルフォー ド ・ウッドラフ大管長は，

教会 に入った後で，伝道 に出たいと思いま

した。こう書いています。

「私はまだ教師だ
。海の向こうに行 って

福音 を宣べることは教師の職務ではない。

だから教会幹部 に伝道 したいとはとても言

えない。教会の職を求めていると思われる

からだ。」(L6卿6s〃o翅1吻/0κ7㎜ 」「私の

日記か ら」p.8)

彼 は主 に祈 りました。 そして，だれにも

その気持 ちを話すことのないまま祭司に聖

任され， アーカンソーに宣教師 として送 ら

れました。

ウッ ドラフ兄弟と彼の同僚 は，ワニのい

る湿地や泥沼を何百マイルも歩き，疲れ果

ててしまいました。 ウッドラフ兄弟は，ひ

ざに強烈な痛 みを覚 え， もう歩 くことがで

きません。伺僚は，彼をその場に残 したま

ま家 に帰 ってしまいました。 そこでウッ ド

ラフ兄弟 は，泥の中にひざまずいて祈 りま

した。そして痛みが癒され， ひとりで伝道

を続けました。

3日 の後， ウッ ドラフ兄弟 はテネシー州

のメンフ ィズに着きました。疲れ果ててお

腹はすき，体 は泥にまみれていました。彼

は一番大 きな宿屋に行って，食物と寝る場

所を求めました。 でもお金はあ りませんで

した。

51



宿の主人は， ウッドラフ兄弟が説教者で

あることを知る'と，彼を笑い者 にしてやろ

うと考 えました。そして， もし友達に説教

をしてくれたら，食べ物をあげようと言い

ました。

そこでメンフ ィスの金持 ち，上流社会の

人々が大勢集 まり， この泥にまみれた宣教

師を見てす っか りおもしろがりました。

だれ も歌や祈 りをしてくれないので， ウ

ッドラフ兄弟がひとりで両方しました。彼

はひざまずいて，主にみたまを求め，集ま

った人々の心が理解できるように祈 りまし

た。そこでみたまが訪れ， ウッドラフ兄弟

は大いなる力を得て説教をしました。彼は，

嘲笑 しようと集まった人々の隠れた悪事を

あばいたのです。

説教を終えるころには，この謙遜なアロ

ン神権者をあざける者はだれもいませんで

した。それから後，彼は親切 なもてなしを

受 け ました。(L齪 θ6s方o彿1吻10%解 認

「私の 日記か ら」pp .16-18)

ウ ッ ドラフ兄弟は，アロン神権の導き と

守 りの力を受けていました。この同 じ力を

皆さんも持っ ことができます。

アロン神権 についてごく基本的なことを

いくっかお教 えしましょう。
とな

「第二の神権はアロンの神権 と称えらる。

この神権 はアロンとその子孫 に代々授けられ

たるものなればなり。」(教義 と聖約107：13)

ア ロ ン神権は別の名前 でも呼ばれます。

それを挙げて， どういう意味かを説明 しま

しょう。

小神権

まず，アロン神権は時々，小神権 と呼ば

れます。

「何故 にこれが小神権 と称 えらるるか と

言わば， そは大神権すなわちメルケゼデク

神権 に従属 して，外形的儀式を執 り行う権
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能 を有すればなり。」(教 義 と聖約107：14)

これ はつ まり，大神権であるメルケゼデ

ク神権が常 に，小神権であるアロン神権 を

管理す るということです。アロンはアロン

神権 の大祭司，つ まり管 理祭司で した。 し

か しモーセはメルケゼデク神権 を持 ってい

たので，モーセがアロンを管理 していまし

た。

アロン神権が小神権 と呼ばれるからと言

って，あまり大切 な神権ではないというこ

とは決 してあ りません。主は，「メルケゼ

デク神権 に……欠くべからざる付属の職」

と言われました。(教 義 と聖約84：29参 照)

大神権者はだれで も，アロン神権に属する

儀式を行なうことを心から栄誉 に思わなけ

ればなりません。それ らは霊的に大きな重

要性を持 っているからです。

私は，十二使徒定員会の会員として聖餐

のパ スをします。私は，人が決まりきった

仕事 と言うそのパスの責任を受ける時，た

とえようもない誉れ を感 じ謙虚な気持 ちに

な ります。

レビ神権

アロン神権はまた レビ神権とも呼 ばれま

す。 この レビという言葉は，イスラエルの

12人 の息子 のひとりの名前です。兄弟であ

ったモーセとアロンはレビ人で した。

アロン神権がイスラエルに与えられた時，

アロンとアロンの息子たちは管理 をする責

任を受けました。 そして他のレビ族の男性

は，モーセの犠牲の律法 を含めた幕屋の儀

式を担当するように割 り当てられました。

犠牲の律法はアダムの時代から守 られて

いました。 それは， メシヤの犠牲 と賦罪に

よって訪 れる救 いを象徴するものでした。

このモーセの犠牲の律法は，キ リス トの十

字架上の死によって成就 しました。

古代 の人々は， この犠牲の儀式 を通 して



キ リス トの購罪を待ち望みました。私たち

は今，聖餐の儀式を通してキ リス トの腰罪

を思い起 こしています。

この古代の犠牲と現代の聖餐はどちらも，

キ リス トと，キ リス トが血を流されたこと

と，私たちの罪に対する貝責いを中心 とした

ものです。 そして昔 も今 も， この儀式を行

なう権能はアロン神権者が持 っているので

す。

確かにこの責任 は神聖な ものです。 これ

によって皆さんは，これ ら古代の主の僕た

ちと兄弟関係 に入るのです。 したがって，

アロン神権者 に与 えられた儀式を行なう時

に謙遜 になるのは当然の ことです。

これでなぜアロン神権あるいはレビ神権

と呼ぶかがおわか りでしょう。 この名前は

与えられた義務 を表わしてお り， この神権

そのものであることがわかると思います。

準備の神権

最後 に，アロン神権は準備の神権 と呼ば

れることがあ ります。 これもまたふさわ し

い名前です。若人に大神権や伝道，神殿結

婚の備 えをさせる神権 だからです。

私は，アロン神権の祭司の職 にあったバ

プテスマのヨハネが，古代 において主の降

誕の道を備 えたことをとても意味のあるこ

とだと考えています。彼はまた，・予言者 ジ

ョセフ ・ス ミスとオ リヴァ ・カウ ドリにア

ロン神権を回復し，大神権 に備 えさせまし

た。主 は こう言われ ました。「バプテスマ

の ヨハネより大きい人物は起 らなかった。」

(マ タイ11：11)

皆 さんは， メルケゼデク神権がどのよう

な働 きをするかについて，お父さんや指導

者の行動 から学ぶ ことができます。皆さん

は長老や七十人，大祭司，祝福師とな り，

また宣教 師や定員会指導者，監督会，ステ

ーキ部指導者
， そして父親 として働 くため

の備 えをしているのです。

またここにおいでの執事や教師，祭司の

人の中には，将来，使徒 や予言者となって，

この教会を管理する人も出てくることで し

ょう。皆 さんは備えなければならないので

す。

この ように，アロン神権を準備の神権 と
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呼 ぶ こ と は 占、さ わ し い こ と で す 。

神権の原則

ではここで大切な神権の原則について幾

つか お話 しまし ょう。皆 さんはアロン神

権 を受ける時， そのすべてを受 けます。あ

なたの神権 には3つ の権能があ ります。そ

れを理解していただきたいと思 います。

まず，神権そのものです。あなたは聖任

を通 して，儀式を行なう一切の権能を得，

アロン神権 の権威を持つようになります。

次 に，神権には職があります。 そして，

その各々がそれぞれ特権を持 っています。

執事，教師，祭司の3つ の職は，皆さんが

十代の時に授け られるか もしれません。 し

かし第4の 職である監督の職は，皆さんが

大人になって，大祭司となるにふさわしく

なった時に授け られるでしょう。

執事は，「常任 の教 職者 として教会を守

護」 します。(教 義 と聖約84：111120：57

-59参 照)定 員会は12人 の執事 によって構

成されます。(教 義 と聖約107：85参 照)

教 師は，「常に教会 員 を守護 し，彼らと

共 にありて彼らを強」(教 義 と聖約20：53)

め ます。教師定員会は24人 の教師によって

構成されます。(教 義と聖約107：86参 照)
と

祭司は，「説き，教え，釈 き，勧め，バプ

テスマを施 し，聖餐式を執 り行 ない，各会

員の家庭を訪れ」ます。(教 義 と聖約201

46-47参 照)祭 司定員会は48人 の祭 司によ

って構成され，定員会会長は監督です。、(教

義 と聖約107：87-88参 照).

皆 さんは常に3つ の職の中のひとつを受

けています。 しかし，次の職を受けても，

前の職の権能はそのまま残 ります。 たとえ

ば祭司になった場合，教師や執事の時に行

なっていたことをすべて行 なう権能 がある

のです。大神権 を受けた時も，小神権のす

べての職に属する権能 を行使することがで
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き るのです。

14年 間管理監督の職 にあったリグランド・

リチャーズ長老は，「私は大 人の執事 にす

ぎない」とよく言います。

聖任には決まった形式というものはあ り

ません。神権を授け，職 を与え，特別な祝

福 の言葉を与えるようにします。

以前私は，ジ ョセフ・フ ィールディング・

スミス長老 とある集会 に出席しました。 そ

の時だれかが， ある背教者が出した手紙に

ついて質問しました。 その手紙 とは，ある

言葉が省かれたので，教会 にはもう神権の

権能はないという内容の ものです。 ス ミス

大管 長は こ う言いました。「そのことにつ

いて話す前に，その手紙を出した人について

少 しお話 しましょう。」そして大管長はそ

の人がどういう人かを述べ，「ですか ら彼

は全 くのうそつきです。」 と言って結びまし

た。

神権 の職 は神権の一部ですが，神権 はそ

のどの職 よりも偉大です。

神権 は，罪を犯 して資格 を失わない限り，

永遠に皆さんの ものです。

私たちは活発で忠実であれば， この権能

を理解 できるようにな ります。

さて，皆さんが定員会の会長 に任命され

ると受ける別の権能があります。つ まり，

会長会に与えられる権能の鍵です。

この神権 と神権の職，つ「ま り執事，教師，

祭司の職 は，聖任によって受 けます。しか

し会長会 の鍵 を受けるのは，任命によって

です。

皆 さんが執事 になる時には，普通はお父

さんが聖任 しますが，ほか にふさわしい神

権 を持った人が聖任することもあ ります。

しか し皆 さんが定員会の会長 に召される

時は，監督が任命 します。会長会の鍵は，

その鍵を持 っている人からでないと受ける

ことができないのです。



皆さんのお父さんは，監督であれば別で

すが， その鍵は持 っていません。

この会長会の鍵は一時的なものです。 し

かし神権 とその職 は永遠の ものです。

もうひとつ，皆 さんが神権を受 けられる

のは，権能 を持ち，それが教会員に知 られ

た人からだけです。(教 義 と聖約42：11参 照)

神 権は卒業証書ではありません。証書の

ように手渡された り，メッセrジ や手紙の

ように配られたりするものではないのです。

正 しい聖任 によってのみ与えられます。 そ

こには権能 を受けた神権者がいなければな

りません。 その人が皆さんの頭 に手を置き，

聖任す るのです。

教会幹部 に旅行が多いのはそのためです。

神権の権能 の鍵 を渡 しに行 くのです。世 界

中のすべてのステーキ部長 は，教会の管理

役貫のひとりか ら按手によって権能を受け

ています。 これには例 外はありません。

次のことを覚 えて ください。主は神権を

とて も， とても大切 に思 ってお られます。

だれによってどのように授けられるか注意

深く見てお られ ます。隠れたところでは決

して行なわれません。

私は，権能が どのように与えられ るかを

話してきました。皆 さんが力を受けるか否

かは，この神聖 な目に見えない賜をどう扱

うかにかか っています。

皆 さんの権能 は聖任によって，そして力

は従順 ζふさわしさによって もたらされま

す。

ここで，私の息子がどのようにして従順

を学んだかを話しましょう。彼が執事の年

齢の時のことですが，私たちはワイオ ミン

グの祖父の牧場に行きました。 彼は もらっ

た馬を馴 らそうとしていました。 その馬は

野生の馬でした。

囲いの中に入れ，重い端綱 をつけてロー

プでっなぐのに丸一 日近 くかか って しまい
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ました。

私は息子 に，慣れるまでず っとつないで

おかなければな らないこと，話しかけたり

そっとさわった りすることはできるけれど

も， どんなことがあ っても綱をほどいては

ならないと言いました。

そして，やっと私たちは夕食を食べに帰

りました。息子は食事をそそくさとすませ

ると，急いで馬を見に戻 りました。ほどな

くして息子の叫び声が聞こえました。私は

何が起 こったかわか りました。馬の綱をほ

どいたのです。息子 は馬を自分で馴 らそう

としたのでした。そして馬が逃げようとし

たので，直感的に，私が絶対にしてはいけ

ない と言 っておいたことをしてしまいまし

た。 離れないように綱を手首に巻きつけた

のです。

外に出て見ると，馬が走りまわっていて，
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手首に綱 を巻 きつけたままの息子 は，大 ま

たでのめるように走っていました。そして

倒れて しまいました。 もしも馬が右 に曲が

っていたら，彼は門の外に引きず り出され，

そのまま山の方 に引張 られて命をなくして

いたことでしょう。 しかしその馬は左に曲

がり，一瞬囲いのすみの所で止まったので，

綱をくいにかけ，息子の手首 に巻 きついた

綱をかろうじてほ どくことができたのでし

た。

それから私 たちは話しました。「もし君が

あの馬を乗 り回そうと思 うなら，君の力の

ほかに何か使 わなくち ゃならない。あの馬

は君より大きいし，ずっと強い。 それはい

つ までも変わらない。でも， もし従順にな

るように馴 らしたら，乗れるようになるよ。

これがまず君が学ばな くちゃならないこと

だ。」 こうして 息子 はとて も大切 なことを

学んだのです。

それから2年 後の夏，私たちはまた牧場

に行 きました。息子の馬は冬中，群れと一

緒 に走 りまわ り，私たちが行 った時は，川

のそばの草地にいました。私 は丘 の上か ら，

息子と娘がそっとその草地に近づくのを見

ていました。 馬はそれに気づいて，逃 げよ

うとしました。そこで息子が口笛を吹くと，

彼の馬は足を止め，群れを離れて彼の所 に

走り寄 って来たのです。

こうして彼は， 目に見えないものにも偉

大な力があることを知ったのです。その目

に見えないものとは，従順です。

従順は馬を馴 らす力を彼に与えましたが，

神権に対する従順 は， 自分をコン トロール

することを教 えました。

皆さんは生涯 を通 じていずれかの神権定

員会に属することにな ります。そ して，定

員会の他の会貝か ら助けを受 けることでし

ょう。

それ以上 に，皆さんは他の定員会会員を
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助 けるという特権 を受 けます。

私がこれまでアロン神権について話して

きたことは，ほとん どが メルケゼデク神権

にも当てはまります。職の名前が変わ り，

権能がたくさん与 えられても，原則は同 じ

です。

神権 の権威は， ごく普通の義務 を果たす

ことからもたらされます。集会に出席 し，

割 り当て を受け，聖典 を読 み，知恵の言葉

を守ることなどによってです。

ウッドラフ大管長は こう言いました。 「私

は何千マイルも旅 して，祭司として福音を

説 いた。 そして，会衆にかつて話 したよう

に，主が私を助けてくださ り，私がその職

を使徒職 と同じように大切 に扱う限 りにお

いて，主はその力を表わ し，私の命を守 っ

てくださった。主は神権を持っ人を，祭司

であれ，長老であれ，七十人であれ，使徒

であれ，その義務 を全力を尽 くして遂行す

る限 りにおいて助けてくださるのである。」

(ル露JJ6ηη勿JS如7「 ミレニアル ・スター」

1905年9月28日 ，p.610).

バ プ テスマのヨハネは，アロン神権 をこ

のような言葉で回復 しました。
メ

「汝ら
，われと同 じ業 に働 く僕 らよ。救

シ マ

世王の御名によりて，われ汝 らにアロンの

神権を授 く。 こは天使 の導きと恵み，悔改

めの福音，罪を赦すために水に沈むるバプ

テスマなどの鍵 を握 る神権 にして……。」

(教 義と聖約13章)

執事，教師，祭司の皆さんは，神聖な権能

を与えられています。天使の導きと恵みが

得 られますように。また神権の力が，愛す

る若い兄弟の皆さんと皆さんの子孫の上 に

いつまでも留 まりますように。福音は真実

であり，神権は，アロン神権を持つ人々に対

して偉大 な力，つまり導 きと守 りの力を持

っていることを証 します。イエス ・キ リス

トのみ名 によって申し上げます。 アーメン。



アロン神権者の務め

管理監督会第一副監督

H・ バー ク・ピー ター ソン

神
権者の兄弟の皆さん，私 にとって今夜

の この神権会は特別な意義があ ります。

御存 じの方 もおられる通 り，私 たち夫婦に

は5人 の娘がおります。皆器量もよく，才

能 にも恵まれ，信仰 も深く，私 にとっては
たま

掌中の珠 であ ります。 しかし，私たちには

息子がお りません。幼少時代， 日曜 日に私

はよく父や兄弟 と一緒 に神権会 に行 ったも

のでした。父 となった今，私はいつもひと

りで行 きます。神権指導者 として，私はこ

れまでアロン神権に関連 して何千人という1

少年 と面接 をし， また教 えてきました。そ

れは素晴らしい経験 となってはいますが，

自分の息子たる者 に教えたことは一度 もあ

りません。父 と息子のキャンプにも数え切

れないほど行 った ことがありますが，一度

として息子 と行 ったことがないのです。

しか し，今夜，ア リゾナのあるステーキ

部 センターに，12歳 になる初孫がアロン神

権 の執事 として，初 めてこの神権会 に出席

しているはずです。男の子 にカウボーイブ

ーツを買ってやるのを楽しみに，私 は20年

間この初孫が生 まれるのを待 ちこがれ まし

た。 この子の初めてのク リスマスに，私 は

聖徒 の道/1982年4月 号

ブーツを1足 買ってやりました。

今夜，私 はこの子が持つ神権 というもの

について， この子の知 らないことを教える

意味でお話 したいと思います。と同時に，

この子の友達，すなわち彼の執事定員会の

・会員をは じめ，執事，教 師，祭司など教会

のすべての若い男性 を対象にお話 したいと

思います。今夜は特 に，皆 さんが持 ってい

るこの特別 なアロン神権 の権能 にっいてお

話 します。

現在， この特別な権能 があまり意味のな

いものであると思 っている人が皆さんの中

にいるかもしれません。この権能 を授けら

れたことに奮 い立ちながらも， どうしてそ

ういう気持 ちになるのか理解 できずにいる

人 もいるでしょうし，中には， この権能を

授かる資格のない人もわずかながらいるの

ではないでしょうか。

ここで， ちょっと私の孫 に向かって話さ

せて下 さい。数週間，ア リゾナ州 の君のワ

ー ド部の聖餐会 に出席 した時のことだが
，

私は皆の前 に座 り，君はそこに座 っていた

人に聖餐 をパスしていたね。君は 「救い主

の記念」にパ ンと水を私 にパスしてくれた。

アロン神権者 としての責任の もとに，神の

戒めを守るために命をも捧げるという気持

ちを新たにする助けをしてくれたのだよ。

私は君の祖父であり，メルケゼデク神権 も

持 っているが，君の持つ権能 がこの誓約 を

新 たにする助けとなったんだ。あの時，君

と一緒 にそれができることが本当に素晴 ら

しいと思ったよ。君の顔にち ょっとした笑

みがあるのを見て，君 もそう思 っているの

だなと思ったのは，私の思い違いではない

と思 う。私 もかつて，大管長会や十二使徒

定貝会やほかの教会幹部 に聖餐をパスした

ことがあるということを知 っているかい。

君 も私 も， この同 じ神権 の権能を使 って，

お互 いに主 との誓約 をかわす助けをするこ
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とができるなんて，素晴らしいことだと思

わないかい。

聖餐 の時間というのは特別な時で，君は

その間，大切 な役割を果たしているのだよ。

君は以前の君 と少 し違 っている。主は，ほ

かの人を助けるために，御 自身が持 ってお

られる権威 と権能 を少し君にあげようとお

っしゃった。つまり，君が以前にできなか

った神聖 なことを，い くつか君 にもや らせ

てくださるのだ。では，具体的 にどんなこ

とがあるのか教 えてあげよう。

君がふさわ しい生活をしたならば，教師

としてワー ド部 の会員の家庭を訪問し，彼

らが福音の教えを理解できるように助ける

ことができる。恐れることはないのだ。訪
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問 先の家の人々にみたまの助けを借 りて話

す ことができるようになって， 自分でもび

っくりす ることだろう。私たちの ところに

来 るホームティーチャーのひとりも， アロ

ン神権 を持つ少年 だ。毎月来て くれる し，

3週 間前 には，一緒 にお祈 りをして，その

中で私 たちの家庭 を祝福 してくれた。皆 と

て もいい気持 ちになったことは確 かだ。

君は神権者だか ら，ワー ド部の会員から

断食献金 を集 めた りして監督を援助す るこ

ともあ り，困っている人の世話 をする機会

が与 えられ ることだろう。困っている人を

助けることほど満足感の得 られる責任 はほ

か にない。断食献金を集めることは祝福だ

よ。君 は間接的に監督 と貧 しい人を助 けて

いることになるんだ。君が集めた献金 で監

督が食料品を買い，家賃を支払うことにな

るだろうし，そうしてもらった未亡人の顔

に笑みが浮かぴ， 目に涙があふれるのを君

は見ることになるかもしれない。

君は，成長するにつれてさらに多くの責

任 が課せ られることだろう。この会 には大

勢 の祭 司が出席 しているが，君は祭司 にな

った時，聖餐 を執行することができるよう

になる。バプテスマも施す ことができるん

だ。考えて ごらん。今夜ここにいる少年た

ちと同様，昔バプテスマのヨハネが救い主

にバプテスマを施 したのと同 じ権能を持つ

ことができるんだ。バプテスマを施 すこと

ができたのも， アロン神権があったからだ

ということを君は知っていたかな。

兄弟の皆 さん， これらのすべてが， いや

これ以上のものが， もしふさわしければ皆

さんに与えられるのです。時々，神権者 と

してふさわしい人間でいるのがむずかしく

なることがあります。今の世の中でティー

ンエージャーとして生活することは容易 な

ことではあ りません。だれでも， 自分 の仲

間に認められたいと願う時期が一度は必ず



あることですし，また仲間に受け入れられ

る必要 もあ ります。時によっては， これは，

お父 さん，お母 さんに好かれるのと同じく

らい大切 なのです。学校でこの ようなプレ

ッシャーを受 けると，たとえ 「ノー」と言

うのが正 しい時であってもなかなか「ノー」

と言えない し，.反対 に 「イエス」 と言うの

が正 しい時でもなかなか 「イエス」 とは言.

え ません。忠実なアロン神権者になるため

には，本当の勇気が必要なのです。

私はひとつの ことに気づきました。それ

は，神権の力が， いくつかの簡単 な規則 に

従 う人に与えられるということです。この

力は，私たちがそれを受けるのにふさわし

い生活をして初めて受 けられるもので， 自

動的にやって来るものではありません。不

幸 なことに，悪い習慣 に陥って もあま り気

に留めない人もいますし，過 ちを犯 しても・

悔 い改めないでいる人もいます。そのよう

な人は，た とえ神権は続けて持 っていても，

やがて神権 の持つ力の一部を失 って しまう

でしょう。 どういうことかおわかりになり

ますか。

た とえば，教会 で話すためゐ準備や学校

でのテス トのための勉強をする時，霊感 に

満たされる権利 とか，何か正 しくないこと

を求められた時に 「ノー」 と言 う勇気とか，

病気の両親や兄や妹のために祈 る時に必要

な力 とかがそうです。

神権 の力をもっと大きくしたい，毎 日の

生活の中で もっと霊感を得 たい と思 ったら，

私 なら次のことを実行 します。

1， 毎 日10分 か ら15分 聖 典を読みます。

多分， まずモルモン経 から始めるで しょう。

たとえそれが初 めて， あるいは3回 目であ

って，読んでいることがすべて理解できな

くて もかまいません。要は，何度 も読 むこ

とです。

聖徒 の道/1982年4月 号

2.朝 と晩，必ずお祈 りをします。私は

幼いころ，夜お祈 りをするのを忘れてしま

うことがあ りました。お祈 りをし左くても，

眠かったり，、ほかの理由で忘れてしまうの

です。少 し大きくなってからは，いいこと

を思いつきました。

もし私があなただったら， どこか近 くの

空地に行って，握 りこ、ζミしぐらいの大 きさ

の石 を拾 ってきます。そして， きれいに洗

ってから枕 の下 におきます。夜ベ ッ ドに入

り，頭 を枕 に休 める時，「ガチン」というこ

とにでもなった ら，ベッ ドから出て，ひざ

まずいて祈 ることを思 い出すのではないで

しょうか。それがすんだら，石 はベ ッドの

そばの床において寝ます。朝は朝で，祈 り

を忘れてベ ッドから飛 び下 りると，石 を踏

んづけて 「痛い!」 ということにな り，ひ

ざまずいて朝の祈 りをするようになること

でし、よう。良い習慣を身につけるためには，

何かそれを思い出させてくれるものが時に

は必要 なのです。

3。 今夜，伝道に出たいと思 う気持 ちを

与えて下 さるよう祈 る決心をします。心か

らそういう気持 ちになるまで，毎 日祈 りま
た

す。 そして今 からでも伝道資金 を貯め始め

ます。今夜家に帰ったら，ふたのある空か

んか空びんを捜 します。そしてきれいにし

てから， 自分の部屋 におきます。什分の一

を納 めてから，伝道 のために少 しずつ貯金

を始 めるのです。

ここで，非常 に深刻 な過 ちを犯 し，その

ためにこれまでお話 してきたこの特別な力

をなくしてしまった人，あるいはまだその

力を授かっていない人のために，一言つけ

加えて調きましよう。主は，私 たち全員に

偉大な約束 をされ ました。こうおっしゃっ

ています。「見 よ，およそすでにその罪を悔

い改めたる者は赦され，主 なるわれもはや

これを忘 るべ し。」(教 義 と聖約58：42)

59



考えて下 さい。 もし私 たちが次のことを

行なったならゲ主は私為ちの した間違いを

忘れて下さるのです。 「人 罪を悔 い改 め し

や否やは，見よ，彼は自らこれを告白しそ

の罪を捨つべければ， その悔い改めたるこ

とはこれによりて知るを得べ し。」(教 義 と

聖約58：43)

深刻 な過 ちを犯 した場合，生活を正 す第

一歩はお父さんかお母 さんに相談すること

です。もしそれがで きなかった ら，あすに

で も監督 に会 いに行 って下さい。監督と話

した後で，簡単 に祈れるようになったこと

にきっと驚 くことでしょう。会 って良かっ

たと思うことは間違 いあ りません。

今 ここで話に耳を傾 けている若い兄弟た

ちは，ひとり残 らず主のみ手の中の器 とし

て，多くの神聖 な神権の責任を，必要 とあ

らば奇跡 をも行 なうことができます。私 は

皆さんを大いに愛しています。今夜 ここで

教えられたとおり，皆さんがもっと一生懸

命がんばられるよう切望 しています。最後

に，私の経験を話 して終わりたいと思います。

数年前， アリゾナ州のあるワー ド部で監

督 として働 いていた時のことです。その時

のテ ィーンエージャーのグループには，ほ

とん どが正 しいことを行なおうとする勇気

を持った少年が集 まっていました。親近感

があ り，つらい時にはお互 いに助け合 う風

潮ができていました。ほとんどが近 くの高校

に入 りました。数 からしてみれば，総生徒

数 のほんの一部 にす ぎませんで した。ある

時，彼らは学校で，教会の会貝でない女の

子 と知 り合いになりました。彼女の環境 は

普通 ではありませんで した。と言うの も，
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彼女は耳が聞 こえないばかりか，心臓にも

欠陥があったのです。相手の言っているこ

とを理解するための唯一の手段 は，くちび

るの動 きを見，それから意味を読み取 るこ

とで した。クラスでは，彼女は教師の言っ

ていることが見えるようにいつも最 前列に

座 りました。優秀 な生徒ではあ りましたが，

耳が聞こえず，遊ぶこともできないのです

から，皆 についていくことは大変 なことで

した。彼女は，参加者というより傍観者で

した。それこそ， サイ ドラインから試合を

見つめる傍観者だったのです。

さて，先程 のティーンエージャーのグル

ープですが
， 自分 たちのサークルに彼女 を

招待 したのです。彼女は親切 に促 されて次

第に心を開き，彼女の両親の許可 もあって，

グループの中のひとりの家庭 で宣教師から

レッス ンを受 けるようになりました。こう

して彼女 は， 自分 とそう年齢 の違 わない，

ふたりの19歳 の長老か ら教えを受 けました。

聞くことすべてが気に入り，信 じることが

できま8した。心 に温かいものを感 じ，やが

てバプテスマの 日取 りが決められました。

私たちも招待 されました。 白い衣をまとっ

た彼女 と宣教師のひとりが水の中に入 りま

した。彼女の名前が呼ばれ，次のようにバ

プテスマが施され ました。「われはイエス・

キ リス トより権能を受けたれば，天父 と御
み な よ

子 と聖霊との御名 に由 りて汝にバプテスマ

を施す，アーメン」(教 義 と聖約20：73)

次 は確認です。何 人かの神権者が輪 にな

り，彼女の頭 に手 をおきました。当人には

自分 を確 認す る人のくちびるの動 きが見え

ないことが，私にはわかっていました。与

えられ る祝福は，彼女 には聞 こえないので

す。私 は祝福の言葉に注意して耳 を傾 けま

した。後で私のオフィスに彼女を招 き，内

容 を説明 しようと思ったのです。

彼女 を教会の会員 として確認したのは，

聖徒 の道/1982年4月 号

19歳 の長老の声で した。この長老は祝福 を

続けました。私 には異例 としか思えない約

束を，この長老 はし始めました。事実，彼

の言葉に少なからず不安 を感じたことは確

かです。 しか し，長老が祝福 を続けて与 え

ているのを聞いているうちに，静かで安 ら

いだ霊感を感 じるようになりました。少 し

後で，私は彼女の前に座 って言いました。

「長老が与 えてくれた祝福 について教えて

あげましょう。すばらしかったですよ。」

彼女は しば らく黙っていましたが，うる

んだ 目で，「監督，祝福が聞こえたんです」

と言いました。

彼女 はいやされたのです。耳が聞こえる

ようになったのです。福音や人生の祝福 に，

何の制限 もなく携わることができるように

なったのです。

この話から学、竺ミことはたくさんあ ります

が，私 はアロン神権者の皆さんにひとつの

ことを覚 えてほしいと思います。 それは，

あの19歳 の宣教師，神聖 なメルケゼデク神

権 を持 った長老のことです。彼は伝 道のた

めに自分 を備 えました。彼は，主のみ手の

器 としてふさわしい者，奇跡 を行 なう者 と

な りました。そして彼女の頭 に手 をおいた

時に，みたまを感 じました。それは天から

のメッセージで，彼 を通 して彼女への特別

な祝福 が与えられたのです。その祝福 を伝

える人 として彼が選ばれたのです。

彼は耳 を傾 け，従 い，神権 の権威 と権能

によりその若い命が完全 なものとなるよう

に祝福 しました。

願わ くばあなた方若人が救 い主 との個人

的なつながりを強めることができますよう

に。主は生 きてお られ，あなたの名前を御

存 じです。あなたを親 しく知 っておいでで

す。アロン神権の業に働 く皆さんに主の力

と祝福があります ように。イエス ・キ リス

トのみ名により申し上げます。アーメン。
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「もし汝らに備えあらば

怖るることなからん」

十二使徒評議員会会員

L・ トム ・ペ リー

世界を旅 して回っていると，人々の間に
ある重苦 しい空気 に触れ ることが随分

あ ります。 人々の憂いは戦争や戦争のうわ

さ，飢饒から，麻薬中毒，異常気象，環境

汚染，肥大化 した行政組織に至るまで様々

です。私は，主への信仰 を持たないその よ

うな人々がなぜ未来に対 して悲観的になる

のか，理由がわか ります。確かに今は困難

な時代です。 しかし，困難な状況の原因に

ついて考 えると， それらが人為的なもので

あ り， し之がって人間の力で解決 できるも

のであることもわか ります。

主は次のような約束をして，私 たちに励

ましを与えておられ ます。「もし汝 らに備

えあらば怖るることなからん。」(教 義 と聖

約38：30)イ エ ス ・キ リス トの福音は希望

と明るい見通しを与 えてくれます。私たち

は幸せを手 にするために，努 力し，恐れを

取 り除 こうとしています。主がその子供 た

ちのためにこの地上で定められた方式 と秩

序 に従 うためには，備えがなければなりま

せん。

教会の指導者 たちは，創設以来，適切 な

方法で私たちを教え，訓練 してきました。
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私 の考 えでは教会の歴史の中で最 も困難 と

、思える頃のことですが，主は，予言者ジョ

セフ ・ス ミスが リバティーの牢獄 に不 当な

理由で拘禁されていたその時 を選んで，彼

に神権に関する啓示を与えられました。救

いを求める予言者の叫びに，主はこう答 え

られ ました。

「流水 いつまでか濁 りてあらん。如何な
とど なんぴと

る力かよく諸天の運行を止めんや。何人か
かいな

よくかよわき腕をさし伸べて，神 の命じた

まえる水路を流るる ミズー リの流を止め，

またはこれを逆流せ しむることを得んや。
う

もし，よくこれを為 し得れば全能の神が末

日聖徒の頭上にい と高き所よ り知識 を注 ぎ

た もうを止むることを得 ん。

見よ，召さるる者 は多けれども選ばるる

者は少 し。選 ばるることなきは，これそも

そも何の故 ぞ。
つ

そは，人々の心甚 しくこの世 に属 けるも
た だ

のの上 にあり，唯々人間の誉 を得ることを

のみ望み，次の如き一つの戒めを知 らざる

による。
いわ ちか ら

曰く，神権の権能 は天の能力と固く結び

つきて離るべからざるものにして，天の能

力は正義の原則によりてのみ支配 し運用 し

得る ものな り，と。」(教 義 と聖約121：33

-36)

人 の成長，完成への歩みが， その人の神

権を行使する能力 に左右されるとしたら，

確かに私たちは， より完全 にその権能 を行

使 し，自分 自身を備えるように，絶えず努

力しなければなりません。

教会の各地のステーキ部 を訪問 してみる

と，ステーキ部やワー ド部の レベルでは神

権組織が非常 に良 くその役割を果たしてい

るのがわか ります。大まかな言い方をする

と，最大の弱点はアロン神権，メルケゼデ

ク神権の、雪・たつの定員会の中にあります。

神権の鎖の中の， この重要な輪に対 して責



任を持っ方々に，指針 となる言葉を幾つか

お話 レたい と思います。

ステ ィーブン ・L・ リチャーズ副管長が

神権定員会を3つ の面から定義 したことが

あ ります。彼の言う神権定員会の3つ の面

とは，「まず 第1は ，学 びの場 。第2は 兄

弟愛の場。そして奉仕の場」です。(Co筋

漁名召窺d～6ρoガ 「大会報告」1938年10月 ，

p.118)こ の 定義 を私 たちの定員会 に当て

はめながら考 えてみましょう。

第1の 学びの場 としての定員会について

ですが，教義 と聖約 には次のように書かれ

ています。

「そは
，必ずしもすべての人信仰 なきが

故に，汝ら努 めて求 め，互い に智恵ある言

葉を教うべし。然 り，汝 ら最 も善き善 より
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まさ

知恵ある言葉 を探し求めよ。 また正 に研究

と信仰 とによ りて学問を求むべし。」(教 義

と聖約88：118)

定 員会の集会には，主の律法を教えると

いう目的があ ります。その時忘れてならな

いのは，神権者 としての義務 にっいて教 え

ることです。宇宙の不思議について推論を

披渥 し合 う場 ではありません。 原則の応用

の仕方を教える，実際の役に立つ，大切 な

時間なのです。 レッスンでは，良き夫，父

親，定員会会員になるにはどうしたらよい

かということ， また，同胞に対する責任に

っいて教 えなければなりません。

この夏，私は南ワイオ ミングの小さな町

で， ある大祭司グループの集会に出席しま

した。その時のレッスンのテーマは義認 と

聖別でした。教師がよく準備 してレッスン

に臨んでいることは，すぐにわか りました。

ところが，ひ とつの質問に対 する答 えが元

になって， レッスンの流れがまったく違 っ

た ものとなりました。ひとりの兄弟がこう

言 ったのです。「レッスンを聞いていて，大

分考 えさせられるところがあ りましたが，

ひとつ，思ったことがあります。 それは，折

角学んだ知識 も，毎 日の生活に役立てる方

法がわか らなけれ ば，す ぐにどこかに消 え

てしまうということです。J

そして，彼は定員会の活動 としてひとつ

の提案 をしました。実はその前 日の夜，町

に住むひ とりの人が亡 くなりました。その

人自身は教会員ではあ りませんでしたが，

奥さんが この教会の会員でした。そしてこ

の大祭司は夫 に先立たれた婦人を尋ね，悔

やみの言葉を述べてきました。 その帰 り道，

彼の目に留まったのは，亡くなった兄弟が

残 した見事な畑でした。故人が人生のすべ

てをかけて築 き上 げた ものです。 アルフ ァ

ルファも小麦 も刈 り入れ を待つばか りで し

た。突然襲 ってきた不幸に対 して，この姉
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妹 に一体何ができるでしょうか。今 までに

経験したことのな い責任 に対 して，心の準

備 をする時間などまったくなかったか らで

す。

彼がグループの人々にした提案は，学ん

だ原則を実践し，その未亡人と子供 たちが

将来の生活設計 についてきちんとした答え

が出せ るようになるまで，彼らの畑仕事 を

手伝っていこうというものでした。 その集

会の残 りの時間は，彼女を援助するための

計画にっいて話し合 いました。 レッスンで

学んだ原則が即実行に移されたのです。

レッスンが終わ って部屋 を出る時，兄弟

たちの中には温かな気持ちが通 い合 ってい

ました。ひとりの兄弟が戸 口の所でこう言

うのが耳に入りました。 「この計画 こそ，定

員会の活動 をもう一度 まとまりのあるもの

にするために，私たちが求 めていたもので

すよ。」ひとつの レッスンを通 して，兄弟愛

が深ま り，助けを必要 としているひ とりの

人のために奉仕計画が立てられたのです。

兄弟の皆さん，定員会を神の聖なる神権

をいただく者 としての義務，責任 にっ いて，

導きを与えてくれる最上の教えを学ぶ場に

しようではありませんか。

第2は ，.兄 弟愛 の場 としての定員会です。

もう何年 も前の話 ですが，私はある祭司定

員会のア ドバイザーに召され ました。 それ

は教会が優秀定員会表彰プログラムを始め

た頃のことでした。このプログラムはすべ

ての定員会が会員一人一人に関心 を向ける

ように奨励するために設けられ，個人ので

はなく，定員会 としての業績を表彰するも

のでした。

私が担当 した定員会は元気一杯 の献身的

な若者で構成されていました。ひとりを除

いて，彼らは皆定員会の貴任 をほぼ100パ

ーセン ト果たしていました。そのひとりと

は父親を前の年に亡 くした ビル という少年
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で，彼は人生 の大きな痛手にどう応 じてい

ったらよいのかわか らず，苦 しい 日々を送

っていました。彼の母親は ビルが 自分 自身

を取 り戻すことができるように，ありとあ

らゆることをして助けましたが，彼は集会

か ら足を遠ざけ，悪い習慣に身を染め始め

ました。

ビルが姿を見せなかったある集会の後で，

ひ とりの定員会会員に， ビルと連絡 を取 り，

定員会の集会に出席するように励ます とい

う責任が与 えられました。その定員会会員

は母親 としか会 えませんで したが，話によ

ると， ビルは土曜の夜遅 くなるまで家に帰

って来ず， 日曜 日は朝になっても目を覚 ま

さないということでした。2週 間経 っても

ビルは定員会の集会 に来ませんで した。 そ

して もう一度彼に連絡を取ろうとしました

が，結果は同じで した。

そして3週 目の集会，ビルはやはり来ま

せんでした。会員たちは顔 を見せないビル

の ことをとて も心配していました。彼 らに

とってビルを抜きにしては，完全な定員会

はあ り得ず，それ以上集会 を持つ ことも考

えられ ませんでした。私は幾つか提案 を出

してもらいました。答 えは早く決ま りまし

た。皆で彼の家を尋ね，そこで集会を開こ

うというのです。

私たちは自動車でビルの家へ行きました。

母親がとても協力的で，私たちをビルの寝

室 に案内してくれ ました。 ビルは ぐっす り

と寝込んでいました。私たちは元気よく開

会の讃美歌 を歌って会 を始めました。 その

第一声で ビルは， まるで鉄砲で撃たれ たか

のような驚きようで起 き上が り.一 体何事

かと部屋を見回しました。

その後の出来事は私の人生の中で も，本

当に素晴 らしい体験でした。定員会の一人

一人がビルに自分の愛 を伝 え，その後で皆

がベ ッドの周 りにひざまずいて祈 りを捧げ



ました。祈 りを終 えて立ち上がった ビルの

頬には涙が伝 っていました。私 たちは握手

をして彼の家を出ました。定員会がまた完

全な姿を取 り戻 しました。 ビルは定員会会

員の愛を知 らされ， 自分もその群 れの中に

入 りたいと思ったのです。

十二使徒評議員会会員を務めたラジャー・

クラウソン長老がこのように言 ったことが

あ ります。「地上 の神 の神 権者 は会員相互

の利益 と，教会の前進とのために，定員会

に組織されています。定員会が レッスンを

学ぶだけの場であったとしたら， その目的

のほんの一部 しか達成されていないことに

なります。……兄弟愛の精神が定員会のす

べての計画，活動 を推 し進める力とならな

ければな りません。 この精神が賢明な方法
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で，絶えず養われているなら， どのような

組織 もこれに勝って神権者の心 を引きつけ

ることはなくなるでしょう。」定員会一人一

人の会員 と兄弟愛の絆 を築 こうではあ りま

せんか。 ●

第3は ，奉仕組織としての定員会です。

rあ なたが立ち直ったときには
，兄弟たち

を力づけてや りなさい」(ル カ22：32)御

父 の天の王国の会員の義務は，神 の子供た

ちに対する奉仕の業です。

ジョセフ ・F・ スミス大管長がまだ子供

の頃の話です。ある時彼は，お じに当たる

予 言者 ジョセフ ・スミスがマンシ ョンハウ

スで開いたパーテ ィーに出ていました。 そ

こには大勢の人々がいて，楽 しい時を過 ご

していました。突然 ドアが開き，ぼろぽろ

のひどい身なりをしたひと りの男が入って

きました。 汚れた風体のその人は，何の手

入れ もしていない髪とひげを長 く伸ば し，

まるでこじきのような有様で した。 その時

予言者は， この人が入って来た ドアの真向

かいにいました。 ジョセフは立派な体格 を

した人でしたが，飛ぶ ようにして部屋の中

を進み，みすぽらしい姿のその人に両腕を

かけたかと思うと，大切 な身内にでもする

ように，彼を抱き しめました。その男の人

は同じ神権の絆で結ばれた兄弟でした。彼

はそれまで苦 しい 目に遭 いながら，兄弟で

ある神の予言者のために，口では言えない

ほどの犠牲を払ってきたのです。(ス ティー

ブ ン ・L・ リチャーズ 『神権定貝会の3つ

の定義』加 餌o肥 耀 雇E昭 「インプ ルーブ

メン ト・エラ」1939年5月 号，p.294)教 会

の歴史を見ると，定員会の兄弟に大きな愛

と理解 をもって仕えた人々の記録がたくさ

んあ ります。

スティーブ ン ・L・ リチャーズ副管長の

言葉 を読んでみましょう。

r神 権の簡潔な定義 としてr人 に託され
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た神の権能』 ということがよく言われ ます

が，私 もこの定義は的を得 たものだと思い

ます。 しかし，実際的な面から，奉仕 とい

う観点に立 って神権を定義 したいと思いま

す。私がよく口にすることですが，それは

『完全 な奉仕計画』という定義 です。 なぜ

そう呼ぶかというと， この賜の本当の意味

と力を知 りたいという気持 ちは，授けられ

たこの神聖 な権能を実際に使うことによっ

てしか湧いてこないか らです。神権は奉仕

のための道具です。 その用 い方 と目的 とは

奉仕 という観点か らすべて明らかにされて

おり，神権 を用 いることを怠る人は，やや

もするとそれを失う場合が多くあ ります。

啓示を通 して，怠惰な者は 『その地位に居

るに値せず』(教 義 と聖約107：100)と はっ

きり冒われています。」

リチャーズ長老はこう続けています。

「神権は決 して静的な ものではありませ

ん。授 けられさえすれば，後は何 もしなく

てもよいというものではありません。 しか

し，人によっては，そのように考え，それ

を受けたことに慢心し，満足し切 っている

場合があります。そのような人が偉大な永

遠の裁 き主のみ前 に行 って，『私は地上 で

大祭司の職 にあ りました。今ここに来たの

は，大祭司としての報いを頂くためです』

66

と言う姿が目に浮かぶ ようです。それに対

してどのような答えが与 えられ るかを考 え

るのは難しいことではありません。きっと，

このように問い返されるのではないでしょ

うか。『あなたは大祭司 として何をしました

か。授けられたこの偉大な権能をどのよう

に用いましたか。この権能をもってだれ に

祝福 を与えましたか。』このような質間に対

してどう答えるかによって，報いが決 めら

れるのです。」(Co瞬 ㎎解θ1～のoπ 「大会

報告」1937年4月 ，pp。46-47)

兄弟 の皆さん，どのように奉仕すべきか

を，定員会の会貝に教 えようではあ りませ

んか。

私は，将来への不安 から自分 自身を解放

するために，私たちにできる最 も大切 な備

えは，地下室に積 んだ1年 分の貯蔵物や預

金，金庫にしまった株券，債券ではないと思

います。それらのことも家族 を守るためには

大切 なことですが，真の心の安 らぎは，神権

組織 を理解 し，神権の原則を賢い方法で応

用する時に見いだせる ものではないでしょ

うか。神権組織の土台となるのは，正 しく

組織，訓練され，機能 を果たす神権定員会

です。

それぞれのワー ド部， ステーキ部に帰 り，

神権定員会 という組織 の中で， 自分はどれ

ほどの備 えを受けているか再評価 してみて

下 さい。神権の義務について兄弟 たちを訓

練する学びの場 としての機能を果 たしてい

るでしょうか。会員一 人一 人に祝福をもた

らす兄弟愛の場 として，その役割 を果 たし

ているでしょうか。 自分たちが属する家族，

教会，地域社会に奉仕 しているでしょうか。

今宵皆さんが，向こう何 カ月間かの最優

先順位 を神権定員会の強化に置き，固い決

意の下に奮起されるように望むものです。へ

りくだ り，イエス ・キ リス トのみ名によっ

てお祈 りします。 アーメン。



若人への

4つ の提言

副管長

ゴー ドン・B・ヒンク レー

話の責任を受けましたので，これからお
話 したいと思います。神権会 は素晴 ら

しい集会です。きょうこの会で聞いたこと

を，私 たちがずっと心 にとどめておくこと

ができればと願っています。

人が先のことを考えないために陥る問題

について考 える時，私 はだいぶ前の新聞の

切 り抜 きを思い出します。 その新聞は，イ

ギリスで最初に発行された新聞です。少 し

冗談になりますが，お許 し下さい。私が申

し上げたいことの背景 として紹介 します。

あるイギ リスの会社が西 インド諸島に資

産を持 っていました。 ところが，激しい嵐

のために建物のひとつが壊れたので，それ

を修理するためにひとりの男が送 られ まし

た。 この人は， その時の経験をこう書いて

います。

「被害 にあった という建物に行って見る

と，ハ リケーンのため に屋根のれんがが数

カ所飛ばされてい ました。そこで私は屋根

の上 に滑車を取 り付け， それを使って数 回，

たるに一杯につめたれんがを屋根に上げま

した。 こうして修理 し終わ りましたが，れ

んががたくさん残 りました。
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そこで私はロープを引っ張ってたるを屋

根まで上げ，それから屋根にのぽって余っ.

た れんがをたるに入れました。そしてまた

下に降 り，固定 してあ ったロープをはず し

ました。o

と ころが運悪 く，れんがを入れたたるは

私 よりも重かったため，私はあっと言う間

に空中につ り上げられてしまいました。私

はそのままロープにっかまっていましたが，

途 中で，落下 してくるたるに肩を直撃され

ました。

そして上まで来ると，滑車の取 り付け台

で激 しく頭 を打ち，滑車に指をはさまれま

した。 またたるが地面に落ちたので，底が

割れて，れんがが皆こぼれました。

次の瞬間，たるよりも重 い私は，今度は

急激な勢いで落ち始めました。途中でたる

とすれ違う時に向こうずねに大けがをし，

下 に落 ちたら落ちたで，こぼれたれんがの

角であちこちを切 うてしまいました。

この時，私はもう気が動転していたので，

ロープ を放 してしまいました。するとたる

が落 ちてきて，頭に当た り，私は病院にか

つぎ込 まれ ました。

私は病気療養休暇を要求 します。」

この話を聞いて，皆さんは，人はそんな

に愚かで先の見えない状態になれるものか

と考 えるでしょう。 しかし人々の生活を見

るにつけ，計画 し，考え，他 の人の意見を

聞き，福音の教えに従うことをしないため

に障害にぶつかり，傷を負っている人がい

るのに気づきます。私は，今夜アロン神権

の若人に向けて話された事柄 に感謝 してい

ます。 きょう集まって下さっ・た方々の中に

は，洋々とした未来が待ちかまえている若

人の皆さんがいます。 そこで私は，皆さん

が先 に話 した状態に陥らないために話 した

いと、思います。

私は若人に4つ の提言をしたいと思いま
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す。 それは，(1)頭 を使いなさい，(2)公平 で

ありなさい，(3)清 くあ りなさい，(4)誠実 で

ありなさい， ということです。

1.頭 を使 いな さい。

頭を使 うと言 っても，ずるが しこくなる

ということではあ りませ ん。 賢明にな りな

さいという意味です。未来のために賢明に

心 と手を鍛えて下さい。皆さんはひとり残

らず末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員

です。そして，神の息子 です。皆さんには

人生を最高の ものにする責任 があ ります。

どのような教育 を受 けるか今計画 して下 さ

い。そして，その計画が実現 するように努

力するのです。

皆さんは混迷の時代 に生きていま す。社

会は，能力のある訓練された人を求めてい

ます。教育 を途 中でやめないで下さい。

だからと言 って，すべての人がプロにな

らなければならないとは言いません。何を

選ぽうとも，選 んだものに磨きをかけてほ

しいのです。そして資格を得て下 さい。ま

たどの分野であれ，経験や知識のある人か

ら学んで下 さい。教育は専門家への近道で

す。教育を受けることにより，皆さんは過

去の誤 りを繰 り返 さずにすみます。 どのよ

うな職業 を選んでも，教育 を受 けることに

よってそこに到達する道は早 まるのです。

主は私たちにこう言っておられます。 「汝
よ ドヨらみ

ら最も善き書より智恵ある言葉を探し求め
まさ

よ。 また正に研究と信仰 とによりて学問を

求むべ し。」(教 義 と聖約88：118)

教 会 は長年 にわたって，一般教育，宗教

教育 に限らず，教育 に多額のお金をつぎこ

んできました。またこの業が始まった時か

ら1指 導者は教育を受けることの大切 さを

説いています。

賢明であって下さい。 その時だけの楽 し

みのために，未来に光を与える教育 を放棄

することがないようにして下 さい。長い目

で人生を見ましょう。皆 さんのほとんどは，

これから先長い間この地上 にいるのですから。

皆 さんの身だしなみ，態度，、玄・るまいに
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頭を使 って下さい。 ファッション雑誌から

抜け出したような格好 をしなさいと言 うの

ではありません。身だしなみを整え，言葉

づかいをていねいにし，礼儀正 しい行ない

をしてほしいということです。皆さんはモ

ルモンです。意識するしないにかかわらず，

皆さんの行動により教会は良 くも悪くも言

われます。

頭 を使って下 さい。アルコールやタバコ，

麻薬に、ζ・けるような近視眼的なことはさけ

ましょう。頭のいい人のすることではあ り

ません。 こうした勧告 に耳を傾けずに，コ

カインやマリファナなどの麻薬を使用すれ

ば，心のコン トロールが失われて しまいま

す。薬 によって一時的 に気持ちは高まって

も， その反作用 はひどい ものです。害 にし

かならないものになぜお金を使 うのですか。

なぜあなたの将来をだめにしてしまう習慣

の とりこになるのですか。

ビールなどのアルコールは何の益 にもな

りません。お金はかか るし，良心は鈍 り，

アルコール中毒 になることもあります。 ア

ルコール中毒 は屈辱的で危険であ り，死に

至ることさえあります。 タバコも命を縮め

ます。研究 によれば，タバコは習慣 にな り，

肺を弱め，統計的 に見れば1本 吸うごとに

寿命 を7分 縮めることになります。

頭 を使 って下 さい。主の言葉 に聞きした

がいましょう。主は，主の言葉 にしたがう

聖徒 にすばらしい約束 を与 えて下さいます。
かく

「また智恵と知識の大いなる宝まことに秘

み いだ しか

れたる宝を見出さん。而して走れ ども疲 れ

ず，歩 けども気 を失うことなからん。」(教

義 と聖約89：19-20)

若 人 の皆さん，皆さんは走れども疲れず，

歩けども気 を失 うことのない体 を持 ち，知

識 と理解 力を増 したいと、思いませんか。 も

しそうであれば，皆さんの自由を奪 い，健

康を損い，心をくもらせ，命を縮めること

聖徒 の道/1982年4月 号

をやめようではあ りませんか。

2.公 平でありなさい。

私たちは，末 日聖徒が大部分をしめる高

校 で，教会員でない生徒が 自分たちは差別

されていると不平を言うのを耳にじていま

す。皆さんのほとんど， いやすべての人は

伝道 に出るでしょう。そして友情 や仲間の

大切さを知るようになるでしょう。こうし

た原則を実践し，感謝 と思いや りの心をも

って他の人々に接するのは今 です。高校時

代 に，クラスメー トの友情を通 じて教会員

になる人はたくさんいます。私は，私の声

の届 く範囲にいるすべての若 い兄弟たちが，

教会やその民に反対 している仲間を偏見の

目で見ないように願 っています。

ここでつけ加えたいのですが，私は，そ

ういった差別を受 けているという訴えには

根拠がないと思 っています。 しかし真実で

あろうとなかろうと，私 たちは教会員でな

い人々に積極 的に接 し，彼 らを勇気づけ，

思 いや りと親切 により彼らが教会 のすば ら

しいプログラムに参加できるようにしよう

ではあ りませんか。

エドウィン・マーカムの詩にこうあります。

「彼は壁を作 って私をしめだ した
，

敵意，反感 という壁を。

しかし私には愛がある，

愛 という壁 を作 って彼を入れるのだ。」

(7フ置6BεSオ」LO∂64rPoθ郷(ゾ ∫h6

・4窺εガ6σηP60が6「 アメリカ人の好き

な詩」p.67)

この ように言うと，モルモ ンの兄弟はモ

ルモンでない姉妹(あ るいはその反対)と

デー トするように言っていると取 られるか

もしれませんが，そうではあ りません。教

会に忠実 で活発な相手 とデー トをすれば，

幸福で永遠 に続 く結婚にいたる可能性が大

きいということなのです。そして，そうし

た結婚はたいてい主の宮で行 なわれます。
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私が言っているのは，ふるまい方，つま

り人を見くび 夙 中傷するあらゆる態度の

ことなのです。・

スポーッ競技では，や じを飛ばしたりす

ることはやめましょう。 もちろんアンパイ

ヤやレフ ェリーは間違いをします。また選

手 もルール違反をすることがあります。 し

かし， どんなにや じを飛ばしてもスコアは

変わりませ ん。

公平 であ りなさい。皆さんはこれか ら人

生を歩んで行 くわけですが，1大学 に入って

勉強やその他のことをする時，人から疑い

をかけられるような不公平 な行動は取 らな

いで下 さい。競争は正々堂々 と行 なうべき

です。不道徳で，不正直で，不公平な行な

いは，特に末 日聖徒 には無縁の ものでなけ

ればな りません。

公平 であ りなさい。公平 さという標準に

ついての最良のルールは，主から与えられ

たこの言葉 です。「何事 で も人々からして

ほしいと望 むことは，人々にもそのとお り

にせよ。」(マ タイ7：12)

3.清 くありなさい。
きよ

主はr潔 くあれ」と言われました。(教 義

と聖約38：42)私 は特 に道徳的な清さにつ

いて話したいと思 います。個人の徳という

点で，天が下において純潔に代わ るものは

あ りません。

今の時代，世 の中の人々は純潔を軽 く見

ています。 しかし教会の若 人である皆さん

はそうであってはな りません。末 日聖徒に

とって純潔を失うことは， 自尊心や相手に

対する尊敬 の心を失い，心 や体 をコントロ

ールする力を失い
，神権者 としての高潔さ

を失うことになるのです。 もちろん悔 い改

めも赦 しもあります。 しかし同時 に，胸の

痛 みや嘆き，失意 を経験することでしょう。

そして，教会での将来の奉仕の機会にも暗

い影をおとすことになります。
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私 は固苦 しくなれとは言いません。徳高

くあれ と言 っているのです。 固苦 しいこと

と徳高いことは大違 いです。

清くあって下 さい。あなたの読んでいる

本をチェックしてみましょう。ポルノグラ

フ ィーの類の ものは百害あって一利なしで

す。 そうした ものは，皆さんの心の中で自

制心 を弱めるような思いを作 り出すだけで

す。 またあなたか ら金を取 り，その代わり

に下劣な欲望 を与えることだけを目的にし

た映画からは，何も良いものは得られません。

4.誠 実であ りなさい。

皆 さんは高貴な血統の生 まれです。今は

そのことがわからないかもしれません。つ

まり，皆さんの背後には，驚くべき勇敢 な

行ないをした人がいるということです。彼

らはたくさんのむずか しい決定 をし， 多く

の場合，そうした決定のために高価 な代価

を払いました。 中には，真理 を捨てるくら

いならと，命を犠牲にした人もいました。

1897年 ， ウイルフォー ド ・ウッ ドラフ大

管長が90歳 の時，たくさんの子供 と若人が

このタバナクルに集 いました。 この時，数

数の悲 しみや苦労を経験 し，また同時に主

の偉大な業を愛するこの老人は，皆の前に

立ち，考えぬかれた言葉で次のように話 し

ました。



「私は皆さんと共に長 くこの世に生きる

ことはないで しょう。 そこで皆 さんに少し

お話したい。皆 さんは神の王国であるこの

教会 で地位 を得，神権の力を受 けています。

天の神は皆さんを指名 し，今 日この時代 に

召され ました。 このことをよく考えて下 さ

い。若人の皆さん，幹部の声に耳を傾けて

下さい。神 に近 くあ り，若いころからよく

祈 り，神 のみたまを求めることを学 んで下

さい。これを行なうならば，皆さんは努力に

応じて啓示のみたまを受 け るで しょう。ユ

(四'〃bπ!恥04Zが'研S≠0埋(ゾ 研sL旋

σ銘ゴL召わ0鴬 「ウイルフォー ド・ウッドラフ

の生涯 と業績」pp。602-603)

こ こで3人 の18歳 の若者 について話 した

いと思います。1856年 ，1，000人 以上 の人々

が大変な苦労をして大平 原を渡 っていまし

た。 その中には皆さんの先祖 もいたか もし

れません。彼らは不運なことが続いて出発

が遅れてしまったのですぎそのため'ワイオ

ミングの山地で雪 と寒さに襲われてしまい

ました。 そして，毎 日のようにだれかが死

んでいきました。

ヤング大管長 は，10月 の大会が始 まろう

としていた時にその状態を知 りました。ヤ

ング大管長はただちに牛や荷車，御者を召

し， その聖徒たちを救出するように命 じま

した。こうして最初 の救援隊がマーチン隊

を発見 したのですが，負傷 した人々を運べ

るだけの数の荷車がありませんでした。 し

かし移動 しないことにはどうしようもあ り

ません。

11月3日 にスウィー トウォーター川に着

いた時， こごえるように冷たい川には，氷

のかけらが浮かんでいました。今までの旅

のことや衰弱している人がいることを考 え

ると，川を渡るのは無理 だと思 えました。

凍 りつ くような川に足を入れることは，死

にに行 くようなものだったからです。かつ

聖徒 の道/1982年4月 号

ては屈強でならした男たちも，凍 った地に

すわ りこんで泣きました。女や子供 たちも

泣きました。 多くの人がこの試練 に立ち向

かえなかったのです。記録にはこのように

あ ります。 ●

「救援隊の3人 の18歳 の 少年 が進み出て
，

驚いたことに，遭難 した手車隊のほとんど

全員 を背負って，氷の流れる川を渡った。

水温から来る痛みは激しく，後に3人 とも

その時のことが もとで命を失 った。 この英

雄的な行為について耳にしたブ リガム ・ヤ

ング大管長は，子供のように泣き，後 にこ

う皆 に宣言した。『この行為により，C・ ア

レン ・ハンチン トン，ジ ョージ ・W・ グラ

ント，デビッド・B・ キンボールは，神の

日の光栄の王国で永遠の救いを得るであろ

う。』」(ソロモン・F・キンボール，∫魏餌o∂6一

窺θn渉E矯 「インプルーブメント・エラ」1914

年2月 号，p、288)

この少年たちが皆18歳 であったことに注

意 して下 さい。彼らはアロン神権者でした。

彼らの行為は偉大であ り， 自分の健康を，

そして後 には命まで も犠牲にして，彼 らは

人々の命 を救 ったのです。

皆さんはぞうしたアロン神権者たちの遺

産 を受 け継いでいます。兄弟たち，この遺

産 に対して誠実であ って下さい。

われ ら受け し 信仰持 ち

殉教者の持つ 真理を信 じ

いましめ守 らん 手 に心 に 霊にも

(「シオ ンの若者真理を守り」

讃美歌150番)

似 上が私の若い兄弟たちへの4つ の提言，

つまり頭 を使 いなさい，公平でありなさい，

清くあ りなさい，誠実であ りなさい，です。

主は皆さんに神権 を授 けられました。皆さ

んが このすばらしい特権 にふさわしく生活

する・よう，イエス ・キ リストのみ名により

へ りくだり祈 ります。'アーヌン。
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自由という

完全な律法

第二副管長

マ リオ ン・G・ロムニー

噂 れから 「自由という完全 な律法」につ

}
いて話を進めて行きたいと思 います。

若 い頃，私 はパ トリック ・ヘ ンリーの有

名な 「自由を与えよ，さもなくば死を」 と

いう言葉 にいたく心を動かされました。

しか しこの 自由という言葉 は， なかなか

うまく定義できません。 アブラハム ・リン

カーンはこう言 ってい ます。「この 言葉 に

はふさわしい定義 がなかった。私 たちは皆

自由を主張するが，その言葉が同じ意味で

使われているとは限らない。 自分 自身と自

分の所有物を勝手気 ままに扱うのが自由だ

と考えている者 もいれば，他 人や他人のも

のまで思うままにするのが 自由だと考えて

いる者 もいる。」

リンカーンはこうも言っています。「狼 を

追い払 う羊飼いは，羊からは命の恩人 とし

て感謝されるが，狼か らは恨まれるだけで

ある。」(1864年4月18日 の演説，ジ ョン ・

バー トレッ ト，Eα 卿歪蹟Z7(吻0鵡 ガ0，Zより)

リジカーンの頃に比べ，時代は変わ りま

したが， 自由 という言葉 がいろいろな意味

で使われていることに変わりはあ りません。

一般によく言われる自由は次の3っ に分類
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で きるようです。(1)政 治的な 自由，(2〉経済

的な自由，それに(3)自由意志です。

これ らすべて含んだ， いやそれ以上の自

由を得るこどができるように努力したいも

のです。私の言うそのような 自由とは， こ

れ ら3つ の自由が 目指す真の心の 自由です。

言いかえれば，予言者 ジョセフ ・ス ミスが

「絶 えず徳 を以て汝の想を飾 るべし
。然る

時は，汝の自ら信ずること神 の前に強くな

(ら ん)」(教 義 と聖約121：45)と 述 べて

予示 している祝福された状態のことです。

このような状態に達 し得 た人こそ， イエス

の言われた 「ほん とうに自由な者」(ヨハネ

8136)と 言 えます。そこには完全 な自由

があ ります。

政 治的，経済的な 自由や個 々の 自由意志

は，真の心の 自由の一因 とはなりますが，

それを保証するものではありません。2，

3の 例 を挙 げて説明しましょう。

まずは じめに，政治的な自由と力につい

てですが，この最たる例が，アレキサンダ

ー大王の偉業でしょう。何者 も恐れない勇

気 とあふれんばか りの活力，豊かな想像 力

に恵まれた彼は，32歳 の若さで当時知 られ

ていた世界の王者 にな りました。 しかし，

彼は本当の 自由を知 りませんでした。 自分

自身を治めることができなか ったからです。

そして33歳 の年に， 自身の不節制 にたた ら

れ，真の自由をまったく知 らぬまま， この

世 を去ったので した。

英国の政治家であるウルジー枢機卿は，

真 の自由を得 る上で政治的な自由や権力が

いかにひ弱なものであるか，悲しくも自覚

しました。御存 じか と思いますが，彼は英

国ゐ王たちに仕え，政治的な権勢 と自由を

欲 しいままにしました。 しか し最後には，

気 の短い国王 にすべてを取 り上げられて し

まっ.たのです。人生に敗れ，幻滅感の中に

たたずむ彼は，部下にこう嘆 いています。
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「それにしても，なあ， クロムウェル，お

れが陛下 に仕 えたせ めて半分 の熱意で神 に

仕 えていたら， こんな年 になって，素っ裸

で敵の中に放 り出されることはなかっただ

ろう。」(「ヘ ンリー八世J第 三幕第二場， 中

野里皓史訳)

数 年前，ある雑誌にr今 世 紀，巨万の富

を築 いた人たち』 という記事が載っていま

した。その記事 によると，彼 らの中にはこ

のような富を築 いたものの，破産 して恥辱

の内に死んで行 った人や 自殺 した人，投獄

された人がいるということです。彼らは束

の間でしたが経済的な自由を得ていました。

しかし，経済的な自由か ら真の 自由を得た

人はひとりもいなかったのです。

政治的あるいは経済的 な自由だけで完全

な自由が得られるという説はあま り聞きま

せんが，「自由意志」という言葉を 「真の心

の自由」の同義語として使う話はよく耳 に

します。確かに，神か らいただいた思いの

ままに選択する権 利は，真の 自由に欠くこ

とのできない ものです。 それなしには，政

治的であれ，経済的であれ，個人的な もの

であれ， いかなる自由 も享受することはで

きません。 自由意志は私な ちが受け継いで

轍羅露

いる最大の賜のひとつです。そのことを私

たちは，天の御父に心か ら感謝 しています。

エデンの園で，神 は人にこの 自由意志をお

与えになりました。(モ ーセ7：32参 照)

自由意志は確かに貴いものですが，それ

自体が私 たちの求める完全な自由で も，ま

た必ずしも完全な 自由をもたらすもので も

あ りませ ん。事実， 自由意志 を行使 したが

ために，政治的，経済的あるいは個人的な

自由よりも，かえ って束縛を受けるように

なった人の方が多いくらいです。

例 えば，二一フ ァイ人 もある時， 自分た

ちの 自由意志を使 うことによって，政治的

束縛を受けるはめに陥ってしまいました。

しか もそれは，最 も自由を尊重する政府の

もとで起こったことなのです。記録 によれ

ば，「二一フ ァイ人の国法 と政 治 とはみな

人民の投票できめられたが，そのころ悪 に

つ く人の数が善にっ く人の数 よりも多かっ

たか ら，国法が乱れて腐敗し国民が亡びよ

うとしていた。」したがって二一フ ァイ人は

「国法 もしくは正義の道 をそのまま執行 す

ると亡びるほかはなかった。」(ヒラマン5：

2-3)こ の ような状況の下で，二一フ ァ

イ人は政治的 自由を奪い去るよこしまな統

聖徒の道/1982年4月 号 73



治者を選 ぴ出してしまいました。 そしてこ

の統治者たちが1常 に自由を擁護 しようと

努めてきた義人に代わってその地位 に就 い

たのです。

ジェレドの民は彼らの自由意志によって

王 を選んだがために，捕虜の身 となってし

まいました。(イテル6：21-30;7：1-

5参 照)

このようなことは，イスラエルの歴史の

中で繰 り返 し起 こっています。イスラエル

の民は，神の定められたさばきづかさによ

る統治を拒み，王を与えよとサムエルに訴

えました。サムエルは， 国王を立てれば，

イスラエルの子孫は捕虜 とな り，重税と夫

役 を負わされ，戦いに送 り出されるだろう

と警告 しました。 「ところが民は サムエル

の声に聞 き従 うことを拒んで言った，『い

いえ，われわれを治める王がなければなら

ない。われわ れ も他 の国々の よ うになり

一』」(サ ムエル上8：19-20)

そこでサムエルはサウルの頭に油を注 い

で王にしました。 そのうちに，サムエルが

予言したように，イスラエルの民は重い負

担 に苦 しみ， 息子 や娘は王の奴隷 とな り，

戦争が始まりました。国はイスラエルとユ

ダのふたっの王国に分裂 し，やがて両国の

民はそれぞれ他国の捕虜 になって連れ去 ら

れ ました。彼らは政治的な 自由を失うどこ

ろか，国家 として存続す ることすらもで き

なくな って しまったのです。

創世記には， 自由意志 を誤 って使ったた

めに経済的な 自由を失ってしまった典型的

な例が記されています。エジプ ト人は緊急

時の備えを自分から進んでしようとせず に，

政府 に任せきっていました。その結果，飢

饒がやってきた時，政府から食糧 を買わな

くてはなりませんでした。初めのうちはお

金があ りましたが，それが無 くなると，家

畜や土地 を売 り，あげくのはては自らを奴
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隷 の身に落として，食いつないでいったの

です。(創 世41：54-56147：13-26参 照)

私 たちもこの1世 紀の間，彼 らと同じ道

をたどってきました。皆さんに勧告 します。

働 くことを勧めずに，政府の援助 に頼らせ

ようとす る教 えには，十分気 をつけて下 さ

い。ア レキサンダー ・ポープはその著作の

中で，金持ちの給仕をしていた小作人の不

平 を次のように表わ しています。

「お願いでございます
，御主人様。

このようなデザー トでは， ございません。

どうか，私の粗末なほ ったて小屋 と，

パ ンのくずと， それに自由 とを，

お返し下さい。」("TheSixthSatireof

theSecondBookofHorance")

自由意志を正 しく使わなか ったために個

人の 自由を失 った人の悲劇的な出来事は，

日常生活の至 る所 に見られます。酒を飲 ま

ずにいられないアルコール中毒者，錯乱状

態の麻薬中毒者， さらにひどい例 としては，

性転換を受けた男性， このような人たちが

自由を得ていると言えるでしょうか。

自由意志を誤って用いれば，政治的，経

済的，個人的な 自由が失われ ますが， 自由

意志それ 自体は，永遠の原則ですから，な

くなることはあ りません。 しかし， 自由意

志はその使 い方によって，適用できる範囲

が広がったり狭まったりします。間違 った

決心をすればその度に， 自由意志 を使 える

範囲は狭まります。 しか もそういった自由

意志の使い方をすればするほ ど，失った 自

由を取 りもどすのが難 しくなるのです。 そ

してあるところまでくると， もはや元の状

態 には戻れなくなり，惨めな奴隷 となるだ

けです。 自由意志を使 うことによって， し

だいに自分の行動範囲が狭まり，ついには

自由意志のない身動 きできない状態に追い

込 まれて しまうのです。

このような人々に向か って，レーマン人



の予言者サムエルは言いました。

「あなたたちが貧 に苦しむ時……主に歎

願をするであろうが，その時がまだ来ない

中に破壊がすでにやってきてあなたたちの

滅亡 がきまってしまうから，歎願をしても

むだである。……その日あなたたちは烈し

く泣き叫び悲 しみに暮れて言う。一…

『ああ，私たちは主の御言葉 が伝 わって

きた 日に悔 い改めた らよかったものを。……

私たちは悪鬼にかこまれ，私たちの身も霊

も亡ぼそうとしている悪魔の使たちに取 り

巻かれている。……主よ，私たちか ら汝の

怒 りを取 り去ることを叶えたまえ。』とはそ

の 日にあなたたちの言う言葉 であろう。

しか し，その時がまだこない中にあなた

たちの試しの時はすでに過ぎ去 って，あな

たたちが 自分の救いを受 ける 日は ぐず ぐず

している間に永久 になくなってしまい， あ

なたたちの亡びはきまってしまう。」(ヒ ラ

マン13：31-32，36-38)

この哀れな人々は，サタンとそれに従う

者 どもに支配され，皆さんもよく知 ってい
ほ ろぴ

るように，「滅亡の子」 となるのです。(教

義と聖約76：26参 照)彼 らは最終的に外の

暗闇に投げ出されますが， このような罰は，

彼 ら自身が自由意志を使 って行 なった選び

の当然の報 いなのです。はじめに創造主か

ら自由意志 を授けられたという事実も，最

も恐ろしい罪の縄 目から彼らを救 うことは

できません。

誤った選択 をすると， 自由意志の適用範

、囲が制限されて奴隷への道を歩むことにな

りますが， その逆 に正 しい選択をすれば，

自由意志は一層拡大されて完全な自由へと

導かれることにな ります。事実，その過程

において政 治的，経済的，個人的な 自由を

失 ったとしても，真の心の 自由を得ること

ができるのです。

例 えば， ジョセフ ・スミスにっいて考 え

てみて下さい。彼は 自由という自由をほと

んど奪われながらも，真の自由を満喫して

いました。 ジ ョセフが人生で経験 したこと
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は，ある意味で使徒 パウロのそれ に匹敵す

るものです。パウロは何度 もむちで打たれ，

投獄され，しばしば死 に直面 しました。そ

れらの経験を振 り返って，彼はコリントの

聖徒たちへ次のように書き送 りました。

「ユダヤ人から四十に一っ足 りないむち

を受けたことが五度， ローマ人にむちで打

たれたことが三度，石で打たれたことが一

度，難船 したことが三度，そして一昼夜，

海の上を漂ったこともある。

幾たびも旅 をし，川の難，盗賊の難，同

国民の難，異邦人の難，都会の難，荒野の

難，海上の難，にせ兄弟の難 に会 い，労 し

苦 しみ，たびたび眠 られぬ夜 を過 ごし，飢

えかわき， しばしば食物がなく，寒さに凍

え，裸でいたこともあった。」(IIコ リン ト

11：24-27)

この ような苦難に遭いながらも，パウロ

は死の直前にローマの牢獄から愛するテモ

テあてに次のような書簡 を書いて送 りまし

た。

「わたしは
，すでに 自身を犠牲としてさ

さげている。 わたしが世 を去 るべき時はき

た。

わた しは戦 いを りっぱに戦 いぬき，走 る

べき行程 を走 りつくし，信仰 を守 りとおし

た。

今や，義の冠がわたしを待 っているばか

りである。かの日には，公平 な審判者であ 、

る主が， それを授 けて下 さるであろう。わ

たしばかりではなく，主の出現を心から待

ち望んでいたすべての人にも授けて下さる

であろう。」(IIテ モテ4：6-8〉

パウロの心 は，完全な自由を確 かに味わ

っていたのです。

使徒パウロは， 自分の勝ち得た報いが他

の人にも授けられると結んでいます。この

ことか ら，私 たち一人一人がその報いに到

達する道が備 えられているに違いないと私
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は信 じています。

何年 も前 にな りますが， オハイオ州のク

リーブラ ンドを汽車で旅行 した時のことで

す。 ある建物に次のような言葉が刻 まれて
お き て

いました。「律法に従う者は 自由を得ん」。

律法という言葉 を正 しく理解 しさえすれば，

この言葉に究極的な真理を見いだすことが

できるでしょう。 これにひとつの言葉 をつ

け加 えると，「キ リス トの律法に従 う者は 自

由 を得んJ(教 義 と聖約88：21参 照)と なり

ます。 これこそ， 自由に関する完全な律法

であ り，完全な 自由への道を示す ものです。

ヨハネによる福音書の第8章 には， イェ

スとユダヤ人の役人たちの間に交わされた

議論が記されています。 もちろん，イエス

の言葉は拒絶され ましたが，中には信 じる

人もいました。 イエスは 自分を信 じた人々

に向かってこう言われました。

「もしわたしの言葉のうちにとどまって

おるなら，あなたがたは，ほんとうにわた

しの弟子なのである。

また真理 を知 るであろう。そして真理は，

あなたが たに 自由 を得させるであろう。」

(ヨ ハネ8：31-32)

この ようにキ リス トの律法に従 うことに

よって得 られる 自由こそが，真の自由であ

り，最高の 自由なのです。 そして最 も素晴

らしいことは，周囲の人々が何 をしようと

も，あるいは国々に何が起ころうとも，そ

れにはかかわりなく，私たち一 人一人がこ

の自由を手にできるということです。私た

ちが しなければならないことは，キ リス ト

の律法を学んでそれに従うことであ り，こ

れはすべての人にとって， この世で最 も大

切 な目的なのです。

私たち一 人一人が完全な自由への道を歩

めるよう，神がみ守 りた もうように，イエ

ス ・キ リス トのみ名によりへ りくだって祈

ります。アーメン。



「だれがわれわれの聞い

たことを信 じ得たか」

十二使徒定員会会員

ブ ルー ス・R・マ ッコンキー

一 れからお話する質問について，私と一
}
緒に考えていただきたいと思います。

もし皆 さんがイエスの時代 にエルサ レム

に住んでいたとしたら，ペテロや使徒 たち

のように，イエスを神の御子 として受け入

れたで しょうか。それ とも，アンナスやカ

ヤパのように，あの男は悪霊 につかれてい

る，ベルゼブルの力によっ て奇跡を行なう

のだ， と言って攻撃 したでしょうか。

もし皆 さんがナザレやカナ，カペナウム

に住んでいたとしたら，数人の貧しい漁師

たちが宣べ伝 えるその新 しい宗教 を信じた

でしょうか。、それとも，何の救いももたら

さない先祖伝来の宗教に固執 したでしょう

か。

もし皆 さんがコリン トやエペソ， ローマ

に住んでいたとしたら，パウロが説いた聞

きなれない新 しい福音に耳を傾けたでしょ

うか。それ とも，当時広 まっていた突飛 な

思想や伝統，礼拝の方法 などを信じて行 な

ったで しょうか。

もし今，ニューヨークやロン ドン，また

はパ リに住んでいるとしたら，あるいはシ

カゴやロサ ンゼルス，ソル トレーク ・シテ
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イーに住んでいるとした ら，神 が現代の世

に新たに啓示された新 しくも古い宗教，新

しくも古い福音，そ して新 しくも古い生き

方 を，皆さんは受け入れるでしょうか。 そ

れとも，古代の聖徒 たちの間に設立された

教会 とは似 ても似つかぬ教会を支持 するで

しようか。

もし皆さんが使徒 の声を耳にし，使徒の

証 を直接聞くことができたら，また主の僕

を通 じて主からのメッセージを聞 くことが

できたら， どのような反応を示 すでしょう

か。信 じるでしょうか，それ とも拒むでし

ょうか。

もしある人が真剣な態度で， ジョセフ ・

ス ミスが神 から召され，彼を通して永遠の

完 き福音が回復され，地上 に主の教会が再

び設立されたと告げたら，皆さんはこの天

からのみ言葉 を信 じるで しょうか。 それと

も，アンナスやカヤパの ように現状 を固守

し， どこにでもある人の創った様々な宗教
ゆだ

に自分の永遠の救いを委ねるのでしょうか。

これらの質問に加 えて，私は厳粛に宣言

したいと思います。私 たちは主の僕 であ り，

全世 界のあらゆる人々に伝 えるメッセージ

を主から授 かってい ます。

私たちは弱点のある，知識 に乏 しい取る

に足 らない存在です。 自らの力だけでは何

もできません。 しか し，主の力に頼るなら

ば，失敗することはあ りません。私たちを

助け導 いているのは，主の力なのです。

私たちは将来起こることを知 っています。

近い将来， 燃え上がる炎のように，戦争と

疫病 と荒廃が全世界を覆 うでしょう。

それは悲しみ と嘆きに満ちた暗黒の時代

です。天体 はその光を失い，人々は恐怖と

不安 で気を失 うでしょう。(ル カ21：26参

照)国 々は混乱に陥 り， どこに行 っても平

安や安全を見いだす ことはできなくなるで

しよう。
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激怒した指導者たちが スイッチを押しさ

えすれば，恐 ろしい兵墨がわずか半 日にし

て何百万 もの人々の命を奪 う時代です。

ζれほどひどい時代 はかつてあ りません

で した。不正がはびこ り，ソ ドムのような

あ らゆる倒錯 と邪悪が もてはやされていま

す。啓示 によれば，この状態 は良くなるど

ころかますます悪化 し， 人の子が再臨され

る時まで続 くのです。

今や世 の中は邪悪 と災いに覆われ，人々

は主の儀式から離れて永遠の誓約を破 り，

その多くが俗世の道を歩んで肉欲におぽれ，

よこしまな心を抱いています。 この故 に，

主は同胞に伝えるようにと私たちにメッセ

ージを託されたのです。

「されば
，主なるわれ， この世 に住める

わざわい

人々に襲い来るべ き禍 を知れば，わが僕 ジ

ョセフ・ス ミス(二 代 目)を 呼び天 より語 り
いましめ

て彼に誠命を下せ り。」(教義 と聖約1：17)

それ では，全世 界の人々に伝えるメッセ

ー ジとは何でしょうか。それは回復の知 ら

せです。恵み深き神が完全なる永遠の福音

を回復されたという，喜ば しいおとずれで

す。 また 「すべての人類は福音のおきてと

儀式とを守ることによりて救 われ得るJと

いう神聖 なみ言葉です。

回復されたメッセー ジには，3つ の重大

な真理が含 まれています。救 いを得 ようと

する者はだれでも， これらの真理を受け入

れなければな りません。 その真理 とは，第

1に ，キ リス トが神 の御子であること，第

2に ，予言者ジ ョセフ ・ス ミスが神聖 な使

命を受けたこと，第3に ，末 日聖徒 イェス・

キ リス ト教会がまことの神 の教会であるこ

と，この3つ です。

そして，私たちはこの喜 ばしきおとずれ

を宣言し，福音を宣べ伝え，警告の声 を挙

げ，主御 自身がかつてのように地上におら

れたら語 られるであろうみ言葉を伝えるよ
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う主から命 じられているのです。

私たちに与えられた役職や地位，神聖 な

使命は，昔の予言者や使徒 に与 えられた も

のと変わ りません。私たちも神の使 いであ

り代理 人です。昔の予言者や使徒のように，

地上において結び固めたことを天 において

永遠に結び固める権能 を持 っている神のみ

業の執行者なのです。

世の中には，モルモンはク リスチ ャンで

はない とか，主イエス ・キ リス トに対する

モルモ ンの信条や忠誠心は疑わ しいと言 う

人がいます。

もし 「クリスチャン」 という言葉が， キ

リス トを信 じ，キ リス トを神 の御子 として

完全 に受 け入れることを意味するならば，

また真の福音を完全な形で永遠 に保持する

ことを意味するな らば， あるいはペテロや

パウロが信 じていたことを信 じ，彼らの属

していた教会に属することを意味するなら

ば，さらに飢えている人に食べさせ，裸 で

いる人に着せ，同胞に愛を示 し， 自らを世

の汚れ に染まらないようにすることを意味

するならば，(教義 と聖約59：9参 照)，末 日

聖徒をおいて真のクリスチャンと呼べ る人

がどこにいると言うのでしょうか。

私はできるだけ明確 にわか りやすく，あ

りのままに申し上げたいと思います。私た

ちはキ リス トを信 じています。主の戒 めを

守るために全力を尽 くしています。キ リス

トは私たちの主であり，神であ り，王であ

ります。私たちが受け入れたのは，まさに

主の福音です。

私たちはキ リストのことを話 し，キ リス

トのことを喜 び，キリス トのことを説教 し，

キ リス トのみ名 において予言 します。(II

二 一フ ァイ25：26参 照 〉私たちを救いうる

名は，キ リス トを別 にしては，天下のだれ

にも与 え られていません。(使 徒4：12参

照)



私たちはこのように教え，証します。キ

リス トは天父の長子であり，神 に似た御方

です。 またキリス ト御 自身が全能の主であ

り，偉大なるエホバであ り，地球 と命ある

すべての ものの創造主であります。

私たちはまた，キ リス トはイスラエルの

神であり，約束されたメシヤであ り，天父

の独 り子であることを知 っています。

主イエスは骨肉の体 を持たれ，マ リヤを

母，神を父とされた御方です。 そして母 か

ら死すべき性質を受 け継ぎ，御父から不死

不滅の力を受け継がれ ました。

死すべき身であ りながら神 の御子である

という主 の二元性が，永遠無窮の瞭罪を可

能 にしました。 そして， 人類は，アダムの

聖 徒の道/1982年4月 号

堕落によって世 にもたらされた肉体 と霊の

死から解放 されたのです。

モルモンはイエ ス ・キ リス トを二の次に

して予言者 ジョセフ ・ス ミスを崇拝 してい

る， こういった誤解 も一部の人にあるよう

です。

ジョセフ ・ス ミスがその霊性 と偉大 さに

おいて，最 も卓越 した予言者 として十指に

数 えられることは確かです。 また，天上に

おいて予言者の中の予言者，聖見者の中の

聖見者 としての地位 にあることも真実です。

ジョセフ ・ス ミスは，エノク，アブラハム，

モーセ と並び称されているのです。しかし

ながら，救いはアブラハムの中にもモーセ

やジ ョセフ ・スミスの中にもあ りません。

キ リス トの中にのみあるのです。

予言者はすべて主の僕であ り，その使命

は主のみ言葉 を教 え，主のみ こころを行 な

うことです。福音 を宣べ伝 えて，『儀式を執

行するのです。人々をキリス トの もとへ導

くために召されているのです。

ジョセフ ・スミスについて も同 じです。

彼は神 にまみえ，天使の導きと恵みを受け，

永遠の示現が開かれるのを目にしました。

彼を通 して福音が回復され，主は彼に王国

の鍵 を授けられたのです。

現代のこの神権時代 において，ジョセフ・

ス ミスは主か ら啓示を受 け，救いの知識を

知 らされました。そして主のみこころに従
まこと

って，この地上 に 「唯一真の生命 ある教会」

を組織 しました。(教 義 と聖約1：30参 照)

この教会は真理を信 じる人々の組織であ

り，聖なる福音 を信 じる人々の集 まりです。

福音 とは救いの計画のことであり，大神権

がそれをつかさどります。そして教会は，

地上 における主のみ業を統制 し，信 じて従

うすべての人々に救いをもたらす執行機関

です。

ですから私 たち主の僕は1主 の戒めに従
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って，全世界の人々にこの メッセージをお

伝えするのです1私 たちは， ジョセフ ・ス

ミスを通して再び明らかにされたキ リス ト

について証するものです。あらゆる地に住

む人々にお勧めします。 どうぞキ リス トを

信じてキリス トの教会 に加わ り，御父 と御

子が住んでおられる王国を受け継 ぐ者 とな

って下 さい。

このように勧 めるのはいにしえの予言者

たちだけではあ りません。今の私たちにも

同じ責任があります。 そして，彼 らと同じ

ように私たちもこう宣言するのです。悔い

改めて福音を信 じなさい。天の王国は近づ

いた。(マタイ3：2参 照)バ ビロンを捨て

て， シオンに逃 れなさい， シオンのステー

キ部 に避難 しなさい。聖地に立って動 いて

はいけない，人の子の再臨に備えるのです。

(教義と聖約45：32参 照)

救 いは真の福音を受け入れ，その律法 に

従って生活する人々 にもた らされます。祈

りの中で，みたまが注がれるよう力の限り

主を呼び求める人々 に与 えられるのです。

パウロは次のように述べています。「しか

し，信 じたことのない者 を， どうして呼び

求めることがあろうか。聞いたことのない

者 を， どうして信 じることがあろうか。宣

べ伝える者がいなくては， どうして聞くこ

とがあろうか。

つかわされなくては，どうして宣べ伝 え

ることがあろうか。」(ロ ーマ10：14-15)

確か にその通 りです。「信仰 は聞 くこ とに

よる」のです。(ロ ーマ10：17)す なわち，

神によって召された正当な権限を持つ人が，

神のみ言葉 を教えることから始 まるわけで

す。昔 と同じように現代 においても，「神 は，

宣教の愚かさによって，信 じる者を救 うこ

ととされた」のです。(1コ リン ト1：21〉

私 たちの伝 えるメッセージは，歓喜 と栄

光，誉れ と勝利のお とずれです。真の信仰

80

を持つ者は，キ リス トとその福音 にあって

常 に喜 びを得るのです。

回復された福音 を受 け入れるすべての人

が，末 日の戦争や疫病 や破壊 を免がれると

は言いません。 しか し，その苦 しみや悲し

みは，福音の喜びの前に跡形もなく消えう

せてしまうでしょう。

主に忠実で正 しい人が，邪悪で不信仰 な

人と共に命を落 とすようなことが， これか

ら先もあるでしょう。 しか し，キ リス トを

知 り，キ リストに結び固め られている私 た

ちにしてみれば，生けるとも死すとも，そ

れは問題ではないのです。

真理や正義を貫 くために，あるいは宗教

や家族， 自由を守るために，たとえ命 を落

としたとして も，心配する必要があるで し

ようか。

私たちは， どん欲な心 と将来に対する不

安 を抱いてまで生 き長 らえようとは思 いま

せん。福音 を受 け入れ，キ リス トという仲

保者を通 して神 と和解 した私たちは， たと

え安 らかな世界へ召されて，そこで義 人の

復活を通 して得 られる受け継ぎを待つこと

にな っても，何 ら心配することはないので

す。

キ リス トに希望を持 っならば，輝か しい

不死不滅のうちによみがえ り， アブラハム，

イサク，ヤコブと共に神の王国を受け継 ぐ

者 とな り， もはやそこか ら追われることは

ないのです。

イザヤは次のよう1ご記 しています。「だ

れがわれわれの聞いたことを信 じ得たか。

主の腕は，だれ にあらわれたか。」(イ ザヤ

53：1)

だれ が私たちの言葉を信 じ，私たちのメ

ッセージに耳を傾けるで しょうか。 だれが

ジ ョセフ ・スミスの名 をたたえ，彼を通 し

て回復 された福音 を受 け入れるでしょうか。

その答えはこうです。 もしイエスの時代



に住んでいたら，主 や予言者や使徒 たちの

言葉 を信 じたであろう人々です。

皆 さんがジョセフ ・ス ミスの言葉 を信 じ

るならば，イエスや古代 の使徒たちが語 っ

た言葉 も信 じたことで しょう。

ジョセフ ・ス ミスと彼のメッセージを拒

むな らば， ペテロやヤコブを拒み，彼 らの

メッセー ジにも耳 を貸さなかったことでし

ょう。

皆さんの時代 に主が遣わされた予言者を

受け入れ ることは，予言者を遣わされた主

を受け入れることと同じです。

回復 された福音 を拒み， この末 日に神よ

り遣わされた人々が語 った救いの計画 に文

句をつける人は，古代の予言者や使徒の 口

から同じ教 えを聞いたとしても，やはり拒

んだことでしょう。

私は主の僕である私たちに課せられてい

る義務，すなわち全世 界の人々に回復のメ

ッセージを伝 えることについて，わかりや

すくお話 しました。私たちは現在，許され

る時間 と才能と手段のすべ、てを尽 く.して，

この義務を果たしています。

では， この メッセージを聞いた人はどう

した らいいのでしょうか。 ジョセフ ・界.ミ

スによって示された福音やイエ ス ・キ リス

トをまだ受け入れていない神の子供たちは，

何をすべきで しょうか。 この地上に生を受

けた人はだれでも，真理 を探求 し，真理 を

信 じ，真理 に従 って生活する義務 があるの

ではないでしょうか。

皆 さんがいかなる宗派 ・教派 ・団体に属

していようとも，心 に次のように自問 して

みるようにお勧 めします。

私は昔の聖徒 たちのように，義に飢えか

わいているだろうか。(マ タイ5：6参 照)

私 は心を開き，積極的にすべてのものを

識別 して良い ものを守 っているだろうか。

(1テ サロニケ5：21参 照)
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私は天から下された新たな光 と真理を進

んで受け入れるだろうか。 また，あらゆる

時代の人々を貴い存在として御覧になる恵

み深 き神 によ り，この世 にもたらされる光

と真理を受け入れるだろうか。

ジ ョセフ ・ス ミスが神か ら召されたこと

や， ジョセフ ・スミスとその後継者 に，い

にしえのペテロ，ヤコブ， ヨハネの有して

いた王国の鍵を授けられたことが事実かど

うか，確認する勇気が私にあるだろうか。

個 人に与えられる啓示は，この世 にあっ

て平安 を得，来たるべき世 にあって永遠の

生命を得 るにはどうすればよいかを教えて

くれる。 その啓示 を得るために，私は喜 ん

で犠牲を払うだろうか。

神が私 たちに永遠の福音を授けて下さっ

たことを証 します。すべての人がこの福音

の もとに来て祝福を共に味わうことができ

るように願 っています。

すべてをイエス ノキリス トのみ名 により

申し上げます。 アーメン。
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伝道活動を通して

清くなる

七十人第一定員会会員

ウ ィ リア ム ・R・ブ ラッ ドフ ォー ド

私 は詠 遠の父なる神と御舌イエス0キ
リス トが， この神権時代に姿を現わさ

れたことを心から証致 します。栄光に満ち

たこの御二方は，実際に少年 ジョセフ ・ス

ミスの前に立 って話しかけられました。

このことが起きたのは1820年 です。以来

天は変わることなく開かれています。 イエ

ス ・キ リストの完全な福音が， 啓示によっ

て回復され，天使が神のみ使いとして遣わ

され ました。また私たちは，神 のその子供

たちとの交わりを記 した記録を与えられま

した。 そして神の息子，娘 たちの昇栄のた

めの救いの計画は真実 であるという聖霊の

証が，あふれるばか りに注がれてきました。

真の教会すなわち末 日聖徒イエス ・キ リ

スト教会は， イエス ・キリス ト御 自身の指

示の下に組織されました。

そして予言者と使徒が召され，天よりの

権能を授けられました。彼らは全世 界どこ

にあって も， イエス ・キリス トの特別な証

人です♂

予言者 と使徒は，鍵 を持 っており， イエ

ス ・キ リストの福音を宣言すべく門戸を開

くために遣わされています。そして彼らの
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働 きにより道は開かれ，福音は全世界に宣

言されつつあります。

主の霊感 と導きを受 けたこれ らの予言者，

聖見者，啓示を受 ける者は， イエス ・キリ

ストの弟子たちに呼びかけ，神の命令に従

って彼 らを送り出してきま した。 その命令

はこうです。
しか
「而 して

，この末の世 にわが選 びたる弟

子たちの口より， すべての人々に警めの声

は及ばん。

この末の世の弟子たちは進み行 けど，一

人もこれを止むる者なからん。そは主なる

われ，彼らに命 じたればな り。

この故に汝ら世 の人おそれおののけ， そ
いましめ

は主なるわれ誠命の中にて命じたることは

成就すべければな り。」(教 義 と聖約1：4

-5 ，7〉

現在，188の 伝 道部で約3万 人の宣教 師

が働 いています。彼らは82の 国や領地で，

48の 言語を使って回復された福音を宣べて

います。

その結果， 多くの天父の子供たちが福音

を聞き，福音が真実であるという証 を得て

バプテスマを受け，主の真の教会に入って

います。現在では約500万 人の会員がいま

す。

私たちは謙虚 な気持ちで， この伝道活動

の成功を大いに喜んでいます。同時に， こ

こに至るまでは，主のみ手 と主の弟子たち

の献身的な働きがあったことも承知 してい

ます。 しかし，なすべきことはまだまだ多

く残っているのです。

私たちは伝道活動 について大いに急 ぐべ

きことを感 じていますが，果たして，私た

ちにその歩みを速めることができるのでし

ようか。

間題は， この業に携わる義務があり，か

つ実際 に携わることのできる人々が皆，基

本的な原則と， この福音を全世界に宣べ伝



えよという神の厳命が与えられた目的 を本

当に理解し，信じているかどうかです。

現在のところ，3万 人の宣教師が働いて

いますが，本来ならばその何倍 もいて当然

であり， また可能なはずです。 もし彼 らが

自らを備え，与 えられた義務 を果たすため

に歩みを進めるな らば，伝動活動は私たち

が限界 と考えている線をはるかに超 える速

さと規模 で進められることでしょう。

私はこの点について深く考え，祈 りまし

た。そして，何を話 したらよいかとあれこ

れ考え， また，話す力を神に願い求めまし

た。 この業に忠実であるべき人々を動機づ

けるためです。

そうするとある言葉が心に浮かんできま

した。 わか りやすい言葉です。 しか もこれ

まで何度 も教 えられてきた言葉ですから，

それをお話することは，皆さんがこれまで

何度 もお聞きになっていることを繰 り返す

ことになります。

この言葉は私たちに，キ リス トの下に来

て，キ リストによって完全な者となるよう

にと招いています。つまり，「心を尽 くし，

勢力を尽 くし，思 いを尽 くし，体力を尽 く

してキ リストに仕 える」 という言葉です。

もし私たちが この言葉通 りに行なうならば，

私たちは罪の赦しを得，一点の汚れ もない'

清 い者となります。そして天父のみ もとに

帰 ってまた共 に住み，天父が送っておられ

るような生活をすることができます。

救い主は，御 自身に仕えることを条件 と

して，私たちに素晴らしい祝福を与えよう

とその手を差 し伸べてお られます。 主が言

われるこの奉仕の意味をよく考えてみると，

それは基本的に，福音の心理を知 らない人

人に教えることであるということがわかっ

てきます。

ところが，その言葉iの簡潔さや， それが

神から命 じられたものであるという事実，
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さらには永遠の祝福 という確かな約束をも

ってしてもなお，本来なら主に仕 えるべき

であり， それができる状態にいなが ら，奉

仕 しようとしない人々がいるのです。

そうなると，彼らは本 当に伝道の業の、ζ・

たつの 目的を理解し，信 じているのだろう

かと首をか しげざるを得 ません。伝道の、ζ・

たつの 目的は，第1に ，宣教師 自身を清め

ることであ り，第2は ，改宗者に回復され

たイエス ・キ リス トの福音の真理 を伝 え，

主の教会 に入るためのバプテスマヘと導く

ことです。これは，清めの道 を歩む宣教師

にもたらされる確かな，そして当然の成果

です。

サタンはこの業 を妨害 しようとしていま

す。サタンは狡猪 に，しかも執拗 にその力

を及ぽしてきます。この業を行なう義務が

あ り， またそれをする力を持ちながらサタ

ンのえじきになろうとしている人が数 多く

います。

目をくらまされて真実から道をそれるよ

うになり，偽 りと無価値なものに， ちょっ

と試してみるだけだからと言 って足を踏み

入れている人がいます。

伝道の業に召される年齢に近づきつつあ

る若人の皆さん，あるいは現在その年齢に

、達 している若 人の皆さんに申し上げたいと

思います。

皆さんの中には，心の中でこのように言

っている人がいないでしょうか。「だけど，

僕の立場をわかってくれていませんね。僕

の場合は事情が違うのです。僕は将来，立

派な弁護士か医師，・または運動選手，とに

か く何 らかの分野で一流の人間になるつも

りなんです。 まさかあなたも主も， この大

切な時期に僕が学業か ら離れることを要求

はされないで しょう。伝道は，、僕の将来の

計画の差 しさわりになるんです。」

またある人々はこう考 えて います。「え
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え，伝道のことは知っています。で も，あ

なただって僕のようにガールフ レン ドがい

たら，彼女を置いて行づた りはしないで し

ょう。僕のいない間に彼女が どうなるとも

わからないでしょう。」

さらにこのように考えている人々 もいま

す。「伝道 は費用 がかか り過 ぎます。私は

今の仕事 に就 いて間 もないし，車 とステレ

オを買ったばか りなんです。 それに， よう

やく独 り立ちの生活を始めたばかりなんで

す。今それを捨てることはできません。 と

てもそんな余裕はありませんよ。」

またこんなことを考えている人もいるで

しょう。「私 の場合 は資格があ りません。

罪を犯 していますし，今は教会にも行って

いませんか ら。宣教師になろうと計画はし

てきたのですが，道をはずれて しまいまし

た。今は，宣教師に要求される標準 も守っ

ていないのです。」

もし私が皆さん一 人一 人から話を聞 くこ

とができるとしたら， 多分 どの場合 にもひ

とつの共通点があるはずです。それは， い

ずれも神への義務を果たさないことを正 当

化しようとしている点です。

皆さんの多くは，両親の正しい勧告や教

えに逆 らってまで， 自分の立場を正 当化し

ようとしています。御両親は皆さんを愛し

ておられます。 そして，皆さんにその気さ

えあるなら，正 しいことをするためにどの

ようにも皆さんを援助するでしょう。

しかし残念なことに，正当化する皆さん

に対 して味方をする両親もまたいるのです。

そういった親は皆さんの将来の計画は立て

ていますが，その中に伝道のことは入れて

いません。そしてこのように言 います。「う

ちの息子は優秀な弁護士か医師，さもなく

ばスポーツの花形選手になるつもりでいる

のです。ですから，学業を中断して，2年

間も世の中でぶらぶら遊ばせるわけにはい
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きません。伝道はだれかほかの人にさせて

下さい。 うちの息子は特別ですか ら。」

もし私が，そのように自分を正 当化 して

いる若い男性や，両親と個別 にお話できる.

な ら，私は 自分の弁舌の能力をすべて尽 く

してこう言うのですが。「一 体あ なたは 自分

を何様 だと思 っているのですか。神は，弟

子たちを通して回復された福音を全世 界に

宣言すべ しという，厳しくも神聖な戒めを，

予言者 を介して与 えられました。 これは神

の知恵です。それ と自分の知恵とを対等に

考えるのは， どのような根拠があってのこ

となのですか。その弟子 とはあなたのこと

なんですよ!」

こごで，主が，「何事もなすことなく」，

疑いの心を持 っている人々に対して何と言

われたか，主御 自身の言葉 を見てみましょう。

「主は言う
，人間を造 りしはわれにあら

ずや。 われ，わが命に従わざる者を罪なし

とせざらんや。

主は言う，われ約束してこれを果さざり

しことあらんや。

われ命を下すに人これに従わずば， われ

我約束を取消し祝福を与えず。

その時，人々心の中に言わん。 こは主の

御業にあらず，主の約束果されざればなり
わざわい

と。されどかくの如き人は禍なるかな。 そ

の報いは地の下に潜み，天よりの報いあら

ざればなり。」(教 義 と聖約58：29-33〉

皆 さんは， この世での地位 や職業に伴う

名声や肩書きが，忠実な人々に与えられた

神の約束と比べてそれほど変わ らない もの

だなどと本気で考えているので しょうか。

神は，「王位，王 国， 公国，その他 権能」

を約束 しておられます。 また 「最高の栄 に

進むを得てあらゆる事 に光栄 を受 くべ し」

と，さらには 「この光栄は最高完全の光栄

にして，永久にその子孫の続くことな り」

(教 義 と聖 約132：19)と も約束 しておら
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れるのです。永遠の生命 を約束 して下さっ

ているのです。

皆さんに申し上げたいと思 います。皆さ

んには言い訳や正 当化をする余地 はもうあ

りません。皆さんは今，自分 自身の永遠の救

いを容易ならぬ危険にさらしているのです。

教育は後で受けることができます。皆さ

んが伝道の業 を終 えて帰 って来る時には，

主は皆 さんに教育 の道を開き，ふさわしい

職業を備えて下さるで しょう。

次に， ガールフ レン ドの件 について言え

ば，天父は御 自身の選ばれた娘，愛 し慈 し

んでおられる娘を与えたいと思 ってお られ

ます。清 らかで， 永遠の価値 というものを

理解 し，昇栄めざして努 力している娘，聖

なる神殿であなたと結び固めることのでき

る娘を与 えたいと思 っておられるのです。

とはいえ， もしあなたが自分 自身をその人

の永遠の伴侶 として、主・さわしい者にするこ

とを忠実に行なわなければ，絶対にこのこ

とは期待できません。伝道によってあなた

が清め られた後 に起こることだからです。

誤解のないように若い女性 の皆さんにも

申し上げますが， これは皆さんにも当ては

まります。多くの女性はこう言います。「彼

が行ったら私はどうすればいいのでしょう」

と。 あなたは彼を引き止めます。そして彼

との交際でも，守 るべき一定の線を踏み越

えたところまで許 し，往々にして彼の決心

を鈍らせてしまいます。時には，彼の伝道

に出るための資格 を失わせてしまうような

ことさえします。 そのようにして，あなた

自身 も自分に約束された祝福 を得る資格 を

失 うのです。

彼を伝道に行かせて下 さい。それもただ

行かせるだけでなく，励 ましてあげて下 さ

い。彼の人生のこの時期 において，彼に一

番大きな影響 を与えるのは， たぶんあなた

ひとりでしょう。 あなた次第ですべては決

まるのです。どうぞ，彼が清い生活をし，伝

道 の準備ができるように助けてあげて下さい。

そうなれば，たぶんあなた自身も宣教師

として働 きたいと思 うでしょうし，またそ

うすべきです。今では 多くの女性宣教師が

伝道 しています。若い男性に約束されてい

るのと同じ祝福が，皆さんにも与えられる
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のです。女性の皆さんのこの人生における

最も重要な役割は母親 ζしての務 めですが，

まず伝道に出るのが良いと思います。

自分は罪を犯 したか ら伝道には出られな

いと思 っている人々に対して，私は，望み

を捨てないようにと申し上げたい と思いま

す。立ち返るすべはあるのです。悔い改め

の計画は生 きています。 あなたは完全に・ζ・

さわしい状態にもどることができます。主

の意にかなう償 いをし，主の業の中に身を

置くことができるのです。

宣教師として働 くべきであって，しかもそ

れが可能な若者たちの ことで監督やステー

キ部長 と個 別に話をすることができたら，

私はこのように申し上げるでしょう。「あな

たが判士です。彼 らがその義務を理解 し，

果たすようになるまで，彼らや彼 らの両親

に働さかけるのは，あなたの神聖な義務です。

果物は，実がなり，成長 して熟しても，

だれ も収穫 して保存することを気 にかける

人がいなければ，地面 に落 ちてだめになっ

ていって しまいますが，あなたは彼らをそ

のようにしてはなりません。 もしそのよう

なことをすれば，間違 いなくあなたが責任

を問われることにな ります。神の法廷に立

って，彼ら一人一 人の名前を挙げて申し開

きをする時が来るでしょう」 と。

伝道は素晴 らしい計画です。私たちを清

める手段です。宣教師 というのは，秩序と

規律 という伝道の環境の中に，しかも万事

がみたまと調和して行 なわれる状態に置か

れると，非常な変化を体験 します。天が開

き，力が注がれ，奥義が明らかにな り，習

慣が改め られます。 そして清めが始まりま

す。宣教師はこの過程 を通 して，暗やみの

世界に孝エス ・キリス トの福音を放つ光の

器になっていくのです。

なすべきことはたくさんあ ります。皆さ

んは， その業を行なうためにこの時代 に生
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まれるべく 「キリス トと共にこの世よ り隠

され」ていた素晴らしい世代なのです。(教

義と聖約86：9参 照)

皆 さんは備 えをしなければなりません。

今すぐ自分 自身をふさわしく，役立つ者 と

する必要があります。皆さんがそうしなけ

れば，み業は皆さんを抜きにして進められ

ていきます。 幾分ペースは落ちますが， と

にかく進んで行きます。皆さんがみ業に加

わらず， その義務 を果たさないとした ら，

皆さんはどうなるでしょうか。 どのように

して清められるのでしょうか。

皆さんが伝道の義務を果たさないとした

ら，皆さんから福音 を学べたか もしれない

人々は， いつかほかのだれかから福音を聞

く機会があるでしょう。 しかし，皆さん 自

身はどうなるでしょうか。 どのようにして

清められるのでしょうか。

伝道は宣教師のためにあるのです。伝道

は，素晴らしい 「時の贈り物」です。わず

かではあ りますが， この地上で天上の生活

をかいま見 ることができる時です。 また心

身を清め，新たな活力を与える時であ り，

聖霊 によって昇栄への偉大な計画に関する

知識を確認することのできる時であり， 日

の光栄に入る者 となるための最高の機会な

のです。

人々を教 え改宗に導 くことは，この過程

の 自然の成 り行 きです。皆さん自身を清め

るためには，皆さんが他の人々に仕 えなけ

ればなりません。 人々への奉仕の中で最 も

尊いものは，真理を教えて人々を神の王国

に連れて来ることなのです。

それゆえ，長老たちを遣わし，あらゆる

部族，国語，民族にわが福音を宣べ伝えよ

と命じられているのです。(教義と聖約133：

8参 照)

イエス ・キ リストのみ名により申し上げ

ます。アーメン。



従 うか，従わないか，

それが間題だ

七十人第一定員会会員

チャールズ・デ ィデ ィエ

「『お れ空ちは戦わねばならない・それ
が疋めなんだ。』我々が目を覚まし

てからずっと， ひとりの男がひどいぬかる

みの中に身をこわばらせ，のどを鳴らすよ

うにしながら，しわがれ声を上 げていた。彼

の体 が重そうに寝返 りを打った。『おれたち

は持 ってるものをみんな犠牲にしなくちゃ

ならんのさ。人 もやせ馬 も，それに心 も命

もだ。楽 しみなんかありゃしない。囚人同

様の生活 さ。おれたちの手に残ってるのは

それだけさ。お前さん方，敵 を負か して，

戦争に勝つためには何 でも我慢 しなくちゃ

ならん，無法なことでも， 目に入ってくる

恥知 らずで胸 くそ悪 いことでもだ。でもお

れたちがこんな犠牲 を払わなくちゃならん

としたら……』ぶざまなかっこうのその男

はここまで言うと， また寝返 りを打 ってか

ら言葉を続けた。『それ はおれたちが，進歩

のために戦争してるからで，お国のためな

んかじゃない，間違 ったことを敵に回 して

るんで， どこかの国と戦 ってるわけじゃな

いんだ。』」(アンリ・バルビュス，Uη467F∫ 解

「砲 火」より)

「『おれは死 にたくない
。』壁を背にした肉
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体が絶叫 した。銃殺隊 に無表情な声の命令

が下った。『構 えっ。撃て っ。』 そして静寂

がその場 に残 った。兵士たちは兵舎 に戻 っ

た。彼らの眼前で今行 なわれたのは，脱走

兵 の処刑であった。」(同 上)'

つい この間，ある伝道部で，宣教師 と神

権指導者の間にこのような会話があ りまし

た。

「長老，あなたは主の予言者から，主に

仕えるように召 されたのですよ。主の予言

者のサ インが入った，召しの手紙 を受 けた

時のことを覚えていますか。それには，あ

なたが個 人的なことを一切あとにして，す

べての時間を捧 げて主 に仕えるように求め

られると書 いてあったでしょう。」

答えはす ぐに返ってきました。「僕は もう

伝道 したくありません。この国の人も好 き

じゃないし， この国 も好きじゃないんです。

食べ物も嫌いなんです。」

「それでは，何 をしたいのですか。」

「ええ」 と
，宣教師はゆっくり答えまし

た。「僕 は自分の車を運転 したいんです。家

に帰 りたいんです。」

何年 も前，ある所で子供たちと、その両親

が，居間に座って家族会議を開いて いまし

た。事態は深刻 の度 を深めていました。子

供たちは，父親 に一緒に家 にいてくれるよ

うにと必死 の思 いで訴えていましたが，少

ししてか ら，父親はこのように言いました。

「それはできない。私 も自分 自身の人生 を

送 らなくちゃならない。」そして父親 は家 を

出て行 ったのです。

2週 間前，サ ンフランシスコのある場所

での ことでしたが，新聞にこのような短い

記事が載っていました。「死 を決意 した3人

が，ベイ ・ブ リッジから身投げした。」・

およそ2千 年前，ある場所 に5千 人のユ

ダヤ人が集まっていました。主イエス ・キ

リス トに従った5千 人の人々です。そこで
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はまた別の会話がありました。群衆 は言い

ました。「『先生，いつ， ここにおいでにな

ったのですか』。

イエスは答えて言われた，『よくよくあな

たがたに言 っておく。あなたがたがわたし

を尋ねてきているのは， しるしを見たため

ではなく，パンを食べて満腹したか らであ

る。

朽 ちる食物 のためではなく，永遠の命 に

至る朽ちない食物のために働 くがよい。 こ

れは人の子があなたがたに与 えるものであ

る。父なる神 は，人の子 にそれをゆだね ら

れたのである』。

そこで，彼 らはイエスに言 った，『神のわ

ざを行うために，わたしたちは何 をした ら

よいで しょうか』。

イエスは彼らに答 えて言われた， 『神がつ

かわされた者 を信 じることが，神のわざで

ある』。」(ヨ ハネ6：25-29)

「わ たしの父のみこころは
，子を見て信

じる者が， ことごとく永遠の命 を得 ること

なのである。そして，わたしはその人々を

終 りの 日によみがえ らせるであろう。」(ヨ

ハネ6：40)

この時，ユダヤ人たちは不平 を言いまし

た。弟子たちの中にさえつぶやく者 はいま

した。しばらくの沈黙があった後，ふたつ

の決定が行 なわれました。

ひとつはこのように書かれています。「そ

れ以来，多くの弟子 たちは去っていって，

もはやイエス と行動 を共 に しなかった。」

(ヨ ハネ6：66)彼 らは 自分の好きな道 を

選んだのです。

もうひ とつはこのようにあります。「そこ

でイエスは十二弟子 に言わ れた，『あなた

がたも去ろうとするのか』。シモン・ペテロ

が答えた，『主よ，わたしたちは，だれのと

ころに行きましょう。永遠の命の言をもっ

ているのはあなたです』。」(ヨハネ6：67一
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68)十 二弟子たちは，その唯一 まことの道

に従 いました。

放棄する，見捨てる，投げ出す，あきら

める，手放す，信仰 を捨てる，身をひく，

退却 する，やめる一 これ らの言葉はどれ

も，大体 同じような意味あいを持 っていま

す。私たちは義務 といわれるもの一 国家に

対する義務，教会に対する義務，家族に対

する義務， 自分 自身に対する義務，神に対

する義務一 に直面して，心に動揺 を覚える

時がありますが，今挙げた言葉の中には，

必ずそうした人生の一つ一つの場面に当て

はまるものがあることに気づくはずです。

心が揺れ動くとは，道を選択する際に二

の足 を踏 むこと，また，同時 にふたつの方

向に進 もうとすることです。つまり、彗・た り

の主人に兼ね仕 えようとすることです。歴

史を通 じて人が直面 して きた最大の誘惑の

ひとつは， 自分 自身のために働 き， 自己の

欲求を第一に満たそうとする誘惑です。こ

の選択が義務 を放棄 して も構わない という

気にさせ るのです。金持ちであれ貧乏であ

れ，力があれ謙虚 であれ， あるいは忠実で

あろうとなかろうと，皆 この誘惑 にさらさ

れています。

人生の難問に応えていくことは，決 して

たやすいことではありません。それで私た

ちはしばしば，人生の中で出会 う人々，す

なわち天父， 自分 自身，親，監督，隣人に



対 して，最後通告を出すことがあります。

什分の一 を納めるのはやめます，家 を出ま

す，解任 して下 さい， 自殺 しますなどと様

様です。無言の抵抗か ら不平あるいは暴力

に至 るまで，最後通告 には様々な形があり

ます。

自分 のことだけを考え，我欲 を満たすこ

とを第一 にすることに対して，主は創世の

以前か らこのように警告 しておられます。

「彼 らは主の義を打建てんために主を求

めずして，あらゆる者おのが心のままに振

舞いおのれ らの神 の姿を求むれ ども，その
かたら

姿は人の世 の像 にしてその本質は一個 の偶

像 なり。そは古びて……すなわちついに亡

ぶべき大バ ビロンにて朽 ちん。」(教 義 と聖

約1：16)

主 は また，私たちが こうした状態 に陥ら

ないように道 を示して下 さっています。

「されば，主なるわれ， この世 に住める
わざわい

人々に襲 い来るべき禍を知 れば， わが僕 ジ

ョセフ ・ス ミス(二 代 目)を 呼び天 より語
いましめ

りて彼に誠 命を下 せり。

またこの誠命 を受 けたる者たちもこの教

会 の基礎 を置き，人に知 られぬ所よりまた

暗き所より，全地の面 に於ける唯一の真 に
しか

して生命あ り而 も主 なるわれの悦ぶこの教

会 を明るみに出す能力を与えらるるを得。

われ悦ぶとは一人一人を指すにあらずして，

わが教会貝全体 に就 きて言えるな り。」(教

義 と聖約1：17，30)

主 と予言者の教 えはすべてこの不変のメ

ッセージを伝 えていますが， それは生 ける

予言者と教会 を通 して，世 の人々に主 と御

父を知 るように勧 めるためです。ひとたび

このことを理解すれば，終 りまで耐え忍ぶ

という決心をする時の助 けとなるでしょう。

神， 自分 自身，家族，教会，そして国家

に対する変わらぬ義務は，私 たちが全力を傾

けて努 力すべき目標のひとつです。そして
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その目標を与 えられたのは主なのです。主

は二一ファイ人に次のように教 えています。

「故 に， われまた天 にまします汝らの父

が完全 なるごとく，汝らもまた完全 となら

んことを。」(皿 二一ファイ12：48〉

繰 り返 しますが，この言葉は，落胆させ

たり義務を放棄 させた りするために与えら

れたのではありません。逆 に，備えをして

恐れることのないようにさせるのがね らい

です。では何のために備えるので しょうか。

それについて，主 は私 たちに 「神の口より
いず

出るすべての言によ りて生」(教 義 と聖約
一
84：44)き ， 心 と勢力と思 いと体力を尽 く

して神 に仕 えるために(教 義 と聖約59：5

参 照)備 えるべ しと何度 も命 じておられま

す。

従順 と奉仕のうちに耐え忍、璽ということ

と，義務の放棄 とは相反するものです。道

をそれず， 歩み続 けること，最後まで持 ち

こたえること，試練にあって も心をぐらつ

かせないこと，辛抱強く耐 え忍ぶ こと，困

難 に耐 えること，苦 しみや悲 しみ，破壊的

な力に負けず，それに打ち勝つことなので

す。

逆境 に遭遇 した時に励ましとなるのは，

私 たちは決 して独 りではないということで

す。主 はジョセフ ・ス ミスにこう言われま
あまた

した。「苦 しみを忍べ。汝は数多の苦 しみを

受 くべければなり。され ど，これ に耐えよ。

見よ， われは汝 と共に在ればな り。誠 に，

われ汝の生涯汝と共 に在 らん。」(教義と聖約

24：8)

ジ ョージ ・Q・ キ ャノンはその著 「福音

の真理 」(Oos勿JT7厩h)の 中 で次のよう

に書いています。「それは私 た ちすべてに

関係がある。私たちは時々大きな苦しみを

受 けるが，私たちが本当に誠実であるかど

うかを見るために試 しを受 ける必要がある

のではないだろうか。そのようにして私 た
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ちは自己の姿， 自己の弱さを知 るようにな

るのである。 しかも主 は私 たちを御存じで

あり，私たちの兄弟妨妹 もまた私 たちを知

っている。

それであるか ら，忍耐 という賜 をいただ

くことは，優 しく快活な態度 を身につ ける

上でも， また，落胆 したり，悪い気持 ちに

負けたり，忍耐心を失 くした りして怒 りっ

ぽくなった りしないようにするためにも大

切なことである。これは，すべての人が持

っべき尊 い賜 である。」(ジ ェレル ド・L・

ニュークヘイス ト編，21198)

もち ろん障害や難関はあります。人は時

として素直さを失 くす こともあります。そ

して， 中には絶望 して，将来への希望 や信

仰 を失 くして しまう人々 もいますが，主の

メッセージはいつも変わ りません。あきら

めてはいけません。なぜなら主が生きてお

られるか らです。主は私たちの救 い主，腰

い主でありザ平和 の君です。人生 に対 する

大 きな自信，永遠の生命への確 かな基は，

主 イエス ・キリス トにあります。ほかに道

はありません。

道はひとっしかありません。私 たちが神

に対 して持っている義務 についての教 えが，

自分 自身や家族，教会，国家 に対 する義務

を決定 します。いささかの動揺 も許 されま
つか

せん。それは，「誰 もよく二人の主に兼ね事

うることを得ず。そは一人を憎みてほかの

一人を愛し
，一人に忠義 をつくしてほかの

一人を見くびるべければなり
。故に，汝ら
あた

は 神 と 富 と に兼 ね 事 う る こ と能 わ ず 」(III二

一 フ ァ イ13：24)と あ る か ら で す
。

ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミ ス 大 管 長 は ，
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その祖父から聞いた言葉を引用してこのよ

うに語っています。「主の領域 と悪魔 の領域

との間 には，はづきりと定 められた境界線

がある。あなたがこのまま主の側にとどま

っているならば，敵 はそれを越えてあなた

を誘惑 しに来ることはできない。主 の側に

いる限 りあなたはまったく安全 なのである。

しかし，…… もしあなたが境界線を越えて

悪魔 の側 に行 くならば，あなたは悪魔の領

域に入ったことにな り，悪魔に支配 される

身 となる。 そこで悪魔はあなたに働 きかけ，

あなたをその境界線からできる限 り遠ざけ

ようとするであろう。悪魔 は，安全 な場所

か ら引き離すことがあなたを滅 ぼす唯一の

手段であることを知 って いるので ある。」

(ジ ョージ ・アルバー ト・スミスによる引

用，Co碗 泥郷6R6ρ07♂ 「大会 報告」1945

年10月 ，p.118)

根 気 強く聖霊 の導 きを求 め，神の戒めに

従って生活することが，永遠の生命 に通じ

るのです。

人は教会 とこの世， また，善 と悪，真理
ご び ゆう

と誤謬 といった，ふたつの力を前にしてい

ることを考 えた場合， これ らの力が全 く違

ったふたつの方向に進んでいるという事実

を知 って，心を乱さないようにするために

は一体 どうすればよいのでしょうか。それ

には両の足 を教会の側において立ち，変わ

る之 となくすべてを捧げるように自分 自身

を備 えることです。

王様 と道化師の古 い話があ ります。ある

日，王様 は道化師にほうびを与 えようと思

いました。 そこで王様は道化師 を呼び，見

事 なつえを差し出 して，こう言 いました。

「自分以上のばかに出くわすまで
， この美

しいつえを持っていて もよいぞ。」

時が経ち，王様は大変重い病気にかか り

ました。そこで王様 はある日， その道化師

を呼んで， 自分が帰 ることのない長 い旅 に
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出ることを話 しました。その時，道化師は

王様 にこのように尋ねました。「ところで王

様は永遠に続 くその旅のために何 か準備 を

なさいましたか。」

王様は，「いや」 と答 えました。'

す ると道化師 は，例のつえを王様 に手渡

して，こう言いました。「王様，もし王様が

永遠の旅 のために何 も準備をしておられな

かったのでしたら， このつえは王様の もの

です。王様は私以上のばかですから。」

私 たちは準備ができているでしょうか。

私たちは最大の誘惑 に立ち向かうために，

自らを備 えているでしょうか。 その誘惑 と

は懐疑心や試練の中で主のみ業 に対する義

務を放棄す ることです。それは他 の義務 を

放棄することにもっなが ります。

ハム レッ トは，絶望 して自滅する寸前の

ところまで きてい た時，「生きるか，死ぬ

か」 という問いを口にしました。(「ハムレ

ッ ト」第3幕 第1場56行)そ のハムレッ ト

の問いを言い換 えてみたいと思います。

兵士 になるか， ならないか。

宣教師 になるか，ならないか。

父親 になるか， ならないか。

それに誠実 になるか，ならないか。

キ リス トの弟子 となるか，ならないか。

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会 には， こ

の問 いに対する答えがあ ります。それは，

私たちは証の力によって，真の弟子，キリ

ス トに従 う者となり，最後 まで忠実でいる

ことができるという，神か ら与えられた答

えです。

私たちの世 の人々に対する証は，イエス

がキ リス トであり，私たちの救い主，贈い

主であること， また，ジ ョセフ ・ス ミスは

この地上 に真理 を回復 した予言者であ り，

この教会 は神 の教会であるというものです。

私 もまたこれらのことを，イエス ・キ リス

トのみ名 によって証致 します。アーメン。
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ふれあい

十二使徒定員会会員

デ ビッ ド・B・ヘ イ ト

一 ユー ヨ ー ク ・フ ィル ハ ー モ ニ ー 交 響 楽 団
一
の有名な指揮者，故アルッロ ・トスカ

ニー二氏は，ワイオミング州の人里離れた

山地に住むある独 り暮 らしの羊飼いから，

短いしわくちゃの手紙を受け取 りました。

「トスカニー二様へ
，私が持っているも

の と言えば， ラジオと古 いバイオ リンのふ

たつだけです。そのラジオの電池 もな くな

りかけてきました。バイオリンは音が狂っ

ていて使えません。そこでお願いがあ りま

す。次の 日曜 日， コンサー トをお始めにな

る前に，「ラ」の音を出していただけません

で しょうか。 ラさえ調律できれば，あとは

自分で調律できますので。 そうすれば，ラ

ジオの電池がなくなっても，バイオ リンを

弾くことができます。」

次の 日曜 日，カーネギーホールで行 なわ

れた全国向けラジオコンサー トの始めに，

トスカニー二氏は こう呼び掛けました。 「ワ

イオミングの山地 にお住まいの聴取者であ

り，友バである方のために， これか らラの

音を弾きます。」そう言って，全員で一斉に

ラの音を響かせたのです。

この羊飼いにはたったひ とつの音があれ

921

ば よかったのです。ほんの少 しの助けを与

えるだけで， そこか ら先は自分で進むこと

ができます。 ひとつの音をだれかに助けて

もらうことで，他の音も簡単に調律するこ

とができたのです。 こうして，調律をすべ

て終 えた孤独 な羊飼いは，心のふれあいと

喜びの源を知 って，心高まる調べを奏でる

ことができたことでしょう。

きょう私は電池が弱 くなり始めたり，調

律の必要 な神の子ら，言い換えれば，主や

主の僕 らの言葉や教えに心を動かされた経

験がありなが ら，この世 の楽しみや営みに

心を奪われて しまった入々に向けてお話 し

たいと思います。そのような方の中には，

教会での意義ある責任にまったく召されな

か ったり，十分な働きの場がなかったりす

る人，また傷つけられたとか心の痛手を受

けたと感 じる人， 自分はふさわしくないと

思 っている人がいるかもしれません。

ほかに， 自分から音を狂わせた人もいま

す。音の高さが狂って，楽譜にはない音を

出しているのです。救い主は，生きるため

の指針をお与えになるとともに，関心 と励

ましを示すための愛の原則を与えて下さい

ました。

「すべて重荷を負うて苦労 している者は，

わたしのもとにきなさい。あなたがたを休

ませてあげよう。

わた しは柔和で心のへりくだった者であ

るから，わた しのくび きを負うて，わたし

に学びなさい。 そうすれば， あなたがたの

魂に休みが与えられるであろう。

わたしのくびきは負いやすく，わた しの

荷は軽いからである。」(マ タイ11：28-30)

主 は 「完全なる者はわたしのもとにきな

さい」 と言っておられるのでも客ければ，

富める者だけ，あるいは貧しい者だけ，健

康な者だけ，罪ゐない者だけ，長く祈る者

だけ，病に苦 しむ者だけ来なさいと言って



おられ るわけでもありません。そうではな

く，次のように言って，すべての入に両手

を広げて呼びかけておられるのです。「すべ

て重荷 を負うて苦労 している者は，わたし

のもとにきなさい。あなたがたを休 ませて

あげよう。」「わたしのくびきは負いやすく，

わたしの荷は軽いからである。」

主がすべての人に説いておられるのは，

神を愛すること，神の子らを愛すること，

神の戒めを守ること，イエスがキ リス トで

あ り神の御子であると信じることです。(1

ヨハネ5：1-3参 照)

救 い主の教えを受け入れてバプテスマを

受けて教会 に入った人の中にも，今その囲

いから出てしまった入がいます。 自分か ら

選んでそうした人もいますが， 多くの場合

私たちの冷淡な態度が 原因しています。

マタイは，イエスが昇天される前に弟子

たちを訪れられた時の様子 を述べています。

弟子たちは主から命 じられた山に集まり，

主を待 っていま した。 そして， 生活の中心

である主を拝 しました。その時，主が間も

なく自分たちから去って行かれることに，

弟子たちは気づきます。主が去 られた後，

彼らはどこへ行けばいいのでしょう。何 を

すればいいので しょう。世に逆 らって生き

る11人 の弟子たちに，主は どのような言葉

を残されるので しょう。

「イエスは彼 らに近づいてきて言われた
，

『わたしは
，天 においても地において も，

いっさいの権威を授けられた。

それゆえに， あなたがたは行 って，すべ

ての国民を弟子 として，父と子 と聖霊 との

名によって，彼 らにバプテスマを施 し，

あなたがたに命 じておいたいっさいのこ

とを守るように教えよ。見よ，わた しは世

の終 りまで，いつ もあなたがたと共にいる ・

のである。』」(マ タイ28：18-20)

この最後の教えで言われているのは， 人
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を見つけてバプテスマを施すだけでなく，

入々を教えよということです。弟子たちが

これから先何をしたらよいかが，はっきり

と示されたわけです。 人々をキリス トに導

き，教 えること， これが弟子たちのなすべ

きことです。 このことはまた，今 日の教会

とその会貝にも言えることです。 人々に主

の戒めを教え，福音の原則を教えなさい。

神 の愛 と，互いに愛し合わなければならな

いことを教えなさい。 みたまによって，愛

をもって教えなさい。.そうする時，人々は

主の戒めに従い，それにそった生活をする

ことができるようになるで しょう。

ひとりたりとも失ってよい人はいません。

すべての入が，主の僕 らを通して主の愛を

感 じられるようにしなければなりません。

福音の教えを全世界の人々に伝 えるには，

バプテスマを受 けたすべての人々の活発な

参加が必要であることを，主は御存じでし

た。一部の人々の働きではなく，すべての

人の働 きが必要なのです。

キ リス トの時代にはユダヤ人社会の中に

はっきりとした境界線が引かれていました。

しか し，救い主 にはそんな境界線はなく，

取税人や罪人とも自由に交われました。こ

のことは，罪人を自分の家に招き入れよう

としないパ リサ イ人たちの激しい反感を買

うもととなったのです。

キ リス トはパ リサイ人のそうした心の狭

さを叱責 して言われました。 「丈夫な 入に

は医者はいらない。 いるのは病 人である。」

(マ タイ9二12)

イ エ スが罪人と交わ り， 食事を共 にする

ことを，パリサイ人は非難 しましたが，イ

エスは御 自分のやり方が間違っていないこ

とを示され，悔い改めた罪人に対する神の

愛の深さと，ひ とりの罪人が悔 い改めた時

に天にある喜びについて， はっきりと教え

られました。
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救い主はこう問うて おられ ます。「ある

人に百匹の羊があ り，その中の一匹が迷い

出たとすれば，九十九匹を山に残 しておい

て，その迷 い出ている羊を捜 しに出かけな

いであろうか。

もしそれを見つけたなら， よく聞きなさ

い，迷わないでいる九十九匹のためよりも，

むしろその一匹のために喜、ζミであろう。

そのように， これらの小さい者のひとり

が滅びることは，天にいますあなたがたの

父のみこころではない。」(マ タイ18：12-

14)

続 け て言われました。 「家 に帰 ってきて

友人や隣 り人を呼び集め，『わ た しと一 緒

に喜んで ください。いなくなった羊を見っ

けましたから』と言うであろう。 よく聞き

なさい。それ と同じように，罪人がひとり

でも悔 い改めるなら，悔改めを必要としな

い九十九人の正しい人のためにもまさる大

きいよろこびが，天にあるであろう。」(ル

カ15：6-7)

不 活発から立ち直ったマイケル ・ダフィ

ーは次のように述べて い ます
。 「私 は彼 ら

がモルモン教会の者だということ以外，彼
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らの名前 も，話 もまったく気に留めません

でした。 どのようにしてか，私がモルモン

だったことを見つけ出した彼 らは，ホーム

ティーチ ャーとして訪問 してもよいかどう

か と聞いてきました。何せ，16年 間 も教会

に行っていなかったものですから。一

その時なぜ 『どうぞ』 と答えたのか，よ

くわかりません。いろんなことがあって人

生に何か物足 りなさを感 じていたのです。

以前，モルモ ンの家族の隣に住んでいたこ

とがあります。私たちは教会へ行きません

で したが，私の心にはいつ もふたりの息子

がまだ祝福を受けていないことと，一度も

教会に行 ったことが ないことが浮かんでく

るので した。

妻はモルモンではあ りませんで した。 ク

リスチャンではなかったのです。妻も何か

満たされないものを感 じていました。

間 もなくホームテ ィーチャーか らの連絡

が入 り，定期的な訪問が始 まりました。 こ

れが契機 となって何 カ月にもわたる変化の

日々が訪れ，私たち家族は永遠に向かって

変わ り始めたのです。

やがて私は神権会に出席し始めました。

始めのうちは時折 出かける程度で したが，

だんだんと毎週出席するようにな りました。

そして知恵の言葉の問題もやっと克服する

ことができました。5歳 の一番上の息子が

日曜学校に参加するようにな りました。 ま

た，什分の一 も少しですが納め始めました。

妻は私 をいろいろ助けてくれましたが， ま

だ教会には関心がないようで した。

そのようなある 日，、玄・たりの宣教師が私

たちの家を訪れました。それから数 カ月後，

長老に聖任されたばか りの私は， 自分の手

で妻にバプテスマを施 し，教会員に確認し

たのです。 その後私たちはワシン トン神殿

で家族の結び固めを受けました。」

彼は続けて話 しました。「これ までの い



ろいろな状態を思 うにつけ，私は監督会や

長老定員会の会長会をはじめ多くの兄弟姉

妹の愛と祈 り， 温かい援助の手を心 にしみ

じみと感 じます。

このように不 活発会員に熱心な働きかけ

をしているワー ド部に属 していたなんて，

私たちは本当に祝福されていたと思います。

長老定員会の会長(今 は私がその責任をい

ただいていますが)が ，活発化を特に心が

けて下さったこと， またステーキ部長会の

方々までが私たちに個 人的な関心 を向けて

下さったことを，うれ しく思 っています。」

予言者エゼキエルはこう警告しています。

「あなたがたは……群れを養わない。

あなたがたは弱った者を強 くせず，病ん

でいる者をいやさず，傷ついた者をつつま

ず，迷い出た者を引き返らせず……」(エ ゼ

キエル34：3-4)

ロサ ンゼルス空港まで，ある多忙なラジ

オ放送局の方と車を走 らせた時のことです。

私は，このアダムソンという名の兄弟 もそ

の奥さんも教会員の家庭 に生まれなが ら，

一度 も教会に出席したことがないことを知

りました。パーテ ィーなどのおつき合いや

週末の娯楽， それに忙 しい仕事から逃れて

旅行をすること，これらが彼らの生活でし

た。

結婚8年 ，3人 の子供 に恵まれて生活し

ていた彼らは， 自分たちの生活 を考 え直し

始 めなが らも，取 り立てて何もしませんで

した。

何組ものホームティーチャーが訪れては

去 っていきました。そしてまた新しいホー

ムティーチャーがや って来ました。今度 は

本物の羊飼いで した。 やがてこの新 しいホ

ームティーチャーは
，彼 に一度教会 に来る

よう勧めました。 しかし，アダムソン兄弟

は，タバコやアルコールをやめることはで

きないと答えま した。知恵の言葉は守らな
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いという彼の決意は固いものでした。 そし

て，その ことで教会が受け入れて.くれない

のな ら，それで結構 と言うのです。ホーム

ティーチャーは答えました。 「よくわか りま

した。では私がお迎えにあが りましょう。」1

日曜 日， アダムソン兄弟は教会に出席 し

ました。 タバコの臭いのしみついた自分を

嫌 ってだれか逃 げ出すのではないか と思っ

ていました。でも何も起こりませんでした。

「集会の祈 りや責任を頼んでくるだろう
」

と思っていましたが，やはり何 も起こりま

せんでした。

ホームティーチャーは 日曜 日の朝に彼に

電話を入れ ませんでした。彼に行かない言

い訳を言わせる機会を与えないようにする

ためです。直接家に行って， 「準備はよろし

いですか」 と声をかけるのです。 こうして，

1年 以上 もホームティーチャーは毎週迎え

に寄 りました。

アダムソン兄弟は家族で 「奇しきみわざ」

を読み始めていました。 その本を通して，

教会には知恵の言葉だけではな く，ほかに

もいろいろな教 えがあることを知 りました。

そして 自分の生 き方に関することを もっと

聞きたいと思うようになったのです。(ま た，

自分が知 恵の言葉を守っていないので，教

会は自分 に何も与えてくれないのだと感じ

ていました)

間 もなく，この夫婦はこの教会が恐れの

教会ではなく，愛の教会だということがわ

か りました。彼 らは救い主と天父の使命に

ついて， また悔い改めについで学びました。

そうすると， 自分たちが生まれた時か ら属

していたこの教会の ことを誇りに感じるよ

うにな り，知 恵の言葉がそれほど深刻な問

題ではなくなってきたのです。彼は習慣を

改めるのにそれほど苦しい思いをしなくて

すみました。 こうレて，数 ある福音の原則

が今では彼らの生活の大切 な部分となって
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いるのです。

アダムソン兄弟は言って います。「気 が

つ くと私は私たちの新 しい礼拝堂 を建 てる

ための働きかけをしていました。 そして，

ある 日，私は監督 にこう耳打ちしました。

『もう大丈夫です。頼 まれればお祈 りもで

きます』と。」

救い主はペテロにこう教えられました。

「あなたが立ち直ったときには
，兄弟たち

を力づけてやりなさい。」(ル カ22：32〉

教会員は教会の加護の下に置かれます。

すなわち，正 しい道を歩めるよう見守 られ，

導かれ，その名を書き留め られ，養いが与

えられるのです。(モ ロナイ6：4参 照)

アイダホのある小さなモルモンの町 に，

生まれてこの方ずっとモルモンという老夫

婦が住んでいました。 夫86歳 ，妻84歳 で，

夫はいまだアロン神権の祭司でした。教会

に関心を向けないこの老夫婦のことを聞い

た新 しいホームティーチャーは，彼らに訪

問して もよいか と尋ねました。

この老夫婦 は心にかけて くれる人がいる

ことを知って大喜 びでした。 ホームティー

チャーが福音の原則を説くと，ふたりはよ

く聞いてくれ ました。 こうして86歳 の この

祭司は長老となり，妻と共に神殿に入り，

この世 と永遠 にわたって結婚 をする機会に

恵まれたのでした。

もしも思いや りの深いホームテ ィーチャ

ーがこの家庭 を訪問していなかったら
，彼

らは恐らく福音の本質とも言える数々の祝

福 を受けずに世を去ったことでしょう。 も

し心あるホームテ ィーチャーがずっと前に

現われていたなら，この老夫婦の子供たち

が巣立つ前から， 彼らに手を差 し伸べるこ

とができたでしょう。 でもこうしてホーム

テ ィーチャーが最後に勇気を出して訪問し

てくれたことを， ふた りは心か ら感謝 して

いました。

真の教 えからそれてしまった人々という

のは，心に何かむなしいものを感じている

ものです。そうした人の心には，わずかな

が らも真理がまだ息づいています。名声や

富， この世的な快楽は，真理 に取 って代わ

ることはできないのです。

救い主は弟子たちの真ん中に幼 な子を立

たせて，幼な子のようにならなくては天の

王国に入ることはできない， と教 えられま

した。主はこう言われ てい ます。「人の子

は，滅びる者を救 うためにきたのである。」

(マ タイ18：11)ま た，すべての罪人に悔

い改めをさせるために来たのです。

マイケル ・ウイアーは次のように言って



います。

「私は結婚に失敗しました
。私の生活は

教会の教えとは正反対の ものでした。私は

不活発な会員でした。教会に戻るカ もない

と思っていました。私は事業で成功 し，高

級車を乗 り回わし，ぜいたくな服 を着ると

い った，世の人が追い求めているすべての

ものを持っていました。

ところがある 日，同僚がケン ・ウィーラ

ー という人物を雇 ったのです。私は彼の振

る舞いか ら，モルモンだ とわか りました。

私たちは親しくなり，私は彼 に教会に誘わ

れ ました。行ってみようかなと思 ってはみ

ましたが， 自分がふさわしくないことを知っ

ていました。それで彼か ら誘いを受けるた

び に断わっていました。内心は教会に戻 り

たいと思 ったのですが，その勇気がなかっ

たのです。

.あ る晩， アパー トに独 りでいると，私は

何 ともわびしくなり，とりとめ もなく涙が

こぼれました。私は主に祈 り，助 けを求め

ました。翌 日，ケンは私 に何かを感 じたの

でしょう。 どうしているかと声をかけてく

れ ました。 彼は私の肩に手をかけると， こ

う言いました。『主は今 もあなたのことを愛

しておられます。 そしてこの私 も。家にお

戻 りになったらどうですか。』これこそ私 の

祈 りの答えでした。昨夜求めた主の助けだ

ったのです。

私は家 に帰りました。初めのうちは落ち

着 きませんでしたが，みんなの心遣いを感

じて，だんだん と心が和んできま した。今

は もう，高級車を乗 り回していません し，

ぜいた くな服も身につけていません。それ

なのに，今の方がずっと裕福だと感じてい

ます。」

彼は続けて語 ってい ます。「一度 道 を踏

みはず して しまうと，立ち戻 りたいという

思いが強くあるのに，その一歩が踏み 出せ
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ないのです。 彼らは証を失って しまったの

ではありません。 自信をなくしているだけ

です。」

道をそれた人には友人が必要です。 しか

も羊飼いであられる主を知っている友人が

必要 なのです。教義 的な理由で教会 に来な

くなる人はめったにいません。彼らは心か

らの愛や親しみのある応対を待っています。
いや

そ して心の傷や疑いの心を癒 そうとしてい

るのです。

二一フ ァイはこう証 してい ます。「主な

る神は決 して暗い ことを為 したまわない。

主なる神は世のためになることでなけれ

ば何事 もなしたまわない。あらゆる人を自

分のところへ引きよせるために， 自分の命

をぎせいになさるほど深 く世の人を愛した

もう。一

主なる神が…… 『世界の隅々に至 る一切

の 人々よ。われにきて……』と仰せ になる。

また，神が これ までに神の与えたもう救

いにあずかってはならないと仰せになった

ことがあるか。ごらん，そうではないので

あって，かえってその救いを無料で万人に

与 えたまい， その上 に悔 改め をあ らゆ る

人にすすめよとその民に言いたもう。」(II

二一 ファイ26：23-25，27)

私 た ちは主の民です。神は私たちに，調

律の必要な人を見づけ出し，教え，正 しい

音が取 り戻せ るようにすることを期待 して

おられます。私たちがキリス トの純粋な愛

に導かれて， そのような人のために正 しい

「ラ」の音を響かせることができますよう

に。

神は生きておられます。イエスはキリス

トです。 これはまさに主のみ業です。 これ

らをイエス ・キリス トのみ名によって申し

上げます。アーメン。
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私 たちの時代 の予 言者，

ジ ョセフ・ス ミス

十二使徒定員会会長

エズラ・タフト・ベンソン

私 は今朝諭 の世の人々に与えられた近
代の予言者の召しと使命についてお話

してみたいと思います。

ジョセフ ・ス ミスが神の予言者であるこ

と， また彼がモルモン経が世に出ると宣言

したのは，1823年 か ら1827年 に かけて天使

の訪れを受 けていたか らであるという主張

が，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員

の信仰の基になっていることはよく知 られ

ているところです。

この主張を聞いて，現代 の世 の中に天使

が地上を訪れるなどというばかげたことは

ないと反論する人々 もいます。

聖書の中には，神は4千 年以上 もの間，

啓示 によって，また必要な時には天使の導

きを通して，御 官身の教会 の業を導かれた

ということが載せ られています。 ヨハネは

イエス ・キ リス トの再臨に至るまでの末 日

の状態を述べた新約聖書の言葉の中で，主

の再臨の前に，神の裁 きの時が迫っている

という警告が世 の人々に与えられると予言

しました。 その警告は 「永遠の福音」 を宣

言する天使によって もたらされるはずでし

た。 ヨハネの言葉 を読 んでみましょう。
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みつかい
「わたしは

， もうひとりの御使が中空 を飛

ぶのを見た。彼は地に住む者，すなわ ち，
の

あらゆる国民，部族，国語，民族に宣べ伝

えるために，永遠の福音をたずさえてきて，

大声で言った，『神をおそれ，神 に栄光を帰

せよ。神のさばきの時がきたからであ る。

天 と地 と海 と水の源とを造 られたかたを，

伏 し拝め』。」(黙 示14：6-7)

黙示 者ヨハネの証を受け入れる人な ら，

新たな啓示，天のみ使いの訪れを待ち望ん

で当然です。

私たちは，この天のみ使いが19世 紀の初

頭，予言者 ジョセフ ・ス ミスに現われたこ

とを厳粛に証 します。神か ら遣わされた天

使が1私 たちの時代 にひとりの予言者に姿

を現わ したというこの宣言は，新約聖書 に

ある予言と完全 に符合するものであり，熱

心に真理を探し求めているすべての人の心

を引きつけるに違いありません。

主は，御 自身の再臨の前の末 日には真実

の予言者と偽 りの予言者の両方が出て くる

と言われた。 そのことを考えますと， 「ジ

ョセフ ・ス ミスは神 に代わ って話したのだ

ろうか，本当の予言者だったのだろうか」

とい う問 いが重 要な意 味 を 持 ってきま

す。

私はきょう，現代の予言者としての ジョ

セフ ・スミスの使命を裏づける幾つかの証

拠を挙げてみたいと思 っています。全能の

神の代弁者であるというジ ョセフ ・スミス

の断言を裏づける最 もはっきりとした証拠

は，神聖な書，モルモン経を世 に出 したこ

とです。

モルモン経は古代 アメリカ大陸の住民の

記録であ り，イエス ・キ リス トがエルサ レ

ムで天 に昇 られた後， この大陸の人々を訪

れ，教 えと導きを施されたことを記したも

のです。この記録が書かれた最 も大切な 目

的は，後の代の人々に，イエスがキ リス ト



にして神の御子 であるということを信 じさ

せることにあります。 したが ってモルモン

経は， イエス ・キリス トの神性 について聖

書 と対 をなす証 人であると言うことができ

るでしょう。

ジ ョセフ ・ス ミスはこの古代の記録 を，

ヨハネが予言した通 りに，天のみ使いから

授けられました。ジ ョセフに現われたこの

天使は，古代の記録が どこにあるかを教 え

ました。 その記録は金属の板に刻んだもの

であり，石の箱 に入れて土の中に埋めてあ

りました。時至 ってこの若い予言者はその

金属板 と，それを翻訳するための道具を与

えられました。そしてその記録は神聖な書

物として世 に出されました。

また， ヨハネの証 にもあ ったように， こ

の書物の中には 「永遠の福音」が載せ られ

ています。 そして今，宣教師によって世の

人々に宣べ伝 えられているのです。

モルモン経の起源 に関するこの私たちの

証が確 かな ものか どうかを試 してみていた

だきたいと思 います。 モルモン経を読み，

今話 した事柄が真実か どうかを天父に尋ね
しん し

るのです。 あなたの思いが真摯なものであ

るなら，私たちの証が真実であるという聖

霊 による確認を受 けることができると約束

します。数 多くの正直でまじめな人々が，

その確認が神か ら与え られたものであるこ

とを知 っていると証 しています。

真の予言者は，神か ら託されたメッセー

ジを宣言するという明確 な特徴を持 ってい

ます。真の予言者は，神か ら託されたメッ

セージに対 して言い訳をしたり，あざけり

や迫害につながる反動 を恐れた りはしませ

ん。

ジ ョセフ ・ス ミスは年若い頃から真理 を

探求 していま した。既成の諸教会の間の混

乱に直面して，彼はどの教会が正 しいかを

神 に尋ねることにしました。 その祈 りに答
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えて， まばゆ い光の柱が現われたと書かれ

ています。彼の言葉を読んでみましょう。
とどま「その光が私の上に留 った時

，私は筆紙に

尽し難い輝きと栄光 とを肴ちたもう二人の

御方が私の真上の空中に立ちたもうのを見

た。 そしてその中のお一 人が私に言葉 をか

けて私の名を呼びたまい，他のお一人を指

して 『こはわが愛子な り，彼に聞け』 と仰

せられた。J(ジ ョセフ ・スミス2：17)

ジ ョセフは2番 目の御方，すなわちイエ

ス ・キ リス トに， どのキリス ト教派が正し

いかを尋ねました。そして， どの教派も間

違 っているから， そのいずれにも加入 して

はならない と言われたのです。

ある人々は彼の証をひどく非難し，偽 り
あお

の話を作 り上げ，彼に対する迫害 を煽 り立

て始めました。若い予 言者は古代の使徒パ

ウロと同じように，決 して 自分の証を否定

することな く，次のように言って貰き通し

ました。

「私は示現を受けたのであるからそれが事

実 であるのを身を以て知 っている。私は，

神がそれを知 りたもうことを知っている。

私 はそれを打 ち消すことはできなかった。
あえ

また敢 て打ち消そうともしなかった。私は

少くとも，本 当にあったことを打 ち消すな

らば神 の怒 りを受 けて罪の宣告を受けるこ

とを知 っている」(ジ ョセフ・スミス2：25〉

真 実の予 言者かどうかを判断する最後の

試金石 は，主のみ名によって語ったその言

葉が成就するか どうかという点です。主は

この基準 について，モーセに次のように説

明しています。

「もし預言者があって
，主の名によって語

っても，その言葉が成就せず，またその事

が起 らない時は，それは主が語 られた言葉

ではな く，その預 言者がほ しいままに語っ

たのである。」(申命18：22)

ジ ョセフ ・ス ミスの予言で，この試金石
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を用いることのできるものが数 多く記録と

して残されています。ふたつの例を見てみ

ましよう。

1832年 ， ジョセフ ・スミスは，間 もなく

内戦によって北部諸州 と南部諸州が分裂 し，

また，この戦いを期に世 界中に戦争が広が

り，ついにはすべての国を巻 き込み， 多く

の人々の死と苦難 を見るようになると予言

しました。特 に，彼はこの悲惨な南北戦争

がサウス ・カロライナの反乱 に始 まると言

いました。(教 義 と聖 約87章)こ の予言が

公 にされたのは1851年 の ことです。

この国の学校の生徒 ならだれでも知 って

いるように，南北戦争はサウス ・カロライ

ナ州の連邦脱退 という形で始 まりました。

そして他の諸州がそれに続いたのです。 リ

ンカーンがサウス ・カロライナのサムター

要塞の合衆国軍に物資補給を行なったのを

期に，南部連合軍がサムター要塞への砲撃

の火ぶたを切 ったのです。1861年 のこの運命

の 日に始まって，世界の人々は戦争による死

と苦 しみに見舞われてきました。

予言者 ジョセフ ・ス ミスは合衆国を流血

の闘争か ら救いたいと念じていました。彼

は奴隷制度の非道さを認め，それを廃止 し，

奴隷所有者には国有地売却金の中から補償

するという案の採択を合衆 国議会 に強く働

きかけました。しか し，その案は結局取 り

入れられることなく，南北戦争では50万 近

くの死者を出したのです。

もうひとつ，ある人に向けて宣言された

特筆すべき予言があります。 それは， ジョ

セフ ・スミスが数人の人々の前で， スティ

ーブ ン・A・ ダグラスという若い判事 に語

ったものです。 こう記されています。

「判事
，あなたは合衆国大統領になりたい

と考えるようになるで しょう。ただ， もし

私や末 日聖徒 に対してその手を挙げるよう

なことがあるなら，あなたは全能者のみ手
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が重 くのしかかるのを感ずることになりま

す。 そして，私があなたに証したことが真

実であることを，その 目で見ることでしょ

う。 それは，きょうのこの話 し合いのこと

が生涯あなたの頭 にこび りついて離れ るこ

とがないからです。」(H魏oη げ 読召Ch郷6h

「教 会歴史」5：394)

事 実，スティーブン・A・ ダグラスは合衆

国大統領の座 に野心を抱きました。そして，

彼は教会を擁護することもできたのですが，

1857年 の政 治演説の中で，教会を 「思慮分

別 を備 えた大 多数の人々の中に存在する，
い びようそ、りいとわしく

，かつ，忌まわしい病巣」であ

るとして，激しく非難攻撃し，教会を排除

するようにと議会 に働 きかけたのです。

大統領最有力候補 としてダグラスを挙げ

る人々 もいましたが，選挙の結果 は，選挙

人得票でわずかに12票 を得たにとどま り，

人知れぬ開拓地から身を起 こしたアブラハ
きっ

ム ・リンカーンに敗北を喫 しました。

その選挙が終わってから1年 ，ダグラス

はまだまだこれか らという時期 に，失意の

内にこの世を去 りました。

主御 自身が，真の予言者かどうかを見極

めるために，定め られた試金石が， もうひ

とつあります。 その規準はつまり， 「あな

たがたはその実によって彼 らを見わけるの

である」(マタイ7：20)と いうものです。

ジョセフ・スミスの教えが結んだ「実」を幾つ

か考えてみて下さい。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会はその会

員か らの什分の一や捧げ物 によって，貧 し

い人，助けを必要 としている人々の世話を

しています。末 日聖徒 は 「わたしの兄弟で

あるこれ らの最 も小さい者のひ とりにした

のは，すなわち，わたしにしたのである」(マ

タイ25：40)と い う救 い主の言葉を厳粛 に

受 けとめています。

予言者 ジョセフ ・スミスは，女性独 自の



組織ができるまで教会が完全 に組織された

とは言えないと語 りました。 そして1842年 ，

彼は扶助協会を組織 しました。これは現在，

世界最大の婦人組織 となっています。

ユタ州は，婦人に選挙権を初めて与 えた

州のひとつです。

今朝の話にもあ りましたが，この教会は

伝道の教会です。 イエスは再臨の前に起こ

るひとつの時の しるしについて語 られまし

た。それは，王国の福音が，すべての国民

への証 として，全世界に宣べ伝えられると

いうものです。(マ タイ24：14参 照 〉

伝道という奉仕 の業がすべての若い男性，

そして多くの夫婦 に求められています。訓

練 は家庭の中で始まり，教会 の責任の中で

さらに鍛 えられていき ます。若人への神権

者としての訓練は12歳 の時に始 まり，生涯

を通 して続けられます。 また教会が運営す

る訓練センターがありますが，そこで宣教

師たちは，それぞれの国の言葉で福音を宣

べ伝 えるための教育 と訓練を受けます。

訓練の効果のほ どは どの ような ものなの

で しょうか。最初の100万 人 を改宗するま

では117年 を要しました。それから200万

人 に達するまでは16年 ，そして200万 か ら

300万 になるまでは9年 ，300万か ら400万

までは6年 ，400万 か ら500万 ま ではわずか

3年 で した。

この20年 足らずの間に，300万 の人が教会

に加 入しているのです。現在，世界71力 国

で3万 人の宣教師が働 いています。多くの

宣教師が 自分の時間を捧げ， 自費で， ある

いは家族の援助を受けながら奉仕 していま

す。ジ ョセフ ・ス ミスを初 め，その後を継

いだ人々 も，すべての教会員に教育の大切

さを強調 してきました。それは注目すべき

幾つかの成果 となって表われています。

カソフォルニア大学の学長を務 めたクラ

ーク ・カー博士はこのように言っています。

聖徒 の道/1982年4月 号

「ユタ州は教育 に関して
，国内的にも，ま ・

た国際的に見ても，傑出した位置にあ りま

す。……

ユタ州の3歳 か ら34歳 までの人々の就学

率 は，合衆国で最高の ものです。

年齢層別の就学率 を見て も，16歳 から17

歳 の層を除いて，皆最高の数字を示 してい

ます。……

また，25歳 以上の人々の平均就学年数に

おいて も，やはり最高です。 ……

総合的に見て，ユタは教育振興，指導者

層の厚さという面で他の範 となってきまし

た。」("NewAreasforLeadership"1974

U勉 ∂6鴬勿(ゾU如hCo窺 吻6n66窺 θ窺 ∠44-

4名6ss『リーダーシップの新分野』1974年 度

ユタ大学学位授与式における講演」pp，2-

4， ユタ大学発行)

ジ ョセフ ・ス ミスに与えられた啓示の内，，

科学的な吟味の余地を持つ ものとしては，

知恵の言葉 として知 られる，ある種の飲食

物を禁 じた健康の律法があります。1833年

に与えられた啓示の中で，教会員はコーヒ

ー
，茶，タバコ，すべてのアルコール性飲

料を口にしないようにと教 えられました。

この戒めに従う，人には，「そのへそに健康

を受 けその骨に髄を受けん」という約束が
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与えられています。(教義 と聖約89=18)

これ まで末 日聖徒を対象 に，幾 多の科学

的な調査が行なわれてきました。そのひ と
カごん り カトん

つの調査は，ユタ州の末 日聖徒 の肺癌罹患

者数は，合衆国全体の平均 と比較 して65パ

ーセント以下，心臓疾患については35パ ー

セ ント以下という数字 を報告 しています。

(C伽 πh〈 セ須μs「チャーチ ・ニューズ」19

79年6月23日 ，pp.5，10参 照)

州 の総人口に対するモルモンの比率が2

パ ーセ ント以下 という，1カリフォルニアで

行なわれた研究では，末 日聖徒でもある，

カリフォルニ ア大学 ロサ ンゼ ルス校 のジ

ェームズ ・エンス トローム博士がさらに驚

くべき報告 をしています。エ ンス トローム

博士の調査 によると，カ リフ ォルニアでの
がん り かん

モルモンの肺癌罹患率は全国平均値よりも
がん

75パ ー セント，癌全体 については45パ ーセ

ントも低いというのです。彼はその研究調

査のまとめの中で，「モルモンが健康 のために

なる，価値あることを行なっているのは確

かです」と言 って います。(ビ ル ・デビッ

ドソンによる引用"WhatCanWεLeam

AboutHealthfromtheMormonsP"

施 郷めC耽 」θ『健康 に関してモルモンから

何を学ぶか』「ファミリー ・サークル」1976

年1月 号，p.82)

ジ ョセフ ・ス ミスが知恵の言葉の啓示を

受 けたのは1833年 の ことでした。そして今

日，医学がこの啓示の中にある知恵の確か

さを立証 しているのです。

そうです，確かに 「あなたがたはその実

によって彼 らを見わける」 のです。(マタイ

7：20)ジ ョセフ ・ス ミスの教えが結んだ
せん さく

実は150年 以 上にわたる詮索，批判，迫害 に

耐え抜いてきました。 このメッセージ， こ

の教会，この民は彼の証 と働 きが真実であ

ることを証するものとして，変わらず立ち

続けています。昔の予言者たちが 自分の故
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郷 で敬われるどころか，迫害 され，殺され

たように，ジ ョセフ ・1スミスも人々にあざ

、けられ，殉教の死を遂げました。

ジ ョセフ ・ス ミスは神か ら遣わされた予

言者 だったのでしょうか。確かにそうです。

私たちは断固としてそのことを宣言します。
「彼は神 とその民の眼前に偉大なる生涯を

送 り，偉大 なる死を遂げたり。而 して，昔

主の聖任 したまいし者らのほとんどすべて
しか

が然ありし如 く，彼の使命と事業 とを己が

血を以て結び固めたり。」(教義と聖約35：3)

私 は皆さんに，神が再び天からみ言葉を

語られたこと，そして，父なる神 とその御

子 イエス ・キリス トの訪れは，イエス ・キ

リス トの復活以来の，この世 における最 も

偉大な出来事であることを証 します。神 は

生きておられます。 イエスはキリス トであ

り，世の贈い主です。キ リス ト教界の多く

の人が言う，偉大ではあるが，単なる道徳

の教 師というような御方ではあ りません。

人類の救い主であり， まさに神の御子なの

です。

ジョセフ ・スミスは生ける神の予言者で

あ り，かつてこの地上に生きた予言者の中

で最 も傑 出したひとりであることを証 しま

す。彼は神のみ手の器 として， この神権 時

代 の開幕を告げました。これはす べての神権

時代の中で最 も偉大な時であり，主の再臨

に備えるための， まさに最後の神権時代な

のです。

現在，私たちはこの教会の長として，生

ける神 の予言老を頂いています。 この予言

者こそが天父のプログラムを推 し進め，神

の子 らに祝福 をもたらすために必要な，す

べての権能を有 しているのです。』

神が生きておられるように，私はこれら

の ことが真実であると知っています。 そし

て皆さんにこれらの証 を残 します。イエス・

キリス トのみ名によって， アーメン。



予言者に従 う

十二使徒評議員会会員

マー ク・E・ピー ター セン

フ エザース トン兄弟の祈 りの中にもあり
ましたが，末 日聖徒が愛唱する讃美歌

のひとつ に，教会の大管長のための祈 りの

歌があ ります。フェザース トーン兄弟が読

まれたこの素晴 らしい主題の歌は全世界の

集会で歌われています。 また，私たちの思

いはみなこの歌詞と同じだと思います。

恵みたまえ 予言者を

かれ，年経て 老いるも

喜び もて 明るく

輝きつつ 変 らず
い

在ますように 祈 らん

予言者のため 祈らん
み ち

日ごと福音を 教えて

われらのため 導く力

かれに 与えて

みわざ強く させたまえ

(讃 美歌259番)

この教会で，スペ ンサー ・W・ キンボー

ル大管長ほどに愛されている人が，ほか に

だれかいるでしょうか。世界中の教会員が

彼のために祈 りを捧げています。 そのよう

聖 徒の道/1982年4月 号

な人がほかにだれかいるでしょうか。

しかし，キンボール大管長は多くの聖徒

から愛 され，敬 われる だけでな く， 自分

自身も聖徒たちを愛 し，尊敬 しています。

また聖徒 たちのために祈 り， 固い決意の下，

飽くなき努力をしています。彼はキ リス ト

のような優 しさを備 え， 自分にして欲 しい

と思 うような態度で，すべての人に接する

人です。

主 は彼に副管長 として，聡明で偉大な人

人を与え られました。N・ エル ドン ・タ，ナ

ー副管長
，マ リオン ・G・ ロムニー副管長，

そして，新たに召された，ゴー ドン ・IB・

ヒンクレー副管長がその人々です。 ヒンク

レー副管長は どこをとってもまさに神の人

であ り，深い知 恵，力強さ，雄 々しい信 仰

を備え，その堅忍不抜の精神はジブラルタ

ルにそび える岩山のようです。

この三 人は献身ぶ りにおいて大管長 と変

わるところがなく，常にすべてを主のみ業

に捧げ，大管長を支え，あらゆる問題に対

し，愛と深い知恵をもって補佐しています。

大管長会は教会のひとつの定員会であ り，

聖きみたまの力の下，完全に一致して働き，

・聖徒 たちに霊感あふれる導きを与えていま

す。

大管長会は教会の管理評議会でもあ りま

す。教会のすべてを管理 しています。 また，

この神権 時代のすべての鍵，権能，賜，祝

福を有 しています。

大管長は管理大祭司です。 副管長は大管

長から委任を受け，神の力によって地上 に

組織されたこの最高位の定貝会の職務を遂

行 し，大管長 と共 に管理の業を行ないます。

大管長会の4人 はそれぞれに，主イエス ・

キリス トの使徒 であ り，予言者，聖見者，

啓示を受 くる者でもあります。

神権の系統の中で， その次 に位置するの

が十二使徒評議員会です。十二使徒評議員
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会の会員たちにも神聖な鍵が与えられてい

ますが，それらの鍵 をすべて行使できるの

は大管長だけです。 その特権が与えられる

のは，地上で一時代 にひとりの人だけだか

らです。十二使徒 もまた大管長の委任の下

に働 きます。彼 らは大管長から責任 を受け，

全力を尽くしてそれ を果たします。

この現代の教会に使徒 を初めとする予言

者を置かれたのは， ほかならぬ主御 自身で

す。 ですか ら，予言者，聖見者，啓示を受

くる者 として，大管長会，十二使徒会を支

持する時の挙手は，決 して無意味なもので

ありません。彼らは神によって選ばれ，権

能を持つ者から正 しく手を按かれ，聖任と

任命を受けたのです。

彼らは，使徒パウロがヘブル人への手紙

で言ったのと同じ方法で， アロンのように，

神から召されました。(ヘ ブル5：4参 照)

彼 らは啓示 を通 して任命され，他の生ける

予言者から聖任 を受 け，主 イエスのみ名に

よって行なうためのすべての権能を託され

ています。

神は私たちの偉大な指導者を通 して語 り，

そのみ言葉 によって，御 自分の民を導いて

おられ ます。「わが声にて言わるるも，僕ら

の声にて言わるるもみな一つなり。」(教 義

と聖約1：38)こ れ は主御 自身のみ言葉で

す。

確かに神の生ける代弁者であり，地上の

管理大祭司である大管長は，予言者 ジョセ

フ ・ス ミスと同じように，神聖な賜 を付与

されています。大管長はジョセフ ・スミス
い はつ

の衣鉢を継いで，この神聖 な職 にあるので

す。

大管長は聖任 されて，すべての鍵，賜，

神権 の権能 を持 っていますが，それらは，

この末 日に再び教会が建て られた時に，聖

なる天使から予言者 ジョセフ ・スミスに与

えられたものです。
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教 会 の大管長はそのすべてを有しています。

この最後の神権時代のみ業は，他の方法

をもって推 し進めることはできません。 ジ

ョセフ ・スミスがこれらの力をすべて墓の

中に持って行ってしまった としたら，どの

ようなことになっていたで しょうか。神は

正しい方法で権能を受けた人を通してしか

働きをなされません。 ですから主のみ業は

止んで しまったでしょう。

皆 さんは昔アモスが，主はその僕である

予言者によらないでは，何事 もなされない

と言 ったのを御存じでしょう。(ア モス3：

7参 照)ま た，神が神聖な権能 も，主のみ

名によって語 り，行なう権能も与えずに，

予言者を地上に遣わされたことがあったで

しようか。

古代のキ リス トの教会に予言者や使徒 を

置かれたのは，救い主御 自身ではなかった

でしょうか。彼 らが召され，聖任されたの

は，「聖徒たちをととのえて奉仕のわざをさ

せ，キ リス トのからだを建てさせ」るため

ではなかったでしょうか。(エ ペソ4：12)

パ ウ ロが言ったように，救い主が隅のか

しら石であり，彼らが真の教会の土台だっ

たのではなかったでしょうか。(エ ペソ2：

20参 照)

彼 らは 「わたしたちすべての者が，神の

子を信じる信仰のr致 と彼を知る知識の一

致とに到達 し，全き人となり，ついに， キ

リス トの満ちみちた徳の高さに」至るまで，

教会 に存在 し続けるのではなか ったでしょ

うか。(エ ペ ソ4：13)

また，私たちが 「もはや子供ではないの

で，……様々な教の風に吹きまわされた り，

もてあそばれたりすることが」ないという

状態 になれるように，存在 し続けるはずで

はなかったでしょうか。(エ ペソ4：14)

その ような導きが必要なことは，実際に

様々な教 えの風が聖徒 たちを襲い，偽予言



者が出て 「だまし惑わす策略 により」(エ ペ

ソ4：14)人 々 に教えたペテロやパウロの

時代 も，今の時代 も同じです。

現代の聖徒たちも，古代の教会員たちと

同じように，予言者を通 して与えられる神

の教えを必要 としています。この神権時代に

生きる私たちも，霊感を通して与えられる

導きと神の絶 えざる教えとに頼って，神の

み業を進め，完成への道を歩 まなければな

りません。

現代の状況は， 多くの点で古代 と非常に

似通った ところがあ ります。 当時 と今 と，

人々のものの考え方に本質的な違 いはあ り

ません。 不道徳な行ないを含めて，基本的

な問題は同じです。

主は現代の教会の中に予言者を置かれま

したが，彼らの使命は古代の予言者たちの

使命と同 じものです。

過去の時代の聖徒たちのように，現代の

私たちも予言者の声に耳を傾けなければな

りません。 どちらも同じ教会，信仰であり，

救いの教えも同じです。

古代の人々は， 自分たちの指導者をただ

の漁師，天幕作 りに過ぎないと見るような

目を捨て，彼 らの神聖な召しを心か ら受け

入れま.した。なぜならその指導者たちは，

神の選ばれた僕としての新たな働 きの場を

主御 自身から与えられたからでした。私た

ちも現代の予言者に対して，過去の職業や

個人的な行 ないではなく，神の僕 としての

今の姿を見るようにしなければなりません。

ペテロやパウロがそうであったように，

現代 の予言者たちも霊感を受けています。

彼らの召 しも同じ神からの召しです。神御

自身が私たちに与 えて下さった指導者なの

です。神は彼 らを，特にこの時代のために

立てられました。私たちはその指導者に不

従順でいてよいでしょうか。

私たちは非常に難 しい時代 に生きていま
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す。悪魔は敢然として聖徒に戦 いを仕かけ

ています。悪魔は私たちをあ りとあらゆる

形の誘惑，敵意，偏見，堕落で取 り囲もう

としています。

悪魔のやり口は予言者二一ファイ もはっ
こうカつ

きりと言っているように，非常 に狡猜です。

こう書かれています。サタンは 「ある人々

の心に入って荒々しい行いをさせ， またこ

の人たちに善い事を怒らせる。

またほかの人々をなだめ，この人たちを

すかして肉欲をほしいままにさせるから，

その人々は 『シオンの中では万事よろしい。

シオ ンは栄えて実 に何事 もみなよろしい』

と言う。 この ように悪魔はこの人々をだま

し，心を配って地獄へつれて行 くのである。

悪魔はまたほかの或る人々にへつらって

この人々を迷わせ，地獄はないものである

と言い，また悪魔はないものであるから私

は悪魔ではないと言い，このように耳にさ

さやいて一度かかったら決 して逃れられ な

い恐 しい鎖で とうとう縛って しまう。」(II

二一 ファイ28：20-22)

皆 さんのこれまでの人生で，今ほど誘惑

の多い時代があったでしょうか。 多くの大

人が， 自分たちが成長 したのがこんなに堕

落した時代でなくて，本当によかったと言

っています。

大人たちは これか ら成長 していく若い世

代の人々に，彼らの前に立ちはだかるもの

すべてについて警告を発 しています。麻薬，

性の乱れ， また，映画，雑誌，新聞等に見

られる退廃的な現象を初め，様 々な形の誘

惑があります。

兄弟姉妹の皆さん， それでは安全な場所

は一体 どこにあるのでしょうか。教会・そ

して私たちを守って くれる，イエス ・キリ

ス トの福音という囲いの中以外に安全な所

が果たしてあるでしょうか。

現代は，わずか8人 を残 し，すべての人
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が洪水で滅ぼし尽くされたノアの時代 と，

非常に似たところがあります。

そのような洪水があったかどうか疑いを

さしはさむ人がいますが，私たちは現代の

啓示によって， それが実際の出来事である

ということを知 らされています。その啓示

が与えられてからすでに1世 紀以上の時が

流れています。 ノアは人々に悔 い改めを説

きましたが，骨の髄までかたくなだった彼

らは，耳を傾けようとしませんで した。

私たちにもノアの時代 の人々と同じよう

に，予言者の警告の声が必要なのではない

でしょうか。私 たちの，聖見者，啓示を受

くる者に従おうという気持ちには， ノアの

時代の人々に比べて少しでも勝るところが

あるでしょうか。私たちは彼 らの過 ちから

何も学ぶことができないほどに愚かなので

しようか。

聖典 には，聞こうとしない人々がたくさ

んいると書かれています。 しかし，主を心

から信ずる人々は主の僕に従い，その警告

の声 に耳を傾けるとも記されています。邪

悪な人々にどのような苦 しみが下されよう

とも，忠実な人々には神のみ守りが与え ら

れるでしょう。

神はノアとその家族 を洪水から救われな

かったでしょうか。

また， リーハイの家族をエルサレムの破

壊から救われ なかったで しょうか。

主は， もし私たちが神に仕 えるなら，私

たちを守 り，栄えさせると言われました。

私 たちはこれだけ邪悪な時代に生きてい

ながら，現在の差し迫った状況を理解 し得

ないままでいるのでしょうか。私 たちは，

聖地 に立つために必要な良識，適格な判断

力を備えているでしょうか。

また，私たちは実際にどの ようにしてそ

の備 えを行なっているのでしようか。 そう・

です，予言者に従うことによってです。
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私 たちには， どのようなことがあって も

敵の激 しい攻撃から神の王国を守るという

気持 ちがあるでしょうか。実際にどういう

風にそれを行動 に表わ しているのでしょう

か。予言者に従 うことによってです。次の

ように聞かれた時，喜んでそれ に応ずる準

備ができているでしょうか。

主の方に立つはだれか

心示すは今 にあらずや

我 らはただにそれを望む

主の方に立つはだれか

主の方に立つはだれか

もし私たちが主の方に立っているとした

ら，主の予言者 にも従うはずです。

私は皆さんに証 します。彼らは神の人で

す。 また，偉大な指導者スペンサー ・W・

キンボール大管長は，モーセ， イザヤ， ジ

ョセフ ・ス ミスたちが呼ばれたと全く同 じ

意味で，聖見者，啓示 を受 くる者，予言者

であ り， 彼らがそうであったように，神聖

な権能を授け られています。

私たちは自分自身と家族のために， また

身を捧げて働いているこの回復 されたイエ

ス ・キリス ト教会のために，そしてまた天

の祝福を得 るために，主に仕え，その戒め

を守ろうではありませんか。

私が十二使徒評議員会の一員となってか

ら，ほぽ38年 になりますが，その間6人 の

大管長 に仕 えてきました。私は彼らと共に

集い，重要な決定がなされるのを見てきま

した。 そして長年 にわたって彼らを見，愛

し，神聖なものを感 じてきています。

私は 自分の体験か ら，神の力が彼 らに働

きかけるのを見たことを証します。私たち

が生きているのは啓示の時代であり，彼 ら

が神から召された主の僕であることを知 っ

ています。彼 らは神に代 わって語る人々な

のです。



主の僕たちに従うということは，彼らを

召した主に従うということではないで しょ

うか。

逆に，もし主の僕たちに反抗の手や声を

挙げたり， その教えをないが しろにしてい

たとした ら，それは彼らを御 自身の僕 とし

て召された聖なる御方に刃向かうことにな

りは しないでしょうか。そのようなことが

果た して許されるものでしょうか。

予言者 に対する態度は，私たちが心の奥

深く秘めている神御 自身に対する思いが，

そっくりそのまま表 われたものと言えるの

ではないでしょうか。つまり，体裁や見せ

かけを一切取 り除いた，何の飾 りもない，

ありのままの姿の信仰 なのです。

神を真実愛していると言いながら，その

僕を拒む ようなことができるものでしょう

か。

本当1こ神を愛 しているなら，主が油注が

れた人を愛し，敬うはずですし， それが当

然のことです。

彼 らが子供の頃の姿を，その近所 にいて

知っており，別に何か特別神聖なものを感

じた覚えもない，あるいは，次々と起こる

世の中の様々な出来事を体験しながら，毎

日平凡な生活を営んでいた頃の彼らを知っ

ているというような場合はどうでしょうか。

私たちは状況が変わ っていることをはっき

りと理解 しなければな りません。

神は今や彼らをそうしたごく普通の生活

の中か ら取 り上げ，それまで とは違 った新

しい型の生活を与えておられるのです。神

はみ業を進めるために，彼らに高い召しを

お与えになりました。彼 らの上には神から

託された権能，予言 という神聖な衣がかけ

られています。

彼 らは新たな声をもって語 り，天か らの

光によって導かれています。彼らはもばや

普通の人ではないのです。彼 らは油注がれ
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た人々，選ばれた人々，それ も全能の神に

よって選ばれた人々なのです。

これまで教会 には12人 の大管長，別な言

い方をすれば12人 の神の偉大な大祭司が出

てきました。そしてその一人一 人がみ業の

ためにその生涯 を捧げてきました。 その中

のひとりは殉教者 として，暗殺者の銃弾に

倒れましたが，ほかの人々は長 く生き，死

の間際まで信仰のために雄 々しく働きまし

た。

主はその忠実な僕たちについて，「これら

の者は信仰によりて打ち勝」 った者であり，

「この故に
，すべての者は皆彼 らの ものな

り。……彼らはキリス トのもの，・キリス ト

はまた神のものなり。…… これ らの者は，

神 とキリス トとがすべてを審きた もう者に

て在す天にその名を誌さるる者 なり。一

その光栄は 日輪の光栄 にしてすなわち神の

光栄なり。 この神の光栄たるや最高の光栄

にして……」と語 っておられます。(教 義と

聖約76：53，59，68，70)

主 は その予言者たちを永遠 に尊ばれるこ

とで しょう。なぜなら，主は彼 らを神の相

続人，しか もキ リス トと共 同の相続 人 と

されるか らです。(ローマ8：17参 照)主 は

その民である私たちに，彼 らを敬い，支持

し，従うように望んでおられます。私たち

が心からの祈 り，また誓約でもある，この

素晴 らしい讃美歌を，いつ も心の底から歌

うことができるように願うものです。

感謝を神にささげん 予言者の導き

末 日に福音を 光 とたまいぬ

ゆたかなみ恵みに われらは感謝せん

喜び仕 えつつ いましめ守らん

(讃 美歌170番)

主 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り申 し上

げ ま す 。 ア ー メ ン。
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神の業に

敵対するもの

七十人第一定員会会長会

カー ロス ・E・エ イシー

A回 割 り当てられた話のテーマを何 にし7

た らよいか深 く考 えていた時に，私は

ある用事があって十二使徒定員会のひとり

の方 と電話でお話 をしました。その時私は，

「大会の割 り当てにふさわしい話 を選べる

ように助けて下さいませんか」 と頼みまし

た。

彼は力づけるような声で 「お助けしまし

ょう」 と答え，それからこう言いました。

「カーロス
，祈 ってごらんなさい。」

私は多くの祈 りを通 して得たことを皆さ

んにお話ししたい と思います。祈 りの気持

ちを持 って従順に，へ りくだってお話 しし

たいと思います。

1857年11月1日 ，ジ ョージ ・A・ ス ミス

長老は実に印象的な説教をしました。彼は

その中で次のような中国の古い寓話を引用

しています。

「ひとりの旅人が田園地帯を抜けて
，繁

栄をきわめた大きな都 にやって来ました。

彼はそ，の都を眺めて案 内人に言いました。

『ここの住民は心 の正 しい人々に違いない。

これほ ど大きな都 だというのに，小 さな悪
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魔 が一匹しか見あたらない。』

案 内人は答えて 言 いました。『それ は間

違いでございます。 この都は完全に邪悪に

包まれております。 ……ですから，すべて

の住民を従わせるのにたった一匹の悪魔が

いれば，それで十分なのでございます。』

しばらく行 くとでこぽ こ道 にさしかか り

ました。見ると，ひとりの老 人が荒々しい

形相をした7匹 の巨大な悪魔 に取 り巻かれ

なが ら，丘の斜面を登ろうとしていました。

そこで旅 人は言いました。

『何てことだ!あ の老 人はひどい悪人に

違いない。あんなにた くさんの悪魔 に取 り

囲まれているなんて。』

すると案内人が言いま した。『国中で正

しい人間はあの老人だけなのでございます。

何 とかあの老人を正 しい道か らそらせ よう

と，最 も力の強い悪魔が7匹 でや っきにな

っているのですが，それができないのでご

ざいます。』」(1昭 御認 げ 窺馳o%7s6s「 説

教集」5：363-64)

この寓話を紹介した後で， スミス長老は

次のように付 け加 えま した。「悪魔 はこの

世 を完全 に思 いのままにしているので，世

の人々を支配するのにわずかな悪魔 しか必

要としない。」そして，「悪魔 の全軍団はモ

ルモンに的を絞 ってお り，人の子 らの心 を

扇動 してモルモンをこの世から抹殺 させる

ことに専念している。」(「説教集」5：364)

サ タ ンは，すべての神権時代 において，

あらゆる機会をとらえて大勢の神の子供た

ちを破滅へ導こうと企てています。サタン

自身が その役を買 って出ることもあれば，

彼に従 う人々を通 して働きかけることもあ

ります。例 えば，モルモ ン経の中に，3人

のキ リス トに背く者の話があります。3人

共サタンに斯かれ，キ リス トを信 じる人々



に敵対する説教をし，公然と神の教会を滅

ぽそうとしました。 人々を欺 くために彼 ら

が用いた手段は皆似かよっています。偽 り

の教義を教え，うそを言い広め，予言をば

かげた伝説だと言い，教会の指導者たちが

神の正道 を曲げていると非難 し，信仰な ど

は愚かでむなしい望みだと言 って誘いをか

けるのです。(ヤ コブ7;ア ルマ1章 ，30章

参照)

キ リス トに反対 した人々の話を読むと，

彼らの考 えが背教 に陥っていく過程に驚き

を覚えます。 また，人々を巧みに誘惑した

ことに も驚かされます。 あるいは人々はな

ぜそんなにだまされやすく，そんなに簡単

に迷わされてしまうのだろうか と不思議 に

思います。私たちはこのように驚いた り不

思議 に思った りしなが らも， 反キ リス トの

風潮 を古代史の片隅に追いやってしまい，

自分は無防備のままで生活する傾向があり

ます。これは危険です。信仰を失い，霊的

な意味で滅びるといった結果を招 くことも

あるか らです。

1820年 の春以来，ルシフェルは末 日聖徒
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しつ よ う

とその指導者たちに執拗 な攻撃をしかけて

きました。反キリス トや反モルモン，ある

いは背教者のグループが次々と現われまし

た。 これらの 多くはいまだに私たちを取 り

巻き，次々と悪質なうそや根拠みない非難

を浴びせかけています。 彼らは聖徒の信仰

を打 ち崩 して証 を奪 う者 であり，個人的

な接触や印刷物，ラジオやテ レビ， その他

の手段を利用 し，疑いの種 をまいたり，真

の信者たちの平和をかき乱したりしていま

す。

2カ 月前に私たちは，ある監督から心の

痛む手紙を受け取 りました。その手紙には，

彼が改宗 して間もない人の破門rにかかわっ

たことが書いてありました。 この改宗した

ばか りの 人は，ひとりの熱烈な背教者の影

響 を受けて， 自分の証を失ってしまいまし

た。 ジョセフ ・ス ミスや代々の予言者たち

に対する疑惑を引き起こすために，この背教

者は，教会の出版物の内容に変更が加 えら

れてきたことを指摘 したようです。

この背教者の用いた手段は，光 よりも闇

を好む人々の間に用いられるものです。彼

らの論法で行くと，ルカの記録がマタイの

それときっち り同 じではないから，あるい

は， ダマスカスの道でパウロが受けた示現

について使徒行伝の中に異なった記述があ

るから(使 徒行伝9：1-9;22：4-11

参 照)新 約聖書を焼いてしまえ， というこ

とになるでしょう。 多くの背教者の生活に

は，現代の予言者 と絶 えざる啓示に対する

信仰が欠けています。彼らは，現代の予言

者 と生 きた信仰以外のものに救いの望みを

かけようとす るのです。

ここで次のような質問が出てきます。私

たちはこのような悪意ある企てにどのよう

に応 じたらよいので しょうか。やり返 しま
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すか。対応の仕方を提案したいと思います。

この提案は救い主の教 えに調和する もので，

過去および現代の予言者の賢明な勧告 とも

一致するものです
。

1.信 仰 を奪おうとする人 を避 ける。信

仰を失 なわせるような人は遠ざけることで

す。彼らが人々の心や頭の中に植 えつ けた

種はガン細胞のように成長 し，徐々にみた

まを破壊 します。神の真の使いは，破壊者

ではなく，建設者です。私たちは全世 界に

宣教師を送って，世の人々が規則に規 則を

加 えられてやがて完全 な福音を受け入れる

ことができるように，彼 らを教え，助けて

いるのです。(教 義と聖約98：12参 照)改

宗したばか りの人が次のように証 しました。

「私の前の教会は現世 というひとつの章を

与えてくれました。末 日聖徒 イエス ・キリ

スト教会は，前世 と来世に関する2章 をそ

れにつけ加えてくれました。」

2.戒 めを守 る。ブ リガム ・ヤング大管

長は次のように約束しています。「私たちの

なすべきことは，前に向かって， また天を

目指 して進むこと，そして天父と神の戒め

を守ることです。 そうするならば神は私た

ちの敵を打ち砕いて下さいます。(伍so側7s6s

o弥87徳hα 郷}io観g「 ブ リガム ・ヤング説

教集」p.347)神 の 律法 に従うならば，私

たちは 「神の武具」で身を固め，悪魔 の策

略に対抗 して立つことができるでしょう。

(エペソ6：11-18参 照)さ らに従順であ

るならば，聖 きみたまの導きとみ守 りを受

けることができます。

3.こ れ まで勧告 されてきたよ うに，生

ける予言者に従 う。教会のある指導者は教

えています。 「いつも教会の大 管長 に 目を

向けていなさい。 そして，もし彼が何かす

るようにと言った時に，たとえそれが間違
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って いても，言われた通 りにするならば，

主はあなたを祝福 して下さるでしょう。……

でも心配する必要はありません。主は決し

て主の代弁者を通 して人々を間違 った道に

導 くようなことはなさらないか らです。」

(ヒ ーバー・J・グラン ト，マ リオン ・G・

ロムニーに よる 引用，Con彦 ㎎郷θノ～ゆoπ

「大会報告」1960年10月
，p.78)神 か ら聖

任され た者以外の人の教えを受け入れ る時，

それは地雷の埋 めてある未知の野原を歩く

ようなものであり，私たちの身と霊を危険

にさらしているこ とにな ります。(教 義 と

聖約43：2-7152：9)

4.教 義 について論争 しない。主はこの

ように警告 しておられ ます。「争 い を好 む
つ

心ある者はわれに属くものにあらずして悪

魔 に属 くものな り。」(III二一 ファイ11：29〉

正 しい結論を得ようとする時にサ タンの方

策 を用 いるならば，それは矛盾したことに

なります。 このような矛盾は心に不満 を生

じ，みたまを失わせ，敗北を招く結果 にな

ります。「われ らは，自らの良心に従い，全

能なる神を礼拝する特権あ りと主張す。ま

た，われらは，すべての人々 にこの特権を

許」す。(信 仰箇条第11条)

5。 聖 典を調べ る。聖典 を生活の指針あ

るいは羅針盤 とするならば，横道へそれた

り道を見失った りすることは，まずないで

しょう。(アルマ37：44参 照)鉄 の棒 とは神

のみ言葉のことです。それにつか まってい

るならば，決 して落ちることはないのです。

6.教 会の使命か ら注意をそ らさない。

皆さんの注意 を正 しい道からそらせて，時

間やエネルギーを浪費させようとたくらむ

人々がいます。サ タンは荒野でキリス トを

誘惑しようとした時にこの手段 を使いまし

た。救 い主の断固とした答え，「サタンよ，



退け。」(マ タイ4：10)は ，私たちにとっ

て良い模範 となります。

7.敵 のために祈 る。 キ リス トは二一フ

ァイ人にこう言われました。「敵を愛 し，の

ろう者 を祝福 し，憎む者に善を為 し，汝 ら

をないが しろに して責め苦 しむる者のため

に祈れ。」(III二 一 ファイ12：441マ タ イ5

：441111二 一フ ァイ12：10-12も 参 照)十

字架の上で救 い主はこのように嘆願され ま

した。 「父よ，彼 らをおゆるしください。彼

らは何をしているのか，わからずにいるの

です。」(ル カ23：34)真 理 を知 りたくても，

それが どこにあるか知 らないために真理か

ら遠 ざかっている人がたくさんいます。(教

義と聖約123：12参 照)

8.「 純 粋な宗教」 を実践する。クリス

チャンとしての奉仕に携わって下さい。病

んでいる人や困っている人を助けて下 さい。

父親のいない家庭や夫に先立たれた姉妹の

家を訪問して下さい。そして教会の内外を

問わず，あわれみ深 くあって下さい。(ヤ コ

ブ1：27;ア ルマ1：30参 照 〉 ，

9.今 あ る疑問の中には答えを得ること

ので きない もの もあ るし， また信仰によっ

て しか受け入れ られないこともた くさんあ

ることを忘れない。主の天使がアダムに尋

ねて言いました。 「汝何故 に主 に犠牲 を捧

ぐるや。」 と。 アダムは答えて言いました。
いま しめ

「われその故を知 らず
，ただ主の誠命に従

うのみ 」(モ ーセ5：6)い つ か私たちも

モ リヤの山に呼ばれ，事前に十分な説明 も

なしに愛するイサクをいけ にえに捧げるよ

うに命 じられることがあるかも知れません。

信仰は福音の第一原則です。 そしてそれは

繋
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進歩の原則なのです。'

サ タンとサタンに従う者が実在すること

を，専任宣教師以上 によく知 っている人は

少ないのではないかと思 います。 なぜなら，

宣教師は，罪との戦 いの最前線で働 く時に

頭上をかすめて飛んで くる悪魔の放つ火矢

にさらされるからです。 しかしながら，私

はすべての宣教師 とすべての教会員に約束

したいと思います。 もし，今述べた9つ の

ことに堅実に従うならば，皆さんは勝利を

得，決して信仰 と証を失うことはないで し

ょう。

同時に，私は次のように断言します。

1.私 たちのみ業に敵対するものの存在

が，み業の神聖さを証 しています。 私たち

がサタンの軍勢にとって脅威でなかったな

ら，彼らは力を結集 して私たちに向かって

くるで しょうか。

2。 もし私 たちがこの敵対するものと戦

って勝利を得 るならば，それ らは私たちの

人生を精練 して清める役割を果たすでしょ

う。讃美歌の一節に次のようにあ ります。

「つ らき試しのある時

わがあわれみ与えられ ん
なれ

試し汝をそこなわず

ただ黄金と屑 とを分け
て だて

えら、ζミための手段な り」

(「主のみ言葉は」讃美歌96番 〉

救い主はさまざまの苦しみによって従順

を学ばれました。(ヘブル5：8参 照)ジ ョ

セフ ・スミスに敵が与えられたの も，彼の

経験のため，彼に 「善からんため」で した。

(教義 と聖約122：7参 照)

3.私 た ちが泳ぎ慣れた水は，ジョセフ・

スミスや他の人々が泳いだ苦難の川に比べ

れば，ほんの水たまりにすぎません。(教義

と聖約127：2参 照)
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4.敵 が いくら力をふるったとしても，

私たちの携わる業は並 しく， 必ず勝利をお

さめ ます。初期の聖徒 たちは次の言葉に支
なんぴと かいな

えられていました。・「何人かよくかよわき腕

をさし伸べて，神の命じたまえる水路を流
ながれ とと

るる ミズー リの流を止め，または これ を逆

流せ しむることを得んや。 もし，よくこれ
な う

を為 し得れば全能の神が末 日聖徒の頭上に

いと高き所よ り知識を注ぎた もうを止むる

ことを得ん。」(教 義 と聖約121：33)

ブ リガム ・ヤング大管長は言いました。

「モルモニズムに敵対する時
，あなたはそ

の成長を助けているのであって，決して妨

げているのではない。全能の神がそう定め

られたのである。」(α駝o%欝 昭 げ8ガghα 形

ro観g「 ブ リガム ・ヤング説教集」)

信仰のへりを歩いている人々は，どうか

中央の安全な道を歩むように努めて下 さい。

そのためには，指導者の勧告に耳 を傾け，

聖徒たちとの交わ りを絶やさず，神の徳高

きみ言葉 によって自らを養うことです。信

仰のない人に影響 されて，正 しい道からは

ずれた り， 自らを滅ぽした りすることのな

いようにして下さい。(モ ロナイ6参 照)

私 は，最 も悪質な盗み を働 く人々のため

に，すなわち貴重 な証を人々か らはぎとる

盗人のために祈 りたいと思います。そのよ

うな行ないを続けても，夜見る夢のむなし

さと空虚 さを味わうだけです。(II二一 ファ

ィ27：3， 使徒5：33-39参 照)

神 は私たちが罪と戦う時に助けて下さい

ます。私たちの数 は少なく， 支配をする領

土は小さいか も知 れません。 しか し，「義と

大きな栄光 にかがやく神 の能力とを以て武

装 し」(1二 一ファイ14：14〉 前進 しようで

はありませんか。 イエス ・キ リス トのみ名

によりお祈 り申し上げます。 アー メン。



「わたしの羊は

わたしの声に聞き従う」

七十人第一定員会会員

菊地 良彦

兄鷲智襲篇駕望餐麓籍
権 と感 じると共に，へ りくだる思 いで一杯

です。主のみたまを通 して英語で皆さんに

私 の気持ちをお伝 えできるよう祈 っていま

す。

私は，天の御父が生 きておられ ることを

全身全霊で知 っています。天父はまことに

生 きておられます。天父は幕の彼方にいて，

私 たちの心からの祈 りを聞こうとしておら

れ ます。天父は過去 も現在も，子供たちに

語 ってお られ ます。そして，天父はアメリ

カ大陸 に住んだ人々に御子イエス ・キリス

トを紹介され ました。

モルモ ン経は次のように証 しています。

「……天から出てくるような声が聞えたが
，

わか

群衆はこれが何 を言っているか解 らなかっ

たのであた りを見 まわした。 この声は荒々

しい声で もなく， また高い声でもなか った

が，小 さな声でありながらもこれを聞いた

者たちの骨の髄までつき通 るようであって，

かれらは全身 ことごとくふるえおののいた。

この声はまことにかれ らの中心 にまで浸み

わた り心が燃えるような感 じを与えた。
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さて， この声は三度 まで聞えたが，かれ

らはこのたびはよく聞 き分 けるように心 を

注いで声のする方向へ 目を向け，その声が

出てくる天をじっと眺めた。

すると三度 目にはその声の意味が解った。

その声は，『わが喜 ぶ愛 子 を見よ。われ は
よ

これに由 りてすでにわが名の栄光 を示しぬ。

わが愛子に聞け』 とかれらに仰せになって

いた。」(皿 二一ファイ11：3，5-7)

私 は，この同じ天父が東半球で もユダヤ

人に語 りかけられたことを知 っています。

主 イエス ・キ リス トがバプテスマをお受け

になった時の ことを，聖書は次のように証

しています。

「……すると，見よ，天が開け，神 の御

霊がはとのように自分の上 に下 ってくるの

を，ごらんになった。

また天から声があって言った，『これはわ

たしの愛する子，わた しの心 にかなう者で

ある』。」(マ タイ3：16-17)

1820年 の早春のある朝，ニ ューヨーク州

で，御父と御子が少年 ジョセフ ・スミスに

姿を現わされました。 ジョセフ ・スミスは

次のように証 しています。

「私は自分 の真上 に太陽にも増 して輝 く

一つの光 の柱を見た
。そしてその光の柱は

次第に下 りてきて，光はついに私の上 にふ

り注いだ。

・そしてその光が私の上 に留 った時
，

も

私 は筆紙 に尽 し難い輝きと栄光とを有ちた

もう二人の御方が私の真上の空中に立ちた

もうのを見た。そしてその中のお一人が私

に言葉をかけて私 の名を呼びたまい，他の

お一人を指 して 『こはわが愛子なり，彼に

聞け』 と仰せられた。」(ジ ョセフ ・ス ミス

2：16-17)

私 は， ジョセフ ・ス ミスが父なる神 と御

子 イエス ・キ リス トにまみえたことを知 っ

ています。また， ジョセフは神 のまことの
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生ける予言者 でした。現代のジョセフ ・ス

ミス，東西両半球 における古代の弟子 たち

と同様に，私 は天父の証，すなわち 「ナザ

レのイエスはわた しの愛する子， わた しの

心 にかなう者である。彼に聞け」 と言われ

た言葉が真実であることを知 っています。

ナザレのイエスはユダヤ に生 まれ，ガ リ

ラヤの海辺 を， そしてパレスチナの野を歩

まれました。私たちは，主御 自身が友人ラ

ザロの妹 マルタに語った証 に耳 を傾 ける必

要があります。

「わたしはよみがえりであり，命である。

わ牟しを信 じる者は，たとい死んでも生きる。

また，生 きていて，わたしを信 じる者は，

いつまでも死なない。あなたはこれを信 じ

るか。」(ヨ ハネ11：25-26)

兄 弟 姉妹，私 は心 か らこのこ とを信じ

てい ます。 この 同 じイエスが，地上 に神

の王国を再 び建 設するため に必要なすべ

ての権威 と権能を， ジョセフ ・ス ミスに授

けられました。 これ により，すべての人が

御父の愛子の声 に耳を傾ける機会 逢得 たの

です。

天の御父は私たちをこよなく愛しておら

れるため，愛す る御子を通 して，私たちが
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こ の世 で進むべき道を示 して下さいました。

また福音の回復により，永遠の幸福を見い

だす道 を備えて下 さいました。

兄弟姉妹の皆さん， 日本 と韓国でも多く

の天父の子供 たちが，天父の証を信 じ，御

子 の言葉 に耳 を傾 けようとしています。

私 はこの大会 に出発する少し前に，13年

前に夫を失 くしたひとりの未亡人から手紙

を受 け取 りました。その手紙 には次のよう

なことが書 いてありま した。「私 は女手ひ

とつでふたりの息子 を育ててきました。高

校 に通 っている長男のバプテスマ会 に出席

して，温かい雰囲気に包まれるのを感 じま

した。私は聖徒 の皆さんの温かい心 に感動

しました。 そして心が高鳴 り， またへ りく

だるのを感 じました。息子が白い衣 をまと

って，水の中に入 って行 きました。ステー

キ部長の奥様が，水に沈められることによ

って息子の罪が洗い流 されることを，小声

で説明して下 さいました。その美 しい光景

に，涙がこみ上げ，心 に喜 びの声 を上 げて

いました。私が 自分 自身のことを考えたの

はその時です。私 はどうなのだろうら私は

どうなのだろう。私 も罪を洗い流 されるの

だろうか。罪が洗い流されて清 くなるので

あれば，私 もバプテスマを受けたい。J

それから4日 間，主に祈 り求め，宜教師

と共 に学んだ彼女は，救い主の もとに来て

バプテスマを受けました。それから少 しし

て，彼女の末の息子 さんもバプテスマの水

1と入 りました。今， この阿南政子姉妹 と、三・

た りの息子 さんは，東京神殿で，亡 くなっ

た父親 と共 にこの世か ら永遠 にわたる結び

固めを受 ける準備 をしています。悲 しみと

絶望 から幸福 と喜びへ，人々の心 を変える

福音の力は何 と偉大 なことでしょうか。ジ

ョセフ ・ス ミスに授 けられた力が人々の心

を変えることができるのは，'何と大 いなる

ことでしょうか。



私 は福音が回復 され，神の真実の教会が

この地上に回復 されたことを知 っています。

私はすべての友人たちに，来てこの命の水

を飲み，次の御父の証 を信 じるようにお招

きします。「〔こは〕わが喜、彗ミ愛子……わが

愛子 に聞け。」(III二 一 ファイ11：7)

私 は，御父の愛 したもう御子の声を聞き

たい人々にとって，モルモン経が聖書 と同

じ親 しさをもって語 りかけることを知って

います。モルモン経は神 の言葉であり， 人

の心 を変える力を持 っているのです。

ここで，救い主の声 を聞いたある韓国の
チョウ

兄弟の話をしましょう。長兄弟が妻 とふた

りの子供， それに母親 を残 して家を出てか

ら9カ 月が過 ぎていました。そしてある 日，

光州で伝道 していた宣教 師が，長兄弟の家

族を見つけました。家族 は宣教師 と勉強を

始め，後 にバプテスマを受けました。宣教

師はこの家族 と家庭の夕べのプログラムを

始めました。

ある日，7歳 になる上 の娘 が宣教師から

モルモ ン経を買 い求 め， それに父親のため

に，彼女 の短いながらも美しい証を書きま

した。それか らふた りの宣教 師がそのモル

モ ン経を持 って父親の ところに行 き，福音
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が真実であり家庭が大切 であることを証 し

ました。父親 は，見ず知 らずのその、言・たり

が， なぜ自分 や自分の家族のことを心配す

るのだろうと考えました。そしてその夜，

彼はモルモン経を読み始め屡 あの声を聞い

たのです。そして彼は，娘が書いた証 を見

つけました。こう書いてありました。

「アボジ
， アボジ，アボジ。(父 親の意)

お 父さんと家庭の夕べをしたいです。お父

さん帰って来て。お父さんがすきです。大

すきです。お父さん，モルモン経 を読んで

ください。天 のお父 さまはお父さんをあい

しています。」

モルモン経 の言葉 と娘の証 に心 を打たれ

た長兄弟 は，宣教師 にバプテスマを施 して

くれるように頼みました。こうしてこの家

族 は再びひとつとなり，長兄弟は光州第3

ワ ー ド部 の監督 に召されました。彼はモル

モン経から救 い主の声を聞いた生 ける模範

として，今この会場 に出席 しています。

御子についての御父ゐ証をすべての民に

伝 えようと働 く宣教師は，何とかけがえの

ない存在でしょうか。皆さんの周 りには，

たくさんの長監督 や阿南姉妹がいるのです。

私は， スペンサー ・W・ キンボールが主

の予言者であることを知 っています。大管

長 は，主 の再臨が近いので歩みを速めるよ

うに， しかも今それを行 なうように指示 し

ておられます。皆さんは主の業のために全

身傷だ らけであるかもしれません。しか し，

皆 さんは次の山に登る備 えができています。

私 たちは皆さんを愛 しています。皆さんが

必要です。

兄弟姉妹の皆さん，へ りくだって予言者

の言葉に耳を傾けて歩みを速め，別の長監

督，阿南姉妹 とこの美しい福音を分かち合

おうではありませんか。へ りくだり主 イエ

ス ・キ リス トの聖 なるみ名 により，お祈 り

します。 アーメン。
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さ と

理由を諭す

七十人第一定員会会員

ポール ・H・ダン

兄翻弩盤鷲漂篇跳糞紮
きることをたいへんうれ しく思っています。

私たちは皆，同 じみたまを享受し合う 「福

音の友」であ ります。

御存 じのように，大会は霊 を高揚させ，

友 と交わり， 賢明な助言を受 ける最高の時

です。 この大会でいろいろな助言を聞きな

がら，ある若いスポーツマンのことを思い

出していました。この青年はほとんどのス

ポーツは手がけていましたが， スカイダイ

ビングだけはやったことがあ りませんでし

た。そこでジャンプの仕方を教えるコース

を取 って講議 を受けることにしました。

その内に，初めて空を飛ぶ日がやって来

ました。 ところがこの青年，空を飛、ζミのが

少々怖 くな り，講師のところに行 って， こ

う言ったのです。 「どうも，飛 ぶ気がしない

のですが……」

講師が言いました。「大丈夫だよ。危なく

ないように君にはふたつ余分にパラシュー

トを付けておこう。」

飛行機は離陸し，上昇を続けて900メ ー

トル上空にやってきました。青年は怖れと
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震 え を覚 えなが ら，青空 に向か って飛び出

したのです。

急降下 を続けながら，青年 は600メ ー ト

ル辺 りまで降 りてきた時に，パラシュー ト

のひもを引くことを思い出しました。そし

て， ひもを引いたのですが，パラシュー ト

が開きません。次に，2本 目のひもを引い

たのですが， これも開きません。ついに，

3本 目のひもも引いたのですが，ベ ラシュ

ー トは全 く開かないのです。

青年 はあわてました。すると，地上か ら

ひとりの男が上昇してきて，す ぐそばを通

りかか りました。パ ラシュー トの青年はそ

の男 に向かって叫 びました。「失礼ですけ

ど，パラシュー トについて何か知 っていま

すか。」

その男は 答え ました。「い いえ。」 そ し

て こう叫んだのです。「私は石油ストーブの

爆発で飛ばされてきたんですけど， コール

マン製の石油 ストーブの使 い方御存じあ り

ませんか。」

・私たちはだれでも良い助言 を必要として

います。両親 だけでなく，多くの若者がよ

くこう尋ねてきます。「福 音 を意義 のある

もっと役立つものとするためにどのような

教え方をしたらよいでしょうか。」そこでい

かなる考 え方，あるいは原則であろうと，

それを学び，行 ないを改めるのに必要な5

段 階があると私は考 えています。 その大切

な5段 階について説明 しましょう。

まず第一 に，当人を福音の中にさらすこ

とです。第二 に，反復 し，繰 り返すことで

す。第三に，なぜ そうするのか，その理由

を教えること(理 解させること)で す。年
い かん

齢の如何を問わずすべての人はただ福音を

原則 として受 け入れるだけでなく，なぜ福

音 に従わなければならないのかを知 りたい

と思 っています。 これは教育の中でも最 も

大切な要素のひとつです。理 由を理解させ



ることなしに，第4の 確信，そして第5の

応用はあり得ないか らです。

若人に理 由を聞かれて，「聖典 にそう書

かれているから」 とか 「指導者がこう言 っ

ているから」 といった答えが多過 ぎるよう

に思われ ます。若人はなぜ聖典にそう書か

れているのか，なぜ指導者がそれほど心配

するのかを知 りたがっています。

大分昔のことですが，ある大学で私が実

際に経験 したことをここで少し述べてみた

いと、思います。

ある時，私は若人との特別 な集会に参加

していました。そこで私たちは神殿結婚 に

ついて話 し合 いました。集会を終えて，私

は3人 の女性 と一緒に歩きなが ら部屋を出

ました。 その内のひとりは，特 に私がよく

知 っている人でした。この女性は以前から

教 会員以外の人とデー トをしていると聞い

ていましたので，人は普通，デー トの相手

と結婚 するようになるということをそれと

なく話 し，その後でこう言いました。「君が

神殿結婚 をする 日には，ぜひ結び固めをさ

せてもらいたいと考えているんですよ。」

すると彼女は私を見て， こう言ったので

す。「でも，私は神殿では結婚 しないかもし

れません。」

「それはどうしてですか。」私 は尋 ね ま

した。それか ら彼女は何ともけげんそうな

面持 ちで私 を見つめて，こう言いました。

「じゃ
，なぜ私 は神殿で結婚 しなければな

らないのですか。」

さて，父親，母親そして教師の皆さんは，

この質問に何 と答えたらよいでしょうか。

ほとん どの教 師と同じように，私 も一瞬

どう答 えてよいかわかりませんでした。そ

して，聖霊 の導きを願いながら， こう答え

たのです。 「それでは，あなたはなぜ神殿結

婚を しないのですか。」

彼女 は私 をじっと見て，こう言いました。

聖徒 の道/r982年4月 号

「本当にその理由が知 りたいのですか。」

「はい
，そのわけを教 えて下さい。」

「私のお父さん
，知っているでしょ。」

「ええ
，かなりよく知 っているつ もりです

けど……」

彼女は答えました。「父は人前でいいかっ

こうをしているだけなんです。確かに，素

晴 らしい人だと思 いますが，少し偽善者的

なところがあります。一度，父が家で母や

私たちに何 と言っているか御覧になったら

いいと，思います。 もちろん，父と母は神殿

で結婚 しました。で も私は，あのような結

婚生活をしたくはないのです。」彼女は続け

ました。「それか ら，何 々兄弟姉妹 を知 って

いますか。」別の知 人の名が挙げられました。

私は答えました。「ええ，知 って います

よ。」

「ある時，私は彼らの子供たちのベビー

シッターを引き受 けたことがあ ります。彼

らも神殿で結婚 したのですが， とにかくあ

のような結婚生活は送 りた くないと思 った

のです。」そして，彼女はこう言いました。

「それでは何々氏御夫妻を御存 じですか。」

この御夫婦は私たちが住んでいる地域で最

も模範的な夫婦 だと言われている人でした。

教会員ではあ りませんが，子供が10人 いま

す。彼女 はこう続けます。「私はこの夫婦の

家のベ ビーシッターもしたのですが，私は

彼らのような結婚をしたいと思います。」

さて，御両親，そして教師の皆さんは何

と答えますか。 それでもなお聖典にはこう

書かれていますと言いますか。残念ながら，

ほ とんどの指導者はそのようにしか教えな

いの です。若人はなぜそうなるのか，その

理由を求めています。

私はこの若い女の子 の話 を聞きなが ら，

正直言って何 と答えてよいかわかりません

でした。そして，そ ばにいたもうひとりの

女の子 に尋 ねました。 「あなたはどう思いま
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すか。」

彼女は福音がよくわかづている子でした。

その友達 に向かって， こう言 ったのです。

「ジャン
，あなたの言っていることは少 し

不公平 じゃないかしら。」

「どうして?」 ジャンは尋ねました。

「だって
， あなたは私たちが信 じた り，

教えた りしていることや，このような生活

をしなさいと言われていることを必ず しも

守っていない人の例を引っばってきて，教会

全体を批判 しているんですもの。 それ じゃ，

私の質問に答えて。最近，何か精神的に困っ

たこと，たとえばデー トや試験で失敗 した

とか，悩みの原因となるような困った状況

に陥ったとかであなたが苦しんでいる時に，

お父さんが部屋に入ってきてベッ ドの端に

腰かけて頭をなでながら，『ひとりで悩んで

いるようだった ら，お父さんが祝福 してあ

げようか』 と言われたことがある?」

ジャンは彼女を見 て答 えま した。「私の

お父さんはそんなことしてくれないわ。」

友達の女性 は言いました。「私 のお父 さ

んはいつでも祝福を施 して くれるのよ。」

それからふたりは彼女の父親が普段から

どのようにして家族 を教えているかについ

て話 し合いました。彼女は家族の祈 りにつ

いて触れ， その利点を8つ か9つ ，一息に

説明しました。私 にはジャンの気持ちが少

し変わってきたことがわかりました。「わか

ったわ。私 もそのような結婚をしたいと思

う。」

それから数カ月後，私は，その女性の結

婚式を神殿で執 り行ない，大きな感動 を覚

えました。 あの集会からの帰 りの夜に，彼

女にひとつの大きな変化が訪れたのです。

結婚の前後に起こる誤 った選択 は反抗 と

か故意による過ちが原因ではなく，そのほ

とんどが誤 った知識，誤解，理解不足によ

るものです。大抵の場合，夫婦が永遠の結
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婚 とはどういうものであ り，なぜ大切なの

か，また どうすれば永遠の結婚 をすること

ができるかよく知 っているな らば，だれ も

正 しい選択をするように教 える必要はあ り

ません。反対 に人から正 しい選択 をしない

よう言い負かされ ることもないのです。

若人の皆さんにお尋ね したい と思います。

皆 さんは神がなぜ私たちに制限を加え，あ

ることをしないように勧告 し，助言 し， そ 、

して命令 を与えられるのか考 えたことがあ

るでしょうか。神の戒めは気まぐれで与 え

られた り，テス トのように人を試した りす

るだけのものでしょうか。それ ともある人

にとっては大切 だが，ある人にとっては関

係がない といったごく大ざっぱなものでし

ようか。

私はそうは思いません。神の戒めは賢明

な父親が与える愛 にあふれた勧告の言葉で

す。神が感情，感覚，体を有 し， しか も愛

にあ、ζ・れた天父であるということから考え

てみて も，ほかに考えようがないのです。

神が戒めを与えられる唯一の理由は，私た

ちを愛 し，私 たちに幸せ になって もらいた

いからです。純潔を守ることはその最 もよ

い例だ と思います。純潔を守 ることはそれ

自体が大きな祝福であ り，永遠の伴侶のた

めに自分の身を守ることはふたりの絆をさ

らに美 しく，喜びの多いものにすることを，

神はよく知 ってお られ ました。 それは， 目

の前の一円玉をとるか，それともずっと後

のダイヤモン ドをとるかといった問題か も

しれません。結婚前の肉体関係によって も

たらされる喜びはほんの一時的なものであ

り，結婚 してから味わう大 きな喜びとは比

較 にな りません。 しかも結婚前の肉体関係

は，結婚後の喜びの可能性 をも破壊して し

まうのです。

純潔を守ることは銀行に預金をするよう

なものです。 自分 の身を守ることは， 自分



が捧げる唯一の人のために喜ぴを貯えるこ

とにほかなりません。それは，「私はすべて

あなたのものです。ほかにだれにもこの身

をあげたことがありません」 と言う喜 びで

もあ ります。

しかし，ある人は こう言うか もしれませ

ん。「すでに結婚する相手 が決 まって いた

り，婚約 も済ませ，結婚式を待つだけだっ

たら，どうでしょうか。」

結婚 は単なる儀式ではあ りません。 誓約

です。神 と， そして自分の伴侶 と交わす誓

約の儀 式です。その時まで待つことが真の

愛を表わすことであり，互いに尊敬 し合 う

ことなのです。

ある人はまたこう言うか もしれません。

「私たちはお互いに愛 し過ぎるほど愛し合

っていますので，これ以上待つ ことはでき

ません。」しか し，愛 には愛 し過 ぎるという

ことはあ りません。利己心が強過ぎるので

す。神の勧告をないが しろにし，貞操を犯

す利 己心に強過 ぎるということがあっても，

愛には強過 ぎるということはないのです。
タ

いかなる愛であろうと，永遠の愛 と呼ば

れるようになるためには， その中に尊敬，

信仰，信頼，賞賛，誉れがなければなりま

せん。そして肉体的，感情的なものだけで

なく，霊的，精神的なものがなければな り

ませ ん。この世 だけの結婚 にしろ，永遠の

結婚 にしろ，こうした霊的，精神的な要素

のない結婚関係 は存在 し得 ないのです。 メ

ロ ドラマはこのような要素が欠落 したため

に起こる悲劇を描いたものです。

皆 さんの中で肉体 的な愛 に支配されやす

い人がいるならば，その人は何 としてもそ

れを抑制し，愛の他の要素 に目を向けるべ

きです。「抑 える」という言葉は，アルマが

そ の息子シブロンに勧告を与えた時に使っ

た言葉です。「一切 の欲 を抑えて愛に満ちよ。」

(ア ルマ38：12)情 欲 を抑 えることによっ

聖徒の道/1982年4月 号

て強さと力が増 し，愛が深 まってきます。

馬を御す方法にふたつあ ります。ひとつは

馬を殺すことであ り， もうひとつは馬の欲

を抑えてしまうことです。アルマは情欲 を

殺 してしまえとは決 していいませんでした。

情欲 は邪悪 なものであり，持ってはならな

いものとも言いませんでした。むしろ，私

たちは欲するものを抑え，手にいれたい力

を抑えるように努力する必要があ ります。

馬は人間よりも力があ ります。ですから，

人が馬を抑 え， その力を支配して役立つも

の とするのです。同様に，情欲 も私たちよ

り強いものです。そこでその情欲を抑えて

その力を統御 し，活かして結婚の絆 を強め，

永遠 へと至 らせるのです。 人が馬を御する

と同 じように，情欲 を抑えることを知らな

ければな りません。

肉体関係 は浪費し，無駄に使 うにはあま

りにも美 しく価値あるものです。ちょうど

輝や く銀のスプーンのように，晩さん会の

前 にさびさせてしまってはもったいないで

はあ りませんか。

私たちが学ぶ時，「なぜ」と問いかけ，そ

の理 由を尋ね ることが正 しい態度を養い，

行ないを変えることを覚えていただきたい

と思います。神の恵みがあって，私 たちが

知恵をもって教え，賢くしか も正 しい理解

をもたらすことができるよう， イエス ・キ

リス トのみ名によってお祈 りします。アー

メン。

119



憐れみ

七十人第一定員会会員

マ リオン・D・ハ ンクス

私鷺意、類吻篇う篇 慕弛
重に祝福 にみちている。与える者を祝福 し，

そうして受け取る者を祝福 する」 と言い，

加えて 「地上の力は，慈悲が正義 を和らげ

る時，神の力に近 いもの となる」 と語 りま

した。(「ヴェニスの商人」一第4幕 ，第1場 。

菅泰男訳)

今私の話を聞いている方 は，慈悲の心は

大切なものであると考えている人ばか りだ

と思います。 しかし，単なる原則としての

憐れみ，口先だけの憐れみは，行ないのな

い信仰，うわべだけの悔 い改め，見せかけ

の愛 と同様，何の役 にも立ちませんし， 力

もありません。
い

何年か前のこと，私はある人か ら少々居
たけだか

丈高な呼び出しを受け，新任の伝道部長 と

してその人に会いに行きました。なかなか

立派な入なのですが頑固なところを持 って

いる人でした。私を呼んだのは，ある宣教

師が犯 したひとつの間違いについて話し合

うためでした。

その間違いというのも悪意でしたことで

120

は な く，ち ょっとした誤解が元で生じたも

ので した。 当の宣教師は誠意を尽 くしてわ
いさぎよ

びていましたし，私 もその潔い態度に満足

していました。 しか し彼はそうではありま

せんでした。何 らかの罰を， しか も公けの

場で与えるようにと言って譲 りません。そ

んなことをすればその宣教師に恥をかかせ

ることになるのは 目に見えています。 彼は

絶対 に罪の償いが必要で，私がそのように

取 りはからわなければならないと言うので

す。

私 たちはお互 いに相手を説得 しようとし

ました。正義は償いを求め，憐れみが正義

の働きを奪 うことはできない， とい うのが

彼の考えでした。

私はそれも確かにその通 りであ り，彼の

その言葉はモルモン経のある箇所に出てい

るものであると言いました。 そこには，か

つて 自分 もすがるような思いで憐れみを請

い，その願いを聞き届け られた経験 を持つ

ひとりの神の僕が，今度は自分の息子を諭

している言葉が書かれています。その息子

は重大な罪を犯 しながら悔い改めをせず，

それを弁明しようとしていました。 アルマ

という名の父親は息子の コリアン トンに腰

罪の意義 とそれがもたらす結果について教

えましたが，正義の働きを認めなが らも，

キ リス トの神聖な賜を通して与えられた 「憐

みの計画」 につ いて3度 も証しています。

「憐みは悔改 めをする人々に及ぶ。」

「憐みを受けるに足る一切 の人々に憐み

が及.ζミ。」(ア ルマ42：23，24)

「悔い改め もまた許されている。憐みは

悔い改めを要求する。そうでなければ，正義

は人に要求して律法をきびしく行ない……」

(ア ルマ42：22)

コ リアン トンは父親の言葉に従 って悔い



改め，罪の赦 しを得ました。そして，「この

偉大な憐みの計画がこの国の民にも及ぶよ

うに民が悔改めをするため」再び伝道活動

に戻ったのです。(ア ルマ42：31)

コ リアン トンの罪は大きなものでしたが，

その宣教師の場合は，悪意によるものでも

なければ，それほど大きなものでもあ りま

せんで した。 それで私は話 し合いで解決が

つくと思っていたのですが，そうは行きま

せんで した。

私 を呼んだその人はテーブルの上に身を

乗 り出すようにし，激 しい口調でこう言い

ました。「正義を要求します。」

私 は静 か に，「憐 れみを望みます」 と答

えました。

彼は3回 も，声高に 「正義を要求する」

と繰 り返 しました。

彼は段々と熱を帯びた口調 になってきま

したが，私の方はその度に声を落としなが

ら，静か犀 「憐 れみが必要だと思います」

と応 じました。

結局私たちは，然るべき制裁を加 えるか

憐れみを加えるかを決めるのは私の責任で

あるということを確認してその話し合いを

終えました。

その彼も今ではこの世の 人ではなく，永

遠の世界において報 いを得ています。彼の

ことを思う時，心に敬愛の念を覚えます。

私は彼の人柄がよくわか り彼が好きにな り

ました。そして彼に も私たちと同じように，

キリス トが罪を悔い改める人に約束された

憐れみが必要なのだ ということを知るよう

にな りました。

「正義です」「憐 れ みですJと 言い合 っ

たあの時のことをよく思い出します。

そして最近の ことですが，今話したこと

があった場所か ら地球を半周した所で，私
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はもうひとりの立派な男性 と同席する機会

を得ました。彼が入ってくると，部屋の中

には， 明るく， また暖かでとても楽しい雰

囲気が漂いました。彼は教会に入る前と後

の自分の生活について話してくれましたが，

私は非常に興味深くその話を聞きました。

この教会に入る前の彼は名ばか りのクリス

チャンで，荒くれ男たちに交 じって激しい

労働をしていました。 そして彼には人につ

られるとどんな悪い習慣 にでも身を染めて

しまうところがありました。 また奥さんや

子供たちの ことを顧みることもなく，かえ

ってうるさがるという風で した。 その上，

ひどく健康 を害 していたのです。

そしてある時，ふたりの青年が彼の家の

ドアを叩きました。 彼らは主の代理人でし

た。 ふた りは彼と彼の家族 に，永遠の真理

のおとずれを伝えました。 イエス ・キ リス

トの福音 と教会の回復 について，また，神

の 目にはすべての個人，家族が大切 な存在

であること，神の計画を通して知ることが

できる人生の 目的と意義，家族の絆は永遠

のものにすることができるということ，そ

してそれらが真実であるかどうかを 自分で

知るための方法が備 えられてお り，熱心に
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求める人には聖霊による証が与 えられる と

いうことです。

彼はその言葉に耳を傾 け，信 じました。

そしてすぐに悪い習慣を捨て去 りました。

奥さんと子供たちもそれにならい，新しい

生活が始 まりました。彼 らは学び，祈 り，

主をあがめ，教会員となりました。そして

みたまの光の中に生きるようにな りました。

仕事の方も良くな り，新 しい機会が与えら

れ，信頼されて周 りの評判 も打 って変わっ

て良くな りました。

彼は話の最後に確固とした非常 に印象的

な言葉を残しました。その中には一片の 自

意識も見られ ませんでした。また決 して大

言壮語をしたわけで もなく，二心があって

言ったので もありませんでした。彼はこう

言ったのです。 「私にもひとつだけ主 に似た

ところがあります。それは持 ち前の憐れみ

深さです。」

持ち前の憐 れみ深さ。

聖典 を読んでいなが ら，父なる神と御子

もこの特性 を有してお られ るということに

気がつかないような人はいないと思います。

天父は憐れみという特性 を備えておられ

ます。イザヤの時代，主は御 自身の民に厳

しい忠告 と訓戒の言葉 を与えられました。

「彼らはそむける民，偽 りを言 う子 ら，主

の教えを聞 こうとしない子 らだ。

彼らは先見者 にむかって 『見 るな』 と言

い，預言者 にむかっては 『正しい事をわれ

われに預言するな，耳 に聞 きよいことを語

れ，迷わ しごとせよ……』 と言う。」(イ ザ

ヤ30：9-10)

主 は 民が心をかたくなにして不法な行な

いをし，主を拒み，俗世の権力に頼んでい

ることを挙げました。 にもかかわらず，聖

書には次のように書かれています。 「それゆ
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え， 主は待 っていて，あなたがたに恵みを

施される。それゆえ，主は立ちあがって，

あなたがたをあわれまれる。 主は公平の神

で いらせ られる。すべて主を待ち望む者は

さいわいである。」(イ ザヤ30：18)

主 は慈悲深 くも私たちを待 っていて下さ

り，憐れみをもって愛して下 さるのです。

予言者たちは主を 「あわれみ深き父」と呼

んでいます。(IIコ リント1：3)彼 らは主

の 「豊かなあわれみ」(1ペ テロ1：3)に

つ いて語 り，「悔い改めてその心をかた くな

にせざる者は……憐みを求むる権利を受 く」

(ア ルマ12：34)と 宣 言し，神の 「智恵一…1

憐 みと御恵み」(II二 一 ファイ9：8)を 強

調 しました。そしてこれらすべての上 に来

るのが，天父は 「いつくしみを喜ばれる」

という証です。(ミ カ7：18)

天父 は'隣れみ深い御方です。

憐れみは救 い主の特性で もあります。

主は御父から聞いたことを世 に語 りまし

た。「わたしは……ただ父が教えて下さった

ままを話していた」。(ヨ ハ ネ8：28)

聖典 では，主は人のかたちをとり，∫わた

したちの弱さを思い」やられ(ヘ ブル4：

15)， 「神のみまえにあわれみ深い忠実 な大

祭司となって，民の罪をあがなうために，

あらゆる点において兄弟たちと同じように

ならねばならなかった」 と教 えられていま

す。(ヘ ブル2：17)

寛大 に受け入れ，苦 しみを共にして下さ

る御方がおられ ます。この御方は誤解を受

けて人々に拒まれ，例えようのない孤独感

を味わわれました。 また，貧しく 「まくら

する所」(マ タイ8：20)も な く，心の中に

は激 しい苦しみと葛藤がありました。

主は寛容な御方です。

主は赦しを与え，やすらぎを与えて下さ



います。

救い主の特性は憐れみ深さです。

そして主は私たちにもその特性を身につ

けるように求 めておられます。

「あなたがたの父なる神が慈悲深いよう

に，あなたがたも慈悲深い者となれ。」(ル

カ6：36〉

私 たちは ミカを通 して，人としての義務

をすべて教えられています。私たちはへり

くだって神 と共に歩み，同胞の中にあって

正義を行ない，「いつくしみを愛」さなけれ

ばなりません。(ミ カ6：8〉

主は私たちが皆隣れみを必要 としている

ことと，憐れみを受ける上で欠かすことの

できない条件について，礼拝をするために

神殿に上って行 ったふたりの男のたとえ話

の中で説明されました。ひ とりは 自分が完

成された義人であると誇らしげに祈 りまし

たが， もうひとりの人は 「目を天 にむけよ

うともしないで，胸を打ちながら言った，

『神様
，罪人(つ みびと)の わたしをおゆ

るし下 さい』と。」主はこの正直で謙遜な人

について 「神 に義とされて 自分の家に帰っ

たのは，この取税人であって，あのパ リサ

イ人ではなか った」と宣言されました。(ル

カ18：13-14)

主 は激 しく打ちのめされて道端 に捨てて

おかれた人のた とえ話の中で，憐れみの意

義 を教 えられ ましたが，その最後 に，助け

ようとせずに行って しまった、ζ・たりの人と

立ち止まって助けを与えた人について質問

をしました。主はこの3人 の内，強盗 に襲

われた人の隣人になったのはだれかと尋ね

られました。次のように書かれています。

「彼が言った
，『その人に慈悲深い行いをし

た人です』。そこでイエスは言われた，『あ
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なたも行 って同 じようにしなさい』。」(ル カ

10：37)

この ように，神が して下さったように，

私たちも憐れみを示さなければなりません。

助けを必要 としていない人はだれ もいませ

んがそれだけ憐れみが必要 とされる機会 も

多いということです。詩篇の作者はこう叫

んでいます。「主よ，わたしをあわ れんで

下さい。わたしは悩み苦しんでいます。」(詩

篇31：9)

人は皆悩み苦 しんでいます。善 を行ない，

罪を犯さない正 しい人は世にいません。(伝

道7：20)

た とえ話の中でのことですが，救い主は

ひとつの重要な意味を持つ質問に答 え， 自

分こそがその飢え，渇き，裸でいた者であ

り，家を失くし，病に苦 しみ，獄に入れら

れていた者であると言われ ま した。「あ な

たがたは，わたしが空腹のときに食べさせ

一旅人であったときに宿を貸 し」 と記さ

れています。(マ タイ25：35)

この世の苦労，また，罪の汚れ，貧困，

心の痛み，無力感，孤独，肉身を失 った悲

しみ，疎外感などの重荷 に苦 しんでいる人

が無数にいます。 キリス トが約束された憐

れみは， キリス トを知 り，キ リス トに頼る

人に必ず与えられます。風 と波を静められ

た主は，罪人や悩み苦しむ聖徒に平安をも

たらすこともできるのです。私たちは主の

代理人としてそのみ言葉を語るだけでなく，

主に代わって，主がここにお られたらなさ

るように，主の最 も小さな兄弟たちにみ言

葉を実践するのです。

アジアのある難民キャンプに，かつては

教務についていたひとりの若い女性がいま
さつ り く

した。彼女は国の中での残忍な殺数を 目に

し，母親 と共 に隣国へ逃げたのです。 彼女
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自身 もひどい暴行を受けて，この堕落した

世の中ではもう二度 と言葉を口にしまいと，

心に固く誓っていました。 それは彼女と無

数の人々に加えられた非道な行為に対する

彼女なりの抗議のしるしでした。5年 以上

もの間， 彼女はひと言 もしゃべ りませんで

した。そしてある時，彼女はこの教会の幾

人かの教会員に会い，心 を動かされたので

す。 その教会員たちは毎 日，数 カ所の難民

キャンプで素晴らしい愛の働きをしていま

した。私たちに代わってそこで働いていた

この無私の精神の姉妹たちには，医学の心

得があったわけでも，心に傷を負う人々を

診る専 門的な資格を持 っていたわけでもあ

りませんでした。 この姉妹たちは彼女のた

めに祈 り，彼女の手を取って愛の言葉をか

けました。 すると彼女がそれに答えたので

す。5年 ぶ りの初めての言葉でした。以来，

彼女の 口には言葉が戻ってきました。「静ま

れ，黙れ」(マルコ4：39〉 と言われた御方

のみたまが傷つき波立つ心のただ中に注が

れ，苦しみの風 と波を静め， 人に対する信

頼と希望 をよみがえらせたのです。

あの愛すべき兄弟は，憐れみへの道を見

いだし，謙虚な態度で 「それは持 ち前の憐

れみ深さです」 と語 った言葉 を体現 してみ

せてくれました。私たちも彼が掲げた旗 と

同じ旗を掲げることができるようにと， 自

分 自身と家族，そして皆 さんのために祈 る

ものです。

「だか ら
，わた したちは， あわれみを受

け，また， 恵みにあずかって時機を得た助

け を受けるために， はばかることなく恵み

の御座(み ざ)に 近づこ うで はないか。」

(ヘ ブル4：16)

イエ ス ・キリス トのみ名によって申し上

げます。アーメン。



世界 に広 まる

ジョセフ・スミスの証

十二使徒定員会会員

ジェームズ・E・ファウス ト

18鞭 潔、18麗讐1織 灘 鵬
が上 がってか・ら大分たっていました。医師の

ウ イラー ド・リチャーズとサ ミュエル・H・

ス ミス， そしてほかに9人 の人々がその 日

の朝の8時 から，イリノイ州のカーセー ジ

とノーヴーをつなぐほこりっぽい道を歩き

続けていました。重々しい雰囲気の行列の

中には2台 の馬車が入っていましたが，そ

の上に載せた荷を強烈な太陽の光か ら守る

ために，かん木で葎いをしでいました。

馬車に積まれたその荷 とは，身の丈1メ

ー トル80セ ンチ，38年 の歳月を生きてきた

ジョセフ ・ス ミスと，彼の兄であ り，上背
よわい

ももう少しある，齢44の ハイラムのなきが

らでした。

疲れた体でノーヴーへの道を進む リチ ャ

ー ズ医師と殺されたふた りの兄弟であるサ

ミュエル ・スミスは，前の 日，顔 を塗り銃

を持った暴徒たちにジ ョセフとハイラムが

射 ち殺された時のこどを話していました。

多分， 身を守 るためだったので しょう。ふ

た りの犠牲者はリチャーズ医師とジ ョン ・

テイラーと共にカーセージの牢獄に泊 まっ
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ていました。 そこへ，150人 か ら200人 もい

ようという暴徒 たちがなだれ込み， 目的の

ジョセフとハイラムを射殺 したのです。

ふたりの死の知 らせは，末 日聖徒イエス・

キ リス ト教会の本部のあるノーヴーに，す

でに届いていま した。遺体 を載せた馬車と

疲れた足をひきずる警固の人たちがノーヴ

ーに入って来た時
，数千 人の市民が深い哀

惜の情をもって一行 を迎 えました。

ノーヴー ・マ ンシ ョンで馬車からそっと

運び降ろされた，ふたりの血に染まった遺

体は，頭か らつ ま先まで，丁寧に汚れを拭

き取 り， たくさんある傷の部分 には綿を詰

め，薬を塗 りました。その後， デスマスク

を取 り，質素で美しい服が着せられました。

これ らの準備が済む と，その夜は遺族を初

め，生前親しくしていた 多くの人々との対

面に付せ られ ました。 そして明くる土曜 日，

悲しみに沈む1万 人以上 もの聖徒が，愛す

る予言者ジョセフと，その兄の祝福師ハイ

ラムの遺骸 に向かって，最後の別れを告げ

たのです。それから，ふたりの遺体は秘密

の内に丁寧に埋葬 されました。(研s≠o型 げ

≠h6C物%76h「 教 会歴 史.」6：614-31参 照)

ジ ョセフ ・ス ミスに敵意を持っていた者

たちの中にはその恥ずべ き行為に狂喜する

者 もあ り，彼が回復 し， 自らの命 を捧げた

この教会は， 彼と共 に滅びるだろうと言う

人 も多くいました。

しか し，敵にとっては驚きだったことで

しょう。教会は死に絶えることもなく， ジ

ョセフ ・ス ミスが始めた業もその死と共 に

終わることはあ りませんでした。それから

1世 紀半の間に起きた事柄は，この並外れ

た人物ジョセフ ・スミスが成し遂げた事柄

の永遠性を雄弁に証 しています。彼が回復

した教会は世 界各地で驚くべき成長を見て

きました。そこから生まれた宣教師制度と

福祉プログラムは，他の何 ものにも勝って
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優れたものです。その統治形態 により，す

べてのふさわしい男性会員には，神から与

えられた神権の権能と権威が授けられます

が，同時に，女性 も男性 と同様 に高貴な存

在であることを認めています。 教会 には啓

示を通して与えられた健康 の律法があ り，

現世 における喜びについて も，世 の人々よ

りもはるかに恵まれた状態にあ ります。 ま

た教会は神の啓示 によって諸々の鍵 と， 人

の救いに関わる原則，生者 と死者の双方に

永遠の救いをもたらす儀式を授けられてい

ます。

これらのほかにも様 々な理由があります

が，何百万という人が末 日聖徒イエ ス ・キ

リス ト教会の会員になっています。 しかし

真の教会員と呼ばれるには， ジョセフ ・ス

ミスが真理 の啓示 を受 けた神の予言者であ

ることを確信できるようにならなければな

りません。 父なる神 と御子イエ ス ・キ リス

トが ジョセフ ・ス ミスに現われ，この地上

にキリス トの教会を再建するという召しを

与えられたことを，一 人一 人が確信する必

要があるのです。

私 にはその確信があります。 私は謙虚な

気持ちで， ジョセフ ・スミスとその働きに

対する私の証を支える事柄 について，幾つ

か皆さんにお話したいと思います。私の証

は霊的なものであ.り，科学的な ものでも，

歴史的なものでもあ りません。 予言者ジ ョ

セフ ・スミスを通 して地上 に回復され， そ

の後を継いだすべての予言者 によって教 え

られたままのイエス ・キ リス トの福音が，

科学的な方法だけで完全に証明され得るも

のとは，私 には思えません。それは信仰 に

よって受け入れ，神の賜 と力とによって理

解されるべ きもののはずです。例えば，1833

年2月27日 に ジョセフ ・ス ミスを通 して明

らかにされた真理は，茶， コー ヒー，タバ

コ，アルコール性飲料の有害性 を説いてい
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ます。 そして今 日，この教えが確かなもの

であることは科学的に証明されています。

しか し，私が思うに，知恵の言葉(教 義と

聖約89章)に ある偉大な約束は霊的なもの

です。 そこには，知恵と知 識の大いなる宝

と，イスラエルの子供たちを過ぎ越してい

ったように， さつりくの天使は私たちを過

ぎ越 してい くという約束がされています。

(教 義と聖約89：19，21参 照)

ジ ョセフ ・スミスが貢献した事柄で最も

重要なのは，古代の記録を元にする，神の

み言葉を載せた神聖な書物すなわちモルモ

ン経の翻訳 と出版です。それが初めて世に

出された1830年 には，モルモン経は金属板

を原版とし，南北両アメリカ大陸の古代の

文明について語った ものであるという，ジ

ョセフ ・ス ミスの言葉の裏付けとなる科学

的な証拠や歴史的な証拠は何ひ とつあ りま

せんでした。 しかし今 日ではそうした外的

な証拠が数 多く発見され， ジョセフ ・スミ

スがモルモン経について言っていたことの

真実性 を裏書き しています。

しかし，私たちはそれでもなお，モルモ

ン経に対する確信をさらに強いものとする

ために霊的な証を求めます。批評家たちは

長年にわたってモルモン経に対する他の解

釈 を試みてきましたが，成功した試しがあ

りません。 その起源に関する様々な説があ

わのように浮かんでは消えていきました。

そしてモルモン経は今 もなお， イエスがキ

リス トであることを証 し，生き続けている

のです。

何の偏見も持 たず，物事 を分析的に判断

する学者 たちは， ジ ョセフ ・ス ミスのよ

うな， アメ リカの辺境で育 った無学の少年

がモルモン経を書き著わすことはとて も無

理であると言っています。 その中には非常

に多くの高遠な概念が記され， また，様々

な文体で書かれ，ひとつにまとめられた事



実を見て も，ひとりの人がそれを著わした

ということは全く考えられないことです。

真剣に尋ね求めるな ら，信仰 による導きを

受け， ジョセフ ・スミスは変体エジプ ト文

字を刻んだ古代の金版か らモルモン経を翻

訳したことを信じるようになるでしょう。

ジ ョセフ ・ス ミスがモルモ ン経を翻訳 した

ことに強い疑いを向ける説 もありましたが，

確かにその通 りと認められて，今なお残っ

ているものはひとつもあ りません。 これま

で1世 紀半 にわたって証拠が積み上げられ

てきました。 そしてそれらの証拠は， ジョ

セフ ・スミスが何の欠けるところもなく，

率直かつ謙遜に真理を語ったことを， ます

ます強く断言 してきています。

ジョセフ ・スミスに対する私の証を申し

・上げましたが，私は彼が偉大な霊 的な力と

共 に，人としての弱さを持っていたことも

承知 しています。 ジョセフは 自分を神のよ

うな人間だと言ったこともなければ，完全

な人間だと言ったこともありません。彼が

言ったのは，神か ら与えられた神聖な務め

を果たそうと心か らの努力をしてはいるが，

自分も人間としての感情と不完全さとを持

つ，死すべき存在であるということだけで

す。1842年10月29日 ， ノーヴーに到着した

ばか りの幾人かの教会員に与えた勧告が記

録 として残されていますが， ジョセフ ・ス

ミスはその中で 自分 自身について言ってい

ます。 「私は彼らに，自分 もひとりの人間に

過 ぎず，完全だ と思われては困ると言った。

もし彼らが私 に完全さを求めるなら，私も

それを彼らに求めなければならない。 しか

し，彼 らが私や兄弟たちの弱さに耐えてく

れるなら，私 も彼らの弱点 に耐えていこう。」

(研s≠oη げ渉h6Ch鰯 痂 「教会歴 史」51

181)

私 は彼の偽ることを知らない率直さに感

銘を覚 えます。 というのは，彼は自分の人

間的な弱さを認めるだけでなく， 自分に向

けられた，愛 に満ちた主の叱責 の言葉をも

記録 していたのです。時 には優しく，時に

は厳 しく，そのような戒めの言葉が神から

与えられ ましたが，その度に彼は神の代弁

人として，それを他の人に口述筆記させて

いたのです。 そのひとつの例が教義 と聖約
しか

5章21節 にあります。「而して，われ今汝わ

が僕ジョセフに，悔改めをなしてわが前に

一層まっすぐに道を歩き決 してもはや人間

のいざないに負けぬように命ず。」

ジョセフは完全さを求めて努力しました

が，決して 自分を完全な人間だとは言いま

せん でした。途方も無い偽りをでっち上げ，

人を欺き，だまそうというのなら，どうし

て 自分の弱点をそのまま人に知らせるよう

なことをしたのでしょうか。 自分の弱さを

認め，神の慈悲深い懲らしめの言葉をも明

らかにするという彼の真 っ正直な態度は，

彼の誠実な人柄をよく伝 えています。それ

は人が陥りやすい性癖や利己心 とは真っ向

うから対立する宣言であり，告 白です。そ
いしずえ

のゆえにこそ，彼の言葉は確かな礎の上 に

立 っていたと言うことができるのです。

彼とてもそのようなことをすれば，憎 し

み，あざけりづ非難の言葉が浴びせられる

ようになることは承知 していました。それ

で も， ありのままの事実を話 したのです。

彼はその召しを受 けて間もない頃，そのよ

うな困難な生涯に対 して心構 えをさせ られ

ていました。 父なる神とイエス ・キ リスト

の 輝か しい示 現 を受 けてわ ずか3年 後の

1823年 ，彼は天使モロナイから， 自分の名

前がすべての国民，血族，国語の民の中に

善 くも悪しくも語 り伝えられることを聞か

されていました。(ジ ョセフ ・ス ミス2：33

参 照)そ れで もなお，悪魔の執拗な攻撃 と
やみ

迫 害 と は ジ ョセ フ を 驚 か し ， 「ど う して ，暗
れんごう

の力が聯合して私に逆らづて来たのである
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か。私がまだ幼い時 に私 に対して反対 と迫
な ぜ

害が起ったのは何故で薦るか」 と言わ しめ

たのです。(ジ ョセフ ・ス ミス2：20〉 しか

し，彼はそれらの困難と敵意とに打 ち勝ち，

かえって強さを増し加えていったのです。

ジョセフ ・ス ミスも時として罪を犯す こ

とがあり， 人間的な弱さを持っていたこと

を，針小棒大に言うことは妥当であ りませ

ん。それ らは どんな人に もある小さなこと

だったのです。神はジョセフ とその働きを

祝福され ました。ある時，主はジ ョセフに

このように言 われました。「誠 に主か くの

如く汝に告ぐ，わが僕 ジョセフ ・スミスよ。
な

われは汝の為 したる捧物 と，汝 自ら弱きを

認めたるを喜ぶ。 そは，世 の弱き者 によ り

てわが智恵を示さんための 目的に対 し汝を

挙げたればなり。」(教 義 と聖約124：1〉

私はジョセフ ・スミスと親しくしていた

人々にも強く胸を打たれ るものがあります。

彼の性格は多くの人を魅了し，年齢，階層

を問わずあらゆる人々を引き付けました。

彼から霊感を受けた人々の中には，聡明，

また献身的で才能に恵まれた人が数 多くい

ました。彼らがジョセフ ・ス ミスが進めた

業に対して示 した勇気は，その犠牲，苦 し

み，献身ぶりと共に，常人の考えをはるか

に越えたものでした。

初めに，私は医者のウイラー ド ・リチ ャ

ーズについてお話しましたが
，彼の ジョセフ・

スミスに対する忠実さは典型的なものです。

ジョセフはカーセージの牢獄に行 く前 に，

リチャーズ医師にこう言いました。 「『私たち

が監房に行く時には，あなたも一緒に行 き

ますか。』それに対して，彼は答えた。『ジ

ョセフ兄弟，あなたは川を渡 る時にはその

ように尋ねませんでした。 カーセージヘ来

る時も，獄舎 に入る時も尋ね ませんで した

ね。 だのに，今私があなたを見捨 てる と思

うのですか。私がどうするかお話しましょ
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う。 もしあなたが反逆罪で絞殺されること

になったら，あなたに代わって私がその刑

を受 けましょう。そしてあなたは 自由にな

るのです。』ジョセフが 『それはできない』

と言うと，医師は 『私はそうする積 もりで

す』 と答えた。」(E魏o型 げ 渉h6Ch郷6h「 教

会歴 史」6：616)

ジ ョセフ ・スミスが殉教し，その後を継

いだのは，実地に多くの経験 を踏み，豊か

な才能に恵まれたブリガム ・ヤングでした。

彼はジョセフ ・ス ミスについてこう言って

います。

「私が初めて彼の説教 を聞いた時，彼は

天 と地 とをひとつにしました。その頃の聖

職者たちはだれ も，天国や地獄，神，天使，

悪魔について私 に何 も正 しいことを言うこ

とができませんで した。 彼らの無知はエジ

プ ト人のそれ と同 じでした。私がジョセフ・

ス ミスを見ていた時，彼は，比喩的に言う

ならば，天をその手に取 り，それを地上 ま
つ

で降ろし，地を取ると，高く上げ，神に属

ける事柄を簡潔明瞭に説き明かしたのです。

彼の説教は見事なものでした。」(動s60麗7s6s

げB7忽 勉 別y枷ng「 ブ リガムヤング説教集」



P.458)

この教会が1世 紀半の間に成し遂げてき

たことは， ジョセフ ・スミスの話が真実で

あったということをはっき りと物語ってい

ます。 この教会の進展ぶ りは人々の驚異の

的です。末 日聖徒の 多くはジョセフ ・ス、ミ

スとその働きに対する証を固く守っていま

す。 ジョセフの時代から始まって，何百万

という人が，天父と御子にまみえ，イエ ス・

キ リス トの純粋な福音を地上 に回復 したと

いうジョセフ ・ス ミスの言葉 を，信仰によ

って受け入れ，聖霊によってそれが真実で

あることを確信 してきました。

ジ ョセフ ・ス ミスは この世の生を終えま

したが，これか らも，彼の歴史について細

かな吟味や粗探 しがなされ，批判や疑問を

浴びせ られ，厳 しく調べられていくことは

疑いのないところです。 しかし，彼の言葉

の真実性に対する確証 もますます強いもの

となるでしょう。また，回復された福音を

受け入れた人々の献身，決意 もこれまで と

同じように厳 しい試しが与えられ，過去に

おいても多くの人々が経験 したように，大

きな信仰の試 しがあるで しょう。 しかし，

ジ ョセフがそうであったように， 多くの人

は最後まで，彼によって回復された福音を

忠実に守って生きていくことで しょう。時

の流れと共に， ジョセフ ・ス ミスはよ り大

きな存在としてそびえ立ち， 人々か らます

ます大きな称賛を受けていきます。そして

多くの人が，彼が伝えてくれた メッセージ

と，彼が地上に回復 したみ業の永遠の 目的

が神から与えられたものであるとの強い証

を持つようになるでしょう。私 もそう強く

確信 しています。

私の家系には， ジョセフ ・ス ミスが進め

た業が真実であるという証が， ひとつの遺

産 として代々受け継がれてきています。私

はそれを幼 い頃，母 のひざの上 で学びまし

た。私の高祖父エ ドワー ド・パー トリッジ

は，予言者 ジョセフ ・ス ミスが迫害の結果

命を落 とす ことになるまでの数年 間，彼と

非常に親 しくして いました。(E魏oη σ

孟加Ch獅 漉 「教会歴史」4：132参 照)彼 は

ジョセフからバプテスマを受けました。そ

して，予言者に授 けられた啓示によって，

回復された教会の最初の監督 として召され

たのです。

彼はその召しのゆえに，無法な暴徒たち

からひ どい苦しみや屈辱を加えられ，辛い

思いをしましたが，それで もなお，忠実さ

を変えることはあ りませんでした。その召

しを与えてくれた啓示が真実な ものか どう

かを疑 ったことなどは決してなかったと思

います。予言者 と親しかった人たちと同じ

ように，彼もジョセフの思いと心をよく知

っていました。決 してだまされていたので

はあ りません。 その生 き方，死に方を見れ

ば，彼が偽 りを言ったのでないことは明ら

かです。高祖父の献身，苦 しみ，犠牲を見

ると，彼がジョセフ ・スミスは霊感された

神の僕であると何の疑 いもなく信じていた

ことがよくわか ります。

私にはこの遺産に加 えて，心の奥に秘め

た確たる証があ ります。それは，予言者ジ

ョセフ ・スミスが神の器 として，救い主が

自ら地上に足跡を残されて以来人類に授け

られてきた膨大な量の真理の言葉を，人々

の前 に明らかにしたということです。

2日 にわたってこの説教壇から話されて

きたことは，予言者 ジョセフ ・ス ミスによ

って私たちすべての者に贈 られた遺産がさ

らに発展を遂げてきた，その延長線にある

ものです。 それは主イエス ・キリス トの導

きのままに，人類を救い，昇栄させるため

に与えられたものなのです。厚い感謝の念

と共に，よみがえられたキリス トのみ名に

よってこのことを証します，アーメン。
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「自分が何者であるか

思い起 こしなさい」

第一副管長

N・ エル ドン・タナー

一 うして皆さんと共 に午後の集会に参加

}
できたことをうれ しく思います。今大

会は，私がこれまでに経験した中で，最 も

素晴 らしい大会のひとつだと感じています。

大管長が欠席 しておられる中で，私たちは

特 に主のみたまを必要 としていたことと思

います。主のみたまは確かに私たちと共 に

ありました。私は説教をして下さった方々

と，美 しいコーラスを聴かせて下 さった聖

歌隊の皆さんに，心から感謝 します。大会

のそれぞれの部会において，私たちは教会

員 としてどのような行動 をとるべきか学び

助言と勧告とを受 けました。デ ビッ ド・0・

マ ッケイ大管長の時代 に，大管長が大会に

出席できないことがあ りました。その時，

マッケイ大管長 は副管長の私に，・「タナー副

管長，聖徒 たちに自分が何者であるのか思

い起こさせ，それ に、ζ・さわしい行動 をとる

ように教えて下 さい」 と言いました。 この

「ふさわ しい行動をとる
」 ということは，

今の私 にとって非常 に大切なことです。

皆さんに自分が何者であるのか思 い起こ

していただくために，信仰箇条をいくつか

引用したいと思います。第1条 に，「われ ら
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は， 永遠の父なる神 と，その御子イエス ・

キ リス トと聖 霊 とを信 ず」(信 仰箇条第1

条)と あります。 さて，確かに私たちはそ

の通 り信 じています。 しか し， 自分が神の

霊の子供であ り， イエス ・キ リス トが救い

主であることを日々思い起こしているなら

ば，それ をどのように行ないに表わすでし

ょうか。信 じていることを行動に移すで し

ょうか。 もっと情熱を込めて行 なうでしょ

うか， それとも何 もせずにじっとしている

でしょうか。き ょうのこの集会の中で私は

みたまの導きを強 く感 じることができまし

た。私は今私の心 に強 く感 じている，福音

の中で何にも増して大切 なことを申し上 げ

たいと思います。それは，主の教 えに従 っ

て毎 日生活することです。皆 さんにお願 い

します。 人々に自分が何者であるのか思 い

起こさせ，それにふさわしい行動 をとるよ

うに勧めて下 さい。、ζ・さわ しい行動をどろ

うとすれば，神の戒めを守ることで しょう。

私 たちは，「永遠の父なる神 を信ず」と宣言

していますが，神が私 たちの霊の御父であ

ることを本当に信 じ， それにふさわしい行

ないをしてるでしょうか。 また，「御子 イエ

ス ・キ リス トを信ず」 と言いますが， イエ

ス ・キリス トが私たちの救い主であること

を本当に信 じ，それに・ζ・さわ しい生活を し

ているで しょうか。 そして，いかなる時に

もこれらのことを心 に留 めたならば，それ

を行 ないに表わすようになるでしょうか。

「われらは
，正直，真実， 貞潔，慈善，

高徳 なるべきこと，およびすべての人に善

を行 うべきを信ず。」(信 仰箇条第13条 〉私

たちはいつ も正直に生活 しているで しょう

か。真実，貞潔，慈善，高徳 を行ないに表

わしているでしょうか。私たち教会の兄弟

.姉妹は，家庭 において，子供や隣人 と接す

る時 において，あるいは会杜 において，そ

のような生活 をしているでしょうか。 この



信仰箇条をいつ も心に留めて実践 してい く

ならば，それは何 と素晴 らしいことではな

いで しょうか。

ひ とつの例 を挙 げて，私の考えているこ

とをお話 したいと思います。(私 が以 前に

聞いた例ほど適切 ではないかもしれ ません

が)私 がカナダのアルバータ州政府の代表

としてテキサス州のダラスヘ行き， 多くの

法律家を前に話 をするように頼 まれた時の

ことです。テキサス州知事は，私を次のよ

うに紹介 しま した。 「タナー氏はモルモン

教会の監督を経験され，現在はカナダのエ

ドモン トン支部の支部長 を務 めておられま

す。 あの教会の監督 であると御紹介すれば，

ほかに何 も申し上げる必要はないかと思い

ます。」この賞讃の言葉は私 に向けられたも

聖徒の道/1982年4月 号

のではありません。彼の周囲で役職を持っ

ていた教会員に向けられたものです。 彼ら

はそれほ どの信望を得ていたのです。私は

その時こう思いました。「帰還宣教師が 『私

は戒めをきちんと守っている帰還宜教師で

す』と言えば，『ほか に何 むお聞きする必要

はあ りません』 と言われるようになったら，

どんなに素晴 らしいことだろうか」と。

主はあらゆる人の生活を御存 じです。 そ

の主から信頼されていると一人一人の神権

者が 自覚することができたら，それはどん

なに素晴 らしいことでしょうか。 この教会

の会員はそのような.ζ・さわ しい生活をする

というきわめて重要な責任を負っています。

そして，私たちの善い行ないを見て，人々

が神 を賛美するようにならなければならな

いのです。私たちは，毎 日そのことを実践

しなければな りませ ん。 この教会の4百 万

人の会員に加 えて，福音すなわち福音 の原

則を実践す るすべての人々が，正 しく正直

に行動 し，あらゆる点で信頼される人間に

なることができたならば，人々は私たちに，

それ以上の紹介は求 めなくなるでしょう。

この大会 を終 えるにあたり，心か ら祈 り

たいと思います。これからはもっと正しい

生活をしようと心に感 じた人が，ひとり残

らずその決意を行ないに表わすことができ

ますように。 また，正直に行動 し，完全 に

什分 の一を納め， 自らを備 えて，永遠の結

婚 と家族への結び固めを可能にする神殿へ

入ることができます ように。

兄弟姉妹 の皆さん，私から皆 さんにお願

いすることは，よりよい生活をしようとい

う決意を家庭 に持 ち帰 り，生涯にわたって

それを実践することです。 そして，人々の

模範 となって良い影響を与え，教会の大き

な力 となることです。 これらすべてのこと

をイエス ・キ リス トのみ名により申し上げ

ます。アーメン。
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「愛 はいつ まで も

絶 えることがない」

副管長

ゴー ドン・B・ヒンクレー

愛する姉妹 の皆さん。 タナー副管長， ロ
ムニー副管長， そしてスミス会長から

責任をいただきましたので少しお話 したい

と思います。扶助協会のテーマは，「愛はい

つまでも絶えることがない」です。私はこ

のテーマに心から感謝 しています。

昨晩，1856年 に移住 したウ ィリー隊 とマ

ーティン隊のふたつの手車隊について少し

調べる機会がありました。併せて千 人を越

したこのふたつの隊は， スカ ンジナビアと

英国からの改宗者の隊でした。彼 らは合衆

国に遅れて到着 したため，アイオワシティー

を発ってこの盆地への長 い旅 についたのは，

時期的に非常に遅れていました。その結果，

ふたつの手車隊はワイオ ミングで雪 に見舞

われ，道を拒まれてしまいました。ところ

が幸いにも，イギリスから帰る途中の数 人

の宣教師が一行のそばを通 りかか りました。

そして彼 らは手車隊の聖徒たちの窮状を見

るや，この盆地に駆け戻 り，ブ リガム ・ヤ

ング大管長 に手車隊の状態を知 らせたので

す。その 日は土曜 日で，丁度10月 の大会が

行なわれていました。翌 日曜 日の朝，ヤ ン

グ大管長は， この一画 にあった旧タバナク
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ル において人々の前に立つと，次の ように

語 りました。

「私はこれから本 日を含め大会期間中に

話 をされる長老たちに代わって， この民 に

ひとつの課題 を与 えたいと思 う。それはこ

ういうことである。……私たちの多くの兄

弟姉妹が今手車を引いて平原 を渡 っている。

おそらく多くの入々は現在，ここから700マ

イ ルの所 まで来ているだろう。彼らもこの

地に連れて来 なければならない。そのため

に私たちは救援隊を送る必要がある。私が

申し上げたい課題というのは，『彼 らをこの

地に到着 させ る』ことである。…一

これが私の信仰 であ り，私が受けている

聖霊の命令である。すなわち手車隊の人々

を救 うことである。」

ヤング大管長は，救援 に向かう隊員と幌

馬車 と御者を募 り，それからこのように述

べました。

「姉妹の皆 さんには， これ らの手車隊 に 』

いる男性や婦女子のために毛布，スカー ト，

靴下，靴 など……フー ド，冬用のボンネッ

ト， ガーメン トその他 どのような衣類でも

持ってきていただきたい。」

この呼びかけが行なわれたのは 日曜 日で

した。そして2日 後の火曜 日の朝には， 食

糧と物資を積 んだ16台 の荷馬車が，27人 の

若者の御する16頭 の強健 なラバに引かれて

この町を出発したのです。

これが救援隊の派遣の始まりでした。 そ

の後 も救援の荷馬車はあとを断ちませんで

した。そして，男性が荷馬車 とそれ を引く

動物 を手配 し，女性は 自分たちの乏 しい貯

えの中から食物や衣類，毛布 その他の必要

な物資を集めてきたのでした。(L87のR.

聯n， 施n46α7孟s如Z勿 η 「シオンに向か

う手車隊」pp.119-26参 照 〉

私 たちの歴史をひとつ残 らず振 り返って

みても， これほど雄々 しい出来事はほかに



ありま廿ん。手車でシオンに向かったこれ

らの貧 しい人々の多くは手足にひ どい凍傷

を負い，ある者 は息も絶え絶えの状態で盆

地にたどり着きましたが， その時，この地

の婦 人たちは彼 らに家 を開放 し，食物を与

え，傷の手当てをしました。そして，その

長い厳冬の間中，彼らを養い励 まし続けま

した。

「たといわたしが
，人々の言葉や御使 た

ちの言葉 を語って も， もし愛がなければ，
にようは ち

わたしは，やか ましい鐘や騒がしい鏡鉢と

同じである。」(1コ リント13：1)

その 当時 と同様今 も，貧 しい人々に援助

の手 を差 し伸べ，寄 る辺ない人々の友 とな

り，飢えたる者 に食物を与え，病人を看病

している扶助協会の女性 たちを，神は祝福

してお られ ます。「わたしの兄弟であるこれ

らの最 も小さい者のひ とりにしたのは，す

なわち，わたしにしたのである。」(マ タイ

25：40)主 は このように言 っておられます。

ところで，異なったタイプの愛について

一 言お話 したいと思 います。

赦す，他人の欠点に寛容である，仲間を

嫉妬 したり悪く思う気持ちを自制する，と

いった意味での愛についてお話 します。

かつては大の親友だった、ζ・た りの女性が

いました。 ところが，一方の女性が彼女に

落ち度はなかったものの，事故によって結

局もう一方の女性 の子供を死 に至 らしめた

加害者 となったのです。その子の死によっ

てどち らの女性が一番苦 しんだかは言うに

難いのですが，死亡事故 に巻き込 まれた母

親でない方の女性 は，以来何年 もの間，亡

くなった子供 に対 してはもちろん，その不

幸な事態 における自分の責任 について，そ

れにおそらくは子供を失った母親の気持 ち

以上 に深 く悲しみ，涙を流してきました。

我が子 を失ったことを嘆き悲 しむ母親が憎

しみを感 じたことは， よく理解できます。

しか しなが ら彼女の方 で もず っ と前 に，

友 人に罪はなく，友人も涙を流しているこ

とに気づくべきでしたし，仕返しよりもむ

しろ愛を寄せるべきでした。愛がなか った

ためにこの女性は心をむしばまれ，幸福 を
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失 い， 日夜心の苦痛 と悲 しみにさいなまれ

る結果 となったのです。

「この愛はキリス トゐ純粋 な愛」(モ ロ

ナイ7：47)で あ るとモロナイは教えてい

ます。カルバリの丘で十字架 におかかりに

なり，苦 しんでおられた瞭い主が，御 自身

を残酷にも十字架 につけた人々を見下 ろし

て，「父よ，彼らをおゆるしください。彼 ら

は何 をしているのか， わからずにいるので

す。」(ル カ23：34)と 言 われたその愛です。

私の話 をお聞きになっている人の中で，

もし人に恨みを持 った り憎しみをおぼえて

いる人がお られたならば，私 はその方々に

心を変える努力をするようにお願 いしたい

と思います。必ず憎 しみや苦々 しさは消え

去 ります。 しかし，愛はいつまで も絶える

ことがありません。(1コ リント13：8参 照)

この問題 にはもうひ とつの面があります。

私たちの間 に批判の風潮が広 がっているこ

とです。これもおそらく時勢なのでしょう。

私たちは，新 聞の記事やラジオ ・テレビの

解説者の話から絶えず影響 を受けています。

私 にはそれらの主たる目的があら捜 しをす

ることのように思われ ます。批判的で，時

には悪意のある非難も見られます。政治に

携わる人々のあら捜しをします』 また教会

指導者 の批判をします。私たちはだれ しも

完全ではあ りません。だれで も時 には間違

いをするのです。 この世に生を受けて完全

だった人はただのひ とりしかいません。重

責を担 っている人々が必要 としているのは

非難ではなく，励 ましなのです。方針 を立

てる人に反感 を抱いていながら方針に従え

るはずがあ りません。

皆さん一同に，若い方 にも年配 の方にも，

舌を制 して他人の批判をすることのないよ

うにお願いしたいと思います。人のあら捜

しをする ことは実 に簡単 です。 しか し，

よい面を積極的 に認めることは， はるかに
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気 高 い行為です。

ここで母親の皆さんにもうひとつ申し上

げたいことがあります。最近 の新聞で読 み，

悲 しく思ったのですが，私たちの社会のあ

る地域で高校生 を対象に行なわれた世論調

査によると，宗教の異なる人々に対 して差

別意識や対立意識を持 っている徴候が見ら

れたというもので した。 その世論調査の信

頼性 にっいては，私には何 も分か りません。

もしその結果が事実だとすれば，私 は何と

申し上げたらよいか分か りません。皆さん

が子供たちに家庭の夕べを通 して，人に親

切 にすること，寛容であることの大切さや，

自分 と意見の合わない人々にも愛 と，思い

やりと，役に立ちたいという心をもって接

することの必要性 を教 えて下さるように願

っています。

さて最後に，私 たち皆の模範であるひと

りの人について少しお話 したいと思います。

その人は，カ ミラ ・アイリング ・キンボー

ル姉妹 です。 この数週 の間に，私 は，彼女

が病気の夫に 日夜付き添 ってお られる姿を

何度 となく目にしました。彼女の夫に対す

る献身，変わらぬ愛，愛情の込 もった心遣

いは，美しいタピス トリーを織 りなした糸

のようです。夫のために捧げる彼女の祈 り，

主への嘆願は，一生が永遠の父なる神 から

の贈 り物であることを知 っている，強さと

謙遜 さを備えた女性の ものです。

キンボール姉妹にはまた，私たちにとっ

て模範 となるべきもうひとつの面があ りま

す。 そこで，その点を特 に若い女性の皆さ

ん に申し上げたいと思います。キ ンボール

姉妹は大家族に生まれ ました。教育 を受 け

るために家 を離れたのは，子供 たちの中で

彼女が最初で した。彼女は知識を渇望 し，

そして知識 を得たのです。 それか ら自分の

選んだ職業 の資格 を取 ると，一収 入の一部を

送 って弟妹 に教育を受けさせました。キン



ボール姉妹 の家からは世界的に名を知 られ

た人物が出てい ます。

キ ンボール姉妹が向学心をなくしたこと

は一度 もあ りません。読書は彼女の人生 に

まさしく不可欠のものです。若い時 に読書

を楽 しんだ彼女にとって，年 を取 った今で

も読書は慰めと力となっていまする世界中

の女性 にとって，彼女は絶えず成長 し，心

を広げ，理解力を高め，あらゆる時代の偉

大な人物の思いで心を豊かにすることの大

切さを教えてくれる素晴 らしい模範です。

キ ンボール姉妹は， まさに親切 と思 いや

りにあふれた人です。彼女は若い時に貧 し

さというものを知 りました。御 自分では気

づいておられなかったのですが， しかし，

そうした若 い時に養 われた価値観か ら，彼

女は愛 と思 いや りをもって，窮境 にある人

人のために手を差 し伸べてこられ ました。

私は皆さんが彼女の模範に従 われるよう

にお勧 めします。主の祝福 が彼女 と彼女の

愛するキンボール大管長の上にありますよ

うに。 人生が希望 と夢 に満 ちあふれている

若い女性の皆さんの上 に祝福がありますよ

うに。 そしてその夢が実現 しますように。

また子供たちの養育，教育 に重要な役割 を

負っている若い母親の皆さんの上に，そし

て人生 をよく知 り，その素晴 らしさと悲哀

を悟 っておられる年配の女性の皆さんの上

に，祝福がありますように・

愛はいっまでも消え失せ ることがあ りま

せん。 この愛は 「キ リス トの純粋な愛であ

って永遠 につ ずくもの」なのです。(モ ロ

ナイ7：46-47参 照)

神 が皆さん一 人一 人を祝福 して下 さるよ

う，イエス ・キ リス トのみ名によりへ りく

だりお祈 り致 します。アーメン。
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転機の時の
扶助協会

中央扶助協会会長

バーバ ラ・B・ス ミス

先
頃，主人と私がソル トレークの谷を見

渡せ る丘 にある我が家に帰ったところ，

近所 中の電気 という電気がみな切れていま

した。私 たちが暗くなった我が家に向かっ

ていると，暗やみの中を家に戻る私 たちを

見ていたのか，近所の幼 い男の子が駆け寄

って来て，ラ ンタ ンを差 し出しました。そ

して，こう言ってくれたのです。「ぽくの家

にはもうひとつあるの。だか ら， これ，必

要 なだけ使 っていいよ」 と。

私は， この幼い男の子が示 してくれた心

遣いに深 く感動しました。彼は進んで分か

ち合 うという光を持っていました。そして，

私たちのことを心 から気遣って くれました。

彼には，私たちが困っている時に助ける備

えができていたのです。

その後何 日かの間，私 はこの男の子につ

いて何度となく考えました。男の子は とて

も頼もしい，明るい子でした。 また進んで

自分の光 を分 かち合 いました。

私には， この子の行為 は，イエス ・キ リ

ス トの福音の基本的なメッセージと，扶助

協会の標語 「愛はいつ までも絶えることが

ない」を表わしているように思えます。そ
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の理 由は，何よ りもまず，私のこの幼 い友

人には備えができていたからです。男の子

とその家族 は，主たる光源が一時的に消え

ても， 自ら闇を貫 く光 を手元 に持 っていま

した。

私たちはそれぞれ，備えをするようにと

いう勧告 を真面 目に考える必要があります。

10人 のおとめのたとえを思い起 こして下 さ

い。10人 のおとめは 「それぞれあか りを手

にして，花婿 を迎えに出て行(っ た。)

その中の五人は思慮が浅 く，五人は思慮

深い者であった。

思慮の浅い者たちは，あか りは持 ってい

たが，油を用意していなかった。

しかし，思慮深い者たちは， 自分 たちの

あか りと一緒 に，入れものの中に油を用意

していた。」花婿が着いた時，思慮深いおと

めたちは用意ができていました。そこで彼

女たちは，「花婿 と一 緒 に婚宴のへやには

い り，そして戸がしめ られた。」(マタイ25：

1-10)

私 たちは， ふさわしいキリス トの弟子に

なるために，真理 を理解 し，真理に完全 に

従って生 活することによって 自ら備 えると

いう分別 を持たなくてはなりません。そし

て， キリス トを生活の中心 とすることによ

って，私たちは 自らを昇栄す るにふさわし

い者とならしめる，そうしたキ リス トの属

性 を養 うことができるのです。私 たちはさ

らに力をつけ，人を愛する能力を高めるこ

とができます。またいざという時の備えを

しておくことによって，愛の示 し方 を改善

することもできます。

私の幼 い友 人はまた，必要 に気づくほど

心を配ってくれました。彼は，暗やみの中

を帰 っていた私たちの所に走ってきて，道

を照らす明か りを差 し出して くれたのです。

イエスは同様 のことを次の心打つたとえ

話の中で教 えています。



「あなたがたは
，わたしが空腹 のときに

食べさせ，』かわいていた時に飲ませ，旅人

であったときに宿 を貸し，裸であったとき

に着せ，病気の ときに見舞い，獄 にいたと

きに尋ねてくれたからである。」(マタイ25：

35-36)

主 は，私 たちが周 りの人々によく気 を配

り，物質的，霊的に求 めているものに進ん

で応えなければならないことをはっき りと

述べておられ ます。 これを行なうことが愛

なのです。それはまたキリス トの純粋 な愛

の第一歩で もあ ります。

先だって，あるワー ド部 の扶助協会 の集

会で， ひとりの若 い母親の話 を聞く機会が

ありました。彼女 は自分が視力を失いつつ

あることを話 し， これまで 自分のために本

を読んだり，約束の場所 に車で送 って くれ

たりした姉妹たちや， ピアノを教 えて くれ

ている姉妹 に対 して感謝の言葉を述べてい

ました。扶助協会 の姉妹たちは，思いやり

のある行ないを通 してその明か りを彼女 に

提供 し，光 のない世界に入って行 くという

非常に苦 しい時期 にあった彼女の恐れを和

らげてあげたのです。

私たちはだれ しも心を乱 し悩 ませ るよう

な変化 に直面することがあ ります。 そして，

それは一人一人異なっています。重い病気

や不治の病 はそのひとつに過 ぎません。子

供 や夫の死，現世 では結婚 できないと自覚

すること，離婚，伝道地か らの帰還，子供

に恵 まれない結婚生活，末子の結婚，従軍

生活を終 えて市民生活 に戻ること，若い女

性 から扶助協会への移行，大学進学，転居

など様 々です。

これ らの状況はどれ も，それ ぞれ独 自の

順応を必要 とします。新 しい生活様式は取

り組みがいがあるかもしれないし， またつ

らいものか もしれません。変化 に順応する

ためには様々な新 しい方法 を見 いださなけ
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ればならないのです。

私たちはいつでも新 しいチャレンジに応

えられるよう，また人々が困っている時に

進んで，快 く援助の手が差 し伸べ られるよ

う自らを備 えなくてはなりませんよ扶助協

会 は転機にある姉妹 たちの光 となる必要が

あります。そのためには，役員と教師 と会

員が組織だって姉妹たちの直面している精

神的なス トレスや心痛 に気 を配らなければ

なりません。

最近夫を亡 くしたある姉妹は， それ まで

ずっと人のために働 くことに満足感を得て

きましたが，逆に援助 を求 めるのはとても・凶

難 しいことがわかりました。 しかし賢明な

彼女は，そうすることが人の助けになると

言った手前， 自分 も援助を求めました。彼

女 にはまた， 自分 が立ち直った時 にほかの

人を助 けてあげ られることを理解するだけ

の信仰 があ りました。

またある若い姉妹は，宣教師の責任から

解任された後 も今 なお人々を改宗 させ るこ

とに心 が動 かされます。 しかし彼女はこう

も話 しています。「た とえデー トや水泳や

小説を読んだりすることが苦痛に感 じられ

ることがあって も， この新 しい環境の中に

あって，私は現実 を直視 して，優先順位を

決 めることを学んでいかなければならない

と思 っています。」

独身者の大会 に出席 したひとりの姉妹 も，

結婚後25年 を経た最近になって離婚 し，そ

の痛 ましい現実を話 して くれ ま した。「独

身の人々で一杯のこの部屋に入 ってくるだ

けでどれだけ勇気がいるか，おわかりには

ならないと思 います。今 は自分 もそのひと

りであることを承知 していますが， どんな

に苦 しいものかとても言葉では説明できま

せん。」

私たちはほかの人の苦 しみを実際 に理解

することができるでしょうか。たぶん本当
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には理解 はできないでしょう。しかし私 た

ちは転機にどう対処 すればよいか大切な事

柄 を幾つか学 んで いますか ら，苦 しい転

機にあっても， 自分 自身あるいは他 の人を

もっとよく理解 することができるのではな

いで しようか。

1.転 機 は，霊的，肉体的，知的，精神

的に成長 ・発達 する機会 にもなれば，非常

に堕落する時期 ともなります。そして直面

する状況は未経験で，困難 なことが多いも

のです。 この転機を成長の時期 とするため

には，大 きな勇気 と， しばしば他の人の支

黛 ド を要します.
2.転 機 において，変化 に順 応すべく自

評

己の能力 を磨 くことは幼年時代 に受ける精

神的な傷手ほど大 きくありません。大抵の

場合，大 きな影響 を与えるのは他の人との

人間関係の問題です。積極的で前向 きの，

相互 に支 え合 う関係は，人生の重大な転機

において非常 に心強い頼みとなるものです。

3.変 化に順応しようとする時にまず大

切なのは，変化それ 自体ではなく， それ よ

りもむしろ変化が生 じた時点でその変化が

個人の環境にどのように適合するかという

ことです。人は様々ですか ら，たとえ転機

が同じように見えたとして も，適応の仕方

は各人各様です。

4.転 機に直面 した時 には混乱して しま

うことが少なくあ りません。しかし友人や

仲間の頼 りになる支 えがあれば，順応 も速

くまた確実です。

ここまでお話すれば，扶助協会での姉妹

関係がどんなに大切であるかおわかりにな

っていただけるで しょう。友情 と信仰が確

かなものであれば，人生 の転機 もうまく切

り抜けることができるのです。夫を亡 くし

た女性が援助 を求めた時，離婚 した女性 が

勇気を得 た時，帰還宣教師が新たな生活に

自ら順応 しようとした時，そ して若 い母親
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が視 力が次第に衰 えていく中でなおも人生

の目的を失わずに生 きていこうと努力した

時，そこには確かな友情 と信仰 がありまし

た。

さて，人生 において私たちに影響 を及 ぽ

すこうした転機 というものが数限 りなくあ

ることがわかってくると， もうひとつ明ら

かになってくることがあります。それは，

私 たちが住んでいるような複雑な社会にあ

っては，社会 の変化 と共 に転機 と呼 ばれる

ものの内容 も深刻 なものになってくるとい

うことです。

このような状況の中で，私 たち末 日聖徒

の女性には何ができるでしょうか。

まず多くの女性のために 「家族」 として

の役割を担ってあげることが必要になって

くるで しょう。つまりだれ もが信頼 を置く

ことのできる友情の輪を作 り， 自分 の力だ

けでは困難を乗 り越 えることのできない人

たちに助 けを与えるのです。

また私 たちは人のために働 く能力が増 し

てくると隣人が何 を必要 としているかがわ

かるようにな ります。また時には，不必要

な偏見や先入観 によって，無駄な時間を費

やすことのないように努力することも必要



でしよう。

私たちは人を赦 し，優 しさと親切 とを持

って接するというク リスチャンとしての基

本的な徳を心に留めることによって，愛 と

思いやりにあふれた行動が取れるようにな

ります。また人々の間に救 い主 の降誕の先

触れとなった善意を育み，天の御父に平安

と敵 に立ち向かう'時の力を願い求めるよう

に導 くことができます。

しかしだれひとりとして見過 ごしにはで

きないということを考 えると，善意だけで

は決して十分ではあ りませ ん。プログラム

が必要です。そして行動 しなければなりま

せん。扶助協会 はこのために組織されたの

です。 ノーヴーでの最初の扶助協会の集会

で，ルーシー ・マック ・ス ミスは次のよう

に述べています。「この組織 は素晴 らしい

組織 です。私たちはお互いに愛 し合い，見

守 り合 い，慰め合い，知識 を吸収 し合 うよ

うにしなければなりませ ん。」(伍 ε如理 げ

1～θ漉ゾSo6∫6砂1842-1966「 扶助協会史1842

-1966」p .20)

扶 助 協会 のプログラムは，私 たちにはま

だ見えない問題 に対 して も効果的に対処 で

きるように備えてくれます。あるひとりの

訪問教師の話ですが，彼女 はク リスマスの

時に担当の姉妹一人一人にカー ドを送 りま

した。 ところが訪問教師準備会 でも同じこ

とをするように言われました。でもメッセ

ージ教師はそれに何 か言葉 を添えて出すよ

うに提案 したのです。

この訪問教師は迷いました。すでにカー

ドは送 っていたのですが，言葉 を書き添え

てはいなかったからです。しばらく考 えた

後，結局彼女は もう一度，言葉 を添えてカ

ー ドを出すことに決めました。

1月 になって担当の姉妹 たちを訪問する

ことになった時，彼女 はまず不活発な姉妹

の家を訪ねました。部屋に通されて見 ると，
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クリスマスの ものは一切片づけられていま

したが，1枚 のカー ドだけが小 さなテーブ

ルの上 に置 いてありました。それは， ほか

に言葉が書 き添 えられたカー ドでした。そ

の姉妹は，教会員でない友人に自分の教会

の会員が2マ イル行 く人々であることを示

すために残 しておいてあるのだと説明 して

くれました。彼女は言いました。「友人たち

には以前にもこのことを言 って きましたが，

このカー ドこそ姉妹 たちの気持ちを表わす

ものですね。」

訪問教師が翌 月訪問 した時，彼女の家は
蔓

きちんと片づき，家具のほこりも払われて 一〇

いましたが，あのカー ドはまだテーブルの
晦上にありました

。その翌月もまだそのまま

で した。そしてその次の月も， またその次

の月も。

訪問教師 は， この不活発な姉妹 がはっき

りと目に見 える気遣 いを求めていたことに

気づいていませんでした。 と同時に，どん

なに小 さくて も親切 な行 ないは大きな影響

を与 えるという之とを知 ったのでした。

扶助協会の召 しを果たすことによって，

姉妹 は他 の人々を理解する能力を高めるこ

とがで きます。他の人が苦 しい転機 を消極

的な状態から積極的に取 り組む状態 に変え

るように助 けているうちに，どのように心

を配ればよいかわかってくるものです。扶

助協会のすべての責任は，奉仕の機会を与

えるだけでなく各人の成長 をも促 します。

つま り神 の属性 を養 いながら自分が定めた

生涯の目標 に向かって前進 し， 自分 自身と

家族 と社会的関係を強めるのに役立ちます。

また扶助協会の レッスンはどれも福音の原

則を理解するのに役立 ちます。福 音の原則

とは何か， どのように生活の中に表わすこ

とができるか， どうすればもっとよく人々

のために働 けるかと いうことがわかってく

るのです。
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ホームメーキングの ミニクラスは単に技

術 を教 えるだけの場ではあ りません。楽 し

く技術 を身に付ける場である とともに，私

心 を捨てて人々に与えるという特性 を育 む

ものでなければなりません。

現在，扶助協会が抱えている重要 な課題

は，これから人生におけるきわめて重要 な

仕事を引き受けていく若い女性一人一人に

手を差 し伸べ，彼女たちに教会の女性 には

限 りない機会があることを理解 させること

です。指導者の立場 にある皆さんはこれら

の若い扶助協会 の姉妹たちに仕 える時，彼

女たちの可能性 や能力，望み，扶助協会の

責任を共に果たしたいという気持ちを過小

評価 してはいけません。若い姉妹たちの霊

的な準備や旺盛な体力，活発な頭脳の働 き

が身体 の成熟 を追 い越 してしまうことがよ

くあります。若い姉妹 たちを中に入れ，教

えて下 さい。 また彼女 たちからも学んで下

さい。

そして若い扶助協会 の姉妹の皆 さん，私

たちは皆 さんの貢献 によって扶助協会がよ

り力強いものになっていることを知 ってい

ます。皆 さんが一層大きな自信 とビジョン

を もって大人への道 を歩めるように，扶助

協会 にそのお手伝 いをさせていただけない

で しょうか。

さて，年を取 ってか らの転機 も忘れては

な りません。統計によれば大多数 の女性 が

未亡人になることになっています。ほとん

どの女性 は，一昔前には想像 もできなかっ

たような時代 まで生 き長 らえるで しょう。

老年期は美しい達成の時期 にもなれば失意

の時にもなります。

あるワー ド部扶助協会会長の言葉 を耳に

した時，私 は心が痛み ました。その会長は

年老いた扶助協会会員の娘 さんを呼んで，

こう言ったのです。「あなたのお母 さんはワ

ー ド部で長 い間奉仕 してこられました
。で

も， お母 さん ももうお年 です。それで， も

しお母 さんに集会や親睦会 に出席 して欲し

いとお思いになるのでしたら，お母 さんを
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お連れする責任はあなたが引き受けて下 さ

い。私たちの方ではしませんから。」

この母親のような年老いた姉妹たちに対

して，扶助協会 は老齢 に伴 って起こる身体

的な衰 えを考慮 し， どうすれば彼女たちの

役 に立てるかを考えて応えなければなりま

せん。私 たちは年老いた姉妹たちを快 く，

また進んで助けてあげるべきです。孤独は

病気 と同じように私たちの精神 を弱らせま

す。そしてその弱 った状態から逃れるすべ

はないように思 って しまうのです。多くの

場合，年老 いた姉妹たちは絶えず自分 はも

う役 に立たない，迷惑 をかける という気持

ちを抱 いています。私 たちはそうした年配

の姉妹 を扶助協会 に入れる責任があ ります。

年配の姉妹からも学、ζミ機会 は沢山あ ります。

扶助協会 には，老若に関係 なく，ひとり

として無視 された り忘 れられた りすること

のないように，実際 に即 した連絡網が設け

られています。訪問教 師の皆 さんにお願い

致 します。 どうぞ各家庭 に扶助協会の精神

を持って行 って下 さい。寄る辺のない人々

のお世話 をして下 さい。病んでいる人を看

病 してあげて下 さい。そして暗やみに包ま

れた世 界に福音の光 を輝かせて下さい。

ジェームズ ・トムソンはこのように書い

ています。「光 よ!自 然のきらめく衣よ，

その美 しさがなければ万物 は闇に包まれて

いたであろう。」(7%6漉 ω1)2厩 知%老yげ

丁加%gh孟s「 思想新辞典」p.363よ り)

暗 やみを追い払い，真理 の光 をもたらし

て下 さい。 あなたの感覚により，理性 によ

って，そ して一番大切 なことはみたまによ

ってそれを行 なって下 さい。 自分が どんな

人間であるか，今 どういう生活をしている

かということは問題 ではあ りません。真理

の光 は見つけられるのを待 っています。見

つけ られ，神の子一人一人の人生 に光 を投

じる 日を待っているのです。
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転機， それも大きな転機の場合 に， 人々

は聖霊の啓示 を受 けるよりも暗やみで身動

きがとれなくなってしまいやすいものです。

私たちが彼 らを捜し，福音の光を分かち合

うように求められているのはそのためです。

このことを一人一人の姉妹 が決意しなけれ

ばな りません。

「ウィンターセット」という劇 の中で，

ミオはこう言っています。「私は闇の中に光

を捜 し求めて，夜明けから走ってここにや

って来た。 そして朝に巡 り会った。」私は，

皆さんがそれぞれ自らを備 え，たとえ皆 さ

ん 自身が真 っ暗やみの中にある時でも， ご

自分 の光を借 しみなく放って下 さるように

願 っています。そのようにする時に，皆さ

んもまたすがすがしい朝に巡 り会えるでし

ょう。モーサヤ書 に教 えられているバプテ

スマの誓約 を思い起 こして下 さい。アルマ

は私たちにこのように質問 しています。私

たちは 「互 いに苦難を軽 くするために喜ん

で助け合 うこと，悲 しむ者を思いやって共

に悲 しむこと，慰めが要る者 を慰めること，

また……いついかなる時で も， どのような

所に居ても，どんなことについても……神

の証 し人にな りたいと心 から思 っている」

(モ ーサヤ18：8-9)か と。

この聖句 には，私 たちが主の教会の女性

として，また転機には互 いに助け合 う扶助

協会の姉妹 として負わなければならない役

割が見事 に描かれています。それはこの聖

句が，思いや りをもって与 えること，同情

ある理解 を示すこと，行き届いた配慮を約

束することを述べているからです。

自分 自身がいつまでも絶 えることのない

愛 によって照 らされ，元気づけられている

ことがわかるまで自らの光 を輝かし，愛を

差 し伸べるだけの知恵が私 たちにあ ります

ように，イ土ス ・，キ リス トのみ名 によりお

祈 りします。アーメン。
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絶えず学ぶ

ことの特権

中央扶助協会第二副会長

シャー リー ・W・ トー マス

若
いスティーブンは9月 に中学生 にな り

ました。彼は他の少年たちほど背は高

くあ りませんでした。母親が彼の新 しいズ

ボンのすそを丈 に合わせて折 り返している

と，彼はすそを12セ ンチ程長めにしておい

てくれるように頼みました。「今年はグーン

と伸びるんだか ら」 というのが彼の言い分

でした。

私たちは背丈が伸びることにはそれほど

関心はないかもしれませんが，何カ月も先

を見越 し，.自分 を大 きく成長させようと真

剣に考 えているでしょうか。

ある初期の教会指導者はこのように断言

しています。「進歩成長 を求 められるこの

移ろい行く世 の中にあって，私たちは知識

を増 し加えていかねばならない……神の人

にその成長がやむという時はない。」オルソ

ン ・ハイ ド，力解%」 げ 動駝o郷 ε6s「説教

集」7：151)こ の ような義務 を考 えた時 に，

私たちは扶助協会 の中に絶えず学ぶ ことの

できるプログラムを備 えて下 さった慈愛 に

満ちた御父に感謝せずにはいられません。

扶助協会 のレッスンはすべて末 日聖徒の

女性 に役立つものです。第一 日曜日には霊
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的生 活のレッスンが，そして第二 日曜 日には

母親教育の レッスンが行 なわれます。すべ

ての扶助協会の姉妹 に子供 がいるわけで も

ないの1;， レッスン時間の約4分 の1が 母

親教育 に充てられているのは少 しおかしい

と思われ るかもしれ ません。

教会の女性は 「族長」や 「族長制度」 と

いう言葉をよく知 っています。私たちがそ 一

れ らの言葉 から永遠 に関する事柄や家や教

会における神権 の働 きなどを連想 します。

しかし私 たちはあまり 「女族長」 という

言い方はしませ ん。かわ りに母親 という言

葉を使っています。母親 は家庭 における族

長の助け手，パ ー トナーです。母親 として

の働 きもまた永遠に関わる基本的な務めと

言えます。それは生命と愛をもたらす業で

あ り，人が理解 しておかなければな「らない

大切な業です。

ある若い大学生 たちは，扶助協会の会員

として他の姉妹 たちと一緒に毎週地元のあ

る養護施設を訪 問し， そのことを学びまし

た。最初の訪問で彼女 たちは， その施設 に

いる女性の多くが何の希望 も持 たず，無気

力の中に沈んでいる ということを感 じまし

た。生 きている間何 かをしようという気持

ちを持 っている人はほとんどいませんでし

た。ただ死ぬのを待っているだけなのです。

しかしその学生 たちは，短かい音楽プログ

ラムを用意 したり，本を読んであげたり，

手紙 を書 くのを手伝 った りしながら訪問を

続けました。こうして次第にその女性たち

は毎週 の訪問を心待ちにするようにな りま
ぺ

した。そしてこの若い扶助協会の姉妹 たち

のはつらつ とした雰囲気が1週 間ずっとそ

の婦人たちの中に余韻となって残 ることも

ありま した。この姉妹 たちはそこの婦人た

ちが興味を示 したことは， どんな小さなも

のでも見逃 すことなく大切 にもり立ててい

きました。この施設で以前キルティングを



していたことを知 ると，早速必要な備品を

そろえ， キルティングを始め られるよう準

備 してあげました。彼女たちはす ぐに素晴

らしいキル トを1枚 完成させ，2枚 目にと

りかかるほどでした。 また学生 たちが用意

してきた他のプログラムに加わる人も何 人

かいました。 そして， このような生気 にあ

.三・れ，心はずませ るようなことがまだまだ

続 くのです。 この若い学生たちは新たな生

命 と愛 をもたらしました。彼女たちは，年

老 いた姉妹 たちの 「母親」となったのです。

母親教育 とは， 出産 に至るまでの医学的

な知識を教えるものではあ りません。その

目的は，すべての神の子供たちが光の中を

歩むことがで きるように，その力 となる特

質を養 うことにあ ります。私 たちが福音の

原則に焦点 を置き，姉妹 たちの現在の必要

に合わせてレッスンをすれば，母親教育 は

すべての扶助協会の会貝にとって必要なも

の というだけでなく，進歩 させるものとな

るはずです。

私たちはモーセの書4章26節 で，アダム

が 自分の妻 をすべての生ける者の母という

意 味で イヴ と呼 ん だことを知 らされてい

ます。私 たち はみなイ ヴの娘 で す。扶助

協 会の非 常 に重要 な責任 に就いているあ

るひとりの姉妹のことが思い出されます。

彼女は独身で子供 もいませんが， 自分 の専

門分野で重要 な働 きをしています。若者た

ちの知 と情 に触れ，恵まれた才能 や教育 を

フルに活用 し，他の人々の生活 に愛 と光 を

もたらしています。私は彼女の役割 が，8

人 の子供 の母親である私の隣人の役割 と同

様に，主に導かれ，受け入れられているも

のと信 じています。母親の役割 には他 と違

ったところもあ りますが，相通 ずる部分 も

あります。しかし私たちはそれぞれ母親 と

しての役割 に関連 した原則を活用するよう

努力することはできます。

聖 徒の道/1982年4月 号

絶えず子供たちの必要に気を配 り，同時 に

子供たちの生活の模範者 とならなければな

らない若 い母親は，最 も優れた人に求めら

れる責任 を受 けているのです。彼女たちこ

そ忍耐を学び実践 し，愛をもって説き教 え，

強制 によらず正す ことを覚 えなければなら

ない人なのです。うまり母親 としてのあら

ゆる特質を伸ばしていかなければならない

のです。

しかし私 たちは全員 そのような特質 につ

いて学び， それを身につけるための方法を

見いださなければなりません。なぜならイ

ヴのように，私たちは常に母親としての召

しを果 たしていかなければならないからで

す。

社会や教養，そして第5週 目の奉仕に関連

したレッスン，それらは皆神権に属する福

音の原則を含 んでいますが， それがよりど

ころとなって， これらのレッスンが，主の

示 された道 に従 って歩むという私たちの日

日の努 力に対して有意義 なものとなってく

るのです。 またこれらの レッスンは，芸術

や人間 に対する私たちの理解力を高め，こ

の世 界的な教会に対する認識を深 めさせて

くれます。

肯定的な面を強調するという方法で行な

われる援助 は，管理者同士 の関係 において

も効果 があ ります。たとえば，各クラス教

師とワー ド部の教育担当副会長 との月例集

会 は，教師にとっていろいろなレッスンを

知 るよい機会 とな ります。 この一対一のや

りとりは， レッスンに対する教育担当副会

長 の意見が建設的で明確 なものであれば，

非常 に効果が上が ります。

教師は自分 のレッスンのどこがまずかっ

たか自覚 している場合が多いものです。教

師はその点 を話 し合いに出そうとするかも

しれませんが， その ことについて改めて注

意を与 える必要 はないでしょう。それより
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も教師というものはどこが最 も良かったか

ということになる と自分 ではよくわからな

いところがあり，称賛の言葉 をかけると喜

んで くれるものです。だからといって教師

がとても素晴 らしいレッスンだったという

ような称賛の言葉 しか受 けない としたら，

その教師は レッスンを成功に導いたものは

何か，また自分のカをどの程度信頼したらよ

いかを知 ることができないでしょう。 しか

し， もし教育担当副会長が生徒の注意を引

きつける導入法や生徒の意見の上手な扱い

方など具体的な要素 に目を向けるならば，

それは肯定的な面を強調 した援助 となり，

教師の力になるのです。

最後 に，現在の扶助協会の中で与えられ

ている学習は，みたまによって学び教 える

という状態にまで姉妹 たちの生活 を高める

でしょう。このみたまによって教 えること

の大切 さを私 に教 えてくれたひと りの姉妹

について，少 しお話 したいと思います。

彼女は先輩の方で， シオンを目指 しなが

らも結局ニ ューヨークまで しか来ることの

できなかった大勢 の移民団のひとりでした。

彼女はそれまであまり勉強の機会 に恵まれ

ず， なかなか新 しい環境 に溶け込めずにい

、ました。私はある晩行なわれたステーキ部

指導者会 に出ましたが，該当するクラスの

出席者は私 と彼女のふた りだけで した。

管理役員は私たちにレッス ンの準備 をど

のようにしているかを話すように言いまし

た。私 は教師 としての訓練 を受 けていたの

で， レッスンの計画や 目的 といったことに

ついてあれこれ話 しました。 しか しこの素

晴らしい姉妹は習 いたてのたどたどしい言

葉で， どのようにして教材を調べるか，ま

たその後で， レッスンの中で自分のワー ド

部 の姉妹たちに強調すべき点 はどこかをひ

ざまずいて主 に伺 うと話 しました。そして

「主はいつ も私を導いて下さいます」 と言
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い ました。私 は彼女の話を聞いて，その清

らかな思いに触れ，主は確かに導 きを下さ

るという確信 を得 ました。彼女が教 えて く

れた ことは，私に欠けていたものだったの

です。マンハッタンでのあの晩からもう何

年 もたちますが，彼女 と彼女の言った言葉

を忘れたことは一度 もありません。

私たちは主 のみたまを導き手 として学び

続けながら，主の降臨に対 して備 えをして

いるのです。主は再臨時 にはだれ も御 自分

がキ リス トであることを隣人に知 らせる必

要はないと言われ ました。それは，すべて

の人が 自分で悟 るからです。私たちが知 恵

と知識 を増 し， その輝かしい出来事 に備え

ることができるように，イエス ・キ リス ト

のみ名 によ り，お祈 り申し上げます。 アー

メンる



扶助協会と福祉

中央扶助協会第一副会長

マ リア ン ・R・ボイヤー

福翫諜馨1禦搬諾饗鍛
扶助協会の最初の集会の席で，予言者 ジョ

セフ ・ス ミスは助けを必要 としている人を

探 し，必要な ものを与えなさいと姉妹たち

に勧告 しているのです。

姉妹たちが どれほど良くその求めに応じ

たかは，1843年8月5日 付のノーヴー 「必

需物資調達委員会」の報告書の中に見るこ

とができます。

「ジョーンズ姉妹と ミッチャム姉妹
，当

ワー ド部を訪問。私も加え3人 ですべての

家を回る。病人が大勢いる……年老いた ミ

ラー姉妹は病気だが，ベッ ドも寝具 も，着

替えもない。ブルームリー姉妹も重病，食

べ物が何 もない。」(エ イミー ・ブラウン ・

ライマン編，扶助協会 中央管理会議事録，

1842-1892，p.72)

姉妹 たち一人』人が立ち上がり，必要 な物

を寄付 してくれました。ウー リー姉妹は 「上

等なモスリンを1ヤ ー ドとネルの下着……

60セ ン ト……」 ジャーマン姉妹は 「年老い

た ミラー姉妹 に服を一着あげる」 ことにな

りました。(同 上)

聖徒 の道/1982年4月 号

ノーヴーに住む数人の子供を持つ若い未

亡 人，エ レン ・ダグラス姉妹が，1844年4

月14日 英 国にいる両親にあてた手紙の中に，

初期の扶助協会の活動ぶりをかいま見るこ

とができます。8

「体をこわしてしまいました……時々死

ぬのではないか と考えた こともあります。

それからかわいそうな子供たちのことも。

でも子供たちのためにも元気 になれるよう

にと祈 りました。私だけではなく， 多くの

兄弟姉妹が同じように祈 ってくれ ました。

そしてその祈 りは答えられました。」(ケ イ

ト・B・カーター編，0解P∫oη6酬 飽7吻 躍

「開拓者たちの遺産」3：159)

ダ グラス姉妹は病状が良くなり始めると，

ひ とりの友人を訪ねました。その友人は 「女

性組織の扶助協会に，私 自身と家族 に必要

な衣類を何が しか頼んでみたらどうかと言

ってくれました。……ためらう気持ち もあ

りましたが，その言葉に従って私たちは 〔扶

助協会〕のひとりの姉妹を尋ね，……病気

の間繕い物ができなか ったため，子供たち

の着ている物がす り切れてしまったことを

話 しました……2，3日 してから……彼女P

た ちは馬車を引いてきました。 そして私に

今まで世界中のどこからも受けたことのな

い ような素晴 らしいプ レゼン トをして くれ

たのです。J(同 上)

ソル トレークの谷間で，姉妹たちは時に

は劇的な方法でその働 きを続けていきまし

た。 ジョー ジ ・A・ スミス長老 の妻ルーシ

ー ・ミザーブ ・ス ミス姉妹は
，回想録の中

にそのような出来事を書き残 しています。

古 いタバナクルで10月 の大会 を管理してい

たブリガム ・ヤ ング大管長のもとに，手車

隊が近づきつつあるという知 らせが届いた

時のことです。彼女はこのように記してい

ます。

「ヤング大管長はじめ人々は非常に心騒
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がせ，その隊の人々が 山中で雪に襲われは

しないかという心配か ら，大会をそのまま

続行することができない状態になりました。

大管長は人手と，ラバ，衣類， 食糧などを

募 りました。 ……姉妹たちはすぐその場で

ペチコー トや くつ下 な ど分 けてやれ る も

のをすべて脱ぎ……山越えしようとしてい

る姉妹たちに届くようにと馬車に積み込み

ました。」(ル ーシー ・ミザーブ ・スミスの

回想録 稿本，1886年 末 日聖徒 イエス ・キ

リスト教会歴史部蔵)

このほか にも様々な時と状況の下，福祉

事業の中での扶助協会の役割に関 して数々

のチャレンジ， また，それへの対応がなさ

れ，新たな開拓者が出てきました。 そして，

それは今の時代 も同じです。

私たちの周 りには今なお貧しい人々がい

ます。難民や家のない人々がいます。 また

老人の数は増える一方です。・失業者や病人，

家族に先立たれた人，心の貧しい人々，個

人的な悩みや重荷に苦 しんでいる人々がい

ます。都会 においても孤独感に苦 しむ人が

増えています。あ らゆる社会問題が何 らか

の形で私たちに影響を及ぽし，援助と問題

の予防策を求める声が上が っています。

それでは，一組織として扶助協会はそれ

らにどのように応えているでしょうか。ま

たこれからどのように応えていくべきで し

ょうか。指導者としてはどうでしょうか。

扶助協会の一会員としてはどうでしょうか。

現代 という時が抱える問題はとてつ もな

く大きなものですが，私たちにはそれ らを

解決するための素晴らしい手段が与えられ

ています。扶助協会の最高の財産である150

万の会貝に加え，教会の福祉機関 として重

要 な一翼を担っているのです。 なぜかと申

します と， まず，扶助協会の第一 に目指す

ところが常 に福祉 と関連しているからです。

そして，その次に扶助協会の教科課程 を挙
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げ る ことができます。 レッスンでは福祉の

原則について学び， それを実践する機会も

与えられています。 それによって姉妹たち

は個人や家族の備え，また親としての義務，

家事などについて訓練されていきます。第

3は ，扶助協会という組織を通 して，既定

の教会の福祉プログラムが運営されている

という点です。 そして最後に，扶助協会は，

福祉活動のための女性ボランティアを迅速

に手配できる実践的な組織である という点

を挙げることができるでしょう。

ではその具体的な例を挙げてみましょう。

南ベ トナム政府が倒 された後，1975年 に大

勢の難民が合衆国に送られてきました。

「最初のグループがサンフランシスコの

プ リシデ ィオ陸軍基地に到着すると，付近

に住む扶助協会の姉妹たちが基地にやって

来て，夜の間中子供たちの入浴から食事の

世話，衣服の着替えなどをしてあげたので

す。 また扶助協会の姉妹たちは朝の4時 に

基地に来て，一 日中種痘の注射をするのを

手伝いました。」(扶 助協会テキス ト1980-

81年 ， 霊的生活レッスン第6課)こ の姉妹

たちは家をなくした子供たちを慰め，世話

をしながら伝染病の予防にあたりました。

扶助協会は一組織として， 災害時にすべ

ての女性が迅速な援助を受けられるように

するための連絡網を敷いています。1976年 ，

アイダホ州 ティー トンのダム災害の時には，

隣接するステーキ部の扶助協会会長たちか

ら，それぞれのワー ド部の会長に，ボラン

ティアの救援活動を要請する呼びかけがな

されました。 それはさらに，訪問教師主任，

訪問教師，扶助協会会員という流れで伝え

られ，姉妹たちが喜んでその要請に応えた

のです。 このようにして，非常に短時間の

内に必要な援助 を得ることができました。

福祉の問題に対処していく時に忘れては

な らないもうひとつの力として，分別 と思



いや りとを備えた扶助協会の指導者たちを

挙げることができます。

福祉活動委員会 に出席 して有意義な意見

を述べ る，あるいは，会員たちが必要 とし

ている事柄 をよく観察 して，その情報 を委

員会の討議事項の 中に入れて もらう， そし

て委員会の決定事項を実施 に移す時に 自分

たちの責任 を果たす， このようなことを通

して扶助協会の会長や副会長は，扶助協会

の福祉の 目的を遂行しています。監督の指

示を受けて，援助を必要としている家族を

訪間するワー ド部の扶助協会会長は，生活

に困っている人々の力となっています。 ま

た，訪問教師たちに貧 しく困っている人々

を見いだすように指導 している会長は予言

者の指示に従っているのです。

しかし， ぞう簡単には見いだせないこと

もあ り，貧しい人々が見過されることがた

びたびです。従ってワー ド部の扶助協会の

会長は訪問教師たちに，悩み，孤独感，物

質的な必要などの兆侯を見逃がさないよう

にするにはどうしたらよいかを指導 しなけ

ればなりません。

よく気のつくひ と組の訪問教師が歯科医

学校を出たばかりの若い父親の家庭を訪問

しました。 この家族はだれの力にも頼らず，

苦 しい家計の中，夫の学業期間を耐えてき

ました。ふた りの姉妹はその家を訪問した

時，床の上で遊び回っている小さな子供た

ちのくつ底がすっかりすり切れて，くつの

用を足していないことに気がつきました。

このことは 内密事項としてすぐに扶助協会
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左 よ り中央 扶 助 協 会 第一 副 会 長 マ リア ン ・R・ ボ イ ヤ ー， 会 長 バ ーバ ラ ・B・ ス ミス，

会長 シ ャー リ ・W・ 卜一 マ スの 各姉 妹
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の会長に伝えられました。 そしてその両親

は，若い父親が働 いて収入が得られるよう

になるまで少しでも援助を受けるようにし

てはどうかという勧めを受 けま した。

扶助協会はいろいろな方法で福祉の 目的

を推し進めていますが，最 も良い成果が出

てくるのは， それによって一 人一人の姉妹

が，自分が必要 としている ものを事前に見

極め，それを満たしていくようになる時で

す。 なぜなら，福祉上の間題については，

それがまだ芽の内に摘み取るのが最良の解

決策だからです。 したがって，会員一 人一

人の皆さんが 日々福祉の原則を実行 してい

くなら，それは， 自ら世の問題 を減らして

いるということになります。 また家族の貯

蔵品に，特 に家庭菜園から取れた作物や 自

分で縫 った衣類， 自分で調理した物など自

分の手になる物 を加 えるなら， あなたは福

祉の上で必要とされる物を最 も効果的な方

法で満たしていることになります。 また姉

妹一人一人が病気の予防をし，バランスの

とれた食事，家計管理などの面で 自分 にで

きることをするなら，福祉活動が本来ある

べき姿で進められていることになります。

さらに子供たちに働くことを教え，会員 と

して 自分 自身や子供たちが教育 を受けて良

い職業につくならば，将来の問題を回避す

ることができ.ます。

扶助協会の姉妹たちがお互いに分かち合

うことのできる精神的な支えや力は， 食物

や家と同様に， あるいはそれ以上 に重要な

ものとなります。ある姉妹 の御主人は最近

失業 してしまいました。彼女は，食糧貯蔵

もしてあり貯金 も幾 らかあったので， ある

程度の経済的備えはできていたと語ってい

ます。 しかし失業というものが与える精神

的なショックには何 も備えができていなか

ったのです。そこで扶助協 会の姉妹たちは，

そのような ショックが少しでも和らげられ
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る よ うにと，心からの愛 と思いやりを示 し

ました。それは彼女の家族にとって唯一の

大きな助けでした。

数年前の霊的生活の レッスンで，私たち

は次のように言われ ました。「財 力やその

他の条件がそろっていないことを気づかっ

ていては，いつ までたって も愛を示すこと

はできません。」(「扶助協会テキス ト」1980

-81
，霊 的生活レッスン第6課)私 たちは

また次のように考えて しまうこともあ りま

す。すなわ ち 「すべての飢えている者に食

を与え，よるべない者に宿 を提供 し，また悲

しむ者 に慰めを与えることはできない……

だから助けないで おき ましょう」 と。(同

上)し かしアルマは私たちにこのように言

っています。「小さくてやさ しいー事 か ら大

きな事がでてくる。」(ア ルマ37：6)

わ ずかな福祉基金や断食献金，一 日ボラ

ンテ ィア活動，(たとえばあげるものがなく

とも)訪 問することなど，150万 の会 員た

ちによって何倍 にも大 きくなるそうした行

ないが， 多くの苦 しみを和 らげることにな

るのです。

現在福祉 の必要性は1842年 当時 とは異な

った範囲に及んでいますが，今 日の扶助協

会 に対するチャレンジは当時と少 しも変わ

づていません。 すなわち貧しい人々を見い

だし彼らの必要 に応えること，学び教 え福

祉の原則を実践することによって問題 を未

然に防ぐことです。主はジョセフ ・ス ミス

に次のように言われました。

「また汝ら貧 しき者，乏 しき者お よび

病める者，悩める者たちを万事 に憶えて憐

れむべし。 これらの事 を為 さざる者はわが

弟子にあらざればな り。」(教 義と聖約52：

40)

これ らのことをイエス ・キリス トのみ名

によりお話 し申し上げます。アーメン。



栄えある女性の務め

十二使徒定員会会長

エズラ・タフ ト・ベ ンソン

噂 こか ら見る光景は霊感あ、ζ・れる素晴 ら

}
しいものです。皆さんと共にこの会に

出席できることは，私の大いに名誉 とする

ところであ り，心高め られる思いです。私

は今宵，皆さんを必ず しも教会の扶助協会

という偉大な組織の会員としてではなく，

選ばれた女性，天父の娘とみなして話をし

たいと思います。

去る4月 ，私は恵まれて神権を持つ兄弟

たちに，父親の責任 についてお話しました。

きょうは姉妹の皆さんに，天父の永遠の計

画の中で女性に与えられている誉れある務

めについて お話したいと思 います。

不変の原則，永遠の真理は，私たちがそ

れを生活の中に取 り入れることを忘れたり，

他の理論に惑わされたりすることのないよ

うに，何度 も繰 り返されなければな りませ

ん。

世の中の状況は悪くなる一方です。私た

ちの知 る限りでは，これほどに誘惑の大き

な時はかつてありませんでした。それはま

すます悪化 していますが， こうした状況に

かんがみ， スペンサー ・W・ キンボール大

管長は地区代表たちを前に して次のように
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言っています。

「妻の座 にある人や母親たちは
，神か ら

与えられた母親としての務めを果たしてい

く中で，その責任の尊さと大切 さにっいて理

解の 目を開かなければなりません。・その点

にっいて扶助協会の指導者や教師は， 自分

たちに何ができるかを考えなければな りま

せん。母親が家庭を愛 と学びの場，また慰

めと訓練の場 としていくのを助けるために，

私たちには何ができるでしょうか。」(E郷 忽n

「エンサイン」1978年5月 号
，P.101)
く じ

サタンが永遠の天父の計画を挫こうとし

ていることを決して，忘れてはなりません。

敵の もくろみは，モルモン経の中では「青年」

と呼ばれている(ア ルマ5二49参 照〉教会

の若人と，家族という単位を滅ぽすことで

す。

初めに，神は女性に神権者の連れ合いと

しての務めを与えられ ました。神はこのよ
ひとひど よろ

うに言いました。 「人独 りなる は善 しか ら

ず，これを以てわれ彼にふさわしき一人の

助け手を彼のために造らんと。」(モーセ3：18)

女性 は助け手 として男性に与えられ まし

た。 この互いに補い合う関係は，地上 にお

ける最初の両親アダムとイヴの永遠の結婚

にその理想を見ることができます。ふたり

は共 に働 き，子供を産み，共に祈 り，子供

たちに福音を教 えました。これこそ神がす

べての義 なる男女に倣うように求めておら

れる模 範なのです。

地球が創造されるに先立ち，天上の会議

において女性のあるべき姿 と役割 とが定め

られました。皆さんは シオンにおいて妻，

母親となるべく，神 によって選ばれたので

す。 日の光栄の王国に昇栄するか どうかは，

その召 しに対する忠実さにかかっています。

時の初めか ら，女性の最 も重要な第一の

役割は，天父の霊の子供たちをこの世に迎

え入れ ることでした。
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初めに，顔に汗してパンを得よと言われ

たのはアダムであって， イヴではあ りませ

んでした。今世の中に広 く行 きわたってい

る考えと相入れるものではありま、せんが，

母親としての本分は家庭の中にあるのです。

この真理は今の時代の状況 にはそぐわな

いものであると，皆さんを説きつけようと

する声が私 たちの中 にあるの を知 ってい

ます。それを聞き入れて従うようなことを

するなら，皆 さんは大切な責任を省みない

ようになるでしょう。

世 の欺 きの声は女性に向かって，「自分の

好みに合 った生き方」なるものを盛んに訴

えています。 人によっては結婚して母親 に

なるより，仕事に生 きる方が向いてる場合

があるというのです。

こういう人々は，家事 よりももっと面 白

い，達成感の味わえる仕事があると主張し，

その不平不満をまき散 らしているのです。

教会員も家事 と育児だけの 「型にはまった

モルモン女性」 という姿から脱皮すべきだ

などと，平気な顔をして言う人もいます。

その上， 自分の目標や好きなことをする時

間をもっと持つためには，子供はあまり持

たない方がいいな どと言い出す始末です。

私は皆さんの中には必ずしも理想的 とは

言 えな い状 況下 に置かれて いる人がかな

りいることを知 っています。 といいますの

は，心は家にあっても，やむを得ない事情

があって，子供を人に預 けて働 きに出なけ

ればならない母親の皆さんと，何度も話を

したことがあるか らです。私はそのような

人々を愛 し，その立場を理解 しているつも

りです。この思いを知 っていただきたいと

思います。 また，私は皆さんが天父の恵み

を得て今の不本意な状態を補うことができ

るように祈 っていますが，この祈 りがかなえ

られ，皆さんが今の状態を脱する日が1日

も早 くくることを待ち望んでいます。
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夫 に先立たれたり，離婚をした姉妹 たちが

いることも承知 しています。私の心中には

そのような姉妹たちのこともあります。教

会幹部の兄弟たちは皆さんのために祈 り，

皆さんの必要 としているものが満たされて

いるかどうかを見守る大きな責任を感じて

います。主を信頼して下さい。主が皆 さん

を愛 しておられ，私たち も皆さんを愛 して

いることを， しっか りと心に留めて下 さい。

苦しみに負けた り，ひね くれて素直な態度

を無くしたりすることのないようにして下

さい。

また，教会のすべての姉妹がこの世で結

婚 し，母親になる機会に恵まれるとは限り

ません。 しかし， そのような中にあって も

戒めを守 り忠実に耐え忍ぶならば，慈悲 と

愛に満ちた天父が必ずすべての祝福を授け

て下さいます。 すべての祝福をです。

数 においてはまだ少ない皆さんと，妻や

母親 としての務めを果たす機会に恵まれ，

それを果 たすべき立場にある教会の大多数

の姉妹たちとでは，問題解決への道筋 も違

ってきます。

女性が夫 と子供のいる家庭 を出て，万一

の場合のために，より高い教育を受けて経

済的 にも備えるべきだというのは，誤った

考え方です。私は教会の姉妹 たちの中にあ

っても， 自己の価値や成功度 を計るための

基準 として，世間一般の常識を使うことが

あまりにも多すぎるのではないかと危倶の

念を持っています。

キンボール大管長はかつて，末 日聖徒の

服装 に関して 「教会員独 自のスタイル」が

必要であると言われたことがありますが，

成功や 自分 自身を見る目につ いても 「教会

員独 自のスタイル」 を持 たなければなりま

せん。

末 日聖徒の中にも， もっとこの世的な財

産を持って， より良い暮 らしをすれば， 自



分 自身に対する価値観も高くなるなどと誤

って信 じている人がいます。 自分 を価値あ

る存在と見ることができるかどうかという

ことと，その人の経済状態との間にはあま

り関連性はありません。救い主の母であっ

たマリヤは， この世的には貧しい生まれの

人で したが， 自分の責任をよくわきまえ，

それを喜びとしました。マ リヤがいとこの

エ リザベツに言った 「この卑しい女 をさえ，

心にかけて くださいました。今か らのち代

代の人々は，わた しをさいわいな女 と言う

でしょう」(ルカ1：48)と い う謙虚な言葉

を思い出してみて下 さい。マ リヤの力は内

面的な ものであって，外面的なこの世の富

による ものではあ りませんでした。

母親の責任というものは，託 児所や学校，

保育所やベ ビーシッターなどの他の人の手

に任せて，それで済ませることができるよ

うなものではありません。 このことは非常

に大切 な真理です。

幼い子供たちを家庭外の保育園や幼稚園

などに通わせた方が良いという人の教 えに

惑わされている人々がいます。 これは家計

に圧迫 を加 えるばか りか，幼い子供を母親

の影響の届かない所に置いて しまうことに

もな ります。

また子供 たちが流行 を追 い求めるあまり，

父親の収入だけでは生活が苦 しくなり，母

親が子供たちのために 自分も働きに出なけ

ればならないと思 うようになる例 もかなり

あります。 しかし，それは非常に短絡的な

物の考 え方です。

子供の最 も重要 な発育期にその基本的な

人格を形造るのは，母 親の影響力なのです。

家庭 こそ，子供が信仰について学び，愛

を感 じ，母親の生 きた模範から正義を選ぶ

ことを学んでいく場所なのです。

このように，母親の影響力と家庭 におけ

る教えは非常 に重要な ものであ り，それを
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怠った場合 に表われる結果は非常にはっき

りしています。

私はだれの心を傷つけるつもりもあ りま

せんが，活発な末 日聖徒の家族でありなが

ら，母親がその居 るべき場，すなわち家庭

にいないために，子供たちのことで問題を

抱えているケースが多いのは皆さんもよく

御存 じのことです。

アメ リカのある有名な雑誌に，次の よう

な恐るべき数字が載っていました。「6歳 か

ら13歳 までの子供 たちの母親で，外で働い

ている人の数は1，400万 人。またその年代

の子供 たちの3分 の1が ，毎 日かな りの時

問大人の監督を受 けていないとみられてい

る」(US〈 セωSαn4四 〇名」41～ゆ0π 「U

S.ニ ュース ・アン ド・ワール ドリポー ト」

1981年9月14日 号 ，p.142)と い うのです。

母親が外に出て働 く時，往々にして離婚

の種がまかれ，子供たちの問題が始まりま

す。母親は，生活のための共稼ぎをしよう

と決める前に，それによって支払わなけれ

ばならなくなる犠牲について入念に考えて

みる必要があります。子供にはお金よ りも

母親が必要なのです。

ジョセフ ・F・ ス ミス大管長はこのよう

に言っています。 「子供が両親の保護 と導き

のもとにあり，両親が彼らに対 して責任を

持つ間 に， もしも両親が子供に対する義務

を無視するならば， シオンの両親は，子供

が8歳 になるまでとは限らず，全生涯にわ

たって子供 たちの行動 に責任を持つことに

なるだろう。」(「福音の教義」p.277)

モ ルモン経の中には，聖典の中でも最 も

感動的な成功談のひとつが載せ られていま

す。 それは家庭で息子たちに福音を教えた

レーマン人の母親たちの話です。この2千

人の若者たちは，母親のひざの上で神への

信仰 を教えられ ま，した。後に戦争に行った

時，彼 らは大いなる信仰 と勇気 とを示しま
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した。

彼らの指導者であったヒラマンは2千 人

の若者たちについて，「また疑 いを抱 かな

いならば神が必ず 自分 らを救いたもうとそ

の母か ら教え を受 けて いた」(ア ルマ56：

47)と 言 いました。

ここにその鍵があ ります。すなわち，彼

らは 「その母から教 えを受けていた」ので

す。随分 と昔のことですが，ある入が自分

の母親に，全部で19人 もの子供 をどのよう

にして立派に育て上げたのかを手紙で尋ね

ました。その母親は次のような返事を送っ

てきました。

「子供の教育法について書 くなどという

ことは， とても私の柄ではあ りません。余

生を送るだけの生活に入ってもう何年にも

なります。そんな私が 自分の子供を育てる

ためにどんな風に時間を使い，心配 りをし

たかを話しても，人の役 には立たないと思

います。文字通 りの意味でこの世的な事柄

を捨てない限 り，私が したと同じ方法をと

ることはできません。人生の盛 りの20年 以

上の歳月を，子供の魂の救いのこ とだけを

考えてすべてを捧げるような人は， たとえ

いるにしてもそう何人もい るものではあ り

ません。それほどまでにしな くて も救 うこ

とはできると考えているからでしょう。下

手であろうと，うまくいかなかろうと，とに

か く私が最も大切 に考えていたのはその こ

となのです。」(フ ランクリン ・ワイルダー

1吻脚 吻 」1砿o∫h67「永 遠の母」p.43)

この母親はスザンナ ・ウ ェスレー， また

手紙を書いた息子はかの偉大な宗教改革者

ジョン ・ウェスレー(17G3-1791， イ ギリ

スの神学者，伝道者)で す。子供たちの魂

を救うごとに人生の盛 りの20年 もの年月を

捧げる。 これほどに技量，才幹， 勇気，知

恵，創造性を求められる仕事がほかにある

でしようか。
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皆 さんは母親 として成功するための法則

を知 りたいと思 いますか。それは子供たち

がまだ幼 い内に時間をかけて，福音 とそれ

を実行するための原則を教えることです。

皆さんも「この世 的な事柄を捨て」「人生の

盛 りの20年 以上の歳月を，子供の魂 の救い

のことだけを考えてすべて捧げる」必要が

あるか もしれません。

どんなに偉大な事柄を成し遂 げて も，そ

れは神の息子または娘の人格を形成する と

いう仕事に勝るものではありません。

私はこの話を準備するにあた り， 末 日聖

徒の女性が直面している問題の解決策 につ

いて意見を寄せて下さるようにと，何 人か

の既婚女性にお願いしました。 ここで， こ

の世での 自分の召しをよく理解している聡

明で信仰篤いこれらの立派な主婦たちの言

葉を聞いてみていただきたいと思います。

妻であり母親でもあるひとりの姉妹はこ

う言 っています。「私 は主婦，妻，母 として

の 自分の役割 に心か らの喜びを感じていま

す。家の中の仕事に喜びを見いだすように

母か ら教 えられました。母 も自分の主婦 と

しての仕事を喜んでいたのだと，いつも思

います。近年騒がれているウーマンリブ と

いうようなことは一言 も口に出しませんで

した。 それは，私たちにとって良い妻であ

り母であることこそ，女性 としての本分 だ

ったか らです。」

もうひとりの姉妹は，「私は妻であり母で

あることを何よりもエンジ ョイしています。

とても楽しんでやっています」 と書 いてい

ます。そして姉妹たちに次のように勧めて

います。「家事が性に合わないという人は，

楽 しんでできるように主に祈ってみて下さ

い。 そうすれば主は助けて下さるでしょう。

主に頼るのです。人間の腕に依 り頼んでは

いけません。(II二 一ファイ4：34参 照)物

事を永遠 という観点から見て下さい。特に，



いつになったらおむつや夜中の授 乳から解

放されるのかしらと思う時にはそうです。

あなたは主の望まれることをしているので

す。必ず祝福が与 えられます。」

さらにこう続けてい ます。「妻で あ り一母

であることに誇 りを持 って下さい。だれに

も弁解する必要はあ りません。 テレビのメ

ロ ドラマ，雑誌記事， いわゆる専門家 と呼

ばれる人々の話など，あなたの務めをさげ

すむようなものには接 しないことです。」

また他の若い母親は次の ように書いて く

れました。「妻であ り母であり，そして子供

を産むことは私 にとってすべてに優先する

ことであり，大学の学位や仕事，才能 を伸ば

すこと，その他のどんなことよりも大切で

す。他の人間の人格を形造ることよりも大

切な仕事がこの世 に存在するでしょうか。」

この母親は姉妹 たちを悩ます問題の解決

策を次のように書 き送ってくれました。「立

派な聖徒 と言うこともできるかも知れませ

んが，高潔な女性が持つ偉大な力は，救い

主に対する証 と，その代弁者すなわち予言

者でありイエ ス ・キ リス トの使徒である人

人に対する信頼感の中にあります。 そして，

主とこれ らの使徒たちに従 うなら，キ リス

トの恵みによってキ リストの平安を得，そ

の結果 自分の長所を伸ばし，情緒的な安定

が得られます。 また，問題を解決 して力を

つけるための手段 として救い主の模範に倣

うことができるようにな り， 自分 自身や家

族や周りの人々を愛する源 としてキ リス ト

の愛を身につけることができるようになる

でしょう。妻，母として自信 を持ち，家庭

における 自分の務 めの中に喜 びと達成感を

感じることができるようにな ります。」

私もこの賢明な勧告が確かなものである

ことを，すべての姉妹たちに証 します。

もうひとりの立派な姉妹は，次のように

書いています。「一生懸命やっているシオン
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の母親たちをほめるようにしてあげて下さ

い。そして私たちを愛 し，私たちのために祈

りを続けて下 さい。 と申しますのも私 たち

は教会幹部の兄弟たちの勧告を信 じ， その

言葉をとても大事 に思 っているか らです。」

この依頼に励ましを得ると共に，ベ ンソ

ン姉妹の有益な助言を受け，皆さんに次の

ように申し上げたいと思います。

家庭内の管理 に喜び と満足を感 じている

ことを体 で表わすようにして下さい。家庭

内の仕事 に対するあなたの姿勢を模範によ

って示 して下さい。あなたの態度によって

子供たちは， あなたが 「私はただの主婦 に

すぎない」 と思っているか， それとも 「家

庭内での務めは，女が望む最 も大切で尊 い

職業」と考えているかを知るのです。女の

子にはパ ンや菓子 を焼いた り，料理，栽縫，

部屋の整理整頓などをさせ，腕をみがく機

会を与えて下 さい。

毎 日家族の祈 りを捧げて下さい。毎朝毎

晩家族の祈 りをすることによって，主に頼

ることを子供たちに教 えることができます。

そして家庭で聖典を読むことを習慣にして
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下さい。

御主 人の管理の下に，毎 週家庭の夕べを

開き，〆定期的に，特 に安 息 日には聖典を読

むようにして下さい。家族で共 に聖典を読

み，集会に集い，その他のふさわ しい活動

をすることによって安息 日を聖 くして下 さ

い。

家庭では良い文学や音楽のみを勧めて下

さい。子供たちに一流の芸術，音楽，文学，

催 し物を鑑賞させて下さい。子供たちの間

違いを指摘するよ りもほめることに重点を

置くようにして下さい。 どんな小さなこと

でもほめてあげて下さい。

分担を決めて子供たちに家事を手伝わせ

るようにして下さい。家庭菜園，庭仕事，

掃除な どで家族が何かを行なう時は，全員

に割 り当てを与えて下さい。

家庭が家族の社交や文化活動の中心とな

るようにして下さい。 ピクニック，家庭の

夕べ， ミュージカル，屋外でのゲームなど

をして，子供たちが余暇は家で過 ごしたい

と思 うように仕向けて下さい。

不断か ら子供たちの話 に耳を傾けて，悩

み事や質問がある時には，黙 っていて も皆

さんのところに相談にくるような下地 を作

っておいて下さい。 男女交際，性に関する

問題，そのほか心身の成長や発達に影響を

及ぼす大切 な事柄 について話 し合 って下さ

い。これは疑わしい所から知識を得たりす

ることのないように，早い時期 に始めて下

さい。

いつも来客がある時のように，子供たち

に敬意を払って優 しい態度で接 して下さい。

詰まるところ，来客よりも子供たちの方が

あなたにとっては大切な存在なのです。他

の人に家族の悪 口を決 して言わないように

教えて下さい。互いに忠実でいて下 さい。

他の人々に奉仕したいという望みを子供

たちに植 えつけて下さい。年寄 りや病人や
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孤独 な人々を思いやるように教 えて下さい。

福音を知 らない人 々に祝福を与えることが

できるように，小さいうちから伝道に出る

準備をさせるようにして下さい。

物質的な事柄を追い求 める誘惑から身を

守って下 さい。 もっと若 く見せたい，流行

に乗 り遅れたくないというやむことを知 ら

ない熱狂，母子双方健康的に何の不安要 因

もないのに子供の数を制 限しようとするこ

と，人を助ける喜 びを忘れさせる利己心，

これ らの問題はすべて，感謝 する心を失 わ

せ，人を無慈悲にし，情緒を不安定 にさせ

るものです。

家長としての責任を果 たすことができる

ように御主人を支持 し，励まし， 力づけて

難



あげて下さい。皆さんは御主 人のパー トナ

ーなのです。皆さんが御主人の人生に対し

て持 っている責任は，御主人を高め，崇高

な標準を保つ手助けをし， 自ら義 しい生活

をすることによって永遠にその王妃 となる

ための備えをすることにあ ります。

家庭とは愛，理解，信頼の場， そして皆

が自分は受け入れられているという気持ち

と一体感 を味わう場なのです。 もし妻とし

て，母として，また娘 として 自分 自身こ家

族と家庭 に対 する責任を十分に果たし，扶

助協会の姉妹 たちのように互いに親密な関

係を保つならば，若人と両親を悩ましてい

る今 日の問題の多くは，皆さんの上 を何事

もなく過 ぎ去って行くことで しょう。

マッケイ大管長は次のように言われまし

た。 「子供たちが，真理，名誉，徳，自制な

どの人生の教訓，教育 と正直に働 くことの

価値，そ して人生の意義 と特権とを学ぶ上

で，最初の場 となるのが家庭である。 そし

てこれは最も効果的な場で もある。 子供た

ちを教 え育てる場 として家庭 に代わるもの

はない。いか なる成功も家庭 の失敗を償 う

ことはできないのである。」(デ ビッ ド・0・

マッケイ 「家庭の夕べ」テキス ト，1968-69)

なぜ サタンが，母親たちに子供の養育を
ゆだ

人の手に委ねさせ，家庭 を崩壊 しようとし

ているのか， これでおわか りになったでし

ょうか。サタンは非常に多くの家庭で成功

を収めているのです。

本能的に子供 を肉体的な危険か ら守ろう

とするのと同様 に， このような危険か らも

家族 を守ってあげて下さい。

家族 全員が そろって 日の栄 の王 国に行

くことを，伴侶 と共に家族の 目標 として決

めて下 さい。皆さんの家庭が地上 における

小さな天国となるよう努力し，この世での

生涯を終えた時，次のように言うことがで

きるようにして下 さい。
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み ん な が こ こ に い る 。

父 ， 母 ， 姉 ， 妹 ， 兄 ， 弟 ，

愛 す る 家 族 が み ん な い る 。

空 い て る 席 は ひ と つ も な い ，

'家 族 が み ん な 顔 を そ ろ え て る～・… ・

み ん な 、 み ん な が こ こ に い る。

(チ ャ ー ル ズ ・ス プ レ イ グ，7物 隔 ≠

魏81s(ゾChα ガωSρ ㎎g%6「 チ ャ ー ル ズ

・ス プ レ イ グ 著 作 集J〉

私は永遠の伴侶フローラの献身と明るさ，

信仰，忠誠を心から感謝 しています。妻は

家族 にとって常に洞察力と霊感の源でした。

ぴった り合った呼吸，素晴らしいユーモア

のセンス，そして私の仕事に示 して くれる

関心 など，彼女は妻 として私の心に喜びを

与えてくれ・ます。またその無限の忍耐力 と

的確な洞察力 とを もって，非常に献身的な

母親として務めて くれます。 彼女は自分の

ことを忘れて，喜んで夫と子供たちのため

に尽くし，立派な妻，母になるという神か

ら与えられた栄えある召 しを全うしようと，

固い決意を示 しています。

今夜， このように皆さんのお顔を拝見し，

私は 「この重大な時期に， シオンの中の妻，

母 として取っておかれた皆さんは何と素晴

らしい霊 だろう」 と思います。皆 さんは地

上にある唯一の真 のイエス ・キ リス ト教会

の会員です。夫 と共に忠実であれば， 日の

栄の王国で永遠の生命を受けることができ

ます。これが皆さんへの約束の言葉です。

愛する姉妹の皆さん，私は皆さんが女性

として受けている栄えある務めが真実であ

り，永遠のものであることを証 します。

神が皆さん一 人一人を祝福 し，この世か

ら永遠 にわた って喜びと幸せ とを授けて下

さるように。 イエ ス ・キ リス トのみ名によ

り申し上げます。，アーメン。
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愛は限りな く

管理監督会第二副監督

」・リチャー ド・ク ラー ク

兄 弟姉妹の皆さん・福祉部の新し嘆 務
部長である，グレン ・ペース兄弟には

15歳 になる娘 さん， リッキー ・ペースがい

ますが，彼女が学校で友達 と次のような会

話を交わしたそうです。

友 達 ： 「あなたのお父 さん，どこで働

いているの?」

リッキー ： 「教会本部よ。」

友 達 ： 「教会本部って どこ?」

リッキー ： 「神殿のそばのあの高層ビルよ。」

友 達 ： 「どんな仕事?」

リッキー ： 「福祉部の責任者よ。」

友 達 ： 「福祉部 ってな一に?」

福祉部について何度説明しても，特別き

わだった印象をこの友達 に与えることがで

きません。 それでも， この会話 に終止符を

打つべくリッキーはこう言いました。「言い

換 えれば，今から福千年までの間に，教会

の会員の中で空腹のためにだれかが死ぬよ

うなことがあるとしたら，私のお父さんの

せいになるのよ。」

福祉活動 に対 しては，いろいろな見方が

あります。応々にして，福祉は，農場や，
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かん詰工場，監督の倉庫， デゼレ ト産業等

と結びつけて考 えていますが，福祉活動は，

教会の中心 となる使命，すなわち，聖徒を

完き者 にするという使命に欠 くことできな

いものです。福祉活動 は，個人に対する福

音の実践です。単なるグループや団体のた

めの活動ではあ りません。永遠 の救いは個

人個 人にもたらされるものであ り，救 い主

のレベルまで致達するには，は しごを自力

で登っていかなければなりません。完 き者

となるには，イエスのみ言葉 と同じように

イエスのみ業 を行 なっていかなければなら

ないのです。使徒パウロは，キ リス トの弟

子たるべき人は，「神の性質にあずかる者」

(IIペ テ ロ1：4)に な るようにと言 って恥

ます。またこうあります。「あなた方は，御

足の跡を踏み従 うようにと，召されたので

ある」(1ペ テロ2：22)1897年 ， カンザス

州 トペカに住む若 い牧師が 「キ リス トの足

跡」 と題 した本を書 きました。それは，彼

の新 しい試みをもとに書かれた ものです。

彼は，失業中の印刷工 を装 い， トペカの街

路 をうろついてみたところ， この 「クリス

チャン」の住 む町から受けた待遇 に驚いた

とあります。小説の中でこの牧師は，次の

ような興味深いチャレンジを自分 の会衆 に

与えた とあります。

「イエス様 だったらどうなさるだろうか

と， まず問いかけてみてから何事で も行な

う……これをこの1年 間，忠実 にまた正直に

実行 して下 さる方はいませんか。私たちの 目

的は，当面の結果の有無にかかわ らず，イエ

スがここにおられたら， と仮定 して行動す

ることです。言 い換 えれば， イエスが弟子

たちに教 えられたように，イエスの足跡を

できる限 りそのままにたどって欲 しいとい

うことなのです。」(チ ャールズ ・M・ シェ



ル ドン，伽 伍sS吻s「 キリス トの足跡」

P，16)

この 本には， このチ ャレンジを受け入れ

た人々のお もしろい体験が書 かれています。

この試みに私 は好奇心をそそられ ました。

もし今 日，末 日聖徒の間でこの試みが実行

に移 された とした ら， どのような結果が得

られるだろうかと思います。私たちは末 日

のクリスチ ャンとして，愛 という尊い律法
たす

を行動 で表わすとは 「弱きを扶け，垂 れた
かいな

る腕を挙げ，かよわきひざを強うすべ(き)」

(教義 と聖約81：5)こ とであると理解 し

ていますが， この言葉 の意義 を現実の もの

として把握 しているで しょうか。私たちの

救 い主 への愛が どれほ どの ものかがわかる

のは， 困っている人を捜 し， その人のため

に力になってあげる時です。

哲学者ウ ィリアム ・ジョージ ・ジョーダ

ンは， 人生の4つ の飢えとは，体 の飢え，

精神の飢え，心の飢え，魂 の飢えであると

しています。これらは皆実在するものであ

り， したがってその実在を認め，食物 を与

えてやらなければなりません。

1)体 の飢えは， だれ もが 自覚 できる生物

学的欲求です。肉体的に何 かが欠乏 してい

る時は，霊的 にも強 くなることが難 しくな

ります。

2〉精神の飢 えは，知性，教育，個人の進

歩 などを渇望することです。

3)心 の飢えとは，孤独感を感 じたり， 自

尊心を失 ったり， 人に理解 されなかったり，

話 し相手や，同情，評価を求めた りする状

態 のことです。この場合ひとつ気献つくこ

とは，隣人の心の飢えを満 たすことによって
いや

自分の心の飢 えも癒されるということです。

4)魂 の飢えとは，永遠の真理 を知 りたい

と切望 することです。霊が神 と交わること

聖徒 の道/1982年4月 号

を望むのです。(ウィリアム ・ジョージ ・ジ

ョー ダン，C70励.φ1n漉 漉4襯 」吻 「個入

の尊さ」pp.63-75)

回復 されたイエス ・キリス トの福音は，

これ ら人生の飢えを満 たすための解決法を

もたらしてくれます。「わたしが命のパ ンで

ある。わたしに来 る者 は決して飢 えること

がなく，わたしを信 じる者は決してかわく

ことがない」 とイエスは言われました。イ

エスのように，この世的な飢 えを軽くする

力を持 つことは， だれしもが望 むところで

す。 しかし，私たちにできる簡単 な道がた

くさん備えられていることを忘れてはな り

ません。私たちが自分 を犠牲 にして人のた

めに尽 くす時，問題なのはその犠牲の大き

さよりも，その助 けが時機を得てなされた

かということです。そのことを覚 えておき

ましょう。

有名 なコラムニス ト，アーマ ・ボンベッ

クは， 自分 の経験談 としてささいなことで

も大きな意味 を持つことがあると言ってい

ます。 ある朝，彼女は飛行場 に行 こうと急

いでいたのですが，直前にたくさんの電話

があ り，大変 な思 いをしました。 そしてよ

うや く飛行場 に着 いたわけですが，その時

の様子 をこう書いています。

「飛行場 に着いた私 はほっとしました
。

『飛行機が離陸する前 のこの貴重な30分 間
，

とうとう私のものになった。ひとりになっ

て，考 えごとをしたり，本を読んだ り， ぽ

うっとしたりできる。』ところがそう思 った

矢先に，隣に座 っていた年輩の婦人が 『シ

カゴはきっと寒いで しょうね』と話しかけ

てきました。

私は全 く無表情で 『そうかもしれません

ね』 と答えました。

すると婦人は 『私は3年 間 シカゴに行 っ
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ていないんです。息子がおりますけど』 と

言いました。

私は本から目を離 さずに 『ああそうです

か』と言いました。

『私の主人の遺体がこの飛行機に乗 って

います。53年 間の結婚生活でした。私は車

の運転ができないんです。主 人が亡 くなっ

た時，私 たちはカ トリックでもないんです

けれど，尼さんが病院から家 まで連れて行

って下さったんですよ。飛行場までは葬儀

屋さんがお連れ下 さったんです』 と婦人は

言いました。

私 は， その時ほど自己嫌悪 に陥ったこと

はありません。ひとりの人間が，話を聞い

て欲 しいと必死で全 く見 も知 らずの人に話

しかけてきたというのに，冷たいその相手

は生 きた人間の ドラマより，小説のほうに

心を引かれていたのです。彼女 は忠告 も，

お金 も，援助 も，専 門家の意見も， それに

同情さえも求めていませんで した。話を聞

いて くれる人が欲 しかったのです。彼女は

飛行機 に乗るまで，無感動な口調でひっき

りなしに話 していました。彼女は私 とは離
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れ た場所 に座席を見つけました。ところが

コー トをかけていると彼女が隣の人に哀れ

を誘う声で話 しかけるのが聞 こえてきまし

た。『シカゴはきっと寒いでしょうね。』

『神様
，どうぞどなたか彼女の話 し相手

を見つけて下 さいますように。』私 はそう祈

らずにはいられませんで した。」(ア ーマ ・

ボ ンベック，Ch'08goS%η 一丁巨窺εs「シカゴ・

サ ンタイムズ」)

私 たちは，だれかが博愛 に満 ちた行 ない

をしたのを見て，「どうしてあんなこと思い

つかなかったのだろう」 と思 うことがよく

あ ります。私たちがこうしたいと思うこと

をやってのける人たちは，気づく技術をマ

スターしているのでしょうか。そういう人

人は自分 のことを考 える前に，ほかの人が

必要 としていることに敏感になる習慣を身

につけています。絶好のチャンスは早々と

逃 げて しまい， またまた心構 えだけで終 わ

ってしまうことがよくあります。心が しよ

うと思っている正 しい望み と，親切 な行為

が一緒になったらどんなに良 いことで しょ

う。

や らなければいけないことを遅 らせる癖

を一掃する意味で，詩人 ジョン ・ドリンク

ウォーターは 「祈 り」 と題 して次のように

言 っています。これはその一部 です。

「私たちは自分の歩む心の道を知 っている
。

そこにはあなたの言葉が書かれている。

で も神 よ，後生ですか らそれ以上 のもの

をお恵み下さい。

思 い通 りに行 なう力を

知識通 りに働 く力を

鋼鉄でふち取 りされた 目的を

私たちに下さい。

私たちは知識はいらない。

知識はあなたが貸 して下さった。



の どか ら手が出るほど欲 しいのは 『意志』。

私 たちに強い意志の心を恵みたまえ。

行 ないを，行 ないを。」

親切な行為を実践に移す人のことを考え

る時，す ぐ思い当たるのが監督 と扶助協会

会長 のことです。彼 らがワー ド部の会員の

ために自己を忘れて，多くの時間を費やし

ていることを知 っている人は，比較的少な

いようです。彼 らは，真 に原則を行動に移

している人たちです。

私はここで，開拓者たちの心温まるお話

を引用したいと思います。

「ユタ州 南部のある小 さな町に
，私 の曽

祖母が住んでいた。彼女はそこで扶助協会

の会長 に召されていた。教会の歴史の上で

この時期は，モルモ ンと教会外の人々との

間には相容れない，非常に気まずい雰囲気

があった。

私 の曽祖母のワー ド部で，ひとりの若い

姉妹が教会外の男性 と結婚 した。当然のこ

となが ら，モルモ ンも教会外 の人々も，全

くこれを喜ばなかった。やがてこの若夫婦

に子供が生 まれた。しかし不幸なことに，

その母親 は産後の肥立ちが悪 く，赤ち ゃん

の世話をすることができなかった。このこ

とを知 った私の曽祖母 は，すぐにワー ド部

の姉妹 たちの家を訪れ， この若夫婦の家へ

交代で行 って赤ちゃんの世話 をするように

頼 んで回った。 しかし姉妹 たちから次々に

断わ られ，結局その責任は曽祖母 ひとりが

負うことになったのであった。

彼女 は朝早 く起 きると， この若夫婦の家

まで長 い道 のりを歩いて行 った。 そして赤

ちゃんに湯 をつかわせ，乳 を飲ませると，

洗濯物 を全部取 りまとめ， それを自宅 に持

ち帰 った。 それか らそれを洗濯し，翌 日，

届けたのであった。曽祖母は長 い間これを
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続け， もはや 日課 となっていた。そうした

ある朝， その仕事に出かけることが とても

大儀 に感 じられた。 しかしベッ ドに横たわ

りながら， もしも自分 が行 かなければ，そ

の子を世話する人がいないと考えた。 そこ

で彼女はあ らゆる力を奮い起 こして出かけ

たのであった。彼女はこの仕事 を終えると，

家 に帰 ってきた。曽祖母が家に無事 に戻 る

ことができたのは，主の助 け以外の何 もの

でもない。彼女 は居間の大 きな椅子 にがっ

くり体 を落とすと，すぐに深く眠 り込んで

しまった。この時彼女は， 自分の体が火に

よって焼かれ，骨の髄 まで溶かされて しま

うかのように感 じたと言っている。眠 り込

むと，彼女 は夢 を見た。それは，赤ちゃん

のキ リス トに湯 をつかわせている夢だった。

神の御子に湯をつかわせるとは，何 という

大きな特権であろうか。その時，主のみ声

が聞こえ，こう言われた。『これ らの最 も小

さい者のひとりにしたのは，すなわち，わ

たしにしたのである。』」(「主から託された

私 の使命」p.179)

恐 らく最 も勇敢 な行動 というものは，静

かにほかの人か ら認められることなく行 な

われているのではないでしょケか。そして

ただ慈悲深い天父が，人知 ではとうてい測

り知ることのできない平安 をお与え下さり，

「良い忠実 な僕よ
，よくやった」 とみたま

を通 してささやいて下 さるだけなのです。

(ピ リピ4：7;マ タ イ25：21参 照)

最 近，私 は，私個 人に関連したことで，

感銘 を受 けたことがひとつあ ります。過去

8年 間，寝たきりの姉妹がいました。彼女

は歩くことも話す こともできない状態でし

た。この夫婦に忠実 なホームティーチャー

が割 り当て られたのは.6年 前のことです。

このホームティーチ ャーは， もし自分の
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妻が毎週 日曜 日の朝，』訪問してこの体 の不

自由な姉妹の面倒 を見た、ら，兄弟 に神権会

に出席 して もらってもよいかと尋ね ました。

過去6年 間， 日曜 日になるとこのホームテ

ィーチャーは， 自分の妻 をその家 に連れて

行き，兄弟が神権会 に出席する間，妻がそ

の姉妹のそばにいるように取 り計 らいまし

た。そしてこのホームティーチャーの奥 さ

んは老夫婦のために，毎週 お菓子や何か特

別なものをこしらえて持 っていったのです。

とうとう，病気 だった姉妹が亡 くなりま

した。そこでこの夫婦 の娘 さんが，長 い間

ホームティーチ ャーとその奥 さんが して下

さった行為 に対 して深い愛と感謝の気持ち

を示 したところ，奥 さんはこう言ったそう

です。「私 た ちに感謝 な さらなくて もいい

んですよ。優 しいお母様 とお話できて光栄

です。これから私 どうしようかしら。 日曜

日のあの1時 間半が，1週 間のうちで一番

寂 しい1時 間半になってしまうわ。」

この地上での務めを間 もなく終 えようと

いう時，救い主は自分の母 マリヤのととに

ついて最後まで心配 しておられました。 こ

れは，私たちにとって模 範となっています。

年老いて自分 自身では何 もできない両親を

敬う献身的な息子や娘 は，主の足跡を歩ん

でいることになるのです。2年 前頃のこと

ですが，新聞でζんな記事 を読 みました。

「親愛なるアビーさんへ

私は，今飛行機の中で，あなたの記事 の

中にあったある息子の手紙 を読 んでいます。

その息子は， 自分の父親が来たらプライバ

シーが侵されると思って， ほんの少 しの間

だけでむいいから会 いたいという父親の願

いを拒否 した とのことで した。

あの記事 は私 の目を引きました。という

のは，私は今これから， 息子からのしつよ
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う な依頼があって，オマハの息子の ところ

へ2週 間ほど出かけるところだからです。

息子の生活を邪魔 したくないと思 う気持ち

から，最初 この話 には気乗 りがしませんで

した。

この手紙を書いた息子は，子供の時の 自

分が父親から奪 ったプライバ シーというも

のにっいて一体考 えたことがあるのでしょ

うか。

子供 たちが幼なかった頃，私 は子供の面

倒 を見ないで自分の好 きなことができたら

どんなにいいだろうとよく考えました。し

かし今 は，子供 たち と共に過 ごした時間を

惜 しむ気持 ちは少 しもあ りません。それど

ころか， もっとその時間があれば良かった

と思 っています。子供たちが家 にいた時間

は本当にあっと言う間だったような気がし

ます。

私はこの手紙 はあなたにお送 りしません。

この種の手紙は何千何万 とお受 け取 りにな

るで しょうか らね。これはほんの私 の独 り

口

親愛なるア ビーさん，私の父は急に心臓

マヒで亡 くなりました。この半分書 きかけ

の手紙がポケ ットの中にありました。私 や

妻は父を亡 くして本当に悲 しく思っていま

す。お父さんに本当に来て欲 しいと思 って

いた息子 より。ウィリアム ・スムズィク」

(P6s6観1%ωs「 デゼレ ト・ニューズ」1979年

12月13日 イ寸)

兄 弟姉妹の皆 さん，けさここで私が申し

上げたいことは， もし私 たちが主の歩まれ

た道 を歩むとしたら，犠牲を払 って自分 か

ら飛 ぴ込 んでいかない限 り不可能 だという

ことです。簡単 にできることはひとつ もあ

りません。 しかし，奉仕 をする機会 をいつ

も求める人にとって，愛 は困難をも乗 り越
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救 い主 が御 自分の使命を果たすことがで

きたのは，神を父 としてお生まれになった

という理 由だけではないと思います。30年

の間，御 自分の同胞が何 を必要 としている

かを悟る力を養 われたのです。

アルマ7章 にこう書かれています。

「この男の子 は世 の中へ出て苦難 とあら

ゆる誘惑である試み とを受 けたもう。 これ

はこの方が自分 でその民の苦 しみと病い と

を引き受けると言いたもう言葉が成就する

ためである。

・また肉体を持つ者 として慈悲の心に富

みたまい，虚弱の度に応じてその民を救う方

法 を知 るために民と同じく虚弱を受けたも

う。」(ア ルマ7：11-12)

最近 ，あるステーキ部大会 に参加 した時，

そこで教会における家族の役割について話

し合いが行なわれました。その会の後で，

私 はある婦人から話 しかけられました。「監

督，私は未亡人です。きょうお話 し下さっ

たことにとても感謝 しています。私には素

晴らしい家族があ りますけれど，問題事が

多くて，助けが必要です。私の神権指導者

は御 自分の家族 をお持ちで， たくさん問題

をかかえていらっしゃるようです。私のよ

うな者が相談に行けば悩みがひどくなるば

か りですから， あま りお邪魔 したくないん

です。 どうしたらいいでしょう。」

「あなたのことをいろいろと世話 して下

さるホームテ ィーチャーがおられますか」

と尋 ねる と彼女 は言いました。「ええ，毎月

お見えになられますが，私の家族とは深い

つながりはで きてお りません。」 「では，あ

なたを訪れ，理解 して下 さる訪問教師はい

らっしゃいますか。」私はそう尋ねました。

「扶助協会 の方が時々来 られます」 とのこ

とで した。

この時点で，私 は正 しい返答ができるよ

う祈 っていました。するとち ょうどその時
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私たちのそばに立 って，会話を聞いた愛す

べき姉妹がこう言いました。「失礼ですけ ど，

私 も未亡人でした。最近，再婚 したばか り

ですけれ ど，あなたのお気持ちはよくわか

りますし， あなたの悩みごとも理解 できま

す。こんどお訪ね してよろしいかしら。ち

ょっとおしゃべりしたいわ。」

トム ・ドーリー博士は， このような心 か

らの奉仕について次のように述べています。

「アルバー ト・シュバイツ ァー博士が最

も大切 な信条 としていたものの中に苦 しみ

を背おった人に手を差 し伸べることという

のがあります。そうした人々は，肉体的な

苦しみや，心身の激しい苦痛を身をもって

体験 したことのある人々です。世 界中にい

るこのような人々は目に見えない絆 で結 ば

れています。苦 しみか ら救い出された人は，

ほかの病 人のことを忘れて我が人生 を好 き

なよづに歩むようなことはしてはなりませ

ん。私たちは 目が開かれたのです。今こそ

苦しみや嘆きと闘っているほかの人を助け

る責任があります。 自分が救 い出されたと

同じように，ほかの人をも苦 しみから救 い

出してあげなければならないのです。

この思 いや りの輪 には，病気をしたこと

のある人はもとよ り，苦 しみを味わ った人

とつなが りのある人が皆入ってきます。否，

この輪に入らない人がいるで し ょうか。」

(トム ・ドー リー 『苦 しみの中にある人に

手 を差 し伸 べ る3駒 名4sげ 四 回o勉 「知

恵の言葉」p.50)

再 ぴ シェル ドン博士の言葉を引用 します。

、「キ リス トの弟子たちが強調 しなければ

ならなげのは，この個人的な要素である。

『与 える者のいない贈物は意味がない
。』人

の力を借 りて救 いを得 ようとするキ リス ト

教はキ リス トのキリス ト教 ではない。ク リ
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スチ ャンはだれでも，イエスの歩 まれた道

を歩む必要がある。その道は，個人の犠牲

という道 に沿って伸 びている。そして， そ

の道 はイエスの時代 にあった道 と全 く同 じ

道なのである。」(チ ャールズ ・M・ シェル

ドン 「キ リス トの足跡」p.184)

き ょ うのお話 は，私にとって難 しい責任

で した。福祉の原則を実行することが， ど

のように私たちをキ リス トに近づけて くれ

るかを考 えた時，理想である救 い主か ら自

分 がかな りかけ離れていることに気づきま

した。そこで，私は，困っている人を祝福

できる方法についてもっと認識することに

より，キ リス トのような神の属性を達成 し

なければならないと思いました。

福祉活動を行なう時には，救い主の特別

なみたまが伴 うことをここで皆様 に証致 し

ます。

主がこの働 きや，それ に従事 している何

万 という聖徒 を愛して下 さっていることを

知 っております。モルモ ン経の中で，誓約

の民に勧告 なさったように，主は今 日も私

たちにこう求めてお られます。

「われ
， まことに， まことに汝 らに告 ぐ，

以上 はわ が福 音 なり，わが教会 に於 てな

すべきことは，汝 らすでによく知れ り。す

なわち，汝 ら見たるわが行 いを汝 らもせよ。

・汝らその通 りに行わば，終 りの 日に高

くあげらるる故 に汝 らさいわいなり。

すなわち，……汝 らいかなる人物 にてある

べきか。まことに汝 らわれ と同じ人物ならざ

るべからず」(m二 一ファイ27：21-22，27)

私 たち も主の歩まれた道 を歩んで，やが

ては主 と似た者 となることができるよう，

イエス ・キリス トのみ名により祈るもので

す。アーメン。



家庭を平安を得る場と

するために

中央扶助協会会長

バ ー バ ラ ・B・ス ミス

愛する兄弟姉妹 の皆さん，愛，献身，労
働，奉仕， そして管理の職 とも言われ

る責任， 自立などの福祉 の基本原則は，自

己の救いの達成に努 める上で重要なだけで

なく，家庭の中に取 り入れ るなら，夫婦の

関係や家庭 を堅固な もの とすることができ

ます。では，それ をどのように行なったら

よいかについてお話 したいと思います。

箴言の第31章 は，「宝石 よ りもす ぐれて

尊い」(10節)高 潔な女性が備 える立派な特

質を数 々挙げていることでよく知 られてい

ますが，11節 には夫婦の関係 について注目

すべきことが書 かれ てい ます。「その夫の

心は彼女を信頼 して」 とあります。 この心

に残る聖句には，まず，その夫 は心に思う

ことをすべて妻 に打ち明けること，次 いで，1

妻 の方 もそれを擁護することが書かれてい

ます。 この夫婦 はひ とつの大切 な真理 をよ

く理解 しているようです。 その真理 とは，

堅固な家庭を築 くという誓いをした男女は

皆 その愛 を守 るために安全な場所を作って

おかなければならないということです。

人はたいてい， 自分がやむにやまれず捧

げた熱い思いを大切 にしてくれ る人に思慕
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の情 を寄せる ものです。ウィリアム ・バ ト

ラー ・イェイツの詩 の中にそれを見ること

ができます。心か らの願いの言葉をしたた

めて， それを愛する人の足下 に置いたばか

りの男の人が訴えます。「そっと歩いてお く

れ，あなたが踏んでいるのは，私の夢 なの

だか ら。」(『か の人は天 の衣 を望 む』銑6

0ガ わγ4Pあ あo%α勿yげQκoホ αガo銘「オックス

フ ォー ド引用句辞典」第3版 ，p，585)「 最

愛の誠実 なる良人へ」 と題 した詩 の中で，

清教徒の女流詩 人アンネ ・ブラッ ドス トリ

ー トも同じような思いを書 いています。

「心 を一 にしたふたり
， それはあなたと

私。妻に愛された良人，それはあなた。」

(7hθ 飽 ω0吻 雇Boo為 φ 且卿6ガ6朋

施彫 「新 オックスフ ォー ド版アメ リカ

詩集」P.6)

人 と人との絆の中の信頼 というものは，

福音 に従 って生活するための信仰 に匹敵す

る ものです。 すべてはそこから始 まります。

その基礎の上にさらに積 み上げていくので

す。愛は信頼のある所 にその花 を咲かせま

す。

そしてその愛の上に立って，神聖 な目標

に向けて、ζ・たりの一生 を捧 げるのです。愛

を守るためには， そのような決意が必要で

す。先 に挙げた箴言の一節を注意 して見て

下 さい。夫は自分 の心の奥底まですべて明

かしています。条件つきで もなければ，半

分だけでも，一部分 だけで もありません。

すべてです。

献身 とは持てるすべてを捧げ尽くすこと

です。一組の男女が聖 なる神殿で結婚 の誓

約を交わす時，新 しくかつ永遠 の家族 とい

う組織 を築 く第一歩を踏み出しますが，こ

れは， アブラハム，イサク，ヤコブほ約束

されたすべての祝福を受け継 ぐものです。

この組織は 「人に不死不滅 と永遠の生命と

をもたらす」(モ ーセ1：39)と い う，主の
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神聖な目的のために捧げられるものです。

結婚 を間近に控え，結婚 したら何 として

も 「自分だけの生活」を持 ちたいな どと考

えている若い女性がいるとした ら，その人

は善い結婚生活に求められる無私の精神 と

いうものを理解 していないと言われて も仕

方があ りません。結婚生活に求められる精

神 とは，「自分の利益 を求め」ることのない

愛です。(1コ リン ト13：5)立 身 出世を第

一にして将来の計画を立てている男性は，

自分が 日の光栄の家族の中で身につけなけ

ればならない責任に対して十分 に理解 して

いるとは言えません。

少しの間，愛 と献身を基 とする結婚生活

の良い点について考 えてみたいと思 います。

1.夫 婦がお互いに，相手が持てる可能

性を十分に発揮 できるように助 け合う気持

ちを持 っています。例 えば，デ ビッ ド・B・

ヘイ ト長老は奥様がスペイン語のクラスに

出席できるように，夕食の準備をなさると

いうことですが，本当に素晴 らしいことだ

と思 います。夫婦双方の成長 というものは，

、玄・たりが互いに愛を深め，相手が自分の可

能性 を発揮 してよ り完全 にな り，才能を生
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か して証 を強めていくことができるように

する時 にもた らされるものです。夫婦の絆

を強いものとするためには，相手からだけ

でな く自分 自身の中からも最善 のものを引

き出すことに より，個 人 とレて成長す る

気持ちが必要です。妻が神 から与 えられた

賜を発揮するように求 められた場合，夫は

それを助けなければなりません。妻の方 も，

夫が家族 を導く場合 に，助けるようにしな

ければなりません。

2.愛 と献身 によって守 られた夫婦は，

意見の食い違 いを認め合 うことができます。

大小様 々の意見の相違点がありますが，

夫婦がひとつ となるためには， それらを譲

り合 い，取 り除 いていかなければな りませ

ん。 そうするなら.こ・たりの絆は強い もの と

なります。意見の相違があっても仲 たがい

をすることはあ りません。、ζ・たりの間には，

共 に互いを愛 し，神 の王国を築 き，永遠の

家族を作っていくという3つ の前提 があ り，

意見の相違 について納得のいく答えが出る
び

まで率直に話 し合 うことがで きます。すべ

てこの3つ の基本的な前提 に照らして考 え

ることができるのです。その前提が崩れな

い限 り，解決 に至 るまでの過程で激論が交

わされたとして も，ふたりの間にひびが入

ることはあ りません。

ある婦人が自分の妹夫婦を訪ねた時， そ

のような話 し合いを目にしました。意見の

食い違いについて答 えが 出るまで， その夫

婦は穏やかに，そ して率直にお互いの考 え

を述べました。その婦人は自分の家庭の中

ではそんな話 し合いはとても考えられない

と・もらしました。「うちでは意見の食い違

う点について話 し合うなんてとてもできませ

ん。 どんな小さな問題で も，夫 との間がこ

じれてしまいます」 と言うのです。一時休

戦状態 というような間柄の夫婦も中にはい

ます。それで も，信頼，献身，愛をすみの



頭石として据えるならば，家庭はふたりに

とって憩いの場 とな り，互 いに相手の意見

を尊重するようになるで しょう。そして，

意見の違いは愛によって優 しく包 まれ，ひ

とつになっていくのです。

3.両 親の愛と関心が子供たち一人一人

に注がれ ます。
し っ と

公平にえこひいきなく扱うなら，嫉妬の

種 をまくこともあ りません。モルモン経 を

読むと，民が心か ら主 に従 い，聖霊 がとど

まった時の状況描写が， どれ もよく似てい

ることに気がつきます。例 えば二一ファイ

第四書にはこう記されています。

「一人のこらずみな互いに正しく扱った。

そればか りでなく，一 同は一切 の所有物

を共有 したので富んでいる者と貧 しい者と

の区別 もなく……誰 もかれ も……天の賜 を

授けられた。」(W二 一 ファイ2-3)こ れ

こそ愛の賜です。

4.結 局，愛と献身が幸福への基礎 とな

ります。このことについても，二一フ ァイ

第四書の中に記され てい ます。 「民はその

心 に神の愛を保っていたから，全国に何ら

不和がなかった。

また，嫉妬，争闘，暴動……がなか った

か ら， まことに……この民ほ ど幸福な民が

あるはずがなかった。」(IV二 一 ファイ15-

16)

愛 の 内に建てられ，献身によって守 りを

固くしている家庭 を維持 していくのは，労

働 と奉仕です。このことを忘れないで下さ

い。働 き手が敬われるなら，家庭 はその働

きによってさらに強い ものとなります。家

族 が何 も感謝 の気持ちを表わしてくれない

ために， 自分が していることに対 して 自信

をなくしている女性がよくいます。 また，

家の中が快適 な状態 に保たれていることに

慣 れて しまって，そのために払われている

必要な働 きやエネルギーなどを忘れて しま
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う場合が往々にしてあ ります。

私 たちは，家事の切 り盛 りに全力を尽 く

している母親 に感謝 の意を表わす必要があ

る と思います。母親 の働 きがなかったら，

家の中のことはうまく運ばなくなもてしま

います。母親がしている働 きを認めると共

に， どうした ら母親がもっと楽になるかを

考えましょう。 そうすれば，家族のほかの

人たちの手助けがなければならないという

ことに気がつ くはずです。 それは何か特別

な仕事 をすることか も知れませんし， また，

家事がもっと楽になるように自分たちの生

活習慣 を変えることかも知れ ません。

秩序のある家族 は幸福 をもたらします。

しか し，その秩序 を築 き，維持 していくの

は，確 かにその第一の責任は母親 にあ りま

すが，家族全体が心に留めなければならな

いことです。母親が外に出て働かなければ

ならないようなことになると， どうして も

家事全般の協 力関係が危くなってくる もの

です。

夫や父親の働きに対 して敬意を払 うこと

も忘れ られがちです。実際 に働いている姿

を 目にすることがないため， どれだけ尽く

してくれているかがわからないのだと思 い

ます。家庭の夕べの時 に，父親に自分がし

ていることを全部説明してもらい，その仕

事について理解 させることもできると思 い

ます。 そうすれば，単 に知識を得るだけで

なく，父親が一生懸命働いていることがは

っき りとわかるのではないでしょうか。男

性が働いて得 たお金は確かに欠 くことので

きないものです。 しかし， 多くの父親 にと

っては，家族が 自分の仕事を誇 りにしてく

れ ることの方が もっと大切です。

小さな子供 たちにも，大切 な仕事を与え，

それに責任を持たせることによって.働 く

ことの大切さを教えることができます。家

庭の中であれば，間違いがあって もそれが
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大きくなる前に直すことができますし，赦

してもらうこどもできます。ですから子供

は安心 して，どのように働 くか を学ぶ こと

ができます。両親に良い仕事 をすることの

大切さを教 えてもらえる子供は幸せです。

子供たちが大 きくなってどのような仕事

に就くか，私たちにはわからないか も知れ

ませんが，成功するように備えを始めてや

ることはできます。子供たちは愛する両親

の指導の下 に，道具 や器材 を責任 を持 って

取 り扱うことや，指示 に従 うこと，慎重 に

また喜んで仕事 を進めること，また，うま

くいくまで根気よく責任 に取 り組むなどの

ことを学び，将来への備 えをすることがで

きます。 このようにするなら，大抵の職業

訓練プログラム に必要 なものは前もって済

ませておくことができます。

仕事 も人に頼 まれ てか らする場合 はな

おさらですが， 自ら進んでそれ をする時，

またほかの人を助けるためにする時は，奉

仕 となります。奉仕することは家庭 の中で

教えなければな りません。私は奉仕 の精神

が見 られる家庭 には，祝福が もたらされる

と心から確信 しています。

私の心に強 く残る家族がいます。私の友

達の話ですが，彼女の家の隣 にとて も親切

で， よく人々に助けの手を伸べる人がいま

した。私のその友達 も助けてもらったこと

があります。 その人は思いやりにあふれた

態度で， また手際よく病 人の世話をし，引

っ込み思案の人に心 を配 り，元気を無 くし

た人を励 ましていました。

ある日，私の友人が何かの講演会 に出席

していた時，隣 に座 っていたひとりの母親

が，体の具合の良 くなかった子供を外に連

れて行こうとして， あたふた と立ち上が り

ました。 彼女 も何か助けることはないか と

行ってみると， そこにはすでにひとりの婦

人がいました。何をなすべきかをよくわき
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ま えたその沈着冷静な看護 ぶりがあま りに

も隣の家の人に似 ているので，私 の友人は

もしやその人が 自分の隣人のことを知 って

いるのではないだろうかと，思い切 って尋

ねてみました。そうしたところ，何 とその

人と隣の家の人とは血を分けた姉妹 だとい

うことがわかったのです。その、ζ・た りは家

庭で人に奉仕することの意味を教えられて

いたのです。家庭内での助け合 いはその無

私の精神の当然の結果 として，霊性を高め，

愛の絆 を固くします。

責任感は仕事 をする上で欠かすことので

きない条件 です。責任感は家庭内の仕事に

一貫 した方針を与 え
，夫婦生活に秩序をも

たらします。責任 を明らかにし，報告 をど

の ようにしたらよいかを決めておけば，家

族 の中の不一致は影を潜め， しつけの上で

も良い機会 となるでしょう。

責任ということを学ばせるためには，真

剣な態度で臨ませる必要があ ります。たと

え小 さな子供でも， 自分が最善 を尽 くして

行なったことに対 して 口先だけのほめ言葉

を言われたとしたら，それ と気がつくもの

です。

責任 ということについて理解 するなら，

朝夕の祈 りは報告の機会 となります。 また

家族プロジェク トの計画や反省の会を家庭

の夕べで行 なえば，一 人一人が家族への帰

属意識と，自分 も必要 とされているのだと

いう気持ちを持つことができるでしょう。

教会，仕事の世界，そして最 も大切な天父

との関係の中で奉仕の業 を行 なうように家

族を備えさせる方法 として，意義のある仕

事を責任 をもって行 なわせる ことほど良い

方法はあ りません。

福祉の基本原則は私たちを強 め，私たち

に安 らかな気持 ちを与えてくれます。 この

原則によって，家庭 は安全 を守 るとりでと

なり，杜会か らの攻撃 に対する防御， 嵐の



時の避難港とな ります。家族はふたりの入

間がひとつになることか ら始 まります。そ

して子供がいくら増えて も，家族の組織の

霊的な計算方法によると，家族はず っとひ

とつなのです。両親は安全な場所，避難港

を備え，子供たちは愛の絆によって強めら

れていきます。

家族組織は血縁という大きなつなが りの

中の一部分であり， また，教会 より大きな

輪 の中の一部 でもあります。家族は永遠 の

組織 として完全でなければな りません。 ま

た 自立する必要があります。

しか しよく考 えてみれば，家族に何の助

け も与えられない ということではあ りませ

ん。主のみ業に献身するなら，主のみたま

が常 にその上にとどまるのです。

一時的に援助 を仰 がねばならないような

困難な状態 に陥った家族でも， そうした状

態を主か らの祝福 に転 じることができる;

と を知 っています。また，自分たちにはま

だ生活を立て直す力 もあることをはっきり

と自覚 しています。夫婦のどちらかが亡 く

なっても，その家族は変わることなく完全

な組織 を保 ち，強 さを失 うこともありませ

ん。主がそのみ力をもって支 えて下さるか

らです。 自立は個 人と家族が福音の原則に

完全に従 い，主の力を受 けてさらに強めら

れる時にもたらされる ものです。 そして，

逆境の苦 しみ，また時の流れや勢いに強く

立ち向かう力を与えて くれます。

妻子を持ち，大学では自分の専門分野の

学部長 を務 めてい た入が，神殿 長の召し

を受け， それが終わると今度は伝道部長の

任に召されました。 そして伝道部長の任を

終えた時， その人は脳 いっ血で倒れ，体の

自由が きかなくなってしまいました。 しか
れんぴん

し， 彼 の 奥 さ ん は つ 、ζミや い た り， 自 己 憐 欄
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つら

をしたり，人に辛 く当たるようなことはせ

ず， それまで常 に生活の一部としてきた福

音の力に頼 り，この全く初めての試練に立

ち向かいました。彼女は夫を優しく励まし
』
ました。「私たちはこの日のために備えをし

てきたのよ。私たちには福音 の原則という

土台があるわ。 これを生涯最良の 日々にす

るために，できることは何でもするつもり

よ。」

物質的な援助は一時的なものですが，福

祉 は永遠 のものです。 この世 の生活は時問

的にも空間的にも制限があります。 しか し，

原則は永遠です。皆さんが愛，労働，献身，

奉仕，管理の職 と呼ばれる責任，そして自

立などの福祉の原則を十分 に活用 し，神殿，

家庭などの安全で神聖 な場 において，夫婦

や家族の絆を強めていくことができるよう

に，へ りくだり，一イエス ・キリス トのみ名

によってお祈 りします。アーメン。
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人に仕えることによって

得 られ る喜び

ジ ョアン・ラン ドー ル

愛
する兄弟姉妹の皆 さん， きょうこのよ

うに夫婦で，福祉 の原則が奉仕 を通 し

て家庭にどのようなよい影響 を及ぼしたか，

お話できますことをうれしく思います。

先 日我が家で，クリスマスのツリーや御

馳走，贈 り物などをすべてほかの入にあげ

てしまった家族の話 をしたところ，子供 た

ちが とて も感心 していました。 それは，こ

のような話 でした。12月24日 の明け方 に火

事があって1軒 の家が焼けました。ところ

が，火事のことを知 ったその家 の子供の友

達の家ですぐに家族会議が開かれ，クリス

マスを分かち合うことを，全員一致で決め

たのです。

早速，仕事 に取 りかかることにしました。

まず，贈 り物の名前を張 り替 え，箱 にク リ

スマスのお菓子や食事 を詰め込むことから

始めました。そして最後 には，ク リスマス

ツリーまでも持 っていくことにしました。
ひそ

こ う した 贈 り物 を秘 か に 届 け て 家 に 帰 っ た

時 ， そ の 家 族 の 心 は 愛 に つ つ ま れ ，・は つ ら

つ と した 気 持 ち で 一 杯 に な っ て い ま し た 。

(レ オ ン ・R・ハ ー ト シ ョー ン ， ハ46彫o躍 配6

Ch7魏 ㎜s翫o吻s「 ，忘れ ら れ な い ク リス マ
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スの思 い出」p.41参 照)

この話を聞いて，子供たちが言いました。

プレゼン トが何 もなくて 「そのあげた方の

人，つらくなかったのかな。」「贈 り物，受 け

取 りにくかったんじゃないかしら。」

ところがそれからしばらくして，私たち

が奉仕 を受 けることになったのです。 この

町に引 っ越 して きて1カ 月しかたたないと

いうのに，私 は8番 目の赤ん坊の出産のた

めに2カ 月間 も寝ていなければならなくな

りました。最初 は自分たちだけで何 とかや

っていけると考 えていました。子供たちは

それまで もよく手伝 い，家 の周 りの仕事 も

きちんとやってくれていました。ところが，

どんなに計画を練 って一人一人の責任 を増

やしても， どうして も助けが必要 であるこ

とがわかりました。

人々に奉仕 し， 自分 も奉仕 を受 けること

について，これまで に何年 も教えられ，耳

にしてきたのですが，いざ助 けを借 りると

なると， 多少の抵抗 を感 じました。しかし，

実際 に助 けを受けてみると，私 たちの心は

そうした人々の思いや りに感謝する気持ち

で一杯になりました。

現役を退 いた御夫婦が一番下 の子供 を，

朝の散歩に連れ出してくれるようになりま

した。監督 は祝福された聖餐を私の家 まで

運ぶように手配 して下 さいました。また何

人かの姉妹 たちが，忙 しい中を定期的に立

ち寄 っては話をして下 さいました。私 が皆

と会 って話をしたいということをわかって

下 さっていたか らです。 また御夫婦でわざ

わざ持 って きて下 さった御馳走を一緒にい

ただいたこともあ りました。またワイシャ

ツがいつの間にか消 えたか と思 うと，きれ

いにアイロンがかけられて返って くること

もあ りました。

こうした経 験か ら，「何 かで きることが

あれば言って下 さい」 という言葉がどれほ
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どの意味を持 つかが改めてわかりました。

人はそのような申し出はなかなか受 けない

ものです。私 たちの家を訪れた方々は逆 に，

「台所をきれいにしましょうか。それ とも

掃除機をかけた方がいいかしら」 といった

言葉 をかけて下 さいました。彼女たちは皆，

助けになることを考 えるだけでな く，実際

に行 なってくれました。そういった意味で

みんな私 たちにとってよい模範で した。

さらにどうして も私の心を捕 らえて離 さ

なかったことがあ ります。奉仕を受 けるた

びに，私 はこう思いました。「この人は私 た

ちの家族 のためにこんなにして下さったけ

ど， もし私たちに問題がなかった ら，同じ

ことを御 自分 の家族 のためにしてあげられ

たはずだわ。」でもどうでしょう。子供の大

勢いる家族の人が，缶に一杯 に詰めた手作

りのアイスク リームを持 ってきて下 さいま

した。 また，素敵 な女性 が娘 の卒 業式 の

ドレスを作 って下さいました。ある友達 は，

私たち家族がお店のパ ンよりも手作 りのパ

ン の方が口に合 うだろうと，毎週，両手に

一杯の手作 りのパ ンを作 ってきて下 さいま

した。また祖母は家 を空 け，2週 間 も私た

ちの所に泊まってくれました。

その時の私 の日記 にはこう書いてあ りま

す。「私は，自分が元気になった時，この親

切 という贈 り物だけは忘れないようにしよ

う。」こうして奉仕 は生活の基本原則 になり，

私 たちは人々に奉仕 したいという強い望み

をいつも持つようになりました。

その結果，子供たちの疑問にも答えられ

るようになりました。「あげる方は つ らい

んじゃない?」 そうです。それは，だれか

が犠牲にならなければならないからです。

「受 けることもたいへんじゃない?」 そう

です。でも，私たちは助 けてくれる人々を

愛し， 自分が助けようとしている人々を愛

することができます。

私たちの近所 には，ペンキを塗 り替えた

いと思っている未亡人や引っ越 して きたば

か りの家族はいないか もしれません。でも，

小さな声 のささやきがあって，だれかのた

めに善いことをするように導 かれることが

あるはずです。アイダホに住 んでいた頃，

私たちはワー ド部切 っての開拓者 「ジョー
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おじさん」を助けていました。 こちらに引

っ越してきてか らも，、時々このお じさんの

ことを思い出しては，手紙を書いて 「ジ ョ

ーおじさん」を励ました方がよい と感 じて

いました。みんなの考えがまとまり，よう

や く一通 の手紙 を書 き上 げて送りました。

どころが遅か ったのです。手紙 を出した翌

日に，「ジ ョーお じさん」が亡 くなった と

いう知 らせが入りました。私たちは最初 に

感 じた時 に実行 を怠ったために，奉仕の機

会 を失ってしまったのです。

私たちの宝物のひとつ に，前にいたワー

ド部のある姉妹 からいただいた ものですが，

感謝の言葉をつづった1枚 のカー ドがあり

ます。この姉妹の屋根 のふき替えを計画 し

た時 に，早朝 だったのですが，夫 は3歳 と

5歳 の子供を連れて行 った方がいいと強 く

感じ，そうしました。ところが外 に出たこ

の姉妹が，ふたりの幼い息子 たちを見つけ

て感謝をして下さったのです。息子たちは

困 っている人々を助ける喜びをこの時に知

りました。

こうして奉仕の精神が家族 の中に広がっ

ていきました。ですから，娘が困っている

ある家庭 の玄関 に食物を置いてくる画期的

な計画を提案 した時も，私たちはすぐに実

行できました。

家族 による奉仕 活動は決 して人 目を引い

たり，独創的なものである必要はありませ

ん。福祉農園に家族で出かけることも， レ

ク リエーシ ョンのため に外 に出るのと同じ

くらい楽しいものです。

次に，皆さんに もできる幾つかの奉仕活

動を紹介しておきます。

1.近 所の子供を初等協会に連れていく。

私 たちも続けてみてわかったのですが， こ

の小さな友達はす ぐに日曜日にはいつ も私

たちが迎えにくるものだと思 っていたそう

です。
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2.初 等協会や 日曜学校の教師やホーム

テ ィーチャーに感謝の言葉をつづったカー

ドを送る。 自分のことを心にかけてくれる

人がいることを知って，彼 らは驚くでしょう。

3.ワ ー ド部聖歌隊に喜んで参加 する。

指揮者から感謝 されるだけでなく，音楽 を

通 して奉仕することにもなります。

4.家 庭菜園でできた作物を分かち合 う。

5.普 段 ひとりで生活 している人を夕食

に招待する。

6.秘 かに奉仕する。みんなでお菓子を

作 って，だれかの家の玄関 にそっと置いて

お くことなどはとても楽 しい活動です。

7.娘 に，夫婦で神殿に参入する人たち

のためにベビーシッターをするように勧め

る。

8.近 所の人と持ち寄 りの食事会を開い

て友情を深める.こ ういった類の奉仕 は教

会員でない人々に非常 に良い影響 を与えま

す。

9.前 もって計画する。伝道の召 しが い

つ来てもいいように銀行預金 を始めて下 さ

い。

10.福 音 を中心 とした生活 をして 自ら模

範 を示し，他の人々を励 ます。

昔の扶助協会の話の中に，ケーキを作 っ

ている母親に話 しかけた子供の話があ りま

す。子供 は母親に こう尋 ね ます。「そのケ

ーキ
，今度はだれのところに持ってい くの

?」 このちょっとしたやり取 りの中か らも，

この子供 の家 では 日頃から人に奉仕するこ

とを習慣 としていることがよくわかります。

このほかに も家族が奉仕をすることによ

って人々に喜 ぴを もた らす方法はたくさん

あ ります。私 はまた，奉仕を受けることに

よって証 を強めることができたことを心か

ら感謝 しています。 これらのことをイエス・

キ リス トのみ名 によって申し上げます。ア

ーメン。



奉仕によって

証を強める

ナ イル ・ラン ドー ル

丁額灘繋男慧享疑認猛
ら，あることを引き受 けることになりまし

た。 ところが，そのことが私たちの家族を

完全に変えることになったのです。それは

養子をもらうことでした。

私はその 日のことを今で もよく覚えてい

ます。子供 は明 日やってくるというのに，

私 たち以外の引き受け先が見つからないと

いうどうしようもない状態でした。確 かに

私 たちは，養子をもらうために努 力を重ね

てきました。しかし突然にそれが現実にな

って， 自分 たちが決心 したことに対 して，

あらゆる面で不安 が募 って きたのです。自

分 が腹立た しく思えた ことも確かです。す

でに自分たちの手に余る子供 を抱えている

と感 じていたか らです。子供 は5人 ですが，

みんないたずら盛 りで散 らかすことはよく

するのですが，片付 けようとしません。そ

の上 に， 自分 の子供でない子をもうひとり

わが家に迎えようというのです。

こうした不安 な状態の中で，私たちは子

供 たちと話 し合 い，養子を迎える準備 を始

めました。子供たちは，子供特有の信仰 に
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よって，す ぐに養子のお姉 さんを受け入れ

る気持ちになりました。

養子のお姉 さんのジーンがやって来まし

た。彼女は私たち家族 よりもっと不安 な気

持ちでいたようです。 ジーンは17歳 で した

が学校は2年 遅れていました。我が家では

一番上の子が9歳 で
， もちろんジーンのよ

うな大 きな子を持 ったことがありません。

とにかく，彼女 のためにいろいろなことを

す ぐに身につけなければならないと痛感 し

ました。そのほか，その後の生活がどのよ

うなものになるかいろいろ想像 してみたの

ですが，当たっていたのは学ばなければな

らないということひとつだけでした。

早速，新 しい問題が起こってきました。

それはシャワーを浴びて体 を洗うことを教

えなければならないということでした。そ

の問題 には，彼女 が来てほんの数 日後 に気

づきました。結局，家長である私の務めだ

という家内の判断で，私が娘 と話すことに

なりました。話 し合いは本当にうまくいき

ました。おかげでそれから3カ 月間，私た

ちはお湯のない生活をしました。 ジーンが

あまり一生懸命 シャワーをするものですか

ら，ボイラーの温度が上が らず じまいだっ

たのです。

今振 り返 ってみるとわかるのですが， ジ

ーンを預 かっていた数カ月間に
，私たちはい

ろいろなことを学びました。その幾つかを

ここで御紹介したいと思 います。

私たち夫婦 は，1まずこの子 を差別 しない

で自分 の子供 たちと同 じように受 け入れる

ことで苦 しみました。特 に最初の2，3日

は， 自分 たちの子供 をひいきしないように

と懸命 に努力しました。このことは私たち

にとってかけがえのないレッスンとなりま

した。今 では， だれでも素直に受 け入れら

れるようになりました。もしこういう機会

に恵まれなかったら，生涯人を受け入れる
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ことを学ばずに終わったか も知れません。

また私 たちだけでなく，子供 たちも学 ぶこ

とができ，心か ら感謝 しています。

ジーンから学んだ2番 目のことは，私た

ちは人から多くのことを学べるということ

です。ジーンは子供たちに多くのことを教

えてくれ ました。 ジーンは働 くことが好 き

で，いつも自分から仕事を積極的 にや り，

しかも上手にします。その上，ほかの子供

たちの仕事 まで手伝います。、私たちが子供

たちに何 とかして教えようと考えていた原

則を，子供たちの心の中にまで浸透させて

くれました。当時，私 たちが子供たちにつ

いて考 えていた最大のチャレンジは， いか

にして子供 たちに仕事 を引き受けさせ， し

か もそれを最後までや り遂 げさせ るかとい

うことでした。子供たちはいつ も仕事 を少

なくし，できればやらないで済む方法 はな

いかと考えていたようです。 ところが， ジ

ーンの教え方 は違 っていました
。大抵 の親

子がそうであるように，私 たちの子供 たち

も私たちとは衝突するのですが， ジーンの

言うことなら素直 に受 け入れるのです。

例えば， ジーンは手でお皿を洗 うのが好

きでした。皿洗い器を使 いません。そして

今 ではうちの娘 まで もお皿 を手で洗うよう

になりました。

ジーンが私たちに教 えてくれた3番 目の

ことは，子供たちとどのようにして意思の

疎通を図るかということです。ジーンは子

供 たちの中で一番年上 ということもあって，

状況を把握する場合，基本的には私 たちと

同じように感 じていたようです。そこで，

間題は理解することにあると考 えました。

最初，私たちの間 には言葉の壁があ りまし

た。ジごンは何で もかんでもうなずいて 「は

い」と答えるのですが， その内にジーンは

言っていることがわか らなくても言葉が途

切れればそこで 「はい」と答えていたのだ
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と いうことがわかりました。 このことから

私たちは， 自分 たちの子供 について も同じ

ようにもっと深く考えてあげなければなら

ないと思うようになってきました。毎 日の

子供 を育てる過程の中で，子供 たちにあま

り多くのことを期待 し過ぎて，家族の中で

起 こっていることは当然理解 しているはず

だと思 うことがあります。また時 には， 自

分の子供よ り隣近所の子供の方を大切 に扱

っていることもあります。このような貴重

な教訓 を得 られたことを感謝 しています。

4番 目に学んだことは，家族 として初め

て伝道活動 に参加 したことです。私 たちは

ジーンのことを 「スポンジさん」 と呼んで

いました。何でも吸収 したいと思っていた

からです。ジーンはよく質問 してきます。



なぜみんなで一緒に座 って食事をするのか

とか，祈 る時になぜひざまずくのか， どう

して毎週 日曜 日に教会 に行 くのか， ごうし

て食事 のたびに違 う種類の食物を食べるの

かなど，一つ一つ尋ねるのです。そして福

音の話 になった時，特別の親 しみを覚 えた

ようで，知 り得 る限 りのことをすべて知 り

尽くしたいと思 うようにな りました。

ある時，私たちはジーンを連れて一緒に

キ ャンプに出かけました。車を止めて外に

出ると， ジーンはす ぐにキ ャンプを張 る所

を掃き始めました。子供たちはただ驚いて

じっと見ているばか りでした。それでもジ

ーンは手を休 ませることなく，あたりをき

れいに掃いて，土や松 の葉をかき集めたの

でした。ところが， それだけではなかった

のです。ジーンは子供たちのそばに来てひ

ざまずくと，数分 間自然をきれいにするこ

との原則について話 し始めたのです。つま

り，キ ャンプや野外活動をする時に周 りを

きれいにすることが どんなに大切なことな

のか，そ してこのようなちょっとした心が

けで，生活がどんなに生 き生 きとしたもの

になるか話 して くれたのです。 しか も驚い

たことに，子供 たちがその話 を熱心 に聞い

ているではありませんか。私たちはニュー
やまあい

メキ シコの砂漠ではなく，コロラ ドの山間

に住んでいたことをただただ感謝しました。

これがニューメキシコの砂漢だったら， ど

んなに一生懸命掃いても固い地面は現われ

ないからです。

丁度3週 間前， ジーンがふた りの子供 を

連れて私 たちの家を訪れました。 ジーンは

静かな口調で， どうした ら自分 の家族 と子

供たちによい影響 を与えられ るかと尋ねて

いました。

こうした話 を聞くと，すべて楽しくよい

ことばかりであったように思 われますが，

決 してそうではあ りませんでした。 まさに
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人に奉仕 することと同じで，喜びの陰には

多くの犠牲があ りました。奉仕 によって得

られる深い満足感はほかの方法では味わう

ことができません。犠牲は人を変え，そし

て人に非常 に大切 なものへの備 えをさせま

す。

私たちはジーンに永遠に感謝 します。そ

れ は， ジーンが私 たちの娘 となったから，

あるいは， ジーンが私たちの家庭に喜びを

もたらしてくれたからだけではありません。

私たちが感謝するのは，彼女が人に奉仕す

る機会 を私 たちに与えてくれたからなので

す。私 たちは両親 として，、福音の原則 を教

え，それを家庭で応用し，完成に向かって

努力するために多くの時間を費やすことが

できるということを学びました。時には，

努力 している割 には子供 たちにそれ程影響

を与 えていないと感 じられ ることがあ りま

す。しかし，奉仕を通 して福音の原則に従

った生活をし始 めると，素晴 らしいことが

起こ り始めたのです。私たちがこれまで長

い間教えようとしてきた福音の原則を，子

供たちが 自然 に理解 するようになったので

す。

私たちは家族みんなで奉仕 をして，それ

以上 に多くのものを受 けました。これほど

素晴 らしいことがあるでしょうか。その人

がひとりでできないことを行 なって助 ける

ことによって，私たちは自分 ひとりでは得

られない祝福を得るのです。これが本当の

イエス ・キリス トの福音です。人々に奉仕

することによって，家族 と個人は強められ，

祝福 されるのです。そしてシオンに住む民

は備 えをすることができます。

イエス ・キ リス トは生 きておられ， この

教会には完全 な福音の計画があ ります。ま

た福祉 の原則が福音の実践にあることを証

します。 これらをイエス 傍キ リス トのみ名

によって申し上げます。アーメン。
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「高潔な心で

受けられるように

知恵を使って与えなさい」

十二衡 定定員会会員

マ』ビン・J・アシュ トン

目 近行なわれたブリガム ・ヤ ング大学後

取 援の教育週間の部会 に出席 した時のこ

とです。聡明な教師であり， ステーキ部扶

助協会の会長で もある レーゼル ・マックブ

ライ ド姉妹が，スクリーンに1枚 の写真 を

映 し出しました。 それは，髪 を乱したまま

腕を組み，考 えにふけっている明るい 目を

した少年の写真でした。そ してその写真 に

はこう書いてあ りました。「僕は大した存在

なんだ。だって神様はつ まらないものをお

造 りにはならないのだか ら。」もう一度繰 り

返しましょう。「僕は大 した存在なんだ。だ

って神様はつまらない ものをお造りにはな

らないのだから。」

この言葉は福祉事業のテーマになると思

います。

人間は社会的あるいは経済的なあらゆる

場にあって， 自尊心 と 自立心 を確立 する

ために助けを必要 とします。福祉事業が真

にその効力を発揮 できるようにするには，

全人的な改善 に関心を寄せなければな りま

せん。人が 自分 自身に対 して抱 くイメージ

は，他の人との交わりや経験を通 して学んで

きたものにほかな りません。 これは注 目に
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値 す ることですが，先ほどの少年が 自分の

本質に気づいたのは，だれかの助けがあっ

たからなのです。 それは母親か，初等協会

の先生か，隣人か，あるいは 「わたしは神の

子」(「子供の歌」B-76)の ような歌であっ

たか もしれません。少年は何 らかの助けに

よって 自分が何者であるかを悟 ったのです。

自分がつ まらない存在ではないこと，大き

な可能性を秘めていること， そして天父に

愛されているひ とりの人間であるというこ

とを知 ったのです。

伝道の書 の4章9節 から10節 にはこう記

されています。「、ζ・たりはひ とりにまさる。

彼らはその労苦によって良い報いを得るか

らである。 すなわち彼らが倒れる時 には，

そのひとりがその友を助け起す。 しか しひ

とりであって，その倒れる時，これを助け

起す者のない者はわざわいである。」

福祉事業の原則の正 しい応用 とは，他の

人と働 く機会を与えて，相方の改善をはか

ることにほかなりません。

優れた教 師について最近はこう言われて

います。「彼は人生の質問に対 して答えを与

えない。むしろ，各々の生徒が 自分で答え

を見つけることができるように指導する。

また，生徒 に自分 は愚かな人間であると感

じさせるようなことはしない。むしろ生徒

に自信 と勇気を与 え， しか も決 して強制は

しない。」

きょうの大会で私たちは教会の偉大なプ

ログラムについてお話 してきました。 この

プログラムは，技術や 自給 自足や自尊心 に

ついて教え，それらを育むことにより，す

べての人に個人の価値 を認識させるために

始 め られ たのです。福 祉事業は私たちに

続 けて奉仕 し，学ぶ機会を与 えてくれます。

それを通 して私たちは， 自己や隣人に対す

る信頼 と働 きかけを決 して失 ってはならな

いことと，周囲の状況に決 して負けてはな



らない ことを学ぶのです。

福祉事業や家庭生活の中で失敗があると

すれば，それはお互いの信頼を失 った時だ

けです。忍耐力，辛抱強さ，真の愛， これ

らの ものは，神のすべての子供たちを助け

るために熱心に働 く時にこそ教えられ，学

ぶことができるのです。

先 日， 日曜学校 の後で，ある教師が私の

ところへ来て，特別 に握手をして欲 しい子

供がいると言いました。私は手 を差 し出し

てその少年 と握手をしました。 その時，お

そらくこの子にできることと言えば，教師

の本をクラスに運ぶことぐらいではないだ

ろうかと思いました。 この思いやりのある

教師は少年 にどのような責任を与 えていた

でしょうか。本を運ぶ責任でした。 この教

師は生徒の能力 に合わせて 自立を教 える方

法 をわきまえていました。 このような指導

者がいることを，私 は神に感謝 しています。

ロバー ト ・ルイ ス ・ステ ィー ブ ンソン

の次の言葉 は私 たちにこの事実を思い起こ

させます。「本来あるべき自分 になり， 自己

の持つ可能性 に到達することが， 人生のた

だひ とつの 目的である。」(バーゲン・エヴァ

ンス，1万0渉Joπ醐yoダQ%磁 α」∫0郷「引用集」

p.393)救 い主は 「父がわたしをおつかわ

しになったように， わたしもまたあなたが

たをつかわす」(ヨ ハネ20：21)と 述 べて

おられます。人にはそれぞれ特別な生 きる

目的があ ります。 自分 自身でそれを見いだ

すことができる人もいれば，助けを必要 と

する人 もいます。互いに助け合ってこの地

上での 目的を果たすならば，私たちすべて

がこの霊感により与 えられた福祉活動の一

部 となるのです。

サタンは全力を尽くして私たちの邪魔を

し，私たちの進歩を妨げて失望 させようと

す るでしょう。試 しを受けた時は，経済恐

慌の時代 に 「イギ リスの勇気の獅子」と言
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われたウインス トン ・チャーチル首相の次

の有名な言葉 を心 の中で繰 り返してみると

よいで しょう。彼は独特の人格 と強さを持

ってこう言いました。「決 して，決して，決

して，決して，決 して， あきらめてはなら

ない。」この彼流の力強い言葉は， もうひと

りの偉大な指導者の言葉と共鳴します。「も

しわたしの言葉のうちにとどまっておるな

ら，あなたがたは，ほんとうにわたしの弟

子 なのである。また真理を知るであろう。

そして真理は，あなたがたに自由を得 させ

るであろう。J(ヨハネ8131-32)

ニ ュース解説者であり著述家であるポー

ル ・ハー ビーは言いました。「いつの 日か私

が世に言う成功者になって，『あなたの成功

の秘訣 は何 ですか』 と尋ねられたら，簡単

にこう答えたいものだ。『転んだ時に起 き上

がることです』と。」

中には，現在の福祉の原則は時代遅れで，

過度 に強調されていて，現今の世 界状勢の

もとでは実現不可能 であると，信じ込ませ

ようとする人がいます。そういう人々に申

し上げたいと思います。疑い深い人にとっ

ては，学ぶよりはあきらめる方が易しいの

です。仕 える者 になるより批評家 になる方

が易 しいのは当然のことです。今 日の，そ

してこれか ら先の不確実 な時代の中で，福

祉事業は世に高 くかかげられた光となって

存続することでしょう。 その土 台は自らを

助 くる人々の岩の上に建てられていくので

す。正 しく実施されるな らば，人々に必要

な援助 は，教会のこの大切 なプログラムを

通してほとんどまか なえるはずです。

福祉事業は神様のプログラムです。私た

ちが正 しく参加 していくなら， この確信が

得 られるに違いあ りません。物資， 日用品，

お金，食糧，労力，技術， これらに加えて

信仰がなく.てはなりません。神様の方法で

助け，導き，従 うという信仰です。 その際
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の導きと力については，繰 り返し引用され

る大切 な聖句，教義と聖約第104章 の14節

と16節 に記されています。「主なるわれは諸

諸の天を拡 げ，わが手づから創れ るもの，

すなわちこの地を築きた り。されば，その中

にあるよろずのものはわがものなり。……

されどその事 たるや，必ずわが道に適い

て行われざるべか らず。見よ，この道は主

なるわれ，わが聖徒らを扶養するため命を

下したるところにして，貧しき者は高くせ

られ，それにて富める者は低 くせられんこ

とこれなり。」

自立は， 自由意志 と責任 とがほどよくバ

ランスのとれた時に養 われます。私たちは

共に生活し，教え，分かち合 う時， 自分 自

身と他の人々の中に自立の精神を養 ってい

るのです。

福祉事業を活用し，成功させるには，す

べての教会員が正しく参加 しなくてはなり

ません。主の方法には，個人と家族 と教会

とが常 に含 まれており， これらは互 いに協

力して働きます。'福祉事業 と家庭 とが密接

に結びつく必要 があるのです。理解 力と賢

明な準備， それに祈 りを通 して得 られ る導

きは，欠かせない要素です。秩序 を保 ち，
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効 果を上 げるためには，正 しい経路を通し

てすべての行動 を行 なうことです。

計画を念入 りに作成 し，プログラムを設

定 し，真剣 に準備する，それだけでは十分

であ りません。 ほとんどの人はそれらを行

なう力を持 っています。 しか し， 多くの人

は私たちの信 じている原則を実践する時に

苦 しい経験 をするのです。 中にはそれ を避

けようとする人々もいます。

ここで良く覚えておいて欲 しいことは，

一番強力な助け手はしば しば自分 に最 も身

近 なもの， すなわち自分 自身の手 にあると

いうことです。問題が起こった時，あなたは

まず 自分の力で解決 してみようと思います

か。それ とも両手を上 げて 「ダメだ」 とか

「私にできるわけがない」と言いますか。静

かに座 り，現状を分析 し，可能な行動 をす

べて挙げることができますか。原因を見き

わめ，対処する方法を決定することができ

ますか。冷静 になって黙想すれば，興奮状

態でいるよりも早く問題 を解決することが

できます。

マ リオン ・G・ ロムニー副管長はよくこ

のように言われ ます。「自尊心のある会員な

らば， 自らを扶養するという責任を他人に

転嫁するようなことはないだろう。私たち

の責任は 自分 自身を養 うだけにとどまらな

い。私たちは家族をも養うのである。」(「聖

徒の道」1981年9月 号，p。146)パ ウ ロは

この点について次のように言 っています。

「もしある人が
，その親族を， ことに自分の

家族をかえ りみない場合 には，その信仰を

捨てたことになるのであって，不信者以上

にわるい。」(1テ モテ5：8)

家 庭 は福祉活動の中心でありますが， そ

の家庭と家族 は，すべての活動 に常 に参加

して自尊心を保てるようにすべ きです。個

人の福利を実現 しようとするならば，家族

全員が参加 しなくてはならないということ



を，いつ も頭に入れておく必要があります。

家族は互 いに最 も良く理解 し合 っている

ものです。一団となって働くことによっで

問題を色々な角度から見ることができるで

しょう。論争をせずに家族会議を開 くなら

ば，チャレンジに対する，新 しくより良い

解決法が生まれることで しょう。

家族がお互いに助け合って問題 を解決 し，

自立心 と責任感とを養 っていくならば，そ

れ らの努力と援助の積み重ねが家族全員に

自信と安全という報いをもたらすで しょう。

もちろん，私たちの中には教会 に助 けを

求めなければならない人もいるでしょう。

個人あるいは家族が必要な援助を与えるこ

とができない時に，このような助 けに頼れ

るということは，大きな慰めではないでし

ょうか。 この場合 も，定められた正 しい経

路 を通 して行なわれます。感情的になった
ろうばい

り狼狽 したりしては，従 うべき道を見つけ

ることはできません。 すべてのことは，現

代の予 言者によって明確 にされた主の方法

に則 って行なわれるのです。

個人と家族 に最 も多くの報 いをもたらす

計画のひとつとして，可能な限り負債 を避

けることが挙げ られ ます。負債それ 自体は，

良いもので も悪いものでもあ りません。 ど

ちらに も成 り得る経済上の一手段 です。事

業 における負債は生産性の増大 と拡張のた

めに使われ ます。 しか しながら，個人で負

債 をかかえている人について考 えると， そ

のほとんどが平均的な生活水準 にありなが

ら，一時的な財政危機 に陥っています。彼

らはお粗末な浪費癖 の犠牲者であり， 多く

の場合，正 しい財政管理の重要性につ いて

何の考 えも持っていません。またク レジッ

ト，特 にクレジッ トカー ドを乱用 し，予算

の範囲内で，つまり自分で処理 できる範囲

内で生活 しないのです。 多くの人々にとっ

てクレジットは，普段行けないような所へ

聖徒の道/1982年4月 号

σ

自分を運んで くれる魔法のじゅうたんのよ

うな物です。最初はただで乗れて も，すぐ

後で支払いをしなければならないことを忘

れています。 元金 に禾IL憩、が積み重なり，そ

の額に驚いて しまうことでしょう。.

負債は深刻な家庭争議の原因にもな りま

す。収入のほとん どを借金の返済にあてな

ければならない夫婦が，結婚生活に破綻を

来たすのは，よくあることです。

今 日の市場では，そうです，あなたの隣

近所や町や市では，悪質な詐欺師が心をそ

そるあらゆる手段 を使 って，すぐ惑わ しに

乗る人々をね らっています。残念なことに，

私たちの中で もたくさんの人々が耳元でさ

さやかれた甘い話 に乗 ってだまされていま

す。「一生に一度のチャンスですよ」とか「あ

なたにだけですよ」 と言って誘いかけるの

もめずらしいことではありません。 このよ

うな話 は疫病を避 けるように，避けるべき

です。

主は，邪悪で無法を働 く者が何 も知 らな

い弱い人々か ら不 当な利益 をだまし取るの

を見た時 目を覚まして警戒を怠らないよう

にとおっしゃっています。末 日聖徒は，他

人を利用 したり，不正 を働いた り，うそを

ついた り，盗んだ り，ごまかしたり， だま

したりしてはなりません。私たちの責任は，

互 いに助け合 って幸福を破壊する力を持つ

ものを締め出す ことです。

倹約の習慣は時代遅れではありません。

私たちはたとえ物がなくて も，あるいは，

新 しい物が買えなくて も，収 入の範囲内で

生活できるように自分 自身を訓練しなけれ

ばなりません。 賢明な人は，必要な物とた

だ欲 しい物 とを区別できます。予算をたて

ることはとて も骨の折れる仕事か もしれま

せんが，私はお約束します。それはやれば

必ずできることなのです。

負債は破壊的なカ を持ち，経済的な束縛
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や倒産，さらには 自尊心の喪失を招 く原因

とな ります。金銭を賢く管理 し，適切な予

算をたて，什分の一 と断食献金を納 める家

族は，主の方法で 自らを助け，隣人を助け

ているのです。負債は必ず返済すべきです。

主は，私たちが仕事の上で立派に成功 して，

自分の財産 を個 人や家庭 や教会や地域社会

のために役立てるように望んでおられ ます。

イエスは，「わたしの羊を飼いなさい」(ヨ

パネ21：16)と 言 われました。 もし，羊の

居所がわからなければ，羊 を飼 うことはで

きません。 また羊 に反感を抱かせるようで

は，羊を飼うことはできませんし，えさが

なければ，飼 うことはできません。 また，

愛がなくとも，働 く意欲 と分かちあいの精

神がなくとも，飼 うことはできません。

迷 える羊がどこにいようと，助けに必要

なことは思いや りの気持ちです。思いや り

は，相手の気持ちを理解 し， その人が感 じ

ていることをそのまま感 じ取 る能力です。

この気持 ちなしに，本当の意味での援助は

ありえません。思いや りを示すには，相手

の信頼を得， 目と耳 と心で話を聞き，相手

の気持ちを理解 しようと努力し， そして本

当に理解 していることを態度で表わすこと

が必要です。思 いや りということを真に理

解し行 なう人は，相手の間題を解決 した り，
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口論 したり， もっと悪い例を引き合 いに出

したり，非難した り， 自由意志を束縛 した

りしません。 ただ， その人が 自ら努力 して

解決法を見つけ られるように，その人の自

尊心 と自己に対するイメー ジを高めてあげ

るのです。

援助を必要 とする人々は，あらゆる年齢

層に及びます。ひとりぽっちで迷っている

若い羊がいます。疲れ切 って病 に伏 してい 一

る年老いた羊がいます。私たちの家族の中

に，近所 に， あるいは断食献金 によって手

を差 し伸べ られるはるか世界の片隅 に羊た

ちはいます。 ある羊は食物 に飢 え， またあ

る羊は愛と関心 に飢 えているのです。

もし私たちが主の羊の反感をかうような

ことをすれば，彼らを養 うのは不可能 とま

でいかなくとも，かなり困難なことにな り

ます。皮肉な態度やばかにした気持 ちで教

えた り助けた りしてはな りません。命令す

るような口調や 「私が正しくあなたは間違

っている」 といった態度は，迷 える羊を逆

に遠 のけてしまいます。そこには厚い壁が

できてしまい， どちらのために もな りませ

ん。

相手が 自尊心 を失うようなことを勧めて

はいけません。 さもない と，その人は去 っ

てしまい，助ける機会は失われてしまうで

しょう。 もうひとつ忘れてならないのは，

何 も求めずに与えるだけでは神の子供 を本

当に助けることにはならないということで

す。すべての教会員は，受ける物に対して

働 くという独立 自活の精神を持つべ きです。

迷 える羊に与 える最 も良 き食物は，真の愛

と高潔な心の回復 なのです。

私たちは愛を行ないで表わします。 もし

行動が伴わないとしたら，愛の言葉はむな

しいものとなるでしょう。主の羊は世話 を

してくれ る羊飼の関心を必要としています。

羊飼は羊 たちを進歩の道へ と導 き， そこで



彼 らが神の戒めに従う価値 を知 り，高遠な

目標に到達することに崇高な思いを抱ける

ように助けます。

愛は，私たちの家庭の中か ら始めなけれ

ばなりません。あまりにも多くの人が，家

庭 という輪の中で最 も愛が必要とされてい

る時に，家庭外へその愛を向けています。

古いセル ビアのことわざに，「親切は，権

力で命ずることも金で買うこともできない

唯一のサー ビスである」 という言葉があり

ます。 困っている人の世話をして助ける際

に愛を示す最良の方法は，親切 によってそ

の愛を日々表わしていくことです。真実の

愛は生命と同様 に永遠のものです。

この2，3日 ，キンボール大管長の手術

後の回復の間に，私は大管長に対する愛と

感謝の言葉 を多くの人々からうかがいまし

た。大勢の人々が，キンボール大管長の奉

仕 と無私の愛 に対 してどのように感謝 を表

わそうかと考 えています。私は恵まれてキ

ンボール大管長 と親 しく交わってきました

ので，参考 になることをお教 えできるかと

思います。それは，人種，信条，肌の色に

かかわ りなく，すべての神の子供を無条件

で愛し，キンボール大管長がされているよ

うに，努めて奉仕することです。これは福

祉活動の土 台となる原則です。教義と聖約

50章26節 を思い出して下さい。「およそ神よ

り聖職 に按手任命 せられて遣わさるる者は，

彼いと小さき者にてすべての人の僕なりと

も，任命せ られていと大いなる者とせらる

るなり。」

主は私 たちに心を配って下さり，奉仕 に

必要 な指示 と自立心 を育 む機会 を与 えて下

さいました。主の原則は一貫していて，決

して変わることはあ りません。状況によっ

て方法は変わるか もしれませんが，主の原

則は常 に一定です。福祉事業の成否は，そ

の土台となる基本的な福音の律法 に従 うか
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否かにかか っています。福音の教えの範囲

内であれば，奉仕する上 でより良い方法 を

求める時に， 自由意志を用いたり新 しいも

のを導入した りすることもできます。

終わ りに，私 たちが福祉事業に参加する

根本的な 目的を幾つか申し上げたいと思い

ます。

1.自 立す ることによって 自尊心を養う。

2.主 の方法で，すなわち自由意志 と責

任のバランスを保 ちなが ら援助し，奉仕す

る。

3.援 助を提供 するのは，(1)個 人(2)家

族(3)教 会 の順であることを理解 する。

4。 主の羊を養うためには，羊の名前 と

居所 を知 る必要があることを理解する。

5.正 しい援助をするには，愛 と思いや

りと高潔な心を回復してあげることが必要

であることを理解する。

6。 最後 に，福祉事業には，計画，基本

的 な福音の原則に従うこと，そして，すべ

てに勝 って，私たちの予言者のように無条

件の愛をもって喜 んで奉仕 しようという気

持 ちが必要であることを理解する。

神様 の助けがあって，私たちが知恵を使

って援助 し，相手の人が高潔な心をもって

それを受 けることがで きますように。「神様

はつまらない ものをお造 りにはならない。」

この言葉は真実 です。私たちは神の子供で

す。神は私 たちを愛 しておられ，私たちが

自分 自身 と家族 と隣人を心 から愛するよう

にと望んでおられます。私は，教会にこの

偉大なプログラムがあることを本当にうれ

しく思っています。 これは，霊感によって

与えられた生活方法です。全人類に幸福 と

利益 をもた らす永違の原則の実践です。そ

れが福祉事業なのです。 これらのことを私

の証 と愛と共に，イエス ・キ リス トのみ名

によって申し上 げます。アーメン。
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福祉の原則に添った

生活をする

第二副管長

マ リオン・G・ロムニー

私
に与えられた責任は，福祉の原則に添

って生活することについてお 話しする

ことです。私は40年 以上 もの間，教会の福

祉プログラムの原則を勉強 し，教えて きま

した。私はこの原則に親しみを抱いていま

す。 また，これがクリスチ ャンとしての生

活をなすものであることをはっきり理解し

ています。 これ までこの会で話 された事柄

に感謝 します。 どれも福祉の原則に添った

生活をすることによって個 人と教会にどの

ような結果が得 られるかを示すものでした。

1936年 ，J・ ルー ベ ン ・ク ラーク ・ジュ

ニア副管長は次のように述べています。 「福

祉計画の真の長期的な目標 とは，与える側

と受ける側，双方の教会貝の人格を築 き上

げることである。また，その人の中に眠っ

ている良い点をすべて引き出し，霊の持つ

潜在的な可能性 を開花させて実を結ばせる

ことである。結局のところ，これがこの教

会の会員に課せられた使命であ り， 目標で

あり，存在理由である。」(1936年10月2日 ，

ステーキ部長会特別集会)

皆 さんの多くは，いろいろ問題のある人

が助けを得，最終的に自立できた姿を見て
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心 温 まる思 いをしたことがあるで しょう。

また，主の方法に従って助けが与えられる

時，貧しい人も高められるという真理を 目

にしてきたことでしょう。

しかし， きょう私が述べ たいのは，福祉

の原則に従って生活することによって，援

助 される側が受ける影響ではなく，援助す

る側が受ける影響の方です。1936年 の クラ

ーク副管長の言葉 をもう一度見てみましょ

う。「福祉計画の真の長期的な目標 とは，与

える側 と受ける側，双方の教会員の人格を

築 き上げることである。」主は貧しい人の世

話 をするのに私たちの力を必要としません。

私 たちの助けがなくとも， おできになるの

です。主はこう言われました。 「主 なるわれ

は諸々の天を拡げ，わが手づから創れるも

の，すなわちこの地を築きたり。 されば，

その中にあるよろずのものはわがものなり。

あらゆるものはわが ものなれば，わが聖徒

らを扶養するはわが目的な り。」(教 義と聖

約104：14-15)

石 油 の鉱脈や宝石の原石がどこにあるか

をキンボール大管長 に啓示するのは，主 に

とって簡単なことです。 もしも主がそうし

て下さった ら，私たちは人を雇って採掘 し，

巨額の金を手に入れるで しょう。 そうです。

貧 しい人の世話 をするのに主は私たちを必

要としておられ ません。必要としているの

は私たちの方なのです。経験のために必要

なのです。 したがって私たちは，どのよう

にして互いに助け合うかを体験を通して学

んで初めて，キ リス トのような愛と思いや

りを育むことができ，やがて神のみもとへ

帰るに必要 な資格を身につけることができ

るのです。

私たちは， 多大の犠牲を払わずに真のキ

リス トの弟子になることはできません。1831

年6月7日 にカー トランドで予言者ジョセ

フに下 された啓示の中に， この真理が見事



に強調 されています。 この啓示の中で，主

は28名 の長老たちに，、ζ・た りずつ連れだっ

てカー トラン ドか らミズー リ州ジャクソン

郡へ旅立つ ように命じられました。旅先で

福音を宣べ伝えながら，別 々の道を通って

行 くのです。覚えていると思いますが，当

時の生活は貧 しく，しか も目の前には未開

の地が広がっていました。 ジョセフ ・スミ

スと彼の同僚たちは， 馬車 と時々小舟 を利

用 しながらオハイオ州のシンシナチに向か

い，そこからケンタッキー州のルイビルを

通 って，汽船で ミズー リ州のセン トルイス

に到着 しました。さらにその町からミシシ

ッピ川に沿って ミズー リ州全体を横切 り，

ジャクソン郡のインデペ ンデンスまで歩き

ました。その距離は300マ イ ル近 くに及ん

でいます。(ジ ョージ ・Q・ キャノン，L碗

げノひs6ρhS痂 ∫h≠h6P70ρhθが 予言者ジ ョセ

フ ・スミスの生涯」p.117参 照)

これ らの ことをお話 しするのは，主が旅

立つ長老たちに次のように語られた時の背

景を，心に描いていただくためです。主は

こう言われました。「汝 ら貧しき者，乏 しき

者および病める者，悩める者たちを万事に
おほ

憶えて憐れむべし。 これらのことを為さざ

る者はわが弟子 にあらざればなり。」(教 義

と聖約52：40)想 像 できるでしょうか。主

は極貧に近い長老たちに，「貧しき者，乏し

き者を……憶えで隣れむべ し」 と言われた

のです。

この戒めがすべての民に向けられたもの

であるということは，ベンジャ ミン王が貧

しい人々に対して語った次の言葉 にも強調

されています。

「次 に私は貧しい人たちに告 げる
。物が

残るほ ど持たなくとも， 日々の用 にことを

欠かないほど物を持ちなが ら， 自分がのこ

りを持たないからと言 って物もらいに与え

ることをことわる人々よ。お前たちは心の
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中で 『物がないか ら施さないが， もしもあ

ったら施したであろう』と言うと思う。

さて もし，このようなことを心の中だけ

で言うのならば罪に当らないが， もしそう

でなければそれは罪に当る。 お前たちはま

だ得ていないものを貧 るから， それが罪に

定められることは当然である。」(モ ーサヤ

4：24-25)

自分 には与える義務があると確信 したら，

次に学ぶべきことは，真心から奉仕するこ

とが何よりも大切であるということです。

よこしまな心で施す人についてモルモンは

次のように述べています。

「このような悪い人は捧物をしても神に

祈って も， もし真心か らこれをしない'なら

何の役 にも立たない。

その行いが義 しいと認め られないからで

ある。

もし悪い人であるなら，捧物を して も惜

み惜みするので，捧 物をしないと同じこと

であるからその人は神の前に悪い人である

と認め られる。」(モ ロナイ7：6-8)

隣 人に豊かな愛を注ぎ，進んで与えるこ

とをしなければ，モルモンが 「キ リス トの

純粋 な愛」(モ ロナイ7：47)と 定義 した愛

を育む ことはできません。モーサヤ書には

こう記されています。

「アルマは……教会の聖徒らがみな各々

その持物の多少に応じてその幾分を施すよ

うに命 じた。 たとえば，豊 に持つ人は豊に

施 し，少しばかり持つ人は少しばかり施 し

て何にも持たない人に与えると言ったよう

なことである。

'しか し， このように人に施す財産の幾分

は，神の御前に善いことを行いたいと言う

心で 自分の自由意志か ら施さなくてはなら

ない。」(モ ーサヤ18：27-28)

そ こで次のように尋ねる人がいるかもし

れません。「どうしたら真心か ら施 すこと
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ができるのですか」，「惜 しむ気持 ちを克服

す㊧にはどうし』たらよいでしょう」，「どう

すれば 『キ リズ トの純粋な愛』を 自分のも

のにできますか。」私の答えはこうです。す

べての戒めを忠実 に守って生活 し， 自分 自

身を捧げ， 家族を大切 にし，教会の召 しを

果たし，伝道活動 を行 ない，什分の一 と献

金を納め，聖典を勉強し……私の答えはま

だまだ続きます。皆さんが 自分 を忘れて奉

仕するならば，主は皆 さんの心に触れてそ

れを和 らげ，ベンジャミン王の時代の祝福

された民 と同じ思 いを， しだいに授けて下

さるでしょう。彼らはみたまに動かされて，

このように言いました。「まったく，われら

は王の言われた言葉をみな信 じ， またその

言葉が確に真実であることを知っている。

それはわれらの心 を非常に改めさせ，悪を

行う性質をなくして常 に善 を行う望みを与
に

えたもうた全能の主の 『みたま』に由るの

である。」(モ ーサヤ5：2)

この完全な愛は，主が行 なわれるすべて

のみ業に表われています。主は創造された

無数の世界をモーセに見せて，こう言われ

ました。

「見よ
，わが力の言によ りて過 ぎ行ける

多くの世界あり。 また今ある世界多くあり。

これ らは人にとりて数 限りなし。……

一っの世 界とそれにつける天の過ぎ行 く

時は，誠に別の世 界を生ず。かくしてわが

業にもまたわが言にも終りなし。」(モ ーセ

1：35，38)

広 大 な創造の業 をモーセに顕わしてか ら，

主はこのすべての業の 目的について次のよ

うに述べておられます。 「見よ，これわが業

にしてわが栄光，すなわち人に不死不滅 と

永遠の生命 とを もたらすな り。」(モ ーセ1

：39)こ の聖句か ら，天の御父が利己的な

心をまったくお持ちでないことがわか りま

す。すべてのみ業 と栄光は，神の子供 たち
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に永 遠の生命と幸福 とをもたらすためにあ

るのです。 それゆえ， この人生における私

たちの 目的は，真心から人に仕えることに

置くべきではないで しょうか。 もしそうし

なかったら，神のようになるという望みを

果 たして持てるでしょうか。私たち個 々の

人間が 「キ リス トの純 粋な愛」(モ ロ ナイ

7：47)で 満たされるようになれば，私た

ちが集まった教会は 「心の清き者」(教 義と

聖約97：21)に な ります。 そして，聖典に

記されているエノクの民のようになれ るの

です。 「主はその土地を祝し……その民をシ

オンと呼びたまえり。彼ら心を一にし，精

神 を一にし，義に住みたればな り。 されば

彼らの中に貧しき者一 人もなか りき。」(モ

ーセ7：17-18)

イエ スが十字架でお亡 くなりになった時，

新大陸では大変動が起 こり，ようやく生き



のびた二一ファイ人たちは，その後福音 に

従 って生活するようになりました。聖典 に

はこう記されています。

「真心からその罪を悔い改めた者はみな

イエスの御名 によってバプテスマを施 され

て聖霊 を受 けた。……住民がみな心を改め

て主を信ずるようになったので， その間に

何の不和争論 もなく一 人のこらずみな互い

に正 しく扱 った。

そればか りでな く，一同は一切の所有物

を共有 したので富んでいる者と貧 しい者と

の区別 もな く， 自由な者と奴隷 との区別も

なくて，誰 もかれ も自由とな り天の賜を授

けられた。一…まことに神が造りたもうた

すべての民の中でこの民ほ ど幸福な民があ

るはずがなかった。」(】V二 一ファイ1，2，

3，16)

なぜ この民はそんなにも幸福だったので

しょうか。それは，彼らが利己心 という束

縛か ら解き放 たれ，主が御存じのこと，す

なわち究極の喜びは奉仕を通してのみ もた

らされるということを，知っていたからです。

「心の清き者
J・を構 成する民になること

は，見はてぬ夢でも不可能な目標でもあり

ません。なぜ なら，それは主が私 たちに命

じておられることだからです。聖典にはこ

う記されています。「主が命 じたもうことに

は，人がそれ を為 しとげるために前以てあ

る方法が備えてあり， それでなくては，主

は何の命令も人に下 したまわない……。」(1

二 一フ ァイ3=7)

私 た ちが 「キ リス トの純粋な愛」を持て

る状態 になると， 人に仕えたいという望み

が高められ，奉献の律法に完全に従って生

活 しようという気持ちになるでしょう。奉

献の律法に従 って生活すれば，貧しい者は

高められ，富める者はへ りくだった心を持

つ ようになります。 そしてその過程におい

て，双方が清められるのです。貧 しい人々
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は，貧 困という不名誉 な制約や束縛か ら解

放 され， 自由な者 となって，物質的にも霊

的 にも自らの持つ可能性を発揮できるよう

にな ります。富める人々は，奉献の律法に

従 って余剰の財産を貧 しい人々に舟かつこ

とにより， しかも強要されてではなく， 自

由意志 に基 き自ら進んでそれを行なうこと

によ り，モルモンが 「キリス トの純粋な愛」

と定義 したその愛を同胞に示すのです。こ

うして与える者と受ける者が共通の基盤の

上に立ち，神のみたまにより祝福 されるの

です。

人々が完全な福音に従って生活できるよ

うに助けるのは，この最後の神権時代に立

て られた教会の使命です。主の民は 「心の

清き者」 とな り，山々や高き丘の上で繁栄

し，祝福を受けるでしょう。 そして神 と共

に歩むでしょう。彼らは心をひとつにし，

精神 をひとつにし，義に住むからです。ま

た，彼 らの 中には貧しい者がひとりもいな

いからです。

これ らのことを心 に留めて，この偉大な

プログラムを推 し進めようではありません

か。福祉の原則は永遠です。福祉プログラ

ムは奉献の律法の原則の上に築かれます。

私 は自分の経験から，これが確か に神のみ

業 であることを知 っています。 キリス トの

ようになるために私たちを備えて くれるの

です。皆さんが 自分の置かれている最 も神

聖 で尊い立場 について考えてみるならば，

私 たちがしなければならない最後のことは，

同胞を助けることはもちろんのこと， 自分

の持てるすべてのものを神の王国を建設す

るために捧げることだと思い当たるで しょ

う。私たちはそれを実行することにより，

福千年 の到来を早めることができるのです。

神の助けがあって，私たちが失敗するこ

とのないように， イエス ・キ リス トのみ名

によりへ りくだって祈 ります。アーメン。
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･,ゆトピック ス
騨 霧 制撫 畠勢 認舳
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塗ち幽 乳1
教会福祉制度をたたえ

レーガン大統領,ボ ランティア

活動 を推奨 する
【ワシントン=チ ャーチ･ニ ューズ】 レーガ

ン大統領は,近 日ホワイト･ハ ウスで持たれた

実業家や財団,主 な団体の指導者との朝食会で,

現在アメリカ合衆国政府が背負っている重荷を

ボランティアグループが肩代わりすべきである

と述べた。その席には教会を代表して十二使徒

定員会会員の トーマス･S･モ ンソン長老が招

かれた。

｢米国を特徴づけていたボランティア活動が

あまりにも疎んじられています。政府は,地 域

社会や近隣の人々が本来なすべき事柄を,な ん

でもかんでも背負い込み過ぎているきらいがあ

ります｣と,レ ーガ.ン大統領は語った。

またレーガン大統領は,特 にモンソン長老を

その席に特別に招待することによって,.教 会の

ボランティア活動の必要

性 を訴えるレーガン大統

領(右),中 央 は合衆国商

業会議所議長 ドン･ケ ン

ドル氏,左 側 トーマス･

S･モ ンソン長老

福祉プログラムに対して

多大な関心を抱いている

ことを示し,教 会の福祉

制度が｢こ れまで政府が

果たしたい.かなる施策よ

りもはるかに優れていま

す｣と 賛辞を呈した。

｢『飢えた者に魚を与え

ても,明 日.は再び飢える。

しかし漁の仕方を教える

ならば,再 び飢えること

はない』と,古 くから言

い慣わされた言葉がある

が,こ れまで政府がよか

れと思ってやってきたこ

とも,魚 を与える結果と

なっていたようです｣と

述べ,教 会の労働倫理に基づいた福祉のあり方

を称賛した。

また最近の諸教会の指導者との会談から得た

こととして,｢諸 教会の聖職者た.ちは,本 来な

ら.ば教会員が行なうべき隣人同士の助け合いが,

これまで政府に押しつけられてきたこ.とに気づ

き始めています｣と 述べ,こ う続けた。｢援 助の

手を差し伸べる際に,ま ずなされなければなら

ないのは,個 人の努力であり,次 に近隣の人々

あるいは地域社会の援助であって,政 府からの

援助は最終段階のものです。｣用

｢レーガン大統領は
,教 会の福祉プログラム

についてよ.く理解しており,情 報を適確にっか

んでいる｣と モンソン長老は語っている。

なお,昨 年の12月2日,レ ーガン大統領はボ

184



58i

(丼日61目

ZI由71861〆一τ==･壬一4一｢去)

。(Σq}∩雲孕口鞠⑦〉冥尉測

雲1⊃1[劉由｢8⑦2り法レ…を`?》

9ムZ`1(き¢0ε9き4剣呆ギー壬×`コ1

009`ZI(詠4009`∠欄暴討一乙`⊃1

号009`6呂(詠4影000`ム1罪1翼坐琴弊

耳`⊃劇εらま2》YOOO`0εZらま科

⊃坤毒18619く4YOOO`08qま⑦…軸

宗由ε∠61`罪糠昇繰胃翠。曾1ノ

準rl粥捧=～曾ゑ華口Y旦009⊃1M

(ρ目4壕`算準マ哨き4日{倶手⑦ユ

撃Y互06シ判⊃痒毒1861(}導営

等4G認Y互0εεらま⊃噛ε乙6I

o

雲ユ(汐i票∩i解⊃1年駈孕▽を〃ロ

ニ耳冥描租⑦等罐`;1ロヨ期孕一

寸ん法(∂64'ミへ⑦=～2曾ゑ｢(1多

0σ)身話｣二～=～2｢曾(汐箪障》

乎｣唾腐ユ捷皐…日竈皐nマ智轟

¥鵠磯`身餌勝母雲最`昇

百竈`身呈去(∂》聯宗⊃旧0ε目

ZI甥ム61`罪駐誉4r一聾くギ

186108616L618L61LL619L615L61VL61EL611

007'9己⊥

。。8',､808'セ乙8･･ド･8･00ズZ89

0･Z'8セ･'1④

001'161'1

00Z'lZε'1々国糊裾4･4･4酵∠

(軍耕)981'68ε'1

⑳
葦羊蜘2竿鐸【≠rl〆∠

009'シ89'Z

OOε'セZ9'ビ00ビ'898'Z

OO6'68乙'Z

008'1セε'ε

･･8'llドε･･ど'ε66'a⑳

006'SOI'EOOO'Olb'EOOO'乙0ε'ε

ワ
瞭)918'019'ε。。。'εセ乙'ε…'Z∠9'ε

000'091'7000'996'ε⑳

聯冨導聯(o暫幕:5
000'L6｣'b

000'｣99'b
㎝lHsuag㎜開

(翠誹)…'･･6'･¶1･lrHomm

旧②

囲由8⑦誉贔¥4で一Ψべ孝マ(溜翼母を乎
駐享二～9ア1翼=,Y互009糠曹ミ多】薩

。(重[彰トトr･くμぐミ坦)能賢一=▽□･航

･護一Eる(0誉担(μ卿∂θ10側1%∂御りz(γ

4∂卿∂01%o鐸璽㎎)一〃･く舞･4r手Eる羊

苦卑`=～牌蝉一μ/(.レ4･･f･r[エぐ曾禦ユ碧

尋阻一鴬(o(sg〃10続%膨(姐ρ%卿加∂ρ鯉

1膨∂%∂o)号簸ム4〃弔1厚`罪1白尊'Σ《(ρ珊。4

健…き号丑鰹羽竈日寧(0牙ε(汐雌豪寡普･くム･(ま

･S･耳ムーヨ⑦智弓阻一影辱菖迄噸興僻i野中

`白嘩ユ営弓尋冒…鰯車}=十⊃憎彰⑦彦04∩學

丑母浮ララ}∩;～営塗(o等営曇陪赫履興爬麟∠4

v斗身ムΨ1⊃1(汐ヲ曾ゑ蕨禦母鞭興暴麗曾f⊃1

晶笛n樫⊃燥鏡図(ρ4h〆孟哨{硬与酵∠ン壬く4



･･膨 ロ ー カ ル ニ ユ ー ス

野 饗･､ ,.

お ヨ ミら げ お　げ ド

〆懸 ぐ蓼､

1纏1謎1。粥
＼
.響 健

。 毒

くわ

クモラの丘霊
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彦
長
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園鍬入れ式
いるま

去る2月4日(木)午 前11時 か ら,埼 玉県入間
も ろ やま

郡毛呂山町長瀬1313番 地 にある武蔵野霊園で,

菊地良彦長老の管理 の下に｢ク モラの丘霊園鍬

入れ式｣が 行なわれた。

武蔵野霊園は池袋から電車で1時 間程の所に

位置し,秩 父連山を望むなだらかな丘の上にあ

る。その9万 平方メー トルの公園墓地の一角に,

鞭

蝋

轡

.･

瓢

､
､

塵

　

･

黙

}

､

㍉

蠣
懇
鑛

毒

㌶

酬

6,600平 方 メー トルの永代使用権を購入したの

は,31年 前の昭和25年12月19日 のことである。

当時,佐 藤龍猪兄弟の尽力によって購入された

ものであるが,そ の後いろいろな問題が生じ,

最終的には今年の1月 に正式に教会から開発の

許可と予算が承認され,使 用できるようになっ

た。

｢クモラの丘霊園｣の 命名は
,墓 地委員会(代

表:菊 地良彦長老)に よってなされ,モ ルモ

ン経のモロナイ書10章34節 で｢霊 と私の体とが
つ

再び相合するまで神のパラダイスで安息に就く。

……｣と 結んだモロナイが金版を封じたクモラ

の丘にちなんで名づけられた。

霊園の造成完成予定 日は,今 年の8月 末で,

一区画3平 方メートル23万 円(予 定)で 永代使

用権を入手できる。 申し込み締切は7月 末。詳

しくは,東 京都港区南麻布5-10-30,末 日聖

徒イエス･キ リス ト教会,｢ク モラの丘霊園事

務局｣(担 当:今 井一男兄弟)ま で。

クモラの丘霊園の

開園にあたって

日本･韓 国地域代表役員

菊 地 良 彦

このたび大管長会の特別の承認を得まして,

長い間の懸案でありました｢武 蔵野霊園｣の 永

代使用権の分譲のための手続きが完了し,｢ク モ

ラの丘霊園｣と して,末 日聖徒イエス･キ リス

ト教会の会貝の皆様にお渡 しできるようになり

ました。

この霊園は,前 北部極東伝道部長であられた

ポール･C･ア ン ドラス部長が,故 デビッド･

iss
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く東京インスティテユート蚕

で学ぶ学生たち

昨 年､月に開校

された東京インスディテ

ー トは
,登 録者が550名

を越え,相 応の成果を挙げて

きた。2年 目の今年度もまた,神 学をわかりや

すく,か つ深く学ぶ機会 とすると共に,様 々な

活動を通じて,学 生たちの成長に寄与すること

が期待されている。

特に,イ ンスティテユートで学んだ兄弟姉妹

たちが証を強くし,力 強く伝道に出かけて行

く姿には目を見張る､ものがある。

今年度は全国的に｢日 の光栄の結婚の準備｣

のコースが設けられ,東 京インスティテユート

でも,そ のコースを中心にして予定が組まれて

いる。また,｢旧 約聖書｣｢末 日聖徒の歴史｣な

ど新しいコースも幾つか設けられ,全 部で17コ

ースの学課の中から選択できる。
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《テ ーマ ソ ン グ,シ ンボ ル マ,ク 募 集 》

現在,日 本におけるインスティテユートのテーマソングとシンボルマークを募集してい

ます。下記の要領で奮ってご応募下さい。●応募資格/イ ンスティテユー トの登録者(た

だし学生であること)● 締切/1982年5月 末 日(消 印有効)● 送付先/〒150東 京都渋谷

区桜丘町3-4黒 川ビル4F/東 京インスティテユー ト(TELO3-496-6954)● 応 募要

領/未 発表のものに限ります。(作品はお返し致しません)① 歌卜 一楽譜(歌 詞付き)に 録

音テープを添付する。共同作品も可。② シンボルマークー一彩色すること。●審査/審 査

委員会ならびに全国のインスティテユート登金i諸による審査。●表彰/① 歌→ 憂秀賞(1

名).… …京浜地区以外での入賞者は東京へ,京 浜地区での入賞者は札幌へ,そ れぞれのイ

ンスティテユー トの授業参観旅行(7月 中旬予定,.2泊3日)/優 秀賞(1名)… …図書券

5千 円(TDCの 図 書のみ有効)② シンボルマークー一優秀賞(1作 品)… …図書券5千

円(TDCの 図書のみ有効)
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仙台ステーキ部独身成人大会で 山 本 公 也

(横浜第1ワ ー ド部)

伝道を決意したのは,1981年5月5日 のこと

だった。仙台ステーキ部独身成人大会に参加す

ることによって,日 頃忙しさの中に忘れがちで

あった伝道に出たいという僕の単なる望みが,

堅い決心へと変わっていった。｢東 北に来てよ

かった。｣今 もあの時のことを考えると胸が熱

くなる。東北の人たちの温かさや従順さ,信 仰

の強さに触れ,私 の思いは高められた。

特に｢に っころがしグループ｣の 仲間たちの

人柄と信仰に感謝したいと思う。一緒に活動し

ていて,自 分は彼らを昔から知っているように

思えてならなかった。そして,だ れもが神の子

なのだという証が私の中で大きくふくらんだ。

また｢家 庭の夕べ｣で1ま 彼らの証で僕の霊は清

められ,伝 道についての素直な思いやビジョン

を語り合えた。さらに大会の伝道セ ミナーで受

けた感動 も私の歩むべき道を示してくれた。

翌朝の聖典勉強会で読んだ｢人 の心には多く

の計画がある。.しかし,た だ主のみ旨だけが堅

くたつ｣(箴 言19:21)と の聖句が,私 の思いを

決定的なものとし,あ らゆる不安と惑いが消え

去った。この時こそ,私 にとって大いなる転機

の日だった。.

ド ロリ リヘ ロ＼

く.･･謁･!'･･"㌔f･'ハ"､,..

讐 酬 い ○髄'･･ら ..
.

濯
走行不能のバイクから

1980年9月18日,朝 帰 りの私を待っていたの

は,部 品を盗まれて走行不能になった私のオー

トバイだった。いつもは通らない道を肩を落 と

して大学へ向かう私は3年 生になっていた。

中学3年 の時,大 喜びでバプテスマを受け,

活発に集い,証 も得た私ではあったが,2年 半

後には,ち ょっとしたことで教会に行かなくな

ってしまった。そうなると,福 音が真実だとわ

かっていても,祈 りの回数は減り,聖 典を読ま

なくなり,悪 い思いが自分の霊を弱めていくの

がわかった。

大学に入ってから,知 恵の言葉 も破るように

なり,束 の間の楽しみはあっても,魂 は奈落の

底をさまようという状態が続いた。 しかし,い

つかは必ずこの状態を脱け出したいという望み

を捨てることはなかった。そして,つ いに導き

永野 卓司
(自由ケ丘支部)

となる宣教師との出会いがあった。

いつもはオー トバイで走る.大学への道を歩い

ている.と,私 の前に大きな人が立ちふさがった。

その宣教師の笑顔を見て私は,自 分 と神様との

間に作ってしまった壁を壊す決心がついた。

そして教会に戻って3カ 月たった1980年11月

に,慶 応の三田祭があっ.た。MIAの 名でモル

モンパビリオンを催していた中塚,山 本両兄弟,

帰還宣教師でもある佐久間兄弟の熱 已･な活動に

接し,証 を強めた。また,ボ ンヤリと感じてい

た伝道への希望もある姉妹から言われた｢兄 弟

は絶対に伝道に行くべきです｣と の言葉が決意

を固める起爆剤となった。その時に,家 に帰っ

てからキンボール大管長の 『すべての若人は伝

道に出るべきである』との｢聖 徒の道｣の メッ

セージを読み,今 まで他人事のようであったこ
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